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農山村集落におりる多重的空間・土地利活用管理システムに関する研究

桜

山l'IH1lia-においては般にそれら1l"i'&1'I治組散

の~"Il Wjll'， ・改持機能は低化していゐ その彊凶は、

人rIの減少、出齢化、桜花化等主体的むものばかりで

はなく、公的な~山村被仙の進展にも求められる。

五、全般的t-は、 m，:，品i'J治組織の宅1101::JIg .改持徴能

t/¥低化すゐ傾向にあゐ1I
'
にあっても、少なくない集訴

において、そのばかれた4人汎に対して、 i't，:)の条約二を:

Ja大阪に'1かしつつ仏以的k適応し、，'， ~I~的な悦み金

持続させてい:jkdtがりられる その伎俳には、各戸別

農林家の佐川とした生前.~U?1経常を)~~とし、それ

らの部分的私的J~州、 'l:ÿr~11織によるJt1，，1. 11と務自治

組織による令体的Jtlロl か:，l(J0 して連続し、~沼会領域

をカヴγーする多重的空u日・ L地利前Jntr-sl!システム

がそれぞれの肱慌をもってイ;.(iしている.ノ何者文は、

~山村m必'-おける令IIUt3jTAの詳細な，;d劫と分析によ

って、 I1 \~i:炎~維の水路系統、送路系統、さまざまな

場の系統、民地の系統、 Mti地)}.ぴ応1i12等の作:t1i. '1: 

mに関わる物的なシステムをQJIらかにし、 (2)それらの

さまざまの領域・レベルんおける、 MI>>II自体2誌のある

いはそのm同による物的シλテムの利祈m#{f砲に閲す

る諸行為のイiり様を捉え、¥iliそれらがどのように泌鎖

し、集活I'j治組織による全体的空間管PJ!. ~文書行為と

ともにmm全傾城をカヴ yーしているのかを明らかに

することを過して、 (i1)fil'l 村~fiに生きる11.:米の多 1ft

的空間・ L地利活則管内シλテムの.'li:必f't・有効性を

実証し、あわせてゆそれらに見られる通観する共同の

biも主要な)~4>-が例目11肢体家の維同とした生活・ 1:_ fIî

の碓屯あるいは、その怠aιと、~;泌全体としての領域

.社会保全の怠忠にあることを実証することを口的と

している.

本命文 i主、，~lま『研究の 11 的j 、第 l 白 r~落 fl'7(; 

組織の宅|削管内・改li6良能の低化とその泌凶J、第n
r.;: r混H:過~~に JLるjß泌 (1 治組織の進化と宅間再生へ

の取り組みJ、首I似本 rn，'I'i qおよび h匁!'H>li.H1合』

を輸とした~M的mf.高の (1 JJ1;: J1llJ、都IVil r私1i人・

空間の~必自治組織'-ふる協1，，1 的管JlIl J 、第 v t;i. f制l

'質
"iill交IIII'IIIIIU%薄におけゐY??間・ J:地平1)前JtI管理シス

テム 14活科化の可能件~J 、第VfCt r価\'ilIIIUl帳小集m

におけろやl!ll'土地平'Ir1iJ日智内システムj、第四稜 f

水利用に~L?J 多重1Y-}~1I1I.f117/íHlシステムJ 、終a f結

持j の!);廿から伶成されている.

I主な研究のtI的

本市では、まず、白山村地域集落の1'1治組織による

空間管内・改J写徴能'/)~全般的に低化している要因を集

訴の主体的条件(人11減少・ .i:J齢化、 J~農家流入. )農

業化の進阪による混住化)と公的出山村幣仰の進展に

あるとのl!l.滋をぷし、特に1980{F1~後半からの f都市

.~村失流J や総合保詫地悠備援に比られるレクリヱ

ーション微能希望備の}j[njに疑問を官し、このような流

れに対し、今こそC!111川'.n'Hl:.$i'. I!!!林'ぷが主体的に肉

らの資似を活用して定作条件税備に取り組む必愛性が

あり、公的被備も、今後とも必援であるが、その地域

・集落への適用・導入には、多くの.i禁制を持っている

との認認を，示している.

そのような4思議に守って、今後の1~111村懸備を考え

るヒで最も重浜な益重点の・っとして、民山村集tiに1f.

{tするイ正米の、 'Ei'l1や'1:71iを維持して行く為の多量的

な嬬成をもった空間・ 1:砲の利刷、活用そして管理に

係る物的・社会的システム、即ち「多Ifr的宅問・ J:地

利活im管理システムJがあり、その実将!の抱陸、情造

・後能の解明をぶ治文のr1的として設定している.

その}j訳として、①集減少~1l3傍成JÆびその決定要!刻

、~)その内部Hこ前位される道路、 Aく路&ぴ諸飽設、 ω

上地利用(結成される作物を含む現実の利JIj状況}、

@それらの tで展開される利治m管略行為の空間的展

開、 @Jtr.，1が取り結ぼれる勉とその行為.@集落白治

組織JJ..びJIt FIIW・が行なう利r~m管.PJl行為の対象物と行

l~&び頗度、そして、ゆ側別出家の対数地とJ折街地の

位置関係の巾で行なわれるやj沼間管理行為のを間的反

聞をJ也射し、 (めf.に、それらが*-llfJ的にどのように述

鎖し、 ifQWしていゐかをUJJらかにする}j法をとった.



この方法により、第・に、1!!1山村~j訴で現実に行な

われている燦々なレベル、路線の*IUJ ・ i二地本lltl~m管

理行為が、それぞれの対象となる空間・上地にJlIJして

存在し、第二に、それらの行為が11いに段階的な矯成

をもちつつ、重なり合って補完し合い、それらの連鎖

が集海空間・仁地全体の利活HJ管理システムを}~成し

ており、第二にそこに見られる f多重性Jの111に、側

別私的行為の自伝性を基盤とし、逆に個別私的行為の

自在性を支える「余地j あるいは『ゑ偶遣部分j が保

持されており、第四に、これらの行為に適用される地

械伝米の伝統的諸技術が「余地j を胤実に生かす保証

の重要な主語表'となっており、成代的に適Lι-発展させ

るべきものであると仮定されている。

次いで、本論文の既往研究との関係については、既

往の建築学会を小心に第-に、建築計画研究の民村地

域における発展と性絡づけられるもので、出山村にお

付る生活関連施設・ 生産随設の建築計l曲i研究を純てそ

れらの具備すべき機能と丘地論へと重点を移し、生活

閤域翁へと発属してきたもの、第二に、大~IUlを対象

とするデザインサーベイ的視点から発属したもので、

既に、形態誌を通過し、岱山漁村集泌を中心とした~

問機成上の特質を追求するものへと発挺しているもの

、いわば、集落の f空間織成原樫j 解明を目指すもの

、第二三に、建築計画的研究から出発し、ほぽー貸して

住宅・住空間に対象を絞り、盛山i農村における生産と

生活を一体とする生活糸、社会集団の成りv.ちやそれ

らに関連する強特の生活慣習・様式・意識を住q聞に

集約する形で解明し、住空間特性とその発展の弛自性

を追求しようとするもの、第四に、比較的新しい 1:地

利用計画研究の流れで、 f秩序ある紛糾摘発と農地保

全j の理論的桜処を求める「上地分級論J的研究、民

村集落・地域の空間秩序とその変容を仁地利JTIをrll心

に解明しようとするもの等に大別している ω その kで

本研究は、盛山村居住.s・の泣かれた状況に基づく~求

や生活上の矛盾から当該地域の計幽謙越を見いだすと

ともに、厳住者の主体的取り組みによる課題達成とい

う、いわば「村づくり運動Jに依処した計tlln諸情築を

追求する流れをくむものであるが、上Je!挺往側'先q，第

二の流れからは、 f生産・生活を含めた僚念的生活体

系と実態的土地・空間利HIとの聞係から空間構成を説
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みl&るJJj iJ~品から多くのぷ唆を持ており、第三のも

のからは f住宅IUJを:起点に、それらにJili続する同数取

りと{をわれ1にさらに、前知や ì;_生p~城山地・~山ま

でも合めた、ヨ誌をユニットとする*-"3偶成と、それら

に対応する1:地利川システムや、行動様式の独自性や

特質を追求する五向j には特に多大なぷ唆を得ている

.しかし、 Jド研究は、 r~IIU~'Jþ.主の読み取り j に 11-_ま

らず、それらを成、立させている今IIU-1:刻!!利活用管Jlp'

システムにまで深めようとしているし、 r*.IUJ構成、

上地利Jtjシステム、 n~p.様式の独自性や特質J を近代

化に対泣するのではなく、 「初tn t'f.J. r特質j も凶

定的なものではなく、変形・消滅の"f能件4 を合めて変

化・先鋭せざるを料ないものとして挺え、その111にお

いても、 }，1Hl:おtJit'，覚し、為しf!fる鞄凶内で、それら

を保持・継水することを追求するものとしている。

第 Iな 集ii肉給総l臓の・空間管瑚・改持41飽の低化と

その古屋倒

。集活向治組織の*.1111管理・改持dI能

集落白治組織を行政l涯集f.高と肢体~センサス品業集

必とが 'Rなる傾域をもった地獄的社会集1.11.&ぴ~1Il1 と

し、そこにおいて、以urJ各 Ilt{i~ -) i .人(i:.にl叱市J:_

)を代表して構成し、その合怠と決定に)~づきI'J己の

領~-社会にかかる行為・業務を白治的に執行する組

織と規定し、それが行なう、 f道昔話j、 f滞波いj

等に代点される集必領減内の生雌・生前諸施設・装置

等を対象とした維持・管.P~ .補修・!疋新に関わる共同

的作業の実施や、利用Ji法の調終・管時、行政八の彊

諸行動を内容とする働能を f集越自治組織の*.1間管瑚

・改善俄飽Jと規定している。

。集ti(J治組織の空間管J!l!-I攻IYf機能低化の主体的室長

凶

mj雄自治組織の相111併用・改iff.徴飽の低化を①管llll.

・改善の対象となる物・ ~IIIIの純刷が縮小し、@行動

参加における全Ii :l\役岡山がJ&iれ、参加範It~が縮小あ

るいはn治組織と分経する傾向を強め、従って@行動

制度が低化すゐ.そのr~' で@)fj"fJ.lp. .改得行為の低水鱗

化が進み、それk凶する技術・知識ストックが減退・

消滅する傾向を強め、@行政依イ長を深めつつ、集器空

|闘の利t1I{tのみにノ止さく傾斜し、それらとのほ強的な

関係性向体を弱めることとし、その主体的要IAJを悦界

出林業センサスデータをもとに、おもに①集落の農家

事別、 (2)II~fi数胤模別、 ω向。m とのIlfi lUlUl!緩別のJt

II~作集( r道ぷしんJ: 1!!1道の維持管.P-I!)実路状況、

集活寄り合いlul数&び議題の状創を1970、80、90年に

わたって時系列的に分析し.(り兼業化の深まり、都市

化にともなうJド民家のJ/fI)JU、戸数脱俣のj肥大化、②人

n・，j数の減少・高齢化等の主体そのものの絶対的・

質的減退の2つにあることを実証している。

。集if;(1治組織の空間管.PJ!-改喜子機能低イむのタト的褒附

まず、外的援閃として、行政による主に生活底境に

関わる鹿村被備に求める怠味を論じ、その歴史的な疏

れを、それらがほぼ、網羅されている「農業白書Jに

よって盤用・分析し、①底上げ的環唆B住設盤備→@者u
rtiとの絡差i是正を日指す底噴懲備→@生fii-生活の一

体的環境整備→@生活・生産原境の総合的整備、地域

生~対策、就業機会縫i様、コミュニティー再生色・強化

による定住条件の整備→@農業・民村の多而的機能に

お目したレクリエイション的鐙備の付加→@都市・農

村の交流促進と、路地・ ILt神等出山村資源の多面的活

矧による定住条件の強化といった流れがあることを明

らかにしている。

また、自治省「公共路設状況調べJにより大都市、

都市、町村における公共鈍設の繋備状況を 1968年~90

年にわたって経年的に比較しつつ、分析し、段山村に

相当するとゴえる町村では、Acだ、文化的施設、道路

、供給処理能説等において大都市・都市と比ベ、それ

らの鍍備水筆が下阿っているが、その差は加速度的に

縮まりつつあることを明らかにしている.同時に『都

$との比較j や f都，tih伝説としての4準備水浴j という

指僚で鐙耐水慣を比較すること肉体不適当なものがあ

ることも指摘している。

~に、 11t:W-農林業センサスのデータから、集落単位

の農業関連施設の鐙備状況、生活関連施設整備状況と

集落としての共同作業実路状況および寄り合いの議題

との相互関係を分析し、 k記諸警整備が進んでいる集落

ほど共同作業が減少し、議題も1¥1I，!i型に変化している

こと、制時に逃隔地の小個数集Aでは教備も進んでい

ない中で、やはり、共同作業は減少しているととが明

らかにされている。
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第1I~ U住過夜に_H.る$tin治組織の進化と空間再

生への取り組み

炭鉱の1m鉱、それに伴う伝米居住者に激情する炭住

居住.lf;ーの転入という、いわば「タト締的j混住化状況に

対し、 ~i雄白治組織として①従来の基億単位である班

持制し、同移集団の分制という偶成から、在来型、民

住型、その他の3穫の性絡を持つ段への分類と編成に

することによって、農業集ifr的性絡を保持しつつ、そ

の一方で、行政区・居住地的性絡を合わせ持つという

対応をしたこと、@在米の、生産・生活両国にわたり

、各農家から~左越全体に至る、一元的で包括的集ifr自

治組織から、主に、生路機能を分磁し、在来農家集団

による全体自治組織から相対的に独立して肉腐な生産

関係の空間・土地利活用管理霊行為の条件を確保し、そ

のことによって、農業集落としての性絡と領域保全の

君、志とを具体的に実現させているとと、また、@炭鉱

との併存により生じる後々な問題等に対し、集落自治

組織として位置付けた、 tt米農家集問中心の専門的プ

ロジェクトチームを派生させ、問題解決に当たらせる

など、集活自治組織自体が、その置かれた状況に適応

すベく、いわば f進化j し得るととを示している.

その過程で形成された集落空間・土地利活用管湾シス

テムは

①集落自治組織による農家・兼業農家・非農家に全体

として共通する「居住地j をともにするする「共住性

Jを基盤とし、同時に、集落領域の農業集落的空間と

しての保全を意図した包括的管理。

@集落自治組織から相対的に独立した生産組合による

、農用地・民業JI!設等農業生産基盤等の整備・管理.

@水路支線・農道支線でつながる農地所有者・紛作者

問、あるいは隣接するほ猛毒聞の嵯降・法面についての

私的・部分的共同の利活用管理。

@主生産域の個別私有農地における私的・個別的土地

利活用管埼(集出荷、販売においては共同するが). 

⑤対住域及び縁辺の屋数地や自室長菜園の完全な私的 ・

個別的七地利活用管理。

が@を基盤とし、@を中核として重層して構成されて

いることを明らかにしている。



第ffit，( r濡 J Ji..び r~/t:Jln創l~J を舗とした多附的

mt海の白J}~PI.

tr~)_j 111 JUJ、j品辺からの応十去を世けながらもm治:1'1)J 

で開削しt-r毎~jll; J と呼ばれるJff水路を銀泌~IUIの

偶成納と1..1時に縮担11的靴修とし、火11:初期にil'}入され

た製生産を先泌させゐことによって、 111111問地にあり

ながら磯1;~1 とした山梨伎座のfi: を雄、'i. している集J事の

、公的な桜悩のほとんど然い状況ドでの"1}Jによるm
泌:笠間・ 1:地著書IJTfim~ .f.1~ -改時 ・経営の'J.!Ii)，lを分析し

、(1)--見、 m海自治組織カ¥行政のJ，:紛がJt漫能に縮小

して形骸化しており、=匂間11J.1s-改苦峨能も r11，H.+:部

Jの維持管瑚に限定されていゐようにはえる111でも、

(2， r栄尖'1:郎;組合』を."抜とした雪H舗にかかる、民遊

牧備や創刊'i~問、 労働交換で字の制 li扶助など、院悔し

て問地を心する民家1111の部分的・私的JH')がしっか'J

と後能しており.(;1)水川についても r1~I+:ì仰を舗に

しながら、~給水路 - l~道・ "EIij"にかかる部分的・私

的共同の利訴111管f!が行なわれている.そして、それ

らが句各自家の水111や凶地が空1I11的に分散 ・錯綜して

いることによって、 if(なり合って連鈍しており、酪京

IIll にも Irjl織の凶係が成り弘ち、 ~5)そのことが、結*的

に集ii全領域にわたゐ空IUJ-Lよ也事ItMII信用システム

を成立-_総させているo (61その巾では、従来のII附

のI:Ac的技術が、各出家及びtJH~に'I ~きて同期されて

いるとと、そして、 t句会民家においても、あまり無即伺

のない家路労働に凡合った製~I~mによる税金収入と水

IIIと媛数砲を中心とした自給1'1)i的出来とを合わせ保

持する、しっかりしア個別的・私的*1111利稲川管内が

行なわれていることを明らかにしている

UJIV 1:< ~弘イj)に~~Uの~1i (1 背:組織による協同的事j前

111管理

人11減少・高齢化訴しいIt1にありながら、銭イ長"4・ゐ

農業労働力を駆使し、.JiHf11，やJ~必区収入を tlî111して

、ぬ齢者ttt~lf を合むmm:在米の III~l} Jkび出地・ 111林悼

集湾内土地の維持・保全を:た射している巾 IIJnilit~婦

の宅間・ 1:地利治111 情周シλテムが、①:tに、 Wi~'WJ

良作物を獄取する主~È"域ねの農地については、可勤

労働}J:をのする岱i!~刊として、集忽n治組織から特l

対的に狙t'/した民事組合によゐ協同的紛作、減反対Lぷ

4 

転作のプ口ック Uーティション、政道-A<路管.f.1~が1r

なわれ、。}払.fîの伯~11'11，を合も、~tKI'I治組織のt~Ht長

取拙&ぴ保1&1'1体的制位・コントローJレの実織と、そ

の子教科の蝕Jtl(-ストックの{I:制み、そして財1'7'1メ収

入の~Jll\とストックのイパ1:、(白川敢に隣限する1'1給)1)

ホIil、I'l京禁l省、耐の利111、弘イ1民地川辺のみの刈1)

取りとストックt干の1'1給1'1.1.i.!J市}Jを持った泌総な州別

的・私的空IIU'1:地やIJfliJlI'i1 tll'の将l1iの補完・結合I_

よって偶成されているこeをl切らかにしている.

その"1から、中山IHI・1111111の小集部に前川しねゐ教

訓として、 ωm稀.としてス トックする・3むの財政的フ

γンドが6削減-されれば、公的戦備八の:.mぶと海入、1'1

前の設備定値において I~導的・ fM採がH_取りおlめゐ'

と、山"I制労働力が0'1:米ゐ純1111-1~!iIUJ • 1m燥で}Jを:1'，

し合い.mしたものについては、 抑止:のペイが支払わ

れゐという柔軟かっ‘合則的な rJH・IJを追求4八き

こと、むの自らの由来i~1~~条例:の紙持の 11偲をlHIとし

た集活領域の保全という Jt~~.Q:凱闘が昭持されていれば

、実質的に }J を !I'iった rt'l~的JU， jjJ 1，1..それぞれの

地峨条件に適合したJBで成、工することを挙げている.

第 V{$. .ili近鍔-'rNl'll開銀涼仁お付ゐ罰則m-J:嶋利

t.riJlJ'i?JI@‘システムI'til~性化のI'I臨t'I:

la) iti近郊に、.'i.地しながらも地JI~条件的に中山附集活

である対鋭梨落では、謙l!化の深まりの'11で、人11減

少・高齢化は進んでいる.従米、~窃な水と気象条件

lEまれ、安定した比判的15かな引が水IIIU葉集yt;であ

ったが、米~l~tliの;出イむと~IIIÎ近仰という条件の11 1で、

急速にQW包1弘〉しての性絡を剖め、l!iJtのJii胞も11

，'i.ち始めている。 このような!，s泌を対sl.eした rt'J村

民観整備モテJVllt P-tí J 筑定を処倒に、 ~mの空IIU ・ ' 1:

地平tJ主ri川併明システJ、が併tlrj性化する兆しがはえてき

たことをjJ!iして.(1)斜体化しつつあみものの、 JJUj:ま

でtrわれてきた~!f&~na -I:JIb.利前1II1ji'.即行為のl!l慌

がイバ日し.(2)~W的似品に 1) :怒 らない fムラづくり J

までを脱でした rt，t観惣備前向j作りの泊料で、 J.'-iit:

~向身によるド1 iJ~!Lと総合的地域皆、臓が徐々に形成

され、 @~I~病院成物備. '1:.仰がti.tOnt託生F経緯盤被備

.文化財や伝統J・胞の彼訴守のa題が以外的に検a甘さ

れ、計拘i.&ぴ部分的t...はそのす'岐に!去り~!}ることを，示

していゐ.

以，.のことから、公(ll，J~タ.仰のX~，、ついて、 (!)J~Ht

-lt n !} L:-よる総合的な地域必滋を 1-分t.jl きtI'.し、 ~21

Jtl雨・偶惣をJZJに 11:まらずい!として H体化し、 G~I行

政が、 ut尚作りの/ドーバイザーとして似る鈍い、.iA切

な財政的段助をベ1.備し、叫)r~完備J = r施設~I~i投j と

いった少J絡や、従~の縦訓り的で傾11".な怜にとらわれ

ず、まず、地減し即したa姐から.ljxゐといウ盗~で

匂lむと とが、 弱体化する~/客全1m. LJ.t利活JlI11.f.1l!シ

ステム lJj- t~lj性化を{起す昔話i1:であるとしている.

貿lVJな Ðl、Z山lω帳小~議における~lIn -土地事i活用

守?煙シスナム

山IIU地に大きく ~I!~監を附てて分散すゐ帳小集訴を対

忽に、それぞれの集活の形成過程を路まえつつ.山各

締成位以'1".位の完全に近い1'1給 IIJJ! al.Jな器官担IIIJ・上

地利前日11首尾システムの詳細を明らかにし、そのゆで

生きるイt米の白川技術jと新しい技術のn己流過JIIの状

況について触れ、 .2 ， 11\独Q'ぷのみの『襲活J と 2~3

μの出家によって成る集落とを比較しつつ、 fl:i民間の

生活・ 'Usにおける rJn，Jjの成、7条件を分析・解明

し、 。〆1:1<<に凶しては、ほぽ完dをなn給をpI能とする

の己完結的な踏家が、 生活の'脅11のJtr.. )を除いて併存

しており、 一般，~._fわれる f集落的共同j がお従しな

いことを明らかにしているo@ただし、 人生協4しや築

様の物的J~盤の造成等については、 'M虫、 少数では限

界があり、他の応肢も含めてJt伺が成、立しており、 @

日常的には近慢してJt住すること肉体が相互を支え会

う条件・となっていることも確おされている.そのこと

から、本米、出家i志、 1'1己完結的に1:1<<-生活を空間

的には胤闘しよ うとするt1:絡を持ち、民家が近様する

だげでは r~ti的J~I，~J は成、1しないが、 11，本的特色

である各民家所イi紛砲の分散・錯綜状況が『集結的共

同J を成、~Ilさせる盟国となっているという提起を行っ

ている.

第vu主 '*利JIJにliる多，底的空附利JU.管理システム

行政l三kのmm7、センサスによる民業集添10がま

とまる111山削地の1Ft村(地1'0 を事例に、そこに踊閲

する様々な範凶・胤製を持った民~JII水利系JJ.ぴ水道

F 
J 

等生rfi川'*事l系を対象として、それぞれの水系・水路

等宅Ifllの利用・智内の~肱色、 1:に、凶係民家のれす

る水川の分散 ・鉛綜状況、それぞれの!n'1i自治組織の

偶成・来続及び、水系・水路等の守護~iW\況やその経過

との凶.cl!で笠j!1!・分析し、 (1)8包設の公的-jtfr.J的害警備

が、(t.~の体系とは異なる、尚一化された体系のドに

進めば、徐々に水利則における多様性が失われ、@特

に、広l~JlI水については、 't= fIU主盤鍍備、機械化. h包

設自体の荷風絡化のrl1で、従米、h}，も多織な水平'1mが

行われていたものが、狭い怠昧の盟主1llA<に純化する

ことで緋除されている.しかし、 ω現段階では、それ

ぞれの能設にかかわる地減の条件によって、少なくと

も人の子による管J1~や私的・部分的J~I，，1、私的・倒見1)

的な随怠性のあゐ守樫行為の余地は多く張っており、

@そのことが人々の水への関心を少しなりとも保たせ

、自前技術の適UJも見られゐ。@このような段階が、

利用.a-の主体的な管理や(1{f.なやIJmを可能にするギリ

ギリのものであるととを明らかにしている.そして、

最も牛活に守谷清した生活飲縫則水については、ぞれ般

に、 ヨ易機で豊かな水利111がíl:~~しており、都市型I:Aく

道水だけでは、、'¥J家居住.fi'に飽き足りないことをしめ

している.

終草 結諭

第 l恥から費lvn-aにおいてえられた知見をまとめ聾

理し、結治として

①家僚による小縦槙経営を!削犯とし、それらの経営粉

地が分散・錯綜する口広的農業経常の空間的形態は

、必ずなんらかの部分的・私的共料による空Utl・土

地利治用管PI!を成立させる。

@このJ~同的空間・土地利活用管~システムは、より

上仰のシステムと個とを柔軟に結びつげる役捌を-*

たしている.

@この采敏性とI;t:.言い償えれば、制の生産・生活に

おける自千Ert追求の余地であり、そこにおいて、側

々の持つ技術、技能を駆使する勘・対象となり、そ

の結-*として、伝統的在来の自前技術を生かし続げ

る勘となりねるのである.

@また、共同は、制が(1 らの必~に必じて相 Ii.に取 り

結ぶ関係であり、形式的共闘に凶執するのではなく



、n然発生的・必然的に形成される部分的・ね的共

同が.その.加t~í$( を媒介として述鎖し、 !ftJぽする

ことで、 1起訴やl凶・ ・f:.It!lの共同的事l訴!日管JlMの内実

をh育成していゐことこそ、 "Ji:観すべきである。

@、(.31，こ述べT 伝統的なイピ米の ~f 前岐術lま、あろ段階

で、lLlV!化されたものが、絶域間交流により伝わった

ものであゐy折、民い{fJlの内に、それぞれの地域で

誠され、発崩し、}j，:，[;してきたものであり、その怠

味では、少なく とも、 IIf~災地域においては、ある純

V~では適 11:なものと Jえる.従って、様々な墜備に

おいて、それらを前JtJすることは、整備自体JJ.びそ

の後の利iMII ・~Jlv.にとってもその連続件.において

イ了効と.JI;えられる。

@従米の公的出山村宗主仙の過位において、 .1二記の伝来

買手~~JUI' i:地利訴JII管内システムが軽観され、 I~ 前

技術が緋除されて米たととは、その進妙によって、

集~I'j 治組織の~JUJ~~I!・ d主穆織能を低化させると

いう結瓜・をもたらしたこと等、多くの問題を含んで

いることは否定できない.

ω今後の公的政山村盤備においては、 t二記伝来のシス

テム及び I'lùft肢体iの:たおl~;忍ーさに把梶し、その力拡

を引きti¥し、発民させる説λliを咳持するとともに、

それにili した、 :I~~ ・制度の釆軟化、総合化が~め

られるのである.

@そうすることで、それぞれの集活が、その地域社会

としての例伐をもって、かつ、肘it~.がそれに対す

る自信と誇りを持ち、あるいは、取り戻し、歴史的

連続性をもっ炉売婦へと、個別o持家、届住.Jtl吐僚

の健闘としたイ長匂を)1盤とした内発的エネJlノギーを

発帰しつつ.11it';起しねるのである.
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234 はじめに

m.r，は、 19894"(、農村民観の捌貨を実施する機会を

1!}て、鰍み;以ド、 130余の集治『をかけJeであるが、実

地には分した.その小で、 tf'llln"地の!J!泌には、特に

11を引く物が多く、その愛凶は何かを!巧えさせられた

のである.多くの勘合、中111"11地の!l!治:1;1、傾斜地を

刻んで川や畑、樹l潟地を聞き、石川をやてて維持して

いる.その..{1.niの喧位がlつの11を，;rく援囚である。

次ドは、やはりイj.tfIを築き、街、*、内.斜l伽を求めて

凶敷地が策かれている.もともと.J:地に忠まれてない

中、ギ耐的常度l立高いにもかかわらず、斜面の高低差

によって、それが避けられ、 ritl時に石両と白壁、麗恨

のjfl伎が強調されている.各陣敷地はさほど多きくも

ない敵地であるにもかかわらず、行頗の1，'-花、生垣、

柿などの*樹、小さいながら同敷内、}，'.j辺に丹精され

tJ長i輔があり、隙間を感じさゼない.t:地利用が見られ

る.また、多くの治合、谷から、あるいは谷川の上流

から;水が引かれ、各家へ、また集活内の家々の前を通

ってやFの棚田1-*が流れている.その水路を辿れば

、細いながら管理通路はあり、等高線1.を鑓うように

延々と水協が自慢かれている.要する4旬、世維な地形に

、無駄な余地なく、鍛密に築かれた集滞空間!のバラン

ス、そして、その空間の利用の状態が全体として、目

を引かざるを得ない景観を形成しているのである.

とはいえ、r.~じゅ山間地の集落が全て、そのような景

観を見せているぷではない.同じよう九段状に築かれ

た棚聞であっても、その上手~下方の谷間の両縮から

荒院が進み、何軒もの空家が作従し、よりいっそう荒

崩感を強めている.荒廃した棚m-併の水路も車に埋

まり無惨な重きにさらしている.

-j，、平地村については、農業以熊本の農業生産を

抑う位置を内め、生産性も高く、経済的水単も高い.

しかし、その景観には一向k、t医fiを引きつけるもの

がないのである.イ草地帯の集務は、晶状1--水聞の中

九浮ぴ、向型密度の塊状集穫を形成している. 1軒づっ

のM敷は 1 イ市御殿J と体される.w~立派であり、狭

いが、躍も"はず派な継込みがなされている.しかし、
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その集合は、日次試がない。古い縦割']1:-は、泥染めの泥

が枕柑し、家l嵯排ノKが滞留して、H'のl面影はない.そ

の~同を迫って見ると、第 1 に、 f余地lがほとんど

らいことであった.集落居住織のギリギりまで、盤形

~Þ(曲された平尾な*聞で短めJぷくされ、..遣は真直

L舗醤され、コンクリートの水路がそれに沿って流れ

ている.回場岐には電柱と送電線以外、 E彰を落とす樹

木 l本ないのである.第2は、起{主主主の油状集繕は比

較的8い(i'いを残すが、水田はと記の通り、すパて直

線的L織成され、集落の形状との述続性がないのであ

る.かつては、これらの地犠にも、幽流する河川状の

水路があり、その提には木もあり、届{主成周辺には畑

や果樹、 fi号事もあり、堀割にも水が流れ、鮒や鯉号事魚

もいたと3う.土地改良事業の実施の結栄、現在の姿

に変化したのである.

このように、中山間村集落の空間の成り立ちと平易

集落の成り立ちは、土地基緩整備後に仮本的に異質な

ものとなっている.また、同じ中山間地集落における

バランスを保った集落と荒廃したt奥様との差は、明ら

かんそれぞれの集落居住者の主体的条件によって異な

っている.このように、各集落の立地、地形、主体的

条件を'1'心として、墜理し相互に比鮫検討して行く過

程で、集活s:観を決定づけているものは、それぞれの

集活の持つ、空間や土地利用精成の原湾、即ち、地形

や水の得n、説培すパき作物の生産性、人間が居住す

る織の得られ方などの条件に則して、その特性を最大

限に生かし、困難を避け、良地と届住地そして道や水

路を制修築するプリンシプルが物的存在としては股大の

景観決定要因であることと判断された.しかし、それ

だけでは理解できない部分が残る.それは、その空間

・土地利用情成を維持し、管理しながら利活用するい

わば、ソフト、システムの存在あるいは健雀がなけれ

ば、生きた自然の中では、またたく間札、空間・土地

利用情成はホコロピを生じ、遂には機能しmないまで

に荒廃するからである.従って、説々の日を引き付け

、絶妙のバランスを現わし、活気すら伝わるような優

れた長観を有する集落には、上記の優れた空間・土地



利JH!t.虫夏があり、かっ、それに対応する維持管則、手tJ

活HJのシステムが生きていると結論づけられたのであ

る.

それを受け、農村を l人々 がiI然と1ft:接にかかわっ

て住民・活動を股I刻する'j・7/;00.，点lと定義し、その 1:で

農村長視を f農村を成u.占せているn然・人・くらし

.生直・共同・道具・~位の11"に成 IJ u:つ庇史的関係

性を内包し、その物的帰結としての空間の悌造と災情

』とした.

しかし、上記の期.解では、~滋民観の『評価 i は、

従米の美しさやアメニティーレベルの f肢観評価Jを

越えるものの、それでも l押仙」の指標を得た段附に

過ぎない.このことは、具体的L特定の集落を対象人

「庇観態倫計画Jを作a成ずる段階に至って、思い知ら

された.委するに i:記)i:}iにぷづいて優れたと評価し

f~Jる整備の雀り }jが問われているのである.そこで、

LJe定義中の I自然・人・くらし・生直・共同・道具

・装置の間に成りv.つ l候史的関係性J に若~]し、それ

を具体的に築様，-\~1 てはめ、 1~ り tBすこととした.そ

れは、例えば水路であれば、いつfろ築造され、その

水が、どのよウなネット・ワークトを形成して、人々

の生活の渇や回場に入っているのか.その水利HH-か

かわるルールや管理行為、それらの時系列的変化を辿

ることである.このような作某を過して得られたのが

f系j の概念である. r糸lの繊念仏ついては、既

に伊隊勝一氏等が、 mtA.~IUJの締造・付絡を明らか 4

する方法論としてJf!いていた慨念であるが、 m.-dは、

それに時系列的変化の~泌を加え、同時に、その系に

まつわる利用や管E聖のシステムとを一体化して提ぇ、

当該集落の各時期における'1:花や生活上の意義・ iIlrf.
を明らかにし、生序ーやや7~に総定されて変化するもの

としたのである.!J.!副作の7iJIUlは、このような綴々な糸

から成り立っており、それらの系の組合せが即、 ~i浩

~rtlJの構成とそれL対比、するシステムとなっている.

このような概念を舟人する京線は、即物的rFfえば

集落景観繁備計画を作j必ずる?とではあるが、 より人

きくは、集落既観繋備を災数的な修良計画におわらせ

るのではなく、!J.!~}，iH ，. !; &びその生産と f生活4とっ

て実質的に役立つものどするところkある。重きする4

峨々な糸が、現存、&び杯米にわたって、民{主将・の'1・

z 

JÞEや'Uf.の体系や~ょRに i合合し、 1分Lその機能を舟

州していることが、結J.Jは、パヨンスある優れt)"，t観

を変成することになるのである.

さて、この系の慨念にi'll.i:iiーした時点で、可tr..が従米

から|則心を寄せてL、F、製法n((~組織の集落や 1111の ft

.f!R.改誇機能，対Jる則前が、より針明となっずので

ある.問lち、 m治自治おl臓の~nn'fi'jIs .改善機能k1l'

(.1 するのは、その~11Il (~nIJの状態及び、空nllを情IJi

する必要請uが吋敵対1I:r.にとって、よりフィットし

弁ものLなるためには、公共的瞥仰の持理のみでは全

く小 l分で、必ず、川{I:!;1"lらの上体的な管趨・改ly

~r動を{半わなければ迎合:tA態L後近出来ないとし、モ

れを保障するものが~みn((il1.L織Lよる共同の'ffJll!.

改誇機能にあると4・えるからである.しかし、この段

階では、適合を明慌には定義し得ていず、簡単， tIえ

ば、道路であれ、集会~:!Itであれ、その整備に当たっ

て、‘~~屑H:-Xの県議 n 治組織を通しての主体的とにか

かわりがあれば、より適合竹が尚まるといった純度の

整地'-lL:まっていたのであゐ.そこん、系の慨念をj3

JlIすることで、いわば l介u(t.)的迎合性1として I適

合性j を位置づけることが11ft混となったし、個々の胞

設にとどまらず、それらが作り:11すある樋の関係性を

合めた I適合性Jの.iO求の必便利:が認識されたのであ

る.また、よりffi:~な点、どして、前'-述ペたよう L、

ml答q問を焼成する系は、大IJ、峨々ム存症し、令体を

躍うものもあれば、険めて部分的なものもある.そし

て、それぞれに対氏、する，f1171~m 'l"f .[Igシステムが作作す
るのである.そして、それらが結合し、重なり合って

集落空間を締成している.従って、 集落空間の管理・

改善子機能は集務自治組織lその令てがー元的に集約さ

れている沢ではない.むしる、 !l~係自治組織は、令.体

の多くの糸のうち、~~偽 tカヴァーするレベルの系

』のみ関与するのであって、その怠日米では、部分的な

君主間管理.改告を機能舎のしているん過ぎないことが地

解し得たことであった.

1.研究のH的と方法

rm~::次全IÑ総合開発計lllû 1は、 『定0:機想j を柱

に荘糊した.高度経済成長が 1安定JJ!tlミJへと御IJtIJが

かかり、大Imïli 閥、 Jド..紘漁~への{.;.t~t.t人 1I 、労働

)Jのぬ/1¥が偽ち蔚き、 Uタ ン、 Jターンとfrわれる

人1.1の地方還流、労働力のAIII挽支八の}定の還流も

はられたのである. ・定{t;綿怨lは、それら還流する

人口・労働力全地Jj、農村に定住・定符させるJ吐き受

け肌づくりとして打ちtBされたものである.農村討両

研究 1.からは、花 tlすべき f 定ín~ 10】般定をあげる

べきであろう.

196841;、 '.村生活凶の(j(分と継投系統の計両標準

jがl佐にIl¥た際、大変な注!Jを浴ぴた.新:全副総合開

発計画2における『広島ま生活問権忽1Jに対応する、農村

地岐にけおる『総合的』な生活関巡諸使設の配置計画

であったが、 世つには、良村地h去を生活闘の昆手まから

その段階的情成を大胆に提示したこと、 ーつには、個

別的~.&の利用聞に関する研究は既に存企したものの

『総合的 i な~~生配置畠がなかっT 状説下での提示

であったことが注目を集めることとなった.同時に、

この計時としては f画期的zな生活問機成中に、集落

は存イ1:するものの、その位躍付けは傾めて不明確であ

ることが批判的論議を呼んだのである.当時、すでに

農村ðl耐研究おのかなりの部分が~犠を炭村を構成す

る謀本(l(Jtjt位として認謙していたからである.

さて、 f定住民1を注目すペきものとしたのは、上

記の 1新令総lでは明確な位世付けを与えられること

のなかったUH客が、 f定住区Jとして位置付けられた

ためである. r50戸程度の規績で、民住者による共通

の地滅認臓が成立し、合意形成が行われ幼い範囲j と

された f定件以 lは、日本の典1¥11的Ml:集落と・致す

るのである。そのような、いわば、 ~ti品をJJi~単位と

する農村必識の仁に立って、 |農村)i:住条件整備j が

農水省を中心ド登喝している.196041'代木から、本絡

化した..村の総合的整備の流れを継承し、従来の農業

生iU長盤とtf活環縫基盤のー体的・総合的態備という

2本の住ふ加えて、就業機会の安定的確保、 !t!i客機能

〈コミュニティー機能)の強化を加えた4'+:往の『定

住条件柊備|の概念がとの時期ん締仮したのである.

この限りにおいて、 「定住条件の幣備lは農村の状況

3 

に、かなり適合したものと評価itl¥米る.このような条

件を備え、 『共通した地担史認滋が成立し、合窓形成の

13幼L、IU!泌は、 n治的なPitt単位として成¥1.し1!}る

からである.しかし、その後、就業級会の安定的確保

において、農#漁業を基盤とする地ωi{'去、工業の計

画的場事人に加え、都|市住民のニーズの受け皿づくり(

観光良鉱業など)によるものが整備の対象として取り

iこげられ、それらが徐々に比重を均し、全国に蔓延し

た『むらおこし.1、 「まちおこし lブーム会経て、 遂

には、リゾート地盤備による就来機会の低保にまで歪

つt.この聞に、農村アメニティ、農村鉄観整備も萱

崩し、 1.，荒・農村の多面的機能j 発仰の為の諸資源

の利括JTIも戸高にE呼ばれている.これらは、ほとんど

全て、 m市住民のニーズに応えようとするものである

.都市と農村との対等な相互交流は相互厚ー解を深める

とで重要なことである.しかし、都市住民が金を持つ

客として農村と交流する中に平等は成立し得るであろ

うか.また、下火とはなったがリゾート開発の織に、

地滅の~け渡し仁等しい事態を見るLつけ、これらが

、兵~-.村盤備であり得るのか、あるいは議の為の整

備なのかという疑問を禁じ符ない.

一方、農業集落における集活自治組織による集落空

間の符理・改普段能は、一つには、説作化といった都

市化の進行に伴う変化、一つ'-，立、 1980{手代後半から

の再度の人nの大都市への流出の増JJn'-よる人目減少

kさらされた中山間村地総を中心九、絶対的な主体の

減少の中で、清実に低下している.

そのような中で、農山村が、当以lti住者の安定した

生産・ t生活の織として在り続ける為の方策が求められ

なければならない.

1970年の f過疎法J成立以降の'JJ態は、決して環境

条件(道路中心)の整備が人口蹴出を押し止める役割

を栄たさず、むしろ、出易くしたと批判されたように

、現役においても、生活環境条件の鰹備や生産基盤の

整備が、必ずしも、人口流出防止、定占I}~結びつかな

い状況がある.まして、集滋自治組織の空間管痩改善

機能はむしろ、公的整備の進展に伴い減退する傾向が

見られるのである.

本研究は、このような状況認滋に'I1.って、農山村居

住おが、主体的に集落を運営し、その空間・土地を管



理し、定住し得る条件・を照るためのl.~礎的研究と位置t

付けられる。

さて、 IIiiに、公的縫村健備がU!i俸の人rI減少をlll'し

止め{:;ず、またかえって熊治自治組織の~nrl管郎.改持

機能を低ド立せる傾向を述パたが、 2医者は、そのこと

をもって、公的農村整備の必弾性を併定するものでは

ない.立体的 )J肢をお述に低ド立せ、その l二、 ~I :爪条

件において、可!久治農村に比較してが利な中山Iln村や山

間村集終には、外的支留は不可欠である.問題IJ..幌

備の(t:り方、進め方であo.
(1) r多m的空nn.f:地利r，f;川'l'f~シ ステム 1 に将rJ

する，~:泌について

①『多罰的空間・土地利i/iJH管.IIl!システム』とは

まず、 f 多質的~問・土地利活J1J'ß'~システム l に

ついて、農.If・ 4:.活錐JI);j(Jt¥践を例として述パゐ.

1;記*路は、とりわけ水川良業を主とするw洛・地

岐にとっては鼠も!ti要な按配である.その装置として

の*路本体は文':f通リ水を持さ誠す線状の物である.

しかし、その水路のJj(は、水問を潤し、集務肘Lt:織の

洗い場や各家に専かれ洗い水やJit*の水とし使用され

てはじめて志昧を持つ.従って、線としてのぷ路いは

必熱的に*mや生活空間といったものがともなわれ、

その苦味で、両的にも広がりを持った空間系を形成す

る.加えて、河川や池等から、水fIlや生活'(i1_問に張る

Jレートにおいても、管理通路や水路n体の防婚のため

のスペースや頭筒工・分水B値段符をf料、、潟水するた

めだけにも "定のエリア(スペース)を必袋とする.

多重的空間・ '1:地利活用併用Jとして、対象となる

「担問JJのーっとして水路を とりあげた所以である.

さて Iシスナム としての水路及びその利前川特別{

に絞ってこれらを見るとき、まずは、 :つの側I(!Iから

捉える必要がある.それは、物的結置としての倒的1と

、それ彩制活用管賭するんA及びその方式を支えるU:

会組織の側1ft)とである.物的彼自の側面とは、河J11か

らの取水どした場合、の踊れ1:(桜堤、取水11潟人郎

、十砂吐きn&ぴ水門)、@併線;j(路k泳部 (JKIlJや

生活。間に配水する前までの幹線潟水路)、。滞?線潜

水路に付随する諸裟i理(;j(路冷;体必要断l繭・勾配 ・

構法.ntli、トンネル、溢水終位、ゴミ除J;絞位、 Ui

水・ 1:砂流流入lViIt装置、 n珂[)ifl路、河JII八のj足し I1

4 

等)、@配水員長支線水路に付馳する諸袋in(@とI;;J憾

の物にhnλ、分水Jh.，没ふ1"1やI鋭敏等、共，，'i]洗い場、

P>J!J洗い助、防火/11*川ぬぷ、安全脆，没 l幼緯側必ど

、Fi>JflJ('i水 II~事)、@ぬ:水波立線水路に付随する部装

置(i.別.Jtli~洗い喝、戸~IJ家庭・水[u取水 11 、妓水

路ハ(J)配水臨師、幹線木路ハ(J)JJ:!し1.1、防火川水胞t位

、泌水Wlf.l~予)、@その他(水III IHIJ園水ネ ットリ ク

、 μ)jIJ 4(MからのIたし l:l~)などが備えられ、 ーつの

水路系の~1711rtの物的システムを形成している.そし

て、 これらの民世rf.・の物的システムが獄働し、 機能す

る l~にI.!、人IInによる持作が加わる必要がある.先ず

、 rií，艇として、~誕のJ;tl~'や側、取水u断的i、;j(門の

聞け具合岩手については、判然、そのUI*f1JJIJ"側の必

要性が先ずあるが、'，d憾に水を必嬰とする.1;流・ド協

のtl!l・nとのJj(.fIJ織の制整・設定が必愛である.この点

は、Jfl爪-fIJ川後河川下ぬへI'iぴ水rJ)!す際のl.lについ

ても 3える. 斡線}j\~各が、山政のm治:をカヴ r一寸る

~合は、 111#使用量、配水町1子等、 JH#利JrI I二の他府l

等の銅銭が必要となる. その 1:で、~搭を 'M立として

以下に、物的災前に対応する利的lHlffJlfjj式&びそれ

を支えゐ社会組織ドついてはよう.

まず、 Il'm的な利fII管f哩については、幹線水路にか

かわるものと して、 のJj(門の 1:ドによる減訟の湖'降、

⑦;j(路のはや11) 、@支線水路へのぬ~;j(調教、@旅路の

諜いや'I't.fllljLn路の情婦、'，1.刈り停である。これらは、

主に策議の自治組織内に{1J:inHけられた rJI\~ I匂の

役割であり、作支は、 1・水 ~J の指仰の下 L今体とし

て行われるのが通OlJである.そして、その作定への診

加のfl:)jは、 :1:に鍛治:のW. Ak' ~I!農家の比本や、 ír

齢構成、Ji紗脱摂号事の科会的榊j釦 よって峨々なh式

がイi{I:"rゐ.支線以トL)いては、共同的，trわれo

ものとして、(白分;j(施設よりドUtiの支線総路の併用、

@支線水路から派生する;K，fIJ川の別格、@JtluJ洗い.ij，}

2予の，fIJ川則被とその織の怜F肝不である.これらは、 w
泌全体どしての(1'10-ttれるω介もあるが、 H 、支

線にかかるA-~.f'Jm!iのWI・11(婦人的!l!聞や以地的fJ.川崎

)による共同の仕事.11，果とされる織合も多い 立腕

から派生するより狭織については、ほとんYの場合、

I:Hr! O>，fIJJII・11'1lf!のIlM緑化された行為が、その水路ん

かかる数JIの吃4主将によって重hrtになされ、 ぽ4、外

pが、 n己の所有地内については、全く、jJlJ個・私的

に利JfIし、'n"月.している. JIユrJ常的、 HPち災w，~予の‘Jf

般への対処や、彼:1;の復興九ついては、主に!f!泌令体

として、あるいは関連する水系令，体として対応する τ

ととなる.以 iニの様な手IJHJ• ~録作・管理の諸営為が例

別パラパ主4行われるのではなく、水路にかかわる$

I問系全体とし C系統的khわれなければならないので

ある

以i、物的強置としてのシステムとそれに対応する

利活JH'l"flJH式及びそれらを支える社会的組織が一体

化されはでじめて、Ac路んかかわる空間系は機能する

のである.llJlら l;jc路空間利t.ti1lJ'(fF1!システム Iであ

る.そして、それらは、いくつかの段階の諸装置と、

それぞれに対応する社会組織による利活用管理舟式の

屯属する構造を持っている.その繊造を指して、 「多

可Il'l<JJとするのである.

② f多l宜的空間 ・土地利活問ft理システムJと公的

.村樫備

「多量的~問 ・ 土地利活用管理.システムJ は、ある

段階のある状説における 当該地峡や集落の生{tや生活

上の必製件丸対応する形で構9たされる.そして、生産

や生活の変化にともなう必要性の変異によって、シス

テムとの問の矛盾の止錫を求められる状態になると、

それらは再び更新されたり 、地』合によっては廃棄され

る.この関係は、住空間とttl(:i，t;との相互関係ド顕似

しているが、 I維持管理jの比抵の大きさや、主体の

複合 ・多段"の点では異なるものである.

さて、ある段階の『多量的担問 ・土地利活用管理シ

ステムlが情9医される過程を 4d産地獄・集落の内的矛

盾関係のみによってなされる状祝ドにおいて以下に仮

説的に被慢する.

生産・ぺ・活上の必要性が明僚となり、システムの更

新が求められる段階に至れば、 システムの内、まず、

物的システムの必要性九対応する更新自様が設定され

る.いわば必便条件によるu掃投定である.しかし、

実際のtI憾の設定(嶋築物であればその設計 ・計画と

もdえよ う)1-際しては、地形や地質等の自然条件、

費用負m~の経済的条件、そして、自力自助的精策で

あれば、この為に投入し得る労働量等の主体的条件等

のいわば十分条件があわせ検討されなけらばならない

.そのことは、術祭物何事築そのものについては無論、

それが完成して後の利用や維持管JII!の在り方について

も行われるはずである.従って、物的システムの日係

設定は自動的に、それらに対応する利活用管想a)'1i式

とそれを支える社会自民厳国l(以下では I社会的システ

ムJと呼ぶ)の目標も設定されるのである.そして、

そのような日照設定に即した物的システムが完成し、

社会的システムLよって線働が開始されるのであるが

、それをもって、新たな 多重的世間・土地利活用管

理システム』の完成とする択ではない.緩幽してはじ

めて発見される両システムそれぞれの問題点や、両シ

ステムの対応関係にかかわる問題点は必ず発生しよう

.あるいは、 11保設定そのものの内に含まれた問題の

顕在化もあり得る.それらの制点を社会的システムに

ついては、 一定の限界を持ちつつも、比絞的柔軟な対

応や再編成がuJ能であるのL対し、物的システムは、

多くの@合、リジッドな性絡のものであって、 柔軟性

の点で決定的L弱いのである.dいかえれば、 「利活

用管理システム』が成熟・完成されて行く為には、物

的・社会的rdJシステムそれぞれ及び相互関係のうちL

調墜する余地、あるいは柔機造的部分を持つ必裂があ

るのだが、物的システムについては、いわば、相当な

「安全車j を与え、 融通性を持たすのでなければ、 「

調態の余地jを保持し重量いのである.当該地紙・集落

内部の白 E的・ 自己完結的なシステムの構築や更新で

は、 この『調獲の余地Jを保持することは、経験的に

認議されており、可能であろう.その恨処は、地hまや

集落が集団として、共同でそれらシステムの機築に当

たるのであるが、そのシステムの性能は、最終的には

、その集団を締成する個々の農家の生活や生産のし易

さによって評価され、かつ、調整も、個々の必要性が

発して個別的丸、あるいは次の段階の小集団へと k向

し、全体に歪ることが自明のこととされているからで

ある.ここにも、 「多重量性j の大切さが伺える.
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以上、地~.集落の自主的 ・ ['1 己完結的なシステム

の備費艇について仮設的に述ペたが、それらが可能であ

ったのは、全般的には昭和初年以前までの事である.

特に戦後以降は、OlIえば農業情造改善事業や土地改良

事業にみられるように、農政が設定する自様やモデル

から発する 「必要性Jに基づく 「システムの機策・吏



新 l が地減・~治.に持ち込まれるようになった。

即ち、地þ.i，・~~における農民焔分解を促進し、 -

方での~fi主化や 1r農家化及びk'i年労働)Jの都市への供

給、 .}jーでの t地等生産手段集約による焼模鮎大と I

n立経営農家!の宵成、生経性向 j二という地成・ mi客
の社会・経済的僻成の内結を進めるものであった。 1:

記の社会的システムの広重量にかかわる大きな変動を促

進したのである。そして、物的システムとしては、生

産主にかかわるものとして、終形大挺l断の"聞編較的、ぬ

規絡の[i線的農道、コンクリ ート三j}!出水路の守史的ど

用排水分自在等のシステムである。生活I函でも、.iii路の

車交通俊先の道路舗装や肱制、 i水道教俄等々である

。これらは、地成 '~ì答居住者・農業広の'Ét~ .生庭

向kを求める要望を ー定反映したものであるが、従来

の、地主主.~洛の向主的.~己完結的なシステムの維

持・管理や、それらの械築、史新の方法や論理とは災

質の方法と論F!に>>5づき、公共的事業として、地波・

集落民住者とは異なる1:体によって担われた.従って

、当然、在来の物的システム、社会的システムとの不

盤合や矛盾を含むものである.

このような状況に対し、地峡・ m泌の主に社会的シ

ステムは、個別農家やそれらの小集問のレベルから、

異質の物的システムを自らになじませるパく対応し、

次第に調整を摘み!Rね成熟させる動きをはじめざるを

得ない。しかし、それには白ら限界があり、持ち込ま

れた物的システムの規定併につよく膨響されて、在米

の物的システムがほころんだり、彼却され、社会的シ

ステムもそれにあわせて再編されざるを得なかったと

考えられる。それが、集浴自治組織の'tf1.間管理・改議

機能低下に端的にあらわれているのであろう.

③，多司君的空間・「地利活用管珂1システムj の積雪思

性

と記のように、現行の公的な農村盤備の問題点は、

様々に異なる条件や'lç怖を持つ子地峡・~必γ対し、

全国的な農業・農村生活に限iする目標・モデルk1kづ

く、画一的ともいえる物的・ ~J 会的システムを持ら込

み、再編を図ろうとするというld~ 集約111米ょう.

仮に、 「全国的な農業・農村生活人関する日僚・モ

デルIの設定を是認されるものとしても、それらr向

けての各地境・集落における物的・1-1・会的システムの

現f新やIJj編あるいは新たな構築L際しでは、 r (IIII . I 

ではなく、 i倒別・特殊解 1的タhWがイミIlf欠とパえ

る.何抜なら、 iJdの ItJ標・モデルl述成の抑い子

は、‘~nj地域 .mitの)，J}(主将 . 1品業者であるからであ

る。また、 Ifl 際・モデルlが地ほ・ m洛の要望の反

映である以上、その蝶慣は、 IIf，淡地峡・集落の現状か

らtII発し、問題点を解決しつつ、 ';ij1:を凶ることによ

って述成されゐものであろう.しかし、公的態術事業

は時Hf.J.ll'Jf業、あるいは、 3-5{f間の事業等、時間

的制約を持っている.従って、地減.M!i答の条件.'H 

Mに即した時間設定がイ，nf能なのである.そのことに

よって、公的事業は、 1[1際・モデjレl述成の I必要

条件1にのみ広づく、物的・社会的システム機策・再

編に傾かざるをi!}ず、 r l'分条件jへの配瓜が困難な

のである。

さて、公的農村税制に欠けがも在、地岐'!J.!itの i

十分条件iへの配!抵のうち、1fT袋なもののーつが、そ

れらが訂した 、 の:米の r~nn ・ l'地本IJ前I1Jft~A システ

ム」の状況であろう.生活・'iffφそれぞれのmJ地や改

善・向上については、各農家個々からJaずるものであ

り、それぞれの独内の努}Jも行われよう。しかし、鎌

業が各農家を'11枕としつつも、 4極めて属地的性絡がつ

よく、従って、地織 .mmの r~1日1. 土地府JY，1i m 'ff I!J! 
システムlが形成され、それk支えられている以上、

このシステムと無関係な向上はありmない。生活条件

にl則してもfa]織なことがrIえるからである.

'?iJ間. j地利話mnJlgシステムlの状況を点検し

、それ自体の問崩点やふJr'iを明らかんすると同時に、

その現状での能)J'機能、あるいは、改泣することで

引き出し得る栴A・的能JJ・機能を明らかんし、それに

~t~、しf 、特l 物的システムを J5・えることが虚誕なの

である.その際にも、物的システム完成と同時に社会

的システムも完成し、全システムが完成するものでは

ない点は忘れて必仏ないであろう匂従って、成熟kiき

る過程をも配慮した、特L、社会的システムの対応能

JJI内11M!しf、物的システムkおける余地・栄機浩的

部分の設定が必袋であろう.

そして、その余地 ・柔俄造的部分は、イE米の空間 ・

'1:地利活用作理システムには必ず存イドし、全体よりは

より卜位のレベルと集同に、そして、絞終的には個別

-私的な空間・仁地利活用の.ff.り様の中r存在してい

ることが予怨されるのである.これが、 「多i宜的?i1.問

・上地利活JI]システムlを喰要とし、右目する理由な

のである.

@f共同iとは

さて、 I共同j に関して、若手、触れておきたい。

農山漁村集落を対象として研究する際、必ず、 「共同

Jは登崩し、 i村治共同体j 、 「コミュニテイ J、 「

共同空間j等々、共同に関する語句は多い.ともすれ

ば、 l 共同Jは都市には成立し難い、農村の良き側面

として理解・評価されるきらいもなくはない.しかし

、当然のことではあるが、鹿山村における f共同Jは

、 ~a業居住者の諸行為の中では、強調されるほどには

比重を占めていない。主たる関心と労働は、専業農家

であれば、その大部分を自家の農業生産 ・経営に投入

している.特に、酪農や施設園芸等施設型の資本集約

的経営を展開する農家において顕著である.その為、

「みんな忙しくなって地繊の連修感が薄れたJ となげ

く向きも多い.では「共同Jは無前提的に必要で、か

っ成立するのであろうか.答は否である.共同の成立

は、それを必要とする伺が取り結ぶ関係であり、従っ

て、共同を取り結ぶペく努力する積極性を持った個の

得在が前錠されねばならない。また、 f共同Jを必要

とする対象物の存雀も必裂である.要するに「共同」

を取り民うに際しては、 「共同j をとり結ぶ伺の在り

織、対象物の在り織、そして、共同を必要とする板拠

が問われなければならない.

(2)本研究の目的と方法

本研究は、第 1に、農山村集穏において現実に行わ

れている様々なレベル、態織の空間・土地の利活用、

管尾行為を、その対象となる空間・土地に即して解明

し、第2に、それらの行為がどのような関係を持って

成立し、 ~f喜空間全体の利活用管理にどのようにつな

がっているのかを明らかにする。第3に、これらの利

活用・管理行為は、個別払的なもの、部分的私的な共

同、集落全体としての共同等によって実施されている

が、これら個別と共同との関係、下位から上位八の共

同のつながりを解明し、共同の成立条件を明らかにす

る.そして、第4に、これらの行為に適用される地滋

在来の技術及びその体系を掘り越し、その現代的意味

を検討することを目的とするものである.

これらのことを通じて、農山村地岐における公的態

備の在り方に対する提案を試みる。

本研究では、共同の対象物として集落空間・土地を

設定している.土地は、主に農地、山林、屋敷地であ

る.空間としているものは、一つには、集落の成り立

ちゃ、様々な湯の成り立を意味し、一つには、土地の

上に設置される施設 ・設備の個々と、そのネットワー

クを意味するものとしている。

従って、本研究では、 tM喜の詳細な図買を作成し、

く多量的空間・土地利活用管理の概念〉

個別私的空間
土地利活用管理

部分的私的共同
空間・上地利活用管理

生産総緒的共同
空間・土地利活用管埋

集落自治組縄共同
空間・上地利活用管理

，
 
，
 ，
 

公的飽設・空間
整備管理 ，

 ，
 
，
 
，
 
，
 

6 

実面積
投下労働盆

共悶の及ぶ
領域の広がり

、、
、、
、、
、、
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t.ltll利閥、民歓配置、民敷地内1:地利附(脱政取リ)

、道路(・鍛造、.道、 #ili、虫迫:幅tl.整備状記

)、水路(相u、構造、流れのjj向)、その他的出物

、憎築物、墓地、賞、伺、独立樹、城、地蔵、俗、水

HIについては水取り人川及び排出I1、河川l、治時を剣l

I~Iに記録し、特に、水系の抱出に冊立した.

次に、当該1終結自治組織JJZ.ぴ組織内諸団体の織成と

活動&.ぴ財政、 n7f.i.ftl臓外組曲の締成活動JJZ.ぴ自治組

織との関係等を明らかにすることで、集落n7fj組織節

の性絡と機能を把出する.

また、農地を小心に、 1好イI関係を空白間的に把出寸・る

.そして、土地所イiおごとに民敷地のi立世を特定して

lつには、土地の分散・銘綜払・況、 1つには、脱出・

水路を軸とする位置関係を砥認する.そして特定の水

協や農道の箇所に隣接する土地所有者を選びだし、そ

の昆敷取りと土地利用1kび所有地と鼠般地との位置関

係を洗い出す.

これらをベースとして、水系や泊路、農地管理や'1:.

絡にかかる諸行為をヒアりングをドに、地問とに鴻と

し、主に空間的側I白から共同の成立条件を検討するの

である.

!l!穫量芝聞の詳細な凶而Il、民議の~ruH.成原E襲、 !!P

ち、地形や表流・伏流する水の流れと11m地をrll心と

する往生産媛、隠敷地を小心とする討{主主主、小脱線細

・樹岡地等の話IJlff豊島去の配i在、ごまた陪敷取りにより lリ

肢の方向や建物配割符の i地利用配恒の決定安闘を把

雌するためのものである._Iニ記したが水系を抗取り、

それらと土地利問配置との関係も分析している.

七記墓地以外の水IIIを除く路物は、 1復活内の諸制峰

I天分や、その場の111)長による底味付けを知る為のもの

である.

このように、①集滋1i!1I1I構成及びその決定礎同、①

その内部に配計iされる;rl勝、水路&.ぴ諸施設、 @I:地

利用(裁緩される作物を合む現実の利用状況)、@ぞ

れらの上で展開されるやWi川常務.行為の空間的炭問、

@共同が取り結ぼれる場とモの行為、@築様自治組織

及び諸団体が行なう利活m竹内行為の対象物と行為及

び頻度、そして、⑦倒別農家の向敷島bと所街地の{立問

関係の中で行なわれる.fIJi，1jJll竹郎行為の~M的民開会

明らかにするとともに、 ・tに、それらが空間的にどの

8 

ょうに連鎖し、Ir(A1しているかをIJ)Jらかにする方訟を

とった.

2.既往研'先における本研究の{l'tirl

政策分野におけゐ C~村~1 [l1Ii似f'~は、以ドの4 つも.人

別:B来るものと考えられる.m 1は、 W.集計回11の農村

における発展と性絡付けられる研究の掠れ.節 2は、

ヂザインサーベイ(大空間デザイン)的観点から発脱

した研究の減れ.得¥3は、 '1:活峨式、生活研究的悦ぶ

金もって売拠した術開の蹴れ (J}~ ~ 、底昧では節 1に合

まれるとしても良L、). ~H は、比較的新しく、 1:地

利用計[l1U論的研究の流れである.

IDl の主主築~1 1I!Jj的研究は、挫~分野における農村:t

画儒究にむいては、 IIも Ili~ 、伝統を持つものと百-え、

atll漁村住宅改跨liI"o留に111苑点金持つ.しかし、後に

節3の説れとは分化し、モの先IJ(}j (.，)は住宅を厳れ、

民村における生活!山述総投・ '1:陀JJ!設の姐質量H!lIQハと

去、I放を移して行った.その続投JliJ[q~究を今も庇怖と

しつつも、それら(l:に'1 ~ 7.~1 1I1足~~設)の具備す!パさ

槻能と立地計両論へとその配点を移し、生活剛威論へ

の宛民を見た.その~眼ガjtiH_は、話値段の訴放闘がj

回岐論、利問者行動から見た 『必廃絶設及び立地問岐

論J 、そして、利川高側からの~U，1i環噴水準論符ハの

分化が見られる.

め2のデザインザーペイ的似点から発肢した研究の

流れは、?い時期に形態論そ通過したかに見える.そ

して、庭山漁村("1::に !t~治)の~lIn将軍成1:の特慣を追

求するものへと琵泌を滋げている.l十1i!・'t活を合め

た概念的生活体系と災態的t:JtI!. ~nJJ利用との!虫i迎か

ら空間槍成を読み取ろうとするもの、方A地名、 l代

ftliから、 tlH車内の f:地の忠味合脱み取り、それらの構

成から常IHl燐浩会解明しようkするもの、そして、祭

礼旬、;11'日常的行為r-f.・の~とから~IHIの成り Q ちを

窓味付け!.f.H~~1l月例成1，>-_!.，I.ょうど司るもの、 hl敷1{'X.

構の似合の'1 1から怯Wlt'll会決いIII し~n1J締ID.を読み取

ろうとするもの等があげられる.これらに共通するも

のは r~間情成隙開』の泊求と行えよう.

加3の作活研究的停il.i.に¥'r.つ研'犯の流れは、 !lllの

U~築計画的研究の流れど/11 Ja点をJ品作し、その後も鹿

山漁村住宅4終点手 4てあ:lけて米fものが主流となっ

ている. .111泊村における生産と生活~・体とする 11:

活体糸、 ~I:会!.tWIの成り立ちやそれらに関連する独特

の生活慣刊・峨Zに・;立識を住空間に~がHゐ形で解明

し、 Hψ1111特性とモの発Mの独自性を迫求しようとす

るものである.どの流れの・つの発反形態として、 I 

近代化必純1に瓜.O、を砥く、 a山漁村H:宅可l.ifri. 'l:.tli 

織式研究がイF千五する.さらに、住宅問を起点に、それ

らに述続するhl散i担りと使われ方、さらに、，jij畑や主

生産減農地 .l.¥tlll;tでも含めた、家をユヱットとする

空間構成と、それらに対応する土地利JHシステムや、

行動峨式の重IIn f'tや特質を追求する hl;']八の発泌も見

られる.

部4のJ:地利1IJ:t両論的研究は、主に、都ili近郷E農

村地岐において、 1970{ド代以降、頓に顕事となった七

地利則のM~Ak・況という現状が出発点となっている.

そして、 ーつは、 r .t:地分級論lに見られる近郷.村

の f 秩序あるr.t\ i!î的!摘発と農地保全』の~論的~Mを

追求しようとするもの、 一つには、農村処法・地肢の

空間歌作とその変符を1:地利用を中心に解明しようと

するものである.この結合の土地利用には1:地の所有

関係 .Afi笹備符の要素も含まれるが、どちらtJ、とい

えば、地rlとしての七地利用が中心であり、第2の研

究の流れの特徴のーっとなっている尖態的t:地利用が

取り級われることは少ない.

以k、事おなりL、かなり大胆な既社側究のA般を

述パrが、本研究は、それらのうち、形態的には、第

2のぬれ及び節3の流れに共通するところ大である.

第2のぬれとの関連では、 f集議官質問梅成』の担録に

おいて、かなりの共通性を持つ.その中でもとりわけ

、 fJ会8・'1:活を合めた僚念的生活体系と尖態的土地

・~間利則どの関係から空間情成を.b~み取る J Jj法論

からは多くの示唆をf~ている.しかし、 ふ研究では、

最終的fl僚を f'41110偶成(原埋)の説み1{'xり jに設定

するのではなく、さらに、それを成立させている営為

としての空間・上地利活用管理システムんまで深めよ

うとするものである.!1l3の研究の洗れとの関連では

、.山漁村住宅.{~?i!問研究を踏まえつつも、むしろ

「住~間を起点k、それらもー連続する同敷取りと使わ

れ方、さらL、，IIi知lやE生産波農地 ・厳山までも含め

た、 家をユニットとする空間隙成と、それらL対応す

る土地利用システムや、行動様式の組自性や特質を追

求する jj(lJ) Jの研'先に共通する/.iも多く、特に、多人

な示唆をmた.11'でも、上地の多If{的利用、エコロジ

カルで自給(JJl的な上地利用システムム!則する解明は

本研究の)，c砲のーっと立って過Jではない.しかし、

これらの研究との総違点は、これらが、良漁村の都市

とは異なる婦U:空間としての強自性や、土地利用シス

テムの価値符の餓'明あるいは証明~-)J点を置いてはい

ても、それらが批判する『近代化過粍lにどのように

対処しつつ、 「独自性1や「価値Jを維持.II}Iドある

いは進化さ・せるかについての追求において課題を賎す

ものと官わざるを得ない。本研究では、 「独門性」、

『価値Iを見tBしつつも、それらを閤定的なものとは

捉えず、変形・消滅の可能性を含めて変化・発展せざ

るを得ないものとして捉え、その中においても、居住

者が自覚し、成し得る範囲内であってもそれらの『独

自性j 、 I価値 Iを保持・継承する可能性の鍵を追求

しようとするものである.

そのような、大きな共通性を持ちつつも、;本研究が

独自性をむするのは、 t記、第 1~m4 の代友的な.

村計画研究には合まれてはいない、農山村居住者の置

かれた状況にもとづく要求や生活上の:ヂ踊から当該地

峨の計画課姐を見出すとともに、居住者のよ体的取り

組みによる&題達成という、いわば、 f村づくり運動

j に依犯したat耐翁布陣築を追求する研究の流れをくむ

ものだからである.具体的には、京都市北山地区を対

象とする、 地帯経営の型』方法畠による地滋変動予

測による居住者要求の客観化と課題発見の研究であり

、また、生活圏威論における集落・旧村の自治組織に

着目した fJf(M的自治聞主義論jの挺起である.
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集落自治組織の空間管理 ・改善機能の低下とその
要因

第 I章『弘Jについてr Jt J、「公1、[If主}

『かつて集落'i!rmlよ総体が"総(j"といういわば共

rlti~間のー形態であった.総イiというのは使用・収益

維は個人1-.Itßしながら、 rtJ:l~ ，処分悔は共同体にイf.<f

るという所布織が質的に分有されるような共[r-iJ~1II1の
氏子組織等~含む.年間 1 .......2 回の定例の総会をもっ:ましめに

あり方だとされでいるが……H ・H ・，..しかし、明治以降

て、年間のIj.. '・黛拐、予算等を決定し、日常的:こは一弘;3臼i台組絡の空間管理.2i蒋悌艇とその「低
の近代化の過時でこの総体的な共同空間が公と弘に分

区長をなじめとする役員が会合し、執行ずる.特に悶ドJについてー
厳して行く. 一…まず、 I!lj治初期の地叡改lEで 1:地

題・課題が発生したほ台、臨時の総会を聞くことも多ここに??う f泌落自治組絵Jとは.HH玉、一熊:こ、
の共有や割符制度符が院II二され農地のf1、{I"化が遊んだ

r区Zむといわれる、各戸の負l型金をベい.予算は、町村にさH、て rriJあるいは f自治会Jと呼:まれてい
.水路や河川等の水1而に!日!しては大JE年間に公H//(lfti 

ースに、財産収入〈共有田畑、山跡、溜t也等使用叫、るものとほぼ向ーのものである。その空間的傾ほ(;t、
また、大総分の人法によって公有化された...・・....・...

借地料等〉とその道府経金、u.:合:こよっては、当路自:王{宝、世界農林次センサス:こ雪う「農業集落Jに一致
会山や共.fj林は同イf林・ 9，¥イi林等の公有林とL¥，;;イi事4・に

治体か・うの「自必搾輿助成金J等の運営助成金、個人している。 lらなみに世界農緋業センザスにおいては、
分化し、辛うじて継承されたJt;11林や神nm等の共有

の寄付、納税奨励金や共涜遭付金者事が充てウれる.ま農業集落の悦:5:を「市区町村の区壊のー部において.
1
 

• • • • • 
・財産は形式のうえでは個人名義や法人化され、

r鳴託料J 1)1支払た、当:菱自治体かう区長等:こ対し、業上形成されている地峻社会のことであり、もともと5集L認の共同製(111P 256)仁示されるよ〈閃説集落

『自治組事議Jではあってわれるta合もあろ.二れな、自然発蛍:的なi也t，Hi会であって、まと1支とが11!!*量的、うに、集落等の上地・空間i去、法律上、明磁に、公イ1

も、 Ij政の末以組織としての伎絡をより明確にするも血縁的に結ひっき、各磁の集団や?士会関係を形成して-私;釘に分化させられて来た.ここで滋身のIfH、る l

のである.きた社会J-Elbの誌礎的な地犠単位である.具体的には

農道 .R~ホ柁:告の総j寺 ・ 管理、共有村、野、鎌首位周の各

公 iの概念は、 f14&び地'jj公共同体の所作にかかる公

次に、盟主集落自池組織の空間管理・改~g襲~~についイi物、また、同及び地 Ji公共団体が実施する I公Jt~H

fl"さらいJ「遥ふしんJ、てである.具体的にな、穏建物や鹿続長等の利用、労働力 (Ibい、手・伝い)や業J 及びその成~物、組々 lの符為、そして、国及び地

と俗にいわれる、 a道や周排水路の権i寺・管理の梅岡箆産物の共向出荷等の農業経営面!まかりてなく、冠婦方公共同体を全体として 『公Iとするものである.こ

作業:こ代表される黛務にあらのねた綴能を1色f.より務祭その他生活面!こまで宮媛!こ結ひついた生産及ひ生『弘lは農家や{也のi止布、個人、法人符それに対し、

詳しく見ると、』援活領峨内に存在する生活 ・生産tこか品の共l母体であり、さ・うlこ自治AひIt政の単位としてのもの及び、それらが行う営為とその成果物と、所千t

かわる係々な空間的要素の維持、管理、改善、運営を燐自主してきたものであるo Jとしている。は、基本的に『共物.~聞を総体として意味する.

短う惚能である。その対象となるものを列拶すると、上.a慨怠栂定においてすでに述べうれているように、f 弘 j の ~ 1::U:が、何らかの目的， ，~.肱をもは、上記、

.道、綜辺、里道、市町村道、農業用周排水路、中小f集落自治組織」とは、その「自治及ひIt政の単位とってとり結ぶ関係及びその~問そのもの、そして、そ

河川堤、用水泡池、共有田畑 ・山体、共同的銀出荷喝、しての償能Jそ支える惚織を言う.民体的には、原ItIJrJもれらの営為、実質的所不i物等の総体を;意味する.

集会b!路、広t.I・公園、神社、室 ・荷、 TV共聴アンとして、 銀落!こ属する各家から世帯主 1人を代表とし『夜、』にのに山米することはなく、公jは従って

テナ、防火水憎、ボンフ小屋、同誌所、火の見It、毎事て織成し、その台婦に~き、自集落tこ閉する憾々な決み由来するものと解している

である。以上は、全てが、集落自治組織としての機能定を行い、実行する.区長が、この自治組鎗の代表で
なお、前日1の<多通が~~間・ 1 :地耳元j活用f(ff布，の傾念

の対象では必ずしもなく、婦人会、老人会、氏子、子あり、その業務の執行、 運宮を支える役員が存在し、
>で用いている「倒別弘(r\)~fU11 :地利活用作用 l は、

供会、 消防団、A年団等、包鎮されている派生的集団多くのt.M合、 輪番的意味を含んだiき尊重ないしは、 f佐穂
f'.{l、il私 jが自己の所イ1物， ~11I1'-おいて行なう、

によって拘われる部分もあるが、広い意味では、 団長落制がとられる.多くのi&合、その下部組織として、組
I 部分的私的J~r，il~間のみによる利活JWffF~である.

自治組織の慨能に含まれると言えよう..Hl.*I!合等と呼{まれる 10.......10ft戸級位の「努式
-土地利活用管FJ!Iとは、毎日司自治組織や'4;Pi'Zk41織符

管理 .ei警に関する行為としては、 t高婦や草むしり組」と{れぞー到する同僚組織があり、その農を中心tこ、
の地峨や集落においてはフォーマルな集問によらない

程度の向階、かなり大がかりな草刈りやさらい程度の行政 ・農協等の連絡、徴税、共同鰍入、 集金量産務、あ
『私lの適宜の共向による f弘 Jtj~nn. .1:地の ・

乃島』の'J~質的所有宮古問・ t貨旬、あ
民階、生コン鋪誌やコンクリー トtおの補修、石垣積みるいは意見縦約組織が存在する.他に、 PT -¥.青年

定のまとまりや、

など、小土木工事に匹敵する段階のものなと保々であ回、 i鹿嶋 ・農協婦人組緒、子供会、老人会、1土庁会、
部において行必われるいは f公 l 有の~rll!・ 1 :地の

る。

以上、集落自治組織の空間管理 ・改善傾能を考える
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に陪して必!!Jなニとは、知 1:こ.(ιそのi1l'>-なる空

間持糞紫がどの仰な広がり・的I討を持つのか、 21'J，!落

自治泌総の組織としての対応の作!度、岳そのIrtH)iと

のような段階に;tで逃しているのかの3つの側面から

その機能の現状をとらえる必蛍がある。第2t点、それ

それの~"況にある空間管理・政審拠能が、当路線落居

住者であり、その空間諸要繁の利用者にとってとのよ

うなぎ時金持つのかか問われなければならない.

第 1の<1'については、縦軸に所fi・干'1問・管仰の3

委棄を、償制:ι公・共・私(実際には中間tQ階:ニ公的

共、共的公、 :it的私、私的共といった要素が(f.在し i;

るが)liJ 3繋ぷをクロスさttたマトリックスである程

度型車理されよう. j~~えは、 1主題子"毎床における農司起用

幹線本路(毎1友iお〉や、七与を町制J!警の集落雷上水道な

とは、厄史的終殺をふくめて、 f王(君、完全に、共同所

有・利用 ・ 管I哩となコている.また、美山町田~~にお

ける水回転作のフロヴク UーチーシヨYを見ると、各

d、回:ま一部を除さ完全に私的所有下にoるが、ti.作の

u-テーシヨン、作物救t省、水E昔、農道管理等{ま集落

の共同で Irわれている。凶'I1.H~竜における集落内i経路

は、村所有l正当然として、建前上{主管理も村であり、

利用は、数少ない通過事を除けは、:ま:ま集落応i王者の

共・私にわたる.管理も実際的:こは、定期的な』鹿沼共

同と、日常的にはさき家が弘的にIfっている.また、*

k村江代地区の少戸数集落では、~数の住戸と所有農

地が連続しているにもかかわうず、その一家屋敷、耕地

{ま当然弘有としても、ほんのー却を除いて、共同的利

用・管理はIrわれていず、それそれが、ほほ、弘的に

自己完結的な利用・管理が11われている等である.こ

れらを集落自治綿織の共同的かかわり方の側面で洗い

出すことで、対象の広がり、穏凶は、自ずと明かとな

る.

2の組織的対応の程度については、伊万里市大川町

立川や、水上村ItJ山地区のe縫湖水利姥路管l懇のよう

に、集落自治総l織とは別建の減、稲生産組合や水利組合

を組織し、水平'1受益者による完全な独立採算制による

管理を実絡している例、沼地〈町オ:のように、 集落自治

組織内に包修されてはいるが.公民館組織に位置づけ

るれた、老人会、高齢婦人組織による公民錦町辺の花

の繊付等の美化、お室の維持管理、農家青壮年の矧織
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に‘I;~農道 . jfÞJ~~äの総持管内Cl)~IJがある。 その一

方、七城町力[Ji，t.(/)ように、~;品自治組織による 花的

な総持・管理・改善をIjい就ける拘'Jもあるo ;tた、 Iま

fit村1i1床で:主、谷戸干l‘脊型倒凶l勾.io路を、!足浴自治組

処の手をIlt1)ず、当1裏腹追使用にかかる近隣側副地所

有高による私的共同作業で生コン舗諾する例なとがあ

り、これうそ含めて、集落自治組織による・元的 ・全

的管理・改善アjl¥かう、勉めて弘的な方式まで保々で

ある.

@のどのような民踏まで管理 ・et答行為が行われるか

については.比較的軽い、 i高畑、 iftむし りといった、

特別な技術 ・道良・工具そ裂しないもの&最低限とす

るが、西原村i亀ωように、 開削Cl)問を縫う!li且を、問

係者が、それぞれの緋i也を出し合い、工具や担詩情同

を使って、軽トラックi並行司艇なものに低帽して来た

何'Jや、既に触れたように、行政から‘支給されるハラス

や生コンで、集落の人々か.土木作業日絡事長で修取し

た校i討を駆使し、 i経路舗義をやってし支う限度のもの

までの崎がある.また、必・ずしも J~同とは曾えないか、

IOitlた石垣や、農返やl王t;O)i正面ぞ、石i亘を恨み愉修

・肉生したり、 r自前倒しJと呼ばれる、棚悶の区画

整I望.t1t大ぞ徳川を作って突けしたり、 エ'It~主 iーをも

ういうけ、述、mの畑地転換と区画IJIû.大、 tま面のnj~fA

みまで全て、自前で実8をするなどの水準のもの乏でめ

る.これらは、一つには、それぞれの集落に生iきてい

る伝統的在来の土木等の技術がとれだけスト 1クされ

ているのか、一つには、それらをル使ずる対象かとの

程度許容されているかに関係が涜い。例えは、 Ir政依

イFか諜まれは、それだけ、策落1p問の箆倫はIr政i直営

で:実Bをされる.その方法は、公的(問、郁遜府県〉工

. Ifl.去・縫絡によるものであり、ほとんど全てが、伝

統的在来ほ術14.系とは!ftなる内汗割近代l支Wd本~によ

るものである.従って、それウtこkる路沿・ 情処物の

錐符管理、両省1ふ~警は、伝統的、在来妓i怖をもって

しでは対応し仰ない.1雪い笹えれは、伝統的従来校術

が生きてストックされていたとしても、それそル使し

i~ る対象物が、とんとん狭められて行く釈である.そ

の状腺が続けは、その問tこ、伝統的在来妓術は、世代

のUH~とともに失われ、再生明ることは、ほとんど不

可能となってしま今.つけ加えるな・うは、 西洋的近代

技術M;~: Ji:.系統的に~沼レベルに 1去慢するシステム 1;t、

Hl段階では、ほとんとない。

ニニて、強出し'(;t，jきたいことは.従来、集落の空

間管内線絡が、上~ì!'Dその対象の広がり、旋回、骨組

織的対応の程度について揺られるニとは多かったが、

Sのとめ段階まで、曾い後えれば、~，l自前の技術ス

トッツの函での自UJが~B ウれることが、況とんとなか

っfニとであり、それだからこそ、これら自前の伐術

ストックが空間管内・ è~lj聾憐自Eを決定つける極めてz

~な裳~:となっているということである.

l't:2 0、泉浴届flおにとっての空間管理.at富慣維

の.世昧についてである.例えは、 1iif.fの毎床織は、つ

い:2 0数年前まで、~陶磁の部分が多くあり、その絡持

・1IM.lの為の作業は大変なものであったo rビャーJ

と呼はれる鰹やトンクリ"を削つわ版築用の迫真そ各

京で作()、年間延べ 10数Bも葉していたと百う.そ

れだけ、素爆の用水路は.潟水、厚手毛が~しく、大m

8きの決11':等も多く、 1氏生産力水準の労働集約的震緩民

階では、いっそう負但~(;t大きかったと想像できる.

i:tって、他のi也i去の多くかそうであるように、より堅

ろJうな石張()、そしてコンクリート U字揚へと更新さ

れてlrった。そこに認められるニとは、 維持管理労働

の負m軽減を求める意志である・このように、空間の

管理・改善償能を総iきすることは、一面で、居住者に

とって、負担となコている側面!北大いにある.しかし、

反語、ニのような、 「負但軽減J の~~J警は、用水路の

コンクリートl.'字1昂化や、小湾 II~のコンクリート三

方張1)Itを仰しi!め、用小路や小雨川L本来の怯絡を喪

失させている.自然tJ..態に近い民階では、水1議動他物

か曽亀!こ息、っき、子供の遊ひtC、人人のレクリエーシ

ヨン的対象、そして、鉱落の自然的il絞を含めたtTい

を形成する多面的な憐能を果たしていたものが、単に、

r*の通るコンクリート水路J(こ貧困Itしたし、 r苦

労の多い総持管理J行為も含めて、人々のかかわりの

薄い存在へ.と転化することで、そのゴミによる汚れ、

水質汚染すら問組IIIされないとい 2た変化が進行する

11合が多い。また、 t記と関連して、それそれの空間

延棄が、自前で情策され、管理されている段階で存在

した、それそれの梨紫の居住者~位の「使い勝手J の

良さを保ち1;た「自在住Jも管理・改善償能の低下と、

それに伴う行政直営化th掌めは、がなりの程度、失わ

れる.

では、ここに雪う「空間管理・己主響償能の低下Jと

は、 I主体的にどのよ Jうなことを錯しているのてあろう

か.一的には、 r~.I{i-自治組織として11う管理・改善

行動の純度、対象範凶、参加凝固が減少、狭まるJニ

ととされている.災 I-.;lから読み取れることは、着

実:こ集落の共同作療として、 「道，J:しんJ等がりわれ

ることカq成少していることである.'70. '80.・90で

E十万i去が努なるが、そのことにも、減少傾向が反映し

ている.'70では共同作鎌を「全戸出役J、 「出不定

金をとるJ、 「日当唱を支払うJ・ 「その他」として分

相している。 r全戸出役」とは、銀落の共同作業と雪

えな、不文律的に今戸が出Iをすることを当然のことと

し、叉実行していることを意味する。伐の「出不足金

をとるJ(立、原則は「全戸出役」ではあるが、兼業ft

の進けや非農家のiE花等で、それうのIr事の総合よ、

書・力日出来ない場合や、老人、婦人のf~J望参加等;ニ対I，!:
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ずる惜置である.この情置が取られることの意味は.

f全戸出役Jか当然という状態。J一角が腐れ、それを

つくろう為の『拘栄市JJをある意味で顕在化さぜたも

のと言える。 r日当を支払う」と雪うものは、全戸出

役の原則かi毘住化の進行等:こより、!引を崩れつつある

民階に対応する鎗(1;.で、大義名分的には全戸参加は生

きているが、参加者が農家中心に限られる中て、不~

加者に対する負但を求め、その分を集落を通して1J加

者に支払うという意味を持つものである. rその他J

:ま原則は崩れ、大tt名分も成立し縫い状況を反映し、

「やれる人でやる」といった践階と Efえよう。いずれ

にしても、 '70でほ、 f集落として管理Jしているも

のが、人を雇って実絡するものも含め7-1%、うち『全

戸出没原fl'JJ が~きているものが70%強となっている.

'80になると、 r全戸出役J のI員が~けから姿を消し

ている.中には、かなり全戸出況が当伐という集落も

殆っていようか、全般的には、その原則が大きく刷れ

ていることを反映している.そのような状況下ではあ

るが集落として実8をしているものは回%弱て、目立っ

た減少は見られない〈ただし、.70は北海道が含まれ

ていない。， 80以降は、それぞ含んでいるが、北海道

は側道府県に比べ、策落としての管理実姥集落はかな



1>1氏い為、その禍正唱と含めると、あまり器はないとも

考えうれる).しかし、その，tl叫についてみろと. f 

金戸出役原則J が止さた.fj;!.~での集落作業(;t. 3H%切

で、 '70:こ比べ半i殺しているo '90の累計方法!点、前2

者と全く織を異にし、』足f喜念戸唱と対象とする『全戸に

出没媛務Jと faまに:J:i生罷務」とに分相されてい-':>.

義務としている点も火きく異なる。全戸出i告が当然と

する状況は、ほとんどなくなりつつあることを反映し

ている.その中で.ー応、 .'11落として実Eをする七のが

fi5%とたっており、 '80~こ比ヘ\ほとんどJtltばない

か、全戸告書加販制か也きているものか、 「目当支jムいJ

や「そ0)1也」、 「対応t!:ずJを含めて、 37%強であり、

・ 80の状況かう舷察して、厳密な意味でのf~!{IJ<l)生き

るものは20%を大さ<ElJ 1) 込んでいるものと考えるれ

る。衡是的!こ、お 1-6によって、 Jli写会1)合いの:Ji

題をみると(この誕の調査は '70には実絶されていな

い〉、 f農道 .a難問問m*路の絡持管理J(ふ・80

て39.2%の集濯で、 '!)O:こは'15.9%の~1tiで鵠却とさ

れている。寄り合いの開催回数に大差はないニとから、

右しろ、議題としての惑が高いたけ、間心がiあまって

いるとも言える変化である.ただし、 '80:こは『集落

育財産〈体野・ *#1也)の管理・処分協議J. fごみ処

理、上 ・下水必等生活環i責住民の整倫・改善JのJ[lが

あり、それるが探題となっている集落の3:ふそれぞ

れ27.5%、16.0%となっており、 「管理・改響」全然

について議題としている集落は、より多くなるo 'HO 

には、それφ一つの羽目はなく、 '80の他とあわせて

fその他Jとして一話して1るため比軒はむずかしい.

たた、表 1-1に見られる傾向か‘うl芭察すると、向U

ra遜'l!業用用水路の総持管沼Jを彼自とほしでも.

その中味はかなり異なったもので、 '90には、日 f~制

獲や対象範圃・ 3終結ni去をめぐっての議摘が多いので

はなかろうか.

以上の貸料からは、嬢湾自治組織の空間管理・改普

機能の状況を判断ずるー側面のみしがわかうないが.

との程度の頻度であるかについては、:王{宜、減少して

いることは傾縦し得るし、対象とする碇聞もある程度

は狭まコていることもちえると考えられる。ただし、

との段階までの111¥が1rわれτいるのかは、定かでな

い.これら、 3つのI均一については、世界農林業センサ
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スでは、全くUlI~されていない.このような統計的な

f明ぎを含みつつも、大胞に「匁iT喜自治組織の空間管

理 .~i普慢能の仮.ドJ を定4をすると、第 1 に.管理・

改善の対象となる物・空間!の硬凶が縮小し、 ~12 に、

1r動~加における.J':丙/[j jQ:原則か崩れ、 ~h[l事èlltl/)¥縮

小あるいは自治制ぬと分制~ ~傾向を強め、従って第

3に、行動明I皇が1氏.ドずる.向時に、その中で、抗11

に管I望・改嘗íj~~の1氏7J.a位ltが進み、それに聞する技

術.1.日持ストックがi攻iH・消滅寸・る傾向を強め、結製

として、5it5!己、行政l(d;.を深めつつ、集活空I~Jの利

用者のみに大きく傾斜し、それらとの直般的関係性自

体を弱めることと寸'ることがU:来ょう。 1.aG、お 1....... 

3 の傾向については、~孫自 I~.の内部的状必変化、め

るいは主体的条件、 llrJら.一方では、階層分解やJI'農

家の混入tこ主る rmlHtJ• -1iでは人口のき.査な，岐

少や高齢化等のstlヒを致由としている.同時に、この

ことと説くかかわって、行政による外!~的な reu~

l積事業」等による「介入」の1111J()そも褒耐としている

と考えられる。首11/1，~日f.)(，t .結束として対 f~:1じめる

いは消滅してtIくものであり、問時に、そのニとによ

って、いっそう、採 I-~ のItñ向を強めるという聞係

が成立しているものと曾えよう.

I-}' ，鹿沼自治組織の鍍薄空間管理・改善彼自E低

下の主体的重要因

集落自治組織のjt!;~~I~)管理・政.lU理能低下の主体

的要因としては、 一的的に、 (1)r農民庖分解Jや郷市

1ヒの進行:こl辛う非縫;習のi克人等による辺住ft.@過i車

fttこ典型的にはうれる人口・戸数の大幅な減少と人口

の高齢化の両日泌が1制海される.

以上のことを、世界農林業センザス結果によコて、

機討してみよう。

従来.北海道~除く日4の鹿山村銀沼、特に筏村集

落はその 81;IJ以上がn:山町代以前tこ起源を持ち、いわ

ゆる『白抜HJから発足して来たものと雪われ、Jj{悶

鍵業との関係から、('f!王、 'lO.......liO戸程度の戸数線慌た

t主つものがフロトタイプとされて来た.このことは、

表 r-1において、l!)GOifの節分を見れは、める限度

の要当性史認めることが出来よ今。 40.......60戸という区

分はないが、 9Dp-J.)ト iこ 8(ì.~%が集中し、 :W.......99戸で

望号 1-) le戸数litl別組泌総・忠 (.eut:~量センザス〉

9戸以下 10-2~戸 25-~9戸 ~9戸 50-

t念 まt 以下 思』戸 149 以ヒ
19戸以-f I 20-49戸

21350 71731 93081 38553 10565 10232 
[100.0] ( 14.0) (H.1) (61.1 ) (25.3) (1;.9) (0.7) 

日 I (100.0] [100.0) (1∞.0] [1∞.0) 

14257G 351;3 :削2!)

[U3.5) (2.5) (21.0) 

れ)81。 1 423TI M渇2 271S!) 
(!r.l.~] (3.3) (19.1 ) 

1~0122 
[日I.!J)

は72.1%となるなどから雄定し得る。しかし、それ以

降、時代伝説るごとに、その様棺はかなり変化して来

たo 1出04=だY:!lとすると、 l的O年までの30年間に農

業集落日体bi約 111)減少している.即ち f{il初、息調E

集落としての繍能をもっていた他ほであっても、ほと

んと市街化されてしまったため、非農家間にこく少数

のI!i誌が点々と存在しているだけになったり、苦しい

過疎化のために農家がわずかになってしまい、箆t長i~

落としての領能があると認められない地~'iJ を「鹿霞

点在地Jとして除外していった〈以上、世界箆体議セ

ンサス良縁狼'i&調査の減要-2、調査の対象)結果で

ある.t-!Ji小娘憾の r9戸以下Jは、 19(j0年の区分には

ないか・70年以降、絶対数・ 5おともにI曾11日している.

これは、主に山間部の集落の戸数減少を段附したもの

と考えられる.10........t0戸綬模のものは、これも・60年

laはないか、・70年以降、絶対数・率ともに減少して

いる.そして、 ~9戸以下綬線全体は、 '60年以降、一

貫して減I!，，'唱と統 (t. ・ 90年には60f干の3/~にまで減少

している.全滅薄に占める割合も半数を1刷り込んだ.

以上を総合世ると、一方では、過疎化に代表される山

問、中山間i白崎在中心とする人口 ・戸激減少により、

r農業絵落」から除外されたもの、また、戸数i伎によ

り、 f9戸以下Jに鏑小したものが峨加したこと、他

方では、非.~京司事の滅入によって、戸数Ml慢が鉱大し、

r50戸以jJの鋭機となったもののi曾1Juによコて、 「

50戸以 FJ t;Il憾の集活数が減少したのである.このこ

とは f50.......99戸J線機の集落にもかなり当てはまるが、

主に、手ド.京の滅入や分家等による戸数縦機のi.加に

H:l71l 
(33.2) 

~1017 
(28.8) 

63ω7 
(45.4) 
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ω!!70 31R31 11475 15397 
(56.7) (2U) (1j.1 ) (10.8) 
(86.9) [00.1) [108.6) [150.5] I 

72858 32026 118!β 2sf曲
(51.2) (22.5) 
[78.3] [83.1) [112.6] I [150.5) 

関289
(32ω1.6〉| 11855 29117 

(49.2) (8.5) (20.7) 
[13.4] [78.-l] I [112.2] [284.6] 

より 100戸以上縦t美濃活に移行したことによるものと

考えられる.このことは、 l∞戸以上の慢慢を持つ集

riが総じて絶対数・率ともに!t加さttており、一方で、

a家戸数は、企図的に緩やかではあるが減少している

ことからも明かである。 100-H9戸波慌の気落:ま、ち

ょうど都市的短落と農業的集落の中間的性憾のもので

あると考え・うれ.圧倒的比率の第二極殺朱農家を含む

農家と2-11割程度の非良家〈ぬ入者及ひ舵農者、商

庖等〉で備目立されている場合か多く、綿布的集落への

移行間にあるものと考え・うれる.150戸以上の慢慢と

なれば、ほとんどが都市的な集高と考えられ、・ω年

- '90年の聞に3倍近い憎加を示し、・80年と'叩年

を比較すると、全体では13.7%浴加しているが、中で

も 500戸以上波険のものが31.8%と著しいtt加を示し

ており、都市近受容における非農家大量減入銀落のif加

を示している.

t欠に表 1-2:こよって、各集落における fj毘住ItJ

のー織を見ょう.1960年を基準としてみると、 ra家

Eお印%未満」の集落は約3倍にif加し、全集落!こ占め

る比E院も半数に迫る毒事いである。逆に「農家Eおω%以

上Jの集落は 1/5以下まで減少し、全集簿の l11Jにも

泊たない状況となっている.これらの中間である ra

E票率叩-90%Jの集落の変動はさほどではないが、や

はり減少している.より詳細な変化(;1、 1970年-90年

の問でしか見ることが出来ないが、 rlO%未満Jは

3.618に、 flO-30%Jは1.7倍強に、 f30-50%J は

1.618にそれぞれ治加しており、 f 1096釆満Jという、

いわば、 「鹿i支点在一歩手前Jのものが著憎し、全集



;喜:こ占める 7' {I.そのr':f(ζ:f.~%-IJ.5%に~でi主L

ている。 ra1'支部50.......90%JのrtDlの変化は. r50-

70%J の集{~!;ttl!h日し、 f70.......HO%Jでは?IX'少してい

る.念のため、・RO年-'90年について、 r50-印%J、

r60-70%J 、f70-HO%J 、 r8()-ÐO~YoJ の I()%安11

みの変化を見ると、 rSO-GO%Jのものについては

29.0%のtg加J. rIi0-70%Jのものは15.0%の治加、

f70-80%Jのものは3.!)516の減少、 fSO-90%Jの

ものは:?O.~%の川少となっており、やはり、 『農家率

70%J 前後が分時点、になっているものと思われる.い

ずれにしても、 fl昆住!ヒJは急車lこiltJ昼、純.e付築i客

と曾える『農京協 80%以上J'のu.tfi喜・l.tHlDO lt:lこは1~J 

.-1%と 2割を下由るに至ったのである.二のような変

化は、特に、 1!J70-80if (J)間に制的に進んでいる.例

えは「農家主民10:J-o未満Jの鍔ii事法、その10年間に一本

に31音化しており、 f50%米j~J のuf拾の~ぇ fjも、

'60-'70、'RO-・却の倍以.1:の教がIfえている.当怒

のことであるか、 fnO%U..LJ の ~ïnt'70-' 801~山

表 1-3

第Df・1337116出
奇襲 ;!t I (:.lI.7) I (27.'1) 

:l365 I 270!J 
(:11.白)I (50.7) 

lIi 

日5412 25f!!l!l 
(.lS.!)) (11:1.2) 
[92.2] [42.1] 

fi01HJ 114凶
〈日.7)

[85.2) [18.!lJ 

'80- ・!JOの減少みの万が高いが、 t~~少nは・70-'80年

の万がかなり多〈なっている.

以上、 銀iiを対象と したjtfヒについて述べたが、当

."!:のこととして.各集落内eまのt:t絡が変化し ている.

これli実 1-;3によって凡ょう.

上旬の茨はl!1504'~起点としているが、 導1il!C;まは
・:ï04~- ・ 55ff:、・1l0 fr:-'(i5!f;の2つの1mに人きく減少し

ており、それ以降の変動はあ主りない.たた L.・!)()

年のum・で明‘うかにされている「高齢お専業J:以73

子戸中155千戸 (32.8泌〉を占めており、実質的な意

織の専設e況は8.:~%にすざなくなっている。ニの点

についでは、・80、'H5各iNe.'についても、程度は少な

いが、同憾で、実質的尋~肥iまは得者l . 1J広をかなり下

回るものと考えられるo i':に第一凶漁業農家!;t、 ・55

-'70年にかけて113程庄のシェアを凸めていたものが、

まず・70-‘75勾t
でかなり大きく減少し、 '90年では13

125!J 1002 775 521 
(25.4) (21.5) (17.7) (13.(j) 

:3078 3031i 2Q75 2811 
(1i2.1 ) (IlS.I) (H8.0) (71.1 ) 

一一-

へ転化して行ったことをポしている。これ・う(こ対し、

第日後兼業_arまはこの問、一貫しで111加そ続け、・HO

には全農家の3/1となるに生っている.そして、その

うら、 ro給米・野栄若手Jた
I

げを生産する『自給的a
2安」は第J1 f盛 '~業農家'1 1の30、，1%、全農家の22.5% と

なっており、そのま1 ・ ll~ ~.t実質的導縫g;賓と e援を主

とする第 If妥-Ili~農家の合計を 1:問ヮている.このよ

うな状況泊、 ds市近郊農村からLJJ間村まで一律ではな

いが、例外なく生みtl1されている.このような「農民

庖のF住民草分解Jに加え'.農家金約にわたる変化も見逃

ぜない。 1!1.JO年度ei来白書:こよれば、農家tt!僚の l人

当1)家計買は会出勤労お l世帯の平J~J1(1~~ 100とした時、

II7.R(・89年度悩)となっ1いる.この傾向は、I!J72

年時点で既に舟摘されている。痩iまとはいっても、兼

業e~を中心に農業外収入に支えうれた結果である.

このことによって、 HJ60年代頃まで色漢〈捻っていた

自給自定的現物経済情造!i大きく駒れ、現金経済に大

きく傾〈。そして、 '60年代後半、こ始まる耐久泊費財

尚人及じスト ック~;t、そ(/)(をもi!み、個別的消費手民

のストヴク:ま鶴市立直、あるいは、自動車喜多を加えれは

以上にt.大したのである.ただし、世犠員 1人当り家

計貨については、軍事奈良家、第 ff毒殺業農家において

は、全国勤労者世帯のそれを下回り 911)来渦の水準で

ある.

以上の憾な鉱J高及ひ農i衰の質的とも言える変化は、

当黙のニとながら集落自治組織全体の僚能、また空間

の管I型・改奇慨能に影響を1訟をさざるをi与ない.表 l

-:1に主って、まず、いわゆる『近ふしんJ等の共同

作議実施状況を鍵家率別tこ見ょうo 1970年の時点では、

農家事か高いほど、 「共同作業Jとして実絶している

集落のおは高ま っており、 『農家$20.......30%Jの集落

においても過γ教に遣している。やはり r10%未満J

ともなれば、共同作業としての実路は3111を切る程度

まで減少する。そして、その突絡にかかわる取り決め

を見ると、 「全戸出I~J !ま鍵家事による変ft!;t!まとん

どなく、 70%程度でそろっており、 「出不足金をとる」

とするものは、 r20%未満Jの集落群では2tl)以下、

f20%以上Jの集落哲学では、ほほ1/4と若干の韮はあ

るが、 f共同作業によるJの差ほどにはないo fB当

をJムうJも大きな差はなく、 r10~o未満J で少し多〈

17-

なる作度てあろ.これウのことか・:，.'70fJ'凶におい

てば、 r共同作業Jとして実8をする以上弘、従来の「

全戸出役原町IJがまた色虞く践っており、 ft:本の中味

も、空間整備の rlIれJも多い申で.かなりの程度の

ものが行われていたと忠われる。そういった原則の下

のりも同作寵Jを実姥ずるのかしないのか、いってみ

れば、 r.¥Ll. OR州TlfJ'1CJ的な状況があり、その下て

rSOTHJNGJとするものが、農家4iの{氏L、集落:まと!If

加し、 r 10.......20%Jの集落の半数以上が、 rlO%未満J

0)線沿では7割以上が f"OTH，..，C;Jとなっているとい

うとこ ろである.

'80年になると、少々、 '70年とは憾繍を変化させる.

ます、 「農家$10%未満J の~沼野においても、その

41%が「共同作業Jとして実胞しているのである。そ

して、農家f認が上昇すれば、同時に、 『共同作業J実

路おも高まってrrくのZあるが、そのピーク:まf70-

90%Jの集落慌てあり、 f90%以上Jに至ると、むし

ろ実結率は低下ずる。このことについて、農法事と給

戸数焼機との栂間を見ると、集落制後が小さいほと農

家おは高く、 r29戸以下Jの煩僕の司E落では、その9

割は農家Eおか60%以上であり、 r9戸以下」の集落で

は、 3n以上が良家主事90%以上であるo l草lこ、 r 100戸

.......1~9両J のMl慌では農宗/~60%以とは僅かに27.6%

しかなく、 fJ50-199戸Jでな15，-1%、 r2∞戸以上J

ではほとんとなくなることてもわかる.要するに、農

家率が卯%以上の集落の9.5%は r9戸以下Jt&棋の

零細策沼で、これらはLIJ聞の人口減少 ・高齢化の著し

い復活であって、従って、 f共同作業Jそのものが絶

対的に不能ともいえる牧草長日こめる認で、その分か含め

られ、 「農家$90%以上Jの集落群における共同作業

実絡のE震が低下したものと判断出来る.ちなみに、 f 

農七支$70-90%Jの築ii中 rg戸以下」 集落の占める

率{式、 3.596にすきないo I欠{こ、 「出不足金をとるJ

とするものが、 '70年に比べ、ほほf8ftしており、 .. 

E喜の鍵ま率とは、あまり問係がみられなl、これは、

「出不足金Jの綬定を用いて、従来の f全戸出ぬ原則IJ

を維持しようとするものであり、 「共同作業Jによる

実姥を終る集落の..1-511)では共通してこの r縛りJ

をかけているのである。他方、 「対応しなtリとする

ものも34......11%の幅で各鹿京率~ì蓄にあるが、これは



総戸数 10-29 30-49 500〆

定般家単
9 F~ 以ド '70 ， 70 50-99 100-149 150-199 200-299 300-499 

(10-24) (25-49) 以上

10%...+ミ1街
30 105 317 412 4039 

(0. 1) (0.2) (0.9) (3.6) (26.2) 

10-30% (0.518 ) 
152 890 2937 2711 5721 

(0.5) (1. 9) (8.4) (23.6) (37.2) 

30-50% 
45 596 2781 5140 2370 2492 

(1. 3) (2.0) (5.9) (14.8) (20. 7) (16.2) 
70 

50-70% 
196 2483 7162 7582 2394 1631 

(5. 5) (8.3) (15.1) (21.8) (20.9) (10.6) 

70-90% 845 9087 19101 12641 2858 1326 
(23.7) (30. 4.) (40.3) (36.3) (24.9) (8.6) 

90%以仁
2461 17581 17339 6217 730 188 

(69. 1) (58. 7) (36.6 (17.9) (6.4) (1. 2) 

一 V一園田園・ーー一-ー

10%未満
107 272 889 990 1023 1846 2931 6360 

(0.3) (0.9) (2.8 (8.3) (16.5 (28.6 (52.3) (85.2) 

10-20% (0.269 ) 
Z37 547 1869 1913 1388 1897 1481 849 

(0.6) (1. 8) (5.8 (16.0) (23.3 (29.3 (26.4) (11. 4) 

20-30% 
43 431 911 2547 1821 1048 1016 623 163 

(0.9) (1.2) (3.0) (7.9) (15. 2) (16.9) (15.7 (11.1) (2.2) 

30-40% 
63 710 1408 2974 1485 739 599 249 57 

(1. 3) (1. 9) (4.6) (9.3) (12.4) (11. 9) (9.3) (4.4) (0.8) 

40-50% 
53 1043 1996 3387 1252 606 408 147 17 

(1. 1) (2.8 (6.5 (10.6) (10.5) (9.7) (6.3) (2.6) (0.2) 
80 

50-60% 209 2109 2903 3865 J 187 457 269 68 11 
(4.4) (5.7) (9.4) (12.0) (9.9) (7.4) (4.2) (1. 2) (0.2) 

60-70% 
296 3314 4058 4276 1189 397 194. 

(1.826 ) (0.03 ) (6. 3 (9.0) (13. 1) (13.3 (9.9) (6.4) (3.0) 

70-80% 404 5241 5213 4679 1014 299 143 22 
(8.6) (14.2) (16.9) (14.6) (8.5) (4.8) (2.2) (0.4) 

80-90% 983 8849 6965 4612 782 189 67 12 l 
(20.9 (23.9 (22.5 (14.4) (6.5) (3.0 (1. 0) (0.2) (0.0) 

90%以上
2624 14915 6627 3012 327 73 26 3 一(55.8 (4. O. 4) (21. 5) (9.4) (2.7) (1. 2) (0.4) (0.0) 

10%未満
249 530 1582 1652 1601 2884 3763 9024 

(0.7 (1. 9 (5.2 (13.9) (25. 2) (41. 8) (62.5 (91. 7) 

10-20% 
64 517 979 2742 2396 1682 1930 1455 668 

(1. 2) (1. 5) (3.5) (9. 1) (20.2) (26.5) (28.0) (24.2) (6.8) 

20-300{， 
123 887 1513 3500 2003 1076 904 441 108 

(2.3 (2.5) (5.4 (11.6) (16.9) (16.9) (13.1) (7.3) (1. 1) 

30-40% 
161 1388 2163 3961 1554 697 489 190 23 

(3.0) (3.9 (7.7 (13.1) (13.1) (11.0) (7.1 ) (3.2) (0.2) 

40-50% 
143 2030 2882' 4019 1384 505 323 94 8 

(2.7) (5.7) (10.2) (13.3) (11. 7) (7.9) (4.7) (1. 6) (0. 1) 
90 

50-60% 
444 3583 4032 4309 1154 372 220 48 2 

(8.4) (10. 1 (14.3) (14.3) (9.7) (5.9) (3.2) (0.8) (0.0) 

60べ70%
609 5193 4647 4053 923 245 87 27 2 

(11. 5 (14.6 (9.4) (13.4 (7.8) (3.9) (1. 3) (0.5) (0.0) 

70-80% 
723 6625 4992 3267 535 135 50 2 

(13.6 (18.7 (17.7) (10.8) (4.5) (2. 1) (0.7) (0.0) 

80-90% 
1198 7657 4307 218) 1・ 223 41 12 2 1 

(22.5 (21. 6) (15.3) (7.2 {1. 9) (0.6) (0.2) (0.0) (0.0) 

90%以 t 1850 73:39 2091 614 31 5 
(34.8) (20.7 (7.4 (2.0) (0.3) (0. 1) (0.0) 
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スも比較的多いと 11t~される.他方.e:ir，;その他、製
企て向・のf引持のものとはちえられず.e京協の低い

「土地:1A~l~倫等の袖J番:~rJIに閲ずる浪.wとしては、
匁Uiでは、よ~G rWf足会j (1)~・りすら意味埼~;，t:・')て

1: .下水道等生「ごみ処1型、!6色J、のu画・目。fiでは、
「全戸出没J の不定i撃が一応!主きているものと考え~

いる状態のものであろうし、虞まおの高い

ζ治、道路

「大気汚段、ホ質汚濁等生

r :I:.l:，Ji.t入、活IミI布自信tqの?を倫・ 改善J、

開発t子、非製法;的開発」、
ことが出来よう.

「土地J.~~~鐙倫 ・. . . j 
i8 JtWt!!H tへの丸m:jがあるが、

実~W対j !ふ'剖ff.度に傾倒し何年の「共向1乍

は.その性絡.1:.当然であるが、より農村的色彩の鴻
たものであるが、その実施市のピークは、引に下かっ

ぃei:京協の高い草培になるに1，Il、t普加する.他方、他
「農家~50-10%J の集落鮮にあり .11.3%となて、

の3告については、 j道に、都市的色彩を強める農家ll:
っている.このピーク自 f別式、・70年83.2%、・80ff7

Tごh
の1氏いJ長選になるに/.H、1ftIJ日している.ただ、

「農家尋問0-70%J
~.2% と i余勺に低下してはいる.

「臼安
処]~"'J については、制市化が1足。むにつれて、

f90%以上J に湾じ低下nO-OO%J • をピーク!こ、

処Jlp.Jの余地が1式法ると向時に、 ms市的悠覚からの聞
ずることについてば、・804:と同時のことが考えられ

rL.!f:i，1事
心・互Eftが強まる*A娘、得力u'J・るのであり、

る.やはり農家思とiB戸数組処どの関係:;t・同年と10J

「人で気汚!.II:.・・・J:こっt、ては、 附 ift庄及
人....J. 

「農家志90%以上J の集落中15.596が f9
憾であり、

ひその結果発生す・る問題としてtt?lJuずるなど、発生の
nO-9096Jの集落では、

芦以 fjの零細線薄であり、

要因にはrJがあると常えられる.
rSO-i096Jの組誌では、 3.5%が fg

その6.5%が、

'OOIf;においては、・80f干の r e産物の共同tHi匂の富1)

戸ιfドJであり、やはり f共同作業Jによる実絡はむ

しろ困鎌な集落が高農家主区築ゑ・により多〈合まれるの
り当て・制緩J以下の項目かな<.tll味不明の:tま「

である.
その他』で、 -1!されている為、 '80年とのlt+をは困

f農道・ 箆「七地主H.H書偽・・・・J、議てある.たた、
r 共{己~~埋J の実姥伐況と関係して、さで、 J欠:こ、

韓基JijJijW 水~・・・・ J については {l(:正しであil) 、大1本に
各集i苔自治組織が、その組織として、関心を持ち、あ

おいて・80年と頼似の帥rIiJ1i';，云・1・が、それうを~却と
活空間に間保した事柄を見るため、るいはかかわる

ずる1JH事の訟のピークは『農家*70-90%J の~沼哲学
世界農材:業センサスにおいては、・80王手と・nOiぶのデー

fno%削 l:J で鴎ひ{氏ドずる点が~なコていにあり、
タしがお:い為、 10年間的変化を鬼ることしか出来ない

Jとしての維持管る。このことについては「共同作
か、表 1-6を後dしよう.・80a:の ra辺.a業用

「そ
I盟の究胞の状況と刷僚のことが1えるであろう。

用排*~の維持・ 管理」を紘，fßと rる集落の状況を見

の他J;こついては、農家ぽの低下とともにt普加してい
ると、農家率の上鮮に伴って、このことを議題とする

「共同作業Jとして維持管しかし、集落l;tttth日ずる.
ることから郷市的感覚での関心棋をその内容とするも

のであろう。
理を実8をしている集落の率と比絞するとそのjおは25....... 

以上、 農iま率Jえひ補足的に』民議ti?戸数jJU美を止しえ
30%1氏L値を示している.これに吹いで多ど加担とさ

r.u:; ~喜における lt(a1J作業の動向J ~ひ r~得寄りて、
れるのが「集落有財局管理・処分Jであるが、この土器

合続掴J の状況を機射してきたが. 農家率が~い集活f9 
「農家率70.......!JO%Jの集落群をヒークに、合!;t、

l;t、担ft:Itの開度!え‘kり自そく、人円減少 ・高齢化問題
r共同作業Jの実路0%以iニJて再ひ依下しており、

を抱えt.零細1M喜を除け{点、全的的tこ、年代司r終るよ
ri1H"4&'の有無J!こr の緒子と拘似する.:tずは、

r :AII~作業J 、 1lHf空間への問心が低下する中とlこ、
よる分化が為り、。いで、実8をする主体的条件1，.tる

で!;t.側刈的tこは、 長~fi毒自治組織のq間管理・改善僚
差が出るものであるが、一般C.!ふ IJJ問、 qJIJJ削村地

能が総体されている.反対に、 a~i泌が1{f <、 w戸数
これらの地峨

i，.jeの方が財産の所有感が高く、従って、

健機の大きなi~住 ft. ls市ftのJ!んた鉱落では、その
に関しては、 a家ぷの高い築;蓄が多いq:，で、 tit却とな
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機能が大胞に低下していると結J:'Jけることが111来よ

ぅ.要するに. 策;"i向治初綜の嫌h~}えひ集落~間管理
20 

る可能性は高いか.他方では、零細~葎も岡崎に高〈 、

共脊的財産としての保持が困滋な為、個人分'1;IJのケー



. a~理tI穐自主低下の主体的愛国!;t、第 1 には、兼着陸itの

深まり、 ~8j行 1ヒに伴今非農家のi普加、そして戸数段恨

の肥大化、第2には、人口・戸数の減少・高齢化なと

の主体そのものの絶対的・質的減泡の2つに求めるこ

とが出発2る.

I -2:O1落自治組織の集落空間管理・改善健能低下

の外的安国一行政による農村整備の進行

集活自治組肢のi鎖措空間管理・改警僚能低下の婆因

として「行政による農村笠frlの遂行Jぞ取り上げるの

は、その償能の定終における、 「管理・改善11動の対

象の広がり、範囲」と大きく聞係する。即ち、行政に

よる鐙備は、阪々な事業〈補助や融資を1下う署長義)制

度に悠ついて実8をされる。国であれ都道府県、市町村

であれ、 f必ず事業の対象として採択される!こ隠しでは、

それぞれの司医薬制度に規定されたj毛沢基ε艇に合致ある

いはクリアし/:;ろものでなけれはならない.それウの

事援制度が成立する背震には、当住のことながら、国

民、総道府県民、節目I村民の「ニ-.A'j の存在と面玄

りがある.しかし、他方では、財政支出上の厳格な縦

則・原則があり、かつ、 r!l・変位の証明Jと言う形で

はあるが、各t~階での行政側の過去からの給理のi~tl

(例えは「前例にある・なしJむと)(こ沿った『ツジ

ツマ合わせJ1i棄する.また、 「事業効果」といった、

事業投貨により生み出されるべき、主に経済効果を論

必ずることも求めウれる。次いで、保択され、実絶さ

れる.1&合、盤{漏のほとんとそ占める土木・建政事業に

閉するかなり「厳絡Jな「縫絡Jが存在し、それも、

明治以降、西欧から導入され、それ以前に日本に書f置

されていた技術体系とは異なる妓術体系lこ即した「胤

絡Jである.その範囲を逸脱あるいは柔軟化すること

は極めて縫しい.その他、係々な f行政の論理Jとも

曾うべき、ルールが存在する.その為、ある総段ある

いは事業を住民が求めた渇合、一度、公共事業の対象

としてふ婦が走り始めると、住民が当初求めていたも

のそのものが実現す'るのでは必ずしもな〈、係縞l己表

現すれは、住民要求がインフットされはするが行政制

度という BしACK BOXの篠維な回路を縫てアウ

トフットされて来るものが、要求とは似て否なるもの

になってしまうといったことも往々に発生ずるのでめ

る.

-22 

iJ己のことも合め、 ~TII主による鐙備については、そ

の実住民階lム ;.0長銀汚自治組織として自前で鐙倫を

進めてふ慌たような主i..的容加は不可能となるとともに、

tAM!として控倫された8毎日や空間の多くについて、管

理や改符を日治締結のI&1tで!主体的に1U値することが

不可能になるか、精々t高鍋程度の維持に止まらさるを

i専な〈なる.その砧泉!.t明らかなように、その分だけ.

自治組織による智I翌・己主聖子対象が減少することになる.

対象が減少し、行為の作11r'bf減退すれば、自前によ

る~JIjI.政夜行為の実行によって少き続けてきた在米

の伝統的ほ~~1の活用が減少し、吏には、消滅する.え

た、 Ir~iÚ符によって~il偽・主主位されたものは、 上記

したよ今に、その所有も管理も行政に移行ずる.そう

なったものに対しでは、自治組織が自前で整備 ・旭日

されたもの、~:ì' I!J!.するものに比べ、絡践に住民の間心

は低下する.そのfr1.支が~むことに.結局は、住民に

よる，.ni空間への主体的かかわり、関心が低下し.向

治組織の空間¥1IlP..政審繍舵が低下するといった循碍

が動き始めるのである.

2ート行政による農村瞥備の淀れー農業自信:こ見

るI!村笹倫聞1系ミ医者E唱と中心tこー

まず、 「行政による居!H箆備の涜れJ を「鹿業向.. 

に見るI!村号室備関係磁調佐」を中心にiaずることについ

て、若干・の悦明をしておきたい。筆者{ま、I!村整備の

治れを昭和40年代闘を起点としてHttEまでをまとめる

必奨1'1:を!志じていた.それは、例えは、新全国総合開

発~t耐において、はじめて f広崎生活圏J なる概念が

p~し、 ftH剖 i面研究の分野では、八郎潟新村計画tこ

次いで注目された、 「農村地域における生活困区分と

1也日除民系統のu函仮説Jが、それと濃く関連して発

現され、 ~ïlfか占領it 3 i欠生活固までの生活闘の民階情

成と、配Ir・fべg総肢が系統的に請しられた.この「

惚;tï;j か作成されろl1.fI!tとなったのは、御t方や取~tの

小Iil~事0)生活行動・他民刊用調査であり、 1967年頃か

らの作絵である.八郎潟においても住宅や生活環i査結

段等の集団の形成、ぞれらの配置等がニュータウン計

画に矧似した手法で行なわれている。これらの動きの

中に.それよ主でに農村にかかわって触れられることの

少なかっわ、生活環i責務備の系統的計画 ・実憾の方向

tl:を:感仁たのは筆者はかりではない.ぃ'J'れにしても、

昭和104'le/)¥、i去に登場する ra村基盤総合鐙倫パイ

('1 ，')ト芯緩J、 ra村総合聾備モデル事業J等痩政ベ

ースの整l翁~畿や、上記の『広妓生活圏J 、 aEiq省の

rt也li!ti5困J.自治省の「広峨市町村困」なとに直

結する、 8Ht~備の4=格的な出発点の鑓緒と見たから

である.

その為、農村絡協に閉する段々な文献、持制度の解

説や、そのiti41を旭附にまとめたもの等を当たって見

た.しeかし、それは、大小混在し、系統的に慨観・後

!II吋ることは柑めて困難であった。その時点で、毒事い

にヒン lを得て、当時(1983ff:頃) r納助金1受賞」を

当たって!~たのである。この「補助金便覧J は 1965年

(8rJ和101引を初年度に1985年(昭和60年一この時に

は「楠助金総覧Jと改名していたかりまで出版されて

いる.その名のi通り、各年度の白の全省庁の術JJ1Jl長量産

樋討包、 J区築輔、両省助5包〈都道府県、市町村負但金を

含め)、-助金碩苦手が全て記殺されている.これを1

9115-川{S年の21f手にわたって点機し、 reuにかか

わる健民・股hi~鐙倫問i系と思われるものJ を省庁こ

とに、ピヴク ・アッフし、時系列によるその変動を洗

ったの工ある.この作業は予想、を上回るF主権・困縫を

惨めるもので.筆者の能力を越えるものであった.そ

れは、 f!!々 、変化世る事業名、伺時に、事業の位置つ

りが上ドに変動し、当然、相fltするか、微妙に異なる

新F益事為が現われでは消えることか無数に近くあコた

からである.ただし、結果として、農業白谷による「

農村豊準備の涜れJ!室理に辿り1寸き得たのは、上記|乍'1iJ.

を綻た腕物ともえる.上記作業の中で「農村にかかわ

る姥ぬ・比倫等箆倫関係と盟、われるものJを比較的多

くかかえ、;実絶している省庁は、箆休水産省、経涜企

画庁、これは後lこ国土庁に引きつがれる.文書E省、厚

生省、通j!f.省、 8治省そして建民省であった.農林水

産省〈前身は農林省、)ば当然、農業生産基盤鐙倫に間

連ずる箆村生活環境益備関係事業や生活改善普及事着陸、

総清企凶庁〈国上庁〉は山村振興、高U'fst属製、夜宮山

村据興等の地犠振興関係事業及び後には、農村総合箆

備計画や、農村定住促進本業計画等策定車量産を主に但

当し、支部省、はへき地等学校関係8値段・民備の箆1嶋、

通掌条件型車倫そして、社会教育関係絡純益fI高司E畿をゆ

23 

心tιかかえている.厚生省はやはりへき地を中心とす

る震IlJ H~魚村の保健衛生 ・ 医僚絶技・設備鐙備と、保

行所・県室館、母子姥段、老人筏誌等の福祉総投関係

を、通産省!.te村1t!!情工業導入間違整備事業を、建ぬ

省!主道路、河川、防~姥誌整備を中心に担当している.

結論として、筏に1手足するが、農業白書を196:l!f( 

昭和37年度〉から悶90年(平成2年度〉まで通読した

結果、値段、間般の差はあるが、上記各省庁の縄当す

る「寝付にかかわる施持・設備等援{積関係と思ねれる

ものj (ここに言う「寝付j !;t鍵山村及ひ一部漁村を

含むものであるし、自在i量・設備とは生活関連を中心と

するものを帰すことは言うまでもなLつが、ほほ¥網

緩されていることが判明した.以上が、 r行政による

痩村監備の成れJを「農業白書にみるa村鐙1議関係事

黛Jを中心tこ論ずることとした理由であり恨l処である.

(1)農業白書中0)r姥策の丞4むから見た農村里軍備

の位置付けの変化

l始。年、 「農黛基本法Jが成立し、従来の緊急的な

f食窃l省産J でをっていた農政が、他産業と向~IJの産

政策へと転l喚したと言われている.その桂は、 ti)生

産性の向上と生産の選択的鉱大、I)e!産物価絡 .t定通

対策及ひ農難所得の安定、③農業修造の改善、 @ft着陸

の近代Itであった.このように、農村における生活環

鳩等「農村UfliJは重点とはなっていない。その中に

あっても、生活改善普及活動を通しての関連する事袋、

あるいは農近畿倫によみ交通条件の改善は意図せずと

も徐々にはIIわれている。 l加2年!こは、上記の3重点

に、 r{出産業との生産性裕差是正」、 「国際餓争力の

総持」が明記される.これは、 「全国総合開発計画J

決定の反映であろう.

はしめて、結策の重点に「農家生活改善貸金の設置J

のHtで、環t寛政務的なものが見えるのが、 I~泌4 iJ:であ

る.このB賃金は、住宅改善やそのレヘルの生活合理it

S住民事E倫の民階!こ止まるものである.

1965年には、再ひ農村護織的rt策lま告をを治すが、 1貨

に聞係して来る「八郎潟農村逮殺事業団Jが占設立され

ている.この年には「自立経営の育成と協賛権助長等に

よる農象情itet替の推進Jが自につく.

以上、 1960.....65年の聞は、結策の重点は、あくまで

も磨込政策としての康政課題が中心であり、<1.....5あ
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されている.促進対策Jが刊にとりめげられるなと、 十島遺政策カt所

1973年は、 農村監倫の中の重点(あるいは「目玉J) 

「農村総合箆倫モデル事業J~U r農村!tI!核として、

期のi基妙を見せていないことぞ向わせている.
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以上、 1970-75年は、農村監備が本格的に位置付け

られ、関連する諸事業が箆備されて行った捌聞とする

ことが出来る.しかし、その背畏には、依然として強『地方r ri:枝市町村留信興鐙i省要綱J、年でもあり、
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演の盤l積水準が都市に比べまだまだ遮れているという

状況が続いていたのである.そして、この年にはしめ

-29-

あり、いわゆる「総合農政J開始の年であった.農村

豊富備にかかわっては、やはり防策の重点の lつとして

2持

干対



て、 「生活環慢の箆織と!t&:基盤の怠備をIJftt一体的

にjj!めるJことがjiliべられるに至っている.

1 977iJ:は、 「第ニt欠金凶総合開発:lir!わが決定され、

f定住Il想Jが打ち出された.農政の商では米のさ主毘

調整か・jJ}¥悶利用再編へと転j食するiFでもめり、農村

整倫商では、 76年の r-. f~、的整備」があげ・3れる。

1 97Rfl:には、 1主式に水田利用両編対靖が打ち出され

るとともに、 i愛に婆をめ‘3わず、土地利用型農業にお

ける縦悦!広大と生産性rtiJt; (こつながる「中.~的但い平

への土地jk俗、 SE宮縦十Jlt広大・・・・Jが鑑点のーっとさ

れている.箆村夜倫:こ聞しでは『農111i魚"を活力に満

ち豊かで安定感める地i:Hi会とするJことか目的とし

てあげられ、 1979年の n在住条件の整倫Jへと引きつ

がれる.定住条件の箆陥としては、従来の『生産環t賞、

生活環i覧等の総合的環i竜の控倫J!こ加え、 fi位i安住民

の交t制定巡J、 「農村fAJSsの安定的な拭滋開会のi'1J出J

か加わる等、より広い鈍固で総合的な箆織をI3Faすこ

ととされている.

1 980f利正、農政審決会の r80年代I!政の茶本方向J

の答申がはなわれ、 「箆m・農村の多面的慣能の好信J

が打ち出された年でめる.農村監備においては、 「生

産環上賞、生活環筏等、総合的な環境施践のUI靖、安定

した就':t.機会の確保Jに加え、 rtt!!k1住民活動助長J

があげうれている.また、生産対策のゆでも、 鹿業生

産湾編、中級e家の娘役j広大による農業情遣の改善に

並んて、農村i即刻士会の逮格J(2iの様成が白治されるな

と、農村地ほ社会の姶起が意殺されるとともに、その

総持・再生が意図されるようになっている.そして.

農村箆倫の自僚として r1主み良い鍵村銀民」が設定さ

れた.ニのような目僚とL!H鐙倫の中味{ふこれ以降

1983年 lまで、:まl室、同憾!こ総統されている.

以上、 1976if....... 83%fの時期は、福度終済成長が終り .

完全なる「安定成長Jが定着した時期である.農政の

面では、選1R的低大で走った結果.総32嗣芸や中小?家

畜生産のー-SBにおいて!.tf.f性の向上が-I.[.i主h買されt，

ものの、米や麦寄与の絹物4彦、大豆等斗iff郁門=土地

利用聖!思議においては遅々として綬機鍛;大、生産性の

向上はj!まず、果樹 'ii産8B門の一部においては、過

剰生産傾向が続くといったj)~l兄は打開されていない。

そのような中にあ 2 て、Fl 4~全体の渓気は伶滞気味に

縫移し、人110)地方ili来、労働力・鉱員Eおの帰還傾向

(;t強走るものの、これら冷活用し、 ~)(1写してJê底ずる

農業のtd盟(;t充分に見い出ぜない、そのような時間と

雪える.健Htlt誌の11.1誌としては「第三次全[t.J総合開

発計画Jにおける「定比例甜Jを受け、 aHが、多く

の人[Jの定Itl白崎であり、その条件を安定的に整備す

るヱとがうたわれた時間である.従って、主活環t責聾

1議と e~!t:高畠1字路{崎を総合的に進め、さウに、 農村

内部に他的安定的~.t縫倹会を創出し、かつ、 l鹿嶋社会

~f酎寺・ jlj生ずるといっ た、いわは rli:iり ~RIIJJ な中

峻へと免胞を見せている.

198.1年{式、 JJi!の「定ftJから、 85年以降の rfjSjfi

との支出JY1i線へのl}J() ~fねりのま宇と宮えよう.農村

笠備は r~かなむらづ く り J ど銘打たれ、 rlt!! i~の自

主位にenしてほ1草するJこととされている.この年を

f定{tJか・う「都市との交if，iJ0)転l負0)tt:としたのは、

すでにI!J78if:の時点から鹿"の果たす多面的慣能とし

て、定LU也唱としてのQftとあわttて、 『管理された

白熱環ti(の~l1 j~ ・ t宮廷と ITJ : I :の保全J /J'.強調され、 f 

a村と地方mliがそれぞれ倹能を分担し、側互にtfー

ヒスを享受寸るよ う遺恨の強化を図ってい<J ことが

明記されており.それ以降、 一貫して、 Uj!I'段、触れ

られ続けていた.そして、IH7!)仔ぺこは ruのH惣倫.'Jl

業J、回if.r閉ま手l-ta政の1!ぷ方向J答申、 83年には

「録白神の総1守I音義」が別食事業としてめげうれ、 8

4年に去って、 「郷市と農村0)交流Ht近」カ\~U:: L、

かっ ru負il哀の総合和Jlllf~~全対策の惟進J が明。己され

るのである.このように~1ff.に亙るまで、いわは、 「

都市との交涜」が一つのf考え方として/しールされつ

つけ、かつ~M陸lヒの為の制査が続けられ、 HÎ1革対策と

して-f:~の形をと ったという意味で転i貨の年としたの

である.

上記のような経過~持て、 1985年には、!主f.f対策と

しての、 :1:地平I)ffl "~!e銀の偽itì改善と!ti培性の向上、

水田利用lli編第三間対恨のほ進、農業ψ庁総盤の整倫

地進、 81i1:析しく加わ J介、ハイオテクノυシー、 1育

制ftのHH昼、 83年tこ始まる日本型食生活の定u等と遊

んで、 q活力ある lむらづくり J として蝕t~tU鳴がとり

あげられ、その中で、 r ~Krljft民のニースのこたえつ

つ僕村を活性化するためMlrijと農村の交t誌を促進するJ

}
 

{
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・

ことが即日己されている.ニヱで、H.Hずべき!:fか、も

うー・つある。やはり、 ru';力めるむらっくり」とする

中に、 「より総合的なtl!!明農薬師陣1計画としての鹿慾

.g村守軍備計画の策定を進めるj といろ実現か用いら

れていおことである.なお、このwr負I~ f}，欠全国総合

開発~h~liJ が決定されている。 1 [3861別式、ほ(室、 85lf.

と向係l_Jちる。 19R7Jねえ、生産封鎖として注目すべき

変化がaつ出現している。第 1，ふ米の生産調墜に始

まり、米の管理è~吾、 水図利用丙料、:1メt!!利用型農業

対策とるi~ l、た-i量の泌れが、 『水回目I~隊立対積J と

して縦約されたことである。第2(立、 f産業として自

立し i:~ろ農業の飽立J という農業政策の恨岐にかかわ

るポ魁吋定である.第:H主、前2c(lのしぺ}J.，よりかな

りタウ:するが、健康、本もの、ふるさと志向に対立;

ずる『ふるさと食品の普及促進Jかill点としてあげら

れてい 7) ~里村監倫については、前年の中身に、この

年成立した f総合保蓑地取笠備法J (いわゆる『リソ

ート法J)に関連した箆倫が付加されていろ。 Ifl88fF

も、向同な情成でI陸移ずる.

198()年は、!ま!宮、1987・郎両年度と向憾の重点段定

ではあろが、 2つの変化が見うれる.その一つは、生

if.対策における地情伐の考え方をゆ入しつつ、特に中

山間i也岐に皇室陥の量点~C; くとしたことである.この

地以11の考え方!ま、1H77年の rt也ほe!援特別事業J以

来、 1可ひ持ち出されたものである.もう一つの煮は、

農村鐙備の中で、 「農地の多面的利用』即ち、非~貫主

的利用たも含めた震用地の利・活用を打ち出している

ことである.

そしで、 19904-:日正、 89年の変化を受けた形で、第

1 に、 a~実情造a.~w為~の名称・件絡が質的ともすえ

る人拍な変更をしている. I!Pち r.~駐・農村活性化農

業情.ii\~~審事業J のを!lJである。それ;tで、第 -i欠 ・

第一次農業情造改善jJ様、そして新農業情造改善議員長

と各10年、計30年継続されて来た農縦徳造改善事幾は、

新農"偽造改善象業に事って、生活l;t貧鐙倫を大1協に

取り入れたものとな 2て行ったか、それでも、主たる

目的は農業の徳造~i買であった.しかし、この鹿緩・

農村活性化農業情J11a~善事業は、 ra村対策」をもま

染な白的とする機造改J審議業である.前に触れた、 1

985fFの『より総合的な地法農走路fA計画としての.

業 .aH:穏1制十両J以来の凶査 ・後!tt;S. 三の事業・の

形でI.ltわれたのである.tt12 (;t、生理対策における地

峻慌の配慮と中山間地椛重点の方針が.中山間地明箆

村活ttfじ総合整備事í~常pとして成立して L ることであ

る.ニfl.tこ加え、 rl也l~的燥僕の減i貫変化と農業の係

わりそ解明するための制査・研究Jが翫点の一つに位

置づけられている.

以上、 1984年そ転l換点として、 90年に至る時闘は、

農村を凶民の食料安定供給の機能を!日う績として邸市

と聞係つけて来た、従来の考え方に加え、 f農業.a
村の多面的機能Jii個以来の発恕や試みを集約した形

の食料供給以外の機能〈緑を中心とした自然資源の縫

待t8養、管理されたg怒としての場、国土の{宴会、さ

らには慮"の伝統文化や、地犠社会の住絡等々)を短

う場としても都市と結ひつけることへ、大きく踏み込

んた時間と言える.そして、その意味での鶴市との交

流により震業 ..村を活性化〈就黛僚会施1葉、都市的

要素による刺激等による〉を図ろうとするものである.

この背震には、消俗的なものとじて、第 1に、日本の

a援の先行き自体が見えない上、米の輸入自由化まで

もがとりゅ決されると言う極めて厳しい秋況があるこ

と.第2に、 1985年前後から湾ひ目立ち始めた『東京

一像処中型Jの人日成動の中で、 111問、中山問地t去を

中心lこ、 r最終的j ともいえる人口減少・高齢化か急

速に選んでいる。 r最終的」とはi也峨社会、地域農

体業、土地までも含めた胸i裏・荒廃に至る人口減少の

意味である.このことは、当該地情の問題であるばか

りで繁く、国土保全仁、農業纂鐘憶保上の深刻な問題

でもある。これへの対応が迫られているのである.Hl 

極的側語としては、総市居住者が、多くの都市におい

て失われ、めるいは失われつつある自然の中での伸ひ

やかなくらし、安企なぶものの食料を日本の農村に大

きく求め始めたことである。そのことを過して、来た

不十分ではあるが、慮義〈綜業・ 1魚築も〉 ・農村〈山

村・ぬ村も含む〉の梁たす重要な役宮1)を理解し始め、

そのi援金tこ意訟を向けつつあることである。

(2)康業白書に見る虞村整備事量産の涜II

1961-64年の農村尊重倫関連事業の性絡は、交通・働

生 .ft育文It.電気・ i通信等にわたるべーシックな生
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遁問i垂範段、いわば、鹿山治村〈開拓村そ合Y))属l主

者の!主活条件の「氏支えJ的自r!分の最UUWJfへの疲上

げを中心とする箆備と.住宅政容を中心とする生活改

善との結合とすることが出来よ今。交通では、農山漁

村開発的な、 「とにかく i草を i必ずJ といった.tI!~箆備

である.衛生については、 liUl.tt住水獲のilf氏限以

上へのrrl).!:と、医1員+1ーヒスの健i果、水道の'lf及、コ

ミ処理絡があげうれ、教育・文化関係では、ます、~

音機会0)供与に見られるように、 「まともな学綬~V

設備の健保Jが自給され、変化とはいえ、社会教育的

サービスの普及が図らIIている.2匡気導入!;t文字どお

り、電気の入‘うないe山漁村銀落の解消に努めるとい

った向踏であり、』品情緒設の普段も、向憾である.い

ってみれば、鹿山漁村地筏のかな lりの部分が、復興を

A差げ、高度経済成長への道を歩み始めた都市に比べ、

いわは「未聞の地J 的な生活J~t電44i艇の状況f'!こあり、

その終 tげが自治されていたものと雪えよう.住宅を

中心とする生活改容も、社会の民主化・近代化をe山

海村地収へも波及させようとする「生活政審普及事業』

として展開されている。この時間の最後の年1!1例年に

は、八郎潟干拓事業が着工され、 fモデル新農村漣民J

の事業として脚光をiuひた点を付け加えておこう.

1965年も、上記~例年に含まれる性格のものである

が、道路整倫に聞速する8佐官賞のポイントとして、若干、

後摘を異にする.それは、いわゆる「震免道路J事業

か登場したことであるo e山村i也峨の道路謎倫fJl、都

市・鹿付にかかわウず堕備対象となるー終道路事業以

外には、生産基盤盤1織の一環としてのI!ut• ~，本遁しか

なかったのに対し、 ra免道路J(ま農山ぬ村のいわは

特有の道路盤倫事畿なのである.正絡には『農林冶業

用婦発油税財源身後農(林)迫*，業Jと呼はれるもの

である.この事業によって、いっそうの道路箆備を進

めることが意図されている.向時に、この年、八郎.SJ

干拓事業の計画概要が明かとなり、従来の円本的農業

集落と!ま全く異なる、ニ 2ータウノ計画的手法による

集落計画が告をを視した.

1966年に至り、農村地峨における「渇疎開却Jの端

緒が抱備され、都市・農村聞の4'活環I賓笠倫}j(t艇の絡

差が、データにおづいて提示されるようになっている.

19叫年までは、いわば「絶対的I炎上けJであったのに
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l1し、 MiIiに対しての「伺lj的伐とげJの同点tこ変わ

っている。 r過疎開祖Jに開法して、 「へき地対策J

が!仏子~~れぬとともに， tJi t..~に flll村出拠法J の成

立を'~けた IIIHυJ財保lにかか 4 r.r.~包策が :Qt~~れて

い4.ただ.乙U】段陪でtt.!J:院保健対策Ii"I心と

するもので，生活ft1t~笠備が|前[析に tれている快では

ない.:;，どするに. rへ':!11~ J.1地 l のあI!{~Oト・つであ

った山村を，独なした対象として.別配的に慌偵し

よろと 'f 与~~i殺の税lltl l.バ行われたものと汁え，k う.

いずれにじても.出村守完備.:)~鉱山中に. rJ~!4U反f!l!J

どいろ侃念が定4??したことはH:討される. 11:た .11. 

7，t; rl~特1制{系本J棋においても打午の変化があった.そ

れは.1:t米.持!b主てや{l宅といった， ~!{:まlì1i l}山中活

~宥lが中心であったのに対し . fH! IIJ漁村牛f;~J主織

す賢官;;'~S}JIHtti洋ィ，~浪 J b{~Ji持されろこと'(1， fPιから

跨み出した. l~J長故蒋tι対~'.が1};がった己とである.

1flfi7iド!刊行tl'-からの路線そ受けて，指たたものと

して7tHされるのは， r~IJh制.t:~:活保j章?書偽特別

17íi?f~~U.u Q)ー毘としての1干宅を合めたu';f3闘合の

実施.しI反浄化弘前のer~lj・ t月前符t賞金Uf ;I~Hf.化

などがある.IIIHのf1i慢の中で. r恋勾I11村開発総

合センター』時世話E艇が始去ってい肴. rooセン

ター 1~恥~~~t手マン近スセンターの林間付 'eil? ~. I!l 

6R年は向掃の詰尋~UJli~開となっでいる.

I!lfì!lff~t ;t， iJ~ て}欠J:ellた俗世~x~af業開始ω{I:であ

与~. tl~び'ti活環崎県~協の\7..ちX'!üが指摘され Jると仏l

時に.治政it!!椛についても rt白日n会のWit的な存

な係件がゆらいでいおJとし，法た， r r.K rli lti民の

レクリ :I~ ーシ計二11寄:!!:'(乙対応し T，鍵山漁村の口然

保令・レクリエーシ JIンの桜としでの柁fl出J/o必控j

と寸るなど，U;しい~J.!々が加わ勺ている.

以上， I !1~i5iド彩 aつの令r.t負点に，~市とのや活f言

i夜?を{崎J]<縦縞銘力s;む脱され始め.その444ZT足rlE.い

いかえれば rr.s，li，W.f.川へのIUiI[が殿村戦同(})日時

となってrrったのが乙のIlUIIであったと宵え l~う.

1970{1~(;t，それ以仰の r~十l総合格倫J の時日JIの

自ÎI~t的な fl: でå?)，J .それは， l'去に， t~H}，t明書総合従

倫パイ1:1 ・ッ t ，*-泌.鍵村総合紗f(14Ìモデル本~!，勝卒、1

)Æ~骨.tn1)特備，:IL~'...'r.υ) .迅~O) f JtÞ.改良治~~!，・ fl'iÎ訟づ

4すられた「総合格備 Jt})先政'1 どなる「鎚村~ß総

合物ill~パイ[Jヴトギ着陸問弁J Js実施されたことによ

る. また.それ玄'(1， 9=j長i波将?宇及主張誕のJiHι含ま

れ4一事業にすぎなかった f鹿山t色村住活環i置整備

特別1¥1;持;'jn長J でのみ使用されて来た!I:活尽i主主主倫

が， raの名物;にilif{l-54tられ.上記指場事態，住宅

対策.能村).t然。)総合守護倫絡を含めろものとして独

'Irしγいる4こともil:Hされ4.前tこも述べたが，こ

の~I~(;:(，t rj位雌JtI!J*対策緊位、術院、法j が成立，同時

に. III村 t~ ij4!tJ)ql'CilH存両知モヂルギ艶が新;脅され

る勺.附年代後学から指摘され始めた「過疎Jへの

対I，~.Iß児られる.玄た， r農村地域工~m停入促進J

がかかげられto{rでもあ;::，. lHfiO年代後!t:/s，都市

との復活環均額仙*~集の彬差がその是非胞1賓として

の終付税備につながる時期ではあったが，その考え

方が， r胞~Q空襲、偽J の笛的i広大であったのに対し，

具体的には施設後舗ではあれ.より総合的な害容体:方

向へど切り終わりつつあることた，ポしている.

1971年!こは. I:~è r総合格備J方式の第一蹴，能

村広線総合笈備)¥イロットlJ'艇が開始され，農村総

合燃11論調停も始i っていみ .tt:活環士高砂~f，請に関しで

は.lF活プ口ジヱクト実践Ui治:妓備本演が開始され

τいる.また， 1捕9年，始めてヰi<t認した「郁子行怜民

のレ，}リヱーシ;"'ンギ挙へのあHt.Jが門黙f..t-策本I終

倫.擦としてU，l.t-1tされた.

1972年~;t， rM~与されるI1!tHの現代的役刑J がと

りあげられ， r~)+. ・ 自然環t:lの保全， t8誕，余暇空

間!と しての役五11が~調されている.この方向との関

連では111村地峨術劇の山村第 .期対策の中で f観光

を捻れた農林海峡#飽投の戦備をtrうセテル事業〈

新山村建設モヂル事業)Jが見られる.この頃から.

4活改持符J)f.l.'!tの中で尚申告r.対策，婦人対策がは

え始めており，過4産地壌をはじめとする農山村地同

の I:ÎJ隙化，秘法化の逃!援に伴う，~笠労働の婦人へ

の地中化傾向))1刷(t;化して来たことがわかる.鶴市

近金属i也岐では~i'生とは逆に.渦:寄の問問書E抱え，十a

i也利用の混乱，乱開発問題が逆行し，ぞれへの対応

として緑燦件以開発関連七i使).1:.:終戦備冷業の実健も

見られる.

70年代に入t>， ，豊村守軍備は， r総合軍F倫J， r L長

活環尾健倫J へと明E慢な令;t換を見せたが，そのhì~

づけ，必要性の般~(こ， 1つは過疎化や終首長肉体の

悶内だ桜における1t!!1白紙下に対応ずる re村の役割J

RPち，開土・自怒1寵I責保全， tg事長，余暇空間として

の役訓が強制され.えた， 1つには，郷市的土地需

奨への対応という制面が加わり，全体として， 4.Ff. 

対簸と不面l分の誕訟であろことが後闘されぬ傾向が

強まっている.

1973年には， r毘が総合守主儲モヂル事業uが開始

され住戸fU主総軍事備とt生活保tti被倫の一体化・総合化

が決定的段階に~ることになった.

さて，この間.保健 ・医縦陀怯問係では， 1960年

代ま Cの ri也)，..x伶人吟りから， r集中担」へと飽徐

が変わり始めてい~. r地i副会人間Jは伎民・設備

を鹿山漁村地域，へきitl!へと投入するJiln)であるが，

rw中町りとは，中級的なlil!ie<l:への人の移動た集中

させろ方向である.社会教育 (f~育・文化〉でも.

学校統成合関連の綬備事業が出始めているし，中級

的防践に閉しでは視聴覚数千Ifj包民，プール、休貨館.

裟剣道1;，野外活動縫設.i毒物館，運動1;が加わつ

でいおなと水準はかなり，fliくなっている.そして，

道路箆備については，農退， e免道，ー終選の護倫，

t皇道の広峻化や高Ml絡化，鮪裂が進み， r新令:総J
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tこT!?う「牛活附の広J..j(化Jtこ対応させるんil削が明隊!

となって来ている.

その後1975年lこ鹿用地の硲保と計画的なり也利用

をめざすとした「終業娠興JtI!峨の型車備に問する法律J

の一部改正， "'村保障理法のIOif.・延長， 1976年の農村

築総総合箆倫Jがま〈ミニ総パ〉を経てH狩7年tこ至る.

Hlア7年lこは，それまでの「怨村の総合的特備Jが

r農村社会の総合的盤情Jに変わっている.そして，

r最近の経済環i誌の変化の中で住環t~としでの農村

社会を見直す気遣が高まっているが，農村社会の魁

力と活力の槻;誌は，よ〈移備された向然環筏の中で

地峨終業が蝕令lこすE躍す~ことであり，農業経営の

発燥を阿ろうとす~ものと 4トa業によってヰ:討をた

てようとするものがお互いに協力して向然環境の保

全に努めつつ，地域農業の発展と生活環慌の総合的

理事備に取り絡み，新しいコミ 1ニティーづ〈りを進

め~ことが部被 l としている.その具体的な表れと

しでは， r土地改良総合総舗や業J. r地域農政の



被iJbJ， r新農業偽造改導対憶に問ずろかj花研究J

などがあげられている.~村Jl~j或tf 会主、J~がhllえら

れろJftこ，混住化.週械化絡による地域社会の分解

が迎行していることの反映である.

このことは， I!n綜ff.には.よ灼鮮明に成れる. f 

農村.~きま:の見山しと ~Jâ会徳能の強化J がHa~分析

の中ぜ取り kげられている.向時に I r農村の果た

す多而的役tJJJ がdtめて強調されてもい~.ーらなみ

に1M膜業情造~e;;事業では I J票I貧条件の聖書備や地

域l.f.l~O)法修感情h託金目的とす・る 4ド t~誕生所持!~の

整4鳴がた崎に長野人されてい石.:t:た， ;Jr;ifE製機は概

めて 11、さいものの「平作りのむら守護{論説法lも見ら

れる.

1970年代に入っγの農村綾織の「総合J， r牛活

環mJ(こ加え，後半には「コミュニティー健能強化J

)j~加わめ，さらに f農村の毘たす多雨的な役割J を

活かすことを加えた就業僚会の安定時保そもって，

「定作it~ ，t..xとしての総村型車倫」へと集約されるに言

ったのであ~.

1979年には， ト~è Ji向の員体化として，均株地域

を対欽とする ra村i也i戎定住促進対策本.I.J，山村

娠向~~":lに r ， IJ村l続的著者定住民I主将儲モヂル議業』

が新品されるなど 1 r A若村定ii:J間連4;裁があらわ

れ，開市l.*i作者のお向に対応した f緑の村!H量み業J

か始められ?いる.

J!J70年代IこI r定it.f草i完j として旅.すした， f鍵

業牛ffと生活環織の総合的移備J I rコ.ミユニティ

ー機能強itJI r安定した就業機会のWi民I(M本~;t， 

1980年代にはいっても継続されぬが，少しづづ，そ

のニ tアンスを変化させてh<'ぞれは， ee I!( tf ，;: 

3来線容を倫 ・農業4=戸F楠造の改持においては I I!{t也の

汎用件を高め，事手斜路t筏の妨;入;への'Jt;然づくりとし

て，大Iヌ1珂のD<l向精卵や，燦i!tの必MH名itI 際法用

用排水分離等I r:終日:'1tJを;，4.4>.に進めつつ，より

「農村の多面的な役軍Iljを強<~ÎI 而tこw.すという変

化であ~.このプj向~;t ， rHO年代の際政の J，t~・方向J

と題する燦政務品会答申lこ集約されてい~. その

ような中1'1も I J開O年~例年にかけては. r農村の

多謝的な役割Jを*たさせるb!乙，農村停申請や，コ

ミォニティー機能傾化，就業機会の安定節似が必要

-;!4-

とす与~~~J1ft展開に)，~づく然倫lが必IJ~とされている .

HlflJ {t;にtt， r 1M品拠能の11~ ト J が償1J!1 '.~ れ，そ

れに対応して『肥換をよ，tnに型かな地域n会の形成j

が:t41~され， tS村の総合的制怖においても. r成村

住民によ石箆誕・儲Htζ1系るi也惜の1業組についての

共|司柄拘引 1尚の策定~lirliJ カ~ffi除されてい~. ;--1:た，

些:j)p x、miにおいても. r農村地TJ成政総f'i1ft ~1!.'1i業 J

がはえ~.

I!JH2町、 83f字、別年と移る[tlで、 rl!Hとr.s市との

交行uか活発ftしていること、えた、..:1;殺としても、

例えぷ新銀業tl造，2~普説法'1 1に?・重度刷、 14:絞農園の

登1積も加え‘うれ、日lffには、倫相l足l共の何度ではある

が、 r~ßìfiと農村の交成推進J が~I> j逸としても民留さ

れるに足っている.この108-1年は、上記した「農村山

多面的役制発織のねに必要な.eH定住条11の鐙備Jか

う ra刊の多面的拠能の活用による定住条件の控倫J

への転倹点と雪えよ今.ちなみに， fi8:発化・1・る都市

とe村との交流」の状況に対応して、!tl・jの総合的整

備の方向として、 I . .t鹿沼~tp心とした共同14.的側従

を強{じすることか必要.そのため.話し合い活動、各

千霊行事への参加等tr通じて~i:llt民が伺互にJql解を探

めてljくことか監並.2.自主主上手 JI.キ一、 e休業副

建物等の米利用・ l氏flJ1t1白河の有効利用令l刈る.緑質

汚としての農用地.r.'l本保全:ふ郁子行住民Q):J}加を求

めつつilめることも必要。そして、:3.農林殺関連地

域産業の育成や企級樽入、観光復体着陸のi民卵、者B市と

の交i荒若手lこより安定した就系rの1;を路i案ずること。等

があけられている.

それらそ受ける II~で、 1 !l85ff!.:.!ふ 「地以L'!後豊富倫

総合対策Jの実姥、 E堅調民 ・農村?を申請事業の策定、 「農

村地l:~における i白川前源のI.HiJt Jえひ貸~r$ìの効率的な

利用と迎IEな管理の(t.り方を悶査 ・後ーすするJt也峨語

源管理システム形成:.rtf資等か開始されている.そして

I 98Cilfには、農村に対する問心の高;t:~)が僧摘され、

それにW.t:して、 1. t也峨の特徴に応して特色める農

鉱業のJi~問、 1寺度物.)< ()、 It!史的文化的lt;tftや録制

の傑傘、 u貧t原を，f，1lJしたレク I}エーション空間の形

成、各僧イベン|の開催、体験学習のt.aっくり等を進

め、 2.これらの必討に当たる人"を育成し、 3.都

市と.村そ結ふ人流.物流、愉似減のシステムの充実

Z手の.i.~1主力、J1へられるなと、大きく、 ~6jiiへの農村

の rr訂以J へと陥〈色~~~と4包めている.日体的には、

析しいm業として、 r t'ttr空間a舎利用!日i韮対策li・自主J

f I1lJ:をいかした快必な域h1っくりと“fj'JJ，5;らむう

っくりをa合的二Iri皐ずるJ・ r震Ht也以1.-'9 Jtラ

イフ向上対策本袋」の新民か11われ C小る.

1!l87年:こ~:t. r杭凹d:企副総合開発計画j との関係

て、 .U.!方向J~ l iL r~ っけ直し、かつ、総合保基地情慾

|崎へとつなげている.それが同・万にi売れているのは.

r:! T .，'開式売iム収入による窓利子貸付金を活用した

腹話促込Ut11根本家!等フロシ Iヴ '1'j である.I!J88lfの

向ブロシエクトに:ふ非農iIIi出を創出す・る「市街1ヒ区

l去q;'.*悶転倹緊JE.フロジェク|‘J、 rl!震周期燐ホ施

政|出向的利用フロシエクト Jや「沿岸健簸i也筏活性化

フIコシヱクト J若手の箆袋路設rJl靖・土地改良事業:こ加

えてし 11リエーシロン機能の笠倫在付加するもの、ず

ばり「総会保甚i位以農業基盤Uf積フロシエクト J、 r 

ふれあいe嗣笠倫フロシエクト Jなどが実絶されてい

る.このフiロシヱクト.4i!iI989年まで続く.これと

向恨のものが、本来的な土地改良:事業中の基幹かんが

い続本健誌の箆倫においても『鹿業水利随時高度刊周

司属鉱Jの形で開始されている.

さて、このような f都市との交涜Jや f都市居住省

の緩緩・農付への関心・ニースへのあH[.J:こ関連ずる

箆{命事業が新車!~偽造改審車業やI!JUO年からの農業・

農村活性化農緩帰港改馨lJt来までさま$)[次々 に寝間さ

れてlrくのを見るにつけ、 ra村整倫!ct~置の為のもの

カリといった叙l夜的疑問を筑じ1:;ない.確かに、同一

ぬ投をl乍るにしても、費軽自転乾燥で、キリギリまてコス

トを下げたものよみ、アメニティ的主主総等を付加し、

起tlHこ自己団fしJつ、レクリエーシヨン的利用にまで幅

を持た';tることの方か、より良いには必いない.しか

し、それか、あまりにも、 「都市居住者向:tJのもの

に傾斜すろ由とは、それらに臼常的にtiし.利用する

a村居住者にとって、状況が改善されているとは、 i必

ずしも膏えないのである。樋縞tこ1雪えは、 農村居|主符

が本来求める織自Eがi威したり、利用上、都市居住者の

利用と餓合し、かえコて法怒となることも十分に与え

うれる。そして、それらの里準備事業回ω一部は、必ず、

峰村居住者によコて負}8されなけれはなウないのであ
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る。

このような傾向は、結策としては、 W8'J年、 90年と

まず志す強まっている.&1年に!立、リソート i也ほ聾織

の1足必か ff;5力あるむらっくりJの柱の lつとなって

おり、また rI!i包の多面的可IJ陶25によるi也l;x活性化J

とい今 fl也1去の~t:~~的土地刊lfJ需要に町J胞に対処し

てしクリエーシヨン目的でのやl用等.農地の多面的利

用等Jを f痩I巴利用伺誌センターを設置し、農産物の

自由化に伴い効141的な利用がほ込めなくなる_ei也、 tu

l乍放棄l也を対象:こして」促進しつつ、思f;Jl出版の活性

化を図る施策も 1つの柱となヮて小る。ここに至n!立・

既:二、農村の鐙1織の対象没、 a付居住者ではなく、都

市居住蓄に変化したと言つでも通雪ではない伏況とロ

える.強いて農村居住者向けとして位置つけるとすれ

ば、土地・空間経切り売りするおの条件整倫となるの

て!まなかろうか.

1990年、発足した「袋業 ・農村i孟伎1ヒe!t実情造改主

事業J法、画問的変化でなあるか、上記した問題をは

うみつつ、出発Lたものであって、今tをの展開か在目

されるのてある.

2-2.農村lt!!叫における公共姥誌の君主倫状況

2-1で、 r農村墜i翁J:~防策の涜H Ii 見てきたか、

その結果、 e村i也椛におけろ「生活環I責整備j !まとの

ような「成果J唱とあげているのであろうか・そのQ.に

ついては、 lB80年、 19HOa:f，f.i年度の世界農村議センサ

ス、白土庁地方振興局『農村地ほfl備状況調盗報告書J

:こ、'l落単位での箆!翁状況が集計されている。しかし‘

これうのチータ，ct，?f:; 1に， 1H80年前t脅かうのものし

かなく、 1965年を rl!村整備J本格化の起点とする3医

者の考え方かうすると、比純対象の為のずータとして

は不十分てあること、第2!ニ、年度によって. ~ã十項

目か変化し、系年度的なトレースか固ま量なニと、第3

:こ， .1(計対象となる絡誌の僧制が少なく、 「生活環t費

功、.VJを見るには不十分なこと等から、・2考貸料とし

ては検討対象とするにととめた。さて、主たる検討の

対象としたものは、自泡省、による「公共b住民状況鍋ヘJ

である.この出~!ま、筆者の調査によると. 1962年か

ら 1990年までのI~~十結果が出版されたものとしては路

っている.そのうち、Hlli2年-67年のチータと1'J68年
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(2.8) (2.5) I (1.9) (Ul) (2.8) (5.0) (8.1) (26.9) (59.0) 

:m~ 62 l(熔 163 151 137 167 142 l例 7 

やさい・ 5倒 1，∞1 1，635 2，713 3，030 2，槌7 3.458 3.134 2，020 制

i弘山栄樹集選柑所
(6.:n (6.7) (6.5) (8.9) (8.1 ) (6.8) (7.2) (8.8) (l1.8) (10.0) 

399械 992 I.om 653 499 517 653 300 651) 53 

(ハウスおよび 226 462 592 672 423 282 358 3:泌 55 却

情.f'M~包設を含む) (2.8) (3.2) (Vl) (2.2) (1.1) (0.7) (0.7) (0.7) (0.3) (3.3) 

会~i1雪 425陳 597 741 301 339 122 120 201 鴎

Ui成ci舎を 810 制2 1.336 859 826 426 539 518 351 

除く) (10.1 ) (6.3) (5.5) (2.8) (2.2) ( 1.1) (1.1) (1.1) (2.1) 

ITII椋 130 341 214 331 270 188 181 175 19 

HE:!'li J~II~ft司 fil折 45 89 19:1 234 323 351) 318 4:17 453 47 

30(0lh.6) ト
(0.6) (0.8) (0.8) (0.9) (0.9) (0.7) (0.9) (2.7) (5.6) 

ト- 518 792 8部 997 971 1、529 1、358 7幻 25 

トラクター 732 1.133 1，969 2.230 2.422 2.334 3，3-17 3，5例 1，8∞ 65 

(9.1) (7.5) (7.9) (7.3)L {6.5) (5.9) (7.0) (7.6) (10.5) (7.8) 

Lーー一一ーーー
-ー」ー

(沈) ()内は総事業総ふ対する割台(%)である。

Sl 



以降のチ-'/とでは怨~j-Jt't白、方法:こ、かなりのスー し

がある.その為、 W65if:以前のデ F タを出発点とした

時系列的変化を見ることが出来ないか、 一応「昭和

40年代前半Jの役時にあるものであり .4Li会の駆除か

ら見τも的→7軍司自主なものと判断した.

なお，データどしてmいたのは.同制べσ>I9f前年，

70ir:， 754-， 80今，制作. !10年の終年度~J.:~li~' ~中，

市町村>J'JWurを用いた.制年変化及び， !自身t間比較の

ため. -n:データの一部ヰ~後半~(が加工したものを使って

いる.夜中の「大都市Jには.政令陪定都市及'{f1!r>Jil

I;{Js合主れる. (元データマI;t，大者6，!i.特別1;.<が分

断されていたが，これは行政 1:の分続Tm勺て， '，llf主

告側からの鞄設撚倫71¥徹夜 l!~ 1-. で 1 ;t .iJ.昧 1i:: h~~' 炊い

と判断し， 一括じで拘:tIJg卜した).都市wt'Mili・小

布告1怖心分持されでいたが. r都市Jとしてはー閉じた.

市制を敷いている自治体Tit6ぬ.それ以外が「目rHJ

-(1あ~;. 1聖かな例外~除4' (X. これら町村を~~I"漁村

l也I授と見て良かろ今.

(1)人rlRひ'肉.傾

人[Iの大都市，都市，町村の柑存の関係U.，k.きな

;没企

でf伴枠併干科-してい 4肴~. tt郊の!変化か比較的大きいのは，郎

市と町村との問であり，正ne:が下るごとに泌市の比:v.ー
が矯加し，町村のそれは低下す石.このことは，もち

ろん，町村から都市，あるいは大都市への人f.l給動が

大きな柴同であろろが，もう一つの婆閃としては， p.x 
ff書官， iH乙，);る問辺町村の合併があ~ .

而fr¥(ま，大幅な変化はないが，人口と同様，'1Î~市，

大部所が1ぎかづっ比中毒Pぬめ，町村が比事;ぞ ドげてい

る.そして， 1880年，人r1においては大都市21.2%，

都市部.2%，町村22.6%とい今シェアであり， I雨情に

おいては，大都市I.fi%，郷市26.3%，町村72.1%と

なっている.町村rm似JsftI!JiJt:倒している.

(2)iX鞘等特備状刑

-~.ìlt路について(;1，改良如何 ・ 舗装犠r もに.大郷

市が，各年度とも，他を大きく引き酬してお灼. Hl9 

04'でも，改良率でM!，liとIH.7ポイント， Ilrみ!と26.2

ポイントの茅をつけ，綱策事においても，それぞれ1

4.7， Î.R.8ポイント 0)ぷであ~.しかし，その仲良肢

をはると，都市，町村のんーが大きい.町村目立. 1附
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民年時点での.~主良窃H.fi%，舗~*2.2%と.ほとんど

中心RI~しか実施されていない状悦から，そのやII.J~J~が

力lIJ..t的tこ，u，.tり， H)90il (それぞれ39.6%(/11日俄)， 

58.0% (2lìf自強〉となってい4. 総句ょ今につ~\T(;t ， 

:H絶快聞の~1':~はほとんどない.

~jJ1については，大郷rfïそ It蛇対象とすることに問

泊ーがあろう.従って. líKHj}fU~lr村について附討する.

燦.itH式全日|的には， 19riR.....仰の聞に24%減少レている.

6Rf，'-70tl:に大幅な減'Pがはられる.このことについ

ては，銑おによる間企対話tとなった町村の道路台帳~t!

主k(])qICI:.， l!lfi7......70{l:にかけて， '1'fCこrtì~i f，<S)iJ 

がなされた伶'1が斜っかあったζ どからもNH徒出来るが，

I: r.(~人・柏な句研itは尖限的な物の激減ではなく ，(~Ut手鋭

ぎkの変化と考えて良かろ1.そのことを除けば.日

('f. ~í判的自1. rnJ桜の辺・J.l1'で減少している.乙σ』減少

も， JtS，j且とい今物肉体(1JiI'j揮をではない.成it1.IJ~}~:~~

れ， ~!~や舗泌がj[め(.-r，市町村 i且へm~ずるし， ~並

に改良や舗生還を半めるために地元からのiJ~t.11jで市町村

Jilnmがi並んだ銘~でめる.九なみに. J !lOOit:の町村

におけるWfHmとet:iliとのA-HWi43I 524fiOm1? ， ~う ち

町村辺が7fi.2%~，1，め， !!)liRírの72.9% ‘k り Itrr~ぞ的

めでいる.ただし，成過についてはrfi町村合のものが

ある. Ht! したものは，町村向一般~1告との1:IJf~:であ

って，町村行鰻逝からーが町村逝への界初も内然ftま

れるのである.

林道について全終に，手~ifJe~ïCこ延長がwひでおり，

19開作には lhaちり7.8闘の71<((1:であお.

〈れ供給9，，!I理姥民

くし1，;<処即施践>

余[t.l，太郎市， ~ßrfiにおいては，名作用ζ・とに'J::It~

*， ~l(~1{Sともに侠下している.これは，公Jt ~水il'J

の将校に伴って水洗使7析からの公共下水道へのMci~tが

~J}II したこと，あるいはし以浄化傾に.1;る処Jll~hHt1}Jn 

したことに，I;~.そ(])qlにあって，町Hレベル rtt ，

史胎~~~，~:おいて tオ， 1日間fl:J!¥.'から7!:ii手段;1;で1.(，'し，

その後，減少してお的. ~\(句↓2お(，t 68年j乏から7!l 11;J主;-1:

'(1 -沌' f~~ Iごし， 80・例山{NQにかけて Ht'.そして再

び低下していお.~~位以については，処!lj!人I'lの燃加

よりむしろ処}l~í， 111町人川の減少による I. r，' カ175~1 定で

紙代，後半の下降(;1:.浄化峨の持及や小鋭機処郎総~~

の~尚によるものと.JJえられる.収集積の変動につい

ては，前、ドの率の仮ドは， m友処理(Ml.l.↓としての使

用努)が減少した結巣と吟えられ，その後処!ll!b叫誌の

時点申請とともに率は hvt，レ， 'とに，処E料脅の段備や小鋭

機処JlPh'I!:S伎のt曾加によ勺て， f認がi氏下したものと考え

られぬ.傍i~È処抑ヰ:(;t抗ヲlCこヒ鮮している.

くごみ処理総投〉

~H的に， 19何Of下G)U争点.(!は，~絶ボにおいての廷

は，はとんと繁い.収~.u詩1において大都市・?í~ifiと町

村聞にがなりの廷が，終年，~こ'との比較においで4、~，

られる.このJ憲兵は， n忠実t~の侮緩の茶t乙 k るもの

であゐ.大都市予は 1980~1'度以隙 O であり，者ßIfiにお

いても.柑く係省誌と祝っているが.町村においては低

下し介どはいえ， 22.5%が90年時点でも向掠処湾され

ている.この自家処現とl:t， C!{j安や染問ぞもつまであ

れは.制や・察側によ十'プミ努i憎めたり，パラまくことで

ある.この行為は~~JlIlと|砂時tこ.十.を問やす乙とでも

あ句，決っして， .t宇活水準のi氏さを禾すものではない

のである.;tた， uJ拡ゴミU，/(!gσJ焚付けにされた

句，H・4で燦すことも出来~.砲のほとんどない特に大

都市のli二ちでは決っしで7イ'~~'rt危な行為である.このよ

今にj寸伶条件の'p-な~!也l需において，同一指揮によっ

て比争責すゐことには疑問がめ4.このr#.!!.し版処到

においても，下水道持及$においても共通寸・ることで

ある.し尿処樫については， 30......40勾・Ijii;主では下JIeIは

貨市な肥料であ句，郷市へも終村から汲み取りに来て

いた それは都市側からは処却であり.終小H聞からは

肥料j京料の収集であり，両立していた.この点、は，現

存も令らない.しかし，合胞のt普加，史気やはた闘の

ぎたなさ等の為，熊村からも多〈の~合，当官を消して

いる.ここに見られる忠J5扶は.者宮市的なものであり‘

都市 Cはし尿は処殉ずるしかなく，活用するi品も手段

もぬたない.従って処J1t!~~~<.l:の称備は不可欠で.その

進}銭がや活環t古水t棋を~: ~tO ‘させる.その拾仰が燃やIに

おい Cも，その主主j削11されて来たのであ認.出村側

としての治問からすれば. し尿収集，臭気r.llS~. 副知市生

I耐のUIJt4~字書E解決しながら.取吸い易いfP'.刊へど加て

することが最も適当とJ忠われ肴が，その怜術的な発途

t;l ，荷K，fj的処I尉去術のすも述tこltべ，大きくdずれている.
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〈下水道>

火r.5itiでは， I96Rirの50.0%から90年tこは91.4%へ

と大さく脅及本は仰び，余寸・処，後少しのF音階玄で到

i1している.郷市は，これに比べ，約半分の政械で，

その売は大きい.町村では，ほとんど縫いに等しい状

態であみ.ただし， 19!1()i!:には11.9%の??及*へ一気

にハネヒがっている.これは，その前年度頃から，記

i~' UI"JI~;t~畿により筏~J請された姥股が噌1m レ， '伝統~I の

対象ぬ設になったことや.a.漁村気浮で制活'1a;，るい

は小説~r-:JIで=~.~号され~合併処f亨援が絡み込Jtl.ろ ιう

になったからであ~.この下水処慢に関してよ1 ，大~~

市や自Kr行 'I'JMit~ と同一知僚をもって比較する tニとに

はtAII:)がある.確かに， J!~Hにおいても牛r，iit')<J\lß都

市化ずる中で.家庭~tJ~水が用水路，河川1.湖沼地を

汚没するに宿っている.その為の集活排氷点訟ではあ

る.レかし，その中身者と少し踏み込んでみゐと.;t;i.岱

l丸 ，令も悦zでlはまない. ま廿ず.2泳永

剤の{使史用t憎智tにこよづてt質zが変化し.白話のす争化能力を悠

えろことになったが.それをよ句進めたのが，農業用

用m-水路誌の整備でもある.用排水分離によって，用

水聞にはJ.K(;U荒れでも，対ト水路にはJ.kiiJの少ない排水

だけが集中し，日常的tこは涜れない.従って， ~ち喰 -

iぢt舗の潟度(;1:急速に尚;fる.用水路についても.水利

用組舗が大きくなり.近代itがi!むほど.ffl*使用時

間外はほとんど水が涜れなくなる)をた， r処}l.jl~値段」

として披われない在来の処i盟方法も実は，存約する.

その数は急速に減少しているものの，手守F容赦l勾{こぷi属

りの緋水路を~-~け， ~-:HQ陪汚水桝を詩置し，最終

除問tこはお婦で艇を突き防lめた経度の池ぞ設けて，水

始動M物で浄化して外ヘH~するという七中バクテリア，

小動物による自然浄化能力た活用した合問的fj訟であ

る.

〈トJk滋〉

1.水道の令.体としての普及担制ま，大都市.~市，町

村と111自に低下するが，決定的なほどの劣はみられない.

町村について経年変化ぞ見4と68年......70年，70年......75

年に仰V'tt::が大きく，その後t;t. 3%終段'の伸びであ

?J. 即応. r水道化Jが可能か，を要望のある所につい

て将怖が一巡したものであろう.大都市，~苛H乙比べ

ると附鴻水道以下の小織械なものが相対的に移い.上



水道についても，都市と農村では同一術保での比較は

ml.Mである.~里村では}水道を使用していても，他t.:.

7}(源をj寺ち， ~~々に使い分けている例が多いし，上水

道を位同せずとも十分にJ.kについては泌足すべき状態

にあ不ものも少なくえよい.むしろ，大都市のように.

k水逝のff~~!ま1(淘%に遣しようとしている所ほど.

水質，臭，吠の~:で慣の{民い氷しか得られないものが

多いことを考えれば，利fa!ttの点で，秀れてい~と i.

えなくもないが， r水温Jから見て，必ずしも尚いと

は脅えない.

くおHIHち:<i>

保有所については， ~þ紛の問題はあろうが，町村に

おけめ公¥1.1浪宵所の収容本が弘も高水準にある.概し

C 1町村2ないし 3問所の公立保育所が整備され， :3 

/4.弱の収容出であぬ.

義開老人ホーム，特別議選老人ホームについても，

人口比では町村の収容能力は高いが，その能力肉体は

絶対的に少なく.英語老人ホームで9.4%，特別~~護

老人ホームで7.11%にすぎない.中でも養謹老人ホー

ムについては，むしろ，近年に至って公'Il能訟の収袴

能力(;(低下している.町村tこ限ると，養護老人ホーム

は20町村に 1ヶ所，特別養護老人ホームは25町村に l

ヶ所桜皮の絃肢である.老人福祉センターは，ゆ80まf.

以降0)ヂ}タしかないが，町村では3町村に 1t治所待

度で，老人 1!j人刊り 2筒所にすぎない.農村では老

人事長聞のものでなくとも，老人の拠となる飽肢は他に

もあるとはいえ，まだ，望書備も綿綿についた蹟階であ

る.老人組いの'裂も向織であるが，このレベルの路沿

であれば，集落公民館の利用でカヴァー出来る訳で老

人の乱まりの需要を充足している程度については，む

しろ，大都市や都市より高いものと考えられ与~. 

く学校ぬ投〉

公ウ:幼彬圃の聖書備状況は， 19681手当時には都市と町

村での茅はなく，大都市において公rr幼稚闘の允足率

の低さが回すっていたが，年度ことに，都市と町村と

の3診がt仏大し， i笥所数では約者で 1市当り約4筒所，

後有i(ま1箇所であるが，倍近く町村が上向るに逢って

いる.

町村の小γ校の非木造化は， 1970年......75年， 75年~

80年の科5年間t<:大幅に進み，危険校舎比$は， 196 
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8年-70i下で一気に半減，急、述t乙{民下している.~ド木

遣崎公比i札危険佼合lt~おともに，大郷市， li世riHι比

べ~H;tø るものの， ll浪ì8~ド吋時との差からみれば，小

さなものとなっている.ブール践i:t:"F佼比彩('t.大郷

iiiが9G%.r.Kiliが87.2%と高比滋なのに比べ，町村で

しt的 .1%と相吋な2Cが見られる.この2をも， r l1~rlf，尽

t竜水lViJ として~るとは必ずしも言えない.泳げるfI

然の川やih，.池やiUが近くにあるnが，むしろ r水徹J

(;t ，fIjいと有ってj追いのである.

tl"f: ~そも，小学校と.ほぽ， IliJ 隔であ為が， 鉱物~.

のJM'(;t， 小f‘学校にltべ，智子向い.

乙の‘kうに I t¥!'冷としての水utは，近年， Ulr村にお

いても怠tぎに大郷市， Mrtiの水叫に近づいているもの

の.辿YIi雌i極守:~児 •. )t ・ ~_ f.d:のlt中においては，小守1特

では徴用，中ヤ:校では微減と傾向の#.はあるものの，

大Mili.潟市tこJtべ.法だi言い水準にある.

くその他のh在住〉

町村純践を中心に以Fに格i要する.

児坐;館ttl990年で2&!IH{こ1箇所強，人口 1万人当

り0.5強(2)j人に I筒所〉という*~隼である. If泌8

年との比較でも.民情~のt普加は大都市，都市に比べ

ても~~めて恢い.

公会，;t:，市民会館では，より:宮前数は少なく， 3町

村に 1 術J折"，'肢であぬ.:受信教のI習Jm~おは. if[{t:.特

tこ1Jni.主化し，大川市 .r.S i行に比べ大きい.

公)¥;sllはI I町村~た句;~筒'91強で，約:iOOO人に 1 1判

所の古1111となっていろ ii愛情数の伸ひは，むしろ大郷

市の方が大きい.

同脅館は， n町村t乙1M所の官1)合で5000人に 1筒1折

となる. )\(，ßrfiで0)1~1び率が著しく，都市，農村では

19朗年-90it'.むようやく僚に噂加した程皮である.

|毒物舶については郷市における投鑑の伸びが防虫つ

符肢である.

u. f(tfiについては.町村レベルで， 1975年......80年の

r:ntこ，日ぽi8憎し， 90!f<こは 1 町村 1 前所のJJü併を~

え，治しいit'!)J1Iである.たたし，規模は，大都市の1/

3， r，K市のG制切と小さい.

野球機についても，体行館と向織の動きがみられる

など，スポーツ総J債の特備が町村において急速に進ん

ti!.乙れらスポーツ伶践については，大防市・有slfjぞ

Jにさく引き航して，町村のJk携はf.;jい.

間Ih.¥7.糾院， t争続I折ともに， t余々 にI脅1mしている.

しかし，病院は6町村tこ1i積所， S全検}事r(ま1町刊に l

的所%10>J)(枇であろ.凶院について，医師充足2容は.

大m司j(ι 比べて高いb~ ， 都市の水準を下[01 る.病床数

0)点では火~K i1j ・ ~ßriHι比べて相21に向いが，近年.

低ドL'ている.除伶1訴については，医師数，病床教と

もに.大州市， r.siiHζ比べて充足率は高い.しかし，

これんは公訟の病院， E会J如析に限ったことであり，民

間の寸れらを合めた場合は.町村く大都市く部市の順

になゐ.

1ι会総拾についγ(;t.，規枝別iJ討が1980年度以持し

かないが，主ず総数からはると町村では 1町村判たり

約27，1100人に 1i省所の水準に19叩年にはiましている.

集計?は市町立だけをとりあげてtるが.特集結独自

のものが人っていない為.一慌にJ.k携を判断ずること

は出来ないが.r，K-rtiや大都市tこ比べ，かなりキメ績か

く開花;されていることがわかる.

以J'.，文化的な公共総誌や道路，処理B住民等におい

ては.大r.Kitiや錨市に比べ.その繁t積水織において.

町村が，かなり・ドドる状況を示しているが，一部を除

~.チのz1Hま，加述度的tこ縮まりつつあ~.しかし，

この，1;今な rr.K市との比較Jや「都市施設としての件.

倫*~lt.J とい今}将棋では不通切なものがあることにつ

いては汁志してMる必裂があろう.いずれにしても，

1 968tt 判時にj七べ，町村におけ~公共的話路必の章刊誌

が大崎にill.んでい石ことたけは日月らかとなった.

2-a.公的胞3侵害宣備の進展と集落自治絹絡の湾問

作1理改発拠能

2-2で(;1，公共胞践の被倫状況をストックを中心

4こ精卵した.じかし，データは市町村単tvであり，;tJ;

f存機(I)のものではない.従って，全然的に，農村itT岐

においでも近年， 1..~むに，公共的な旋詩型空備が進んで

いることが判明したにとどまっている.

したがって， ζ こでは，法係者E単純とする紗倫状況

と自治鮒織の宮夜間管理 ・改響機能との関連を見るため.

'J，む， 2-2の(3)を踏まえつつ. 1990査t.ffH~林業セ

ンサス結集のEいから I Hcの点について分析を加えお

ことtーする.

55-

まず.3妥協状況として， m水田区両整煙突総仏一況，

~AJUI*改良. {9則排水改良のうち，用排水路分離，

@肥説UJfxリJ~j通っている市町村道の鐙備状況，@農

訟のしJii<処J1J(刀法， I~=jタのj)<嵯銀縁*の処~Jil去の

f) 項目と，包:落!こちける共同作業の実路状況及び，寄

り合いの問i1r.[1s1U.寄り合いの話題との関連を通して

公的施民整備の進展と集落自治組織の空間管煙改苦倹

能とのr~líf:を明らかにすることとレた.そのため，両

手fを峡介する没者号として. 0 1 [)市町村からの問問~Ii

綿をJHいた.

その似拠について，;tず説明しておく.<i)の水間区

Ifhj 守護]11'の災自信~)\åt と DJD 市町村からの~n離との関係

を宍 J-I:Hこ示したが，時間~p.敏が長くな~{こ従い，

実路したWi~の1おは{氏1ごする.;(た，実旋両f{tの割合

も低下すゐ.長ずるに，水田の区画整理実~)認は[)!

0市町村からの時間Yl'賢官の迫さに反比例して低下する

のである.

乙の傾向は~のJfH非水改良，。の用排水改良の今ち，

周防水分前にも，それぞれ表 {-14，{-15， tこ示し

たよ今に慌てはま与&.従って， I~画整理.用排水~良

等のJ.I<alの')!盤箆備の実絡は， 0 I D市町村に近い怨

落日ど逃んでいぬ〈この場合の集訴は市役'Jiヒ灰判長内の

ものを除いている〉と雪え~.

@O)~ ~iJ.i(j内を巡っている市町村道の?を備状況と

の関係(;tI 決1-16・Hこ，幅員3.5m以上の道路延長官IJ

合目IJUH奇数を，安 1-16・2tこ舗装率別集千客数を示した.

これによると.道路延長剖合別官民務数の中で， 7'KIJ未

満;tでのものに. D! D市町村からの卸離による明般

な傾向的諮異は見られないものの， 8割以上において

前H~の水H I!M，~待結実路率ほどの主主はないが. 91問郎

総の弘大とともに 8 者~"以上の集子客数は減少する.後手?

の舗殺到院については，向指に8i'IJ以上においてその傾

向が見られる.

@の農家のし尿処3理方法については，表 1-)7に示

すが，水洗処I容については全依として低率のため，絶

対的なJもはなく，相対的な廷のみが健認されるが，公

.tt拠間によるくみ取りにおいては，倍の差がみられ，

ここでも 010市町村との時間距離と~倫水池とには

強い問係がはられる.@O)家>>1鍬排水の処理方法では

公共下水道の伴}え怒肉体が緩めて{氏い中で，整備水池
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25.6 1 115837988 1 224'/9泌481 3.10436636 1 5885'/09 
23.81 1453024591 1576448651 30294'/3241 5邸.-1391
lO.l 1 1851G148!J 1 13396!l1821 319126611 1 5732942 
17.1 1 19331230:11 1239278151 3172401181 5681669 
13.31 17818881.31 1124299471 70906J8'170 1 5685881 
11.31 1.190907認 1108604671 1 257695409 1 55895ω 

9801 79.1 
G'/1 1 81. 0 
505 1 87.4 
594 1 89.0 
お81 93.7 
1061 97.8 

8.71 12.6 
6.1 1 11. 8 
4.1 1 8. '/ 
4.1 1 9.5 
2.51 12.1 
0.61 14.3 

2408 
35546 
186.165 
366000 
774175 
119664<¥ 

192201 
1'/819 
14fW 
12!>41 
8525 
3:166 

67.8 
71. 8 
80.0 
85.6 
92.3 
97.3 

:，li 

2220541 1 36993 
2031879 1 41095 
W 5969 1 5076~ 
260151'/ 1 50236 
2604714 1 472'/8 
29624241 497'n 

151572594 1 20583~3 
l:l369054'/ 1 2107925 
1391944071 2034574 
132933350 1 1鉛3176
1186292801 1931232 
101680908 1 1878874 

186643501 1 3'/90373 
16n24898 1 36853'11 
117516295 1 3647604 
1817052hl 1 36682!i7 
169384'176 1 3707371 
153052077 1 3660917 

自治省 1 公共~dlW;lSl調』より

.IlI~続投 事~ '1: :題綬

市町村 .UI~IJ # .ii1 f!& 1長 (m) 市町村 外'f白
t(分 手i.i必 w~r;1I 1..1 I井地ifli ~、lfÌl面繍 ~i体溢 峨~i り 同

比a解 .) (i面目} 検比持4 (h 6) 比率 低I~ {全量的
(%) (lI!ha) {匝!ha) (%) tIrlrHH 凶-u その他 n (%) (前川) (・乃磁}

{・!ha)
トーーー

• 68 34.0 19.6 57.8 14.5 30050883 19781709 21107344 '10939936 16700303 42.4 1.8 4.2 

全 ， 70 48.0 24.9 51. 9 15.8 41389567 216782'/9 15('>89761 78757607 15644358 52.6 2.6 5.0 
• 75 58.0 32.3 55.7 15.4 日767鈎7 26810981 1484泌49 95424627 15585η7 58.3 3.5 6.1 

置I • 80 60.9 34.0 55.8 15.3 620626臼 30393038 15383103 107838794 15729832 57.6 3.9 6.9 

やf • 84 61. 3 31. 3 51. 1 15.3 64398707 32U51777 16043517 113397001 15717684 56.8 4.1 7.2 
• 90 57.9 26. 7 46. I 15.1 71070294 .16556964 16066317 123693575 15732668 57.5 4.5 7.8 

^ • 68 0.1 0.07 60.0 11. 9 14270 16535 107424 138229 87913 10.3 0.16 1.6 
• 70 1.7 0.86 -19.4 13.1 32133 16560 1日7.¥3 202436 7'/919 15.9 0.41 2.6 

都 . 75 7.7 3. 7 4'1.6 10:/ 125021 225591 1776ω 528221 1311515 幻.7 0.90 3.l! 
， 80 14.1 7.3 51. 8 9.2 312295 261340 1 779l:J9 751634 162369 41. 5 1.9 4.6 

rli ， 84 29. '/ 16.4 55.1 8.6 379761 284465 190551 前1'177 158539 4ι4 2.4 5. .. 
， 90 40.4 24.0 59.5 8.2 5443'/6 432743 211446 1 1811565 167652 45.8 3.2 7.1 

'68 32.8 24.2 73.6 21. 0 出96314 3679684 5415905 15492悌3 3012202 41. 3 1.2 5.1 

~ . 70 49.1 31.1 63. .1 22.6 9687583 4370891 3674401 17732875 314お75 5.f.6 2.8 5. I 
• 75 58.3 39.9 68.4 20.8 12914432 505'/195 3285243 21256870 3215708 60.8 4.0 6.6 
. 80 62.2 42.1 6'/.7 20.2 14761566 5619450 3146965 23527981 3226536 62. 7 4.6 7.3 
• 84 64.5 39.6 61.4 19.8 1，1鈎57ω 5950830 3244148 24190687 3191576 62.0 4.7 7.6 
'90 58.1 31. 5 54. I 19.2 15812似8 6527908 3311877 25651834 3174677 61. 6 5.0 8.1 

• 68 35.3 17.01 .19.2 12.5 23640209 16085310 1558.1015 55309624 13600188 42. 7 1.2 4.1 
町 • 70 47.6 <!1. 6 45.4 13.5 31669851 17200828 11861617 60822296 12123064 52. 1 2.6 5.0 

， 75 58.5 28.5 .18.7 13.6 40728514 21528195 11382'197 73639536 12211554 55.3 3.3 6.0 
村 ， 80 60.7 30.1 49.5 13.6 46988792 2~512248 12058139 83559179. 12340927 58.2 3.8 6.8 

. 84 59.6 27.2 45.1 13.8 49023237 26719482 126ω818 88351537 12367569 55.5 4.0 7.1 
• 90' 58.0 24.3 41. 8 13.1 54713869 29596313 12542994 96853176 12396339 58.5 4.4 7.8 

一 一
韓鎚a }従食物tnI翌1i!~詑 上水道~

し尿処理能段 ごみ処理，進段 給水~.!lt自Eカ{ば)
区分 事宇野由

M比泌 *1 .2 .3ltJ'4: .4 .5 .6 ltJ *7 n I:#ili 
(%) :.1:.絡調ド 収集単 処用調似 災B駐車 収熊取 .mt.t ぼ処理

(%) (%) (%) (%) (%) 細事(S) *'(%) 計 公符{単・%)

， 68 41. 2 12.7 136.0 65.9， 86.4 75.7 39.7 24.3 お800319(82.7) 28649850{ (99.5) 
-1: ， 70 42.4 74.2 64.5 69.5 、88.0 15.6 39.3 24.4 34781961 ( 88.3) 34654404( 99.6) 

. 75 41. 9 66.2 51.¥:1 77.6 94.8 7'/.6 45.2 22.4 48898882( 91. 6) 488006伺{(99.8)) 
田f ， 80 42.3 51. 3 50.1 86.2 97.6 88.5 54.7 11. 5 5'/501529( 91. 8 57420948( 99.9 
村 ， 84 42.3 43.7 44.5 90.5 98.9 91. 1 63.4 8.9 60971696( 92.5) 60905511 ( 99.9) 

. 90 42.4 32.3 34.2 95.1 99.7 94.5 鴎.9 5.5 6S045809( 93.0) 65978268( 99.9) 

人 ， 68 28.3 62.6 64.4 71. 0 的.7 94.2 37.0 5.8 9818995( 100.0) 8918995(100.0) 
， 70 24.8 69.7 56.7 73.1 99.7 95.6 38.0 4.4 11911980(100.0) 11911980(100.0) 

郷 • 75 29.2 39.5 37.4 87.0 99.9 99.9 55.5 0.1 15382670(100.。 15382670 (1 00.。
. 80 29.8 21.3 23.7 92.1 100.0 100.0 !>6.7 0.0 16808899( 99.6) 16808899(100.0) 
， 84 28.7 13.3 15.9 93.2 100.0 100.0 69.2 0.0 17的0134(99.7) 17090134(100.。
， 90 27.7 5.6 7.8 97.9 100.0‘ 100.0 69.8 0.0 18348228( 99.'/) 18348228(100.0) 

， 68 30.7 80.2 72.3 72.8 88.3 74.5 43.1 25.5 157S1577((91.4) ) 15669359((99.5) ) 
高弘 ， 70 36.9 79.0 '/3.4. 78.9 91. 7 7'人7 44.7 22.3 18611501( 92.3 18522914( 99.5 

• 75 32.9 12.9 63.9 85.1 97.5 80.4 -18.4 19.6 26579242( 93.6) 26523882( 99.8) 
rh ， 80 ね.2 55.5 56.2 91. 2 98.9 91.7 59.8 8.3 31!i69054( 94.1) 31512413( 99.8) 

. 84 32. 7 46.0 48.3 94.9 99.6 94.7 67.3 5.3 336Th852( 95.1) 33636901{ 99.9) 

. 90 32.5 32.0 35.5 97.3 鈎.9 97.4 74.1 2.6 :16453205( 95.6) 36410594( 99.9 

一 . 
， 68 44.8 64.2 51.4 43.4 65.8 54.0 33.4 .16.0 3229747( 41. 5) 316l496( 97.9) 

lIf . 70 44.5 65.4 49.8 43.8 66.3 46.7 27.6 日.3 4258480( 58.0) 421街10i担 li
， '/5 45.4 73.2 48.8 54. .1 8ι6 49. 1 2'/.9 50.9 6936970( 72. 1 689m6( 99.4 

村 ， 80 45.9 67.2 h9.4 68.3 92.4 63.6 39.7 :16.4 9123576( 71.6) 909総36(99.7 
， 84 46.0 64.7 60.9 77.0 96.2 68.9 45.0 31. 1 1020571 0 ( 76. 5 10178476( 99.7 
， 90 46.4 57.6 b7.5 86.4 98.8 'l'I.5 53.0 22.5 11244376( '17. 6) 11219446( 99.8) 

.1隻lJ'聖人口 処E型31商人rl ・2 年間総収終盤(~)/匂:間総緋Idft(~I<)

.3 f-... i\滋マンホール役入(~P) ト処席後&処珂(042) f-下;;;泊政泳{必)I・ 1，成浄化情(~Q)/Jfl1l1総銚:II It(必}・4収集人u/収集計両人11 ・5tr間総収集録(L )/tl.""~緋t!l 縁( I ) 持続加処.f!P.( t. ) .t . 高速般原化処E軍ー/今:no~~出量( l) ・71，家処IUt(l)/年1i11総1MII鼠(l ) 
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水 i1'i さ字

給水』仮設~1l }) (nO 
[i{分

1:水iU 聞 幼 ' * ~ W Jfj水 m
その他(.:fo・%) 公常(調停・%) +の自負(ボ・0/.，) 61 公?削減.%) 壬の他(本・%)

ーー
， 68 150469(0.5) 4631<140(13.3) 412920(89.2) 502239(10.8) 

全 ， 70 127557(0.4) 3286~10( 8.3) 2843903(86.!>) 4~2507(l 3. ら)
市 ， 75 98214(0.2) 2728561 ( 5. 1) 2321588(85. 1) 4069'/3 ( 1 ~. 9) ー

田J ， 80 80581 (0. 1) 2964994( 4.7) 2594278(87.5) 3707l6(12. !J) 1855606(3.0) 81148(4.4) 
H • 84 66185(0.1) 3165296( ~. 8) 2782442(8'1.日) 382854( 12. ¥) 149926'1(2.3) 78572(5.2) 

， 90 67541(0.1) 3269888( 4.6) 2933389(89.7) 336199(10.3) 1440960(2.0) 65823(4.6) 

):. ， 68 0(0.0) 3036( 0.0) 2540(83.7) 496( 16.3) 
， 70 0(0.0) 3580( O. 0) 2620(73.2) 960(26.8) 

都 ， 75 0(0.0) 2191 ( 0.0) 1604(73. 2) 587(26.8) . 
， 80 。(0.0) 3403( 0.0) 2909(85.5) 494(l4.5) 70404(0.4) 2568(3.7) 

市 ， 84 0(0.0) 3909( 0.0) 2909(74.4) 1000(25.6) 52454(0.3) 1391 (2. 1) 
， 90 0(0.0) 6432( 0.0) !J.132(84.5) 1000(15.5) 426:¥8(0.2) 1~7~(3， 5) 

'68 82218(0.5) 720957(4，2) 534158(74，2) 186199(25.8) 
都 '10 88587(0.5) 740964(3.7) 554393(74.8) 186571(25.2) 

'15 55360(0.2 704822(2.5) 514036(72.9) 190786(27.1) 
市 ， 80 56641 (0. 2) 681285(2.0) 508184(14.6) 173101(25.4) 1135455(3.4) 18193(1. 6) 

， 84 38951((0.l) ) 695666(2.0) 511459(13.5) 184207(26.5) 951983(2.1) 33912(3.6) 
， 90 42611 (0.1 622099(1. 6 441096(70.9) 181003(29.1 960'/88(2.5) 20950(2.2) 

， 68 68251(2.1) 3907447(50，2) 3591903(91. 9) 315544( 8.1) . 
IBr '10 38970(0.9) 2541866(34.6) 2286890((90.0) ) 25.1916(10.0) 

， 75 42854(0.6 2021548(21. 0) 1805948(89.3 215600(10.7) . . 
村 ， 80 23940(0.3) 2280306(18.7) 2083185(91. 4) 197121( 8.6) 649147(5.3) 60381(9.3) 

， 84 27234(0.3) 2465721 (18. 5) 2268014(92.0) 197641( 8.0) 491830(:l.1) 43209(8.8) 
， 90 24930(0.2) 2641357(18.2) 2486861(94.2) 1544UB( 5.8) 43'/539(3. 0) 13399(9.9) 

一一一一一一一一c...... ーーー

l二 水 .i1t f事

給水 B値 段能 力 (nf) 

区分

全
市
国I
村

大

都

月T

都

市

田I

村

飲料水供給B仮設 初日宇片
:t 碍o目こ 公符(;本・%) その他{本・%)

計 公営(本・%) その他<*・%) n創F

， 68 -"1409313((ιl) ) -・ 63877((4.5L) -u1345436((95.5〉) 34840204 32852060( 9~.3) 1988144( 5.7) 
'10 -包1346603(3.4 •• 98944( 7.4 J・1247659(92.6 39115054 37591331( 95.4) 1817123( 4.6 
， 75 川 1768712(3.3) 叶 236295((13.4)) •• 1532417(86.6) 53396155 51358551( 96.2) 2031604( 3.8) 
， 80 319647(0.5) 129120(40.4 190527(59.6) 62641776 60225494( 96，1 2416282( 3.9) 
， 84 252300((0.4) ) 17121 (30.6) 115119(69.4) 65888559 63843646((96.9) ) 2044913( 3. 1) 
， 90 241673(0.3 16631 (3L. 7 165042(68.3) 10998:l35 69054111( 91.3 1944224( 2.7 

， 68 ." 1500(0.0) .8 O( 0.0) .. 1500(100.0) 9823531 9821535(100.0) 1966( 0.0) 
， 70 ." 1500((0.0) ) ‘g O( 0.0) .8 

1500((loo-0) ) 11911060 11914600(100.0) 2460( 0.0 
， 75 '8 2857(0.0 '8 752(26.3) .. 2105( 73.7 15387'118 15385026(100.。 2692( 0.0) 
， 80 805(0.0) O( O. 0) 805(100.0) 16883511 16814376((99.6) ) B9135( 0.4) 
， 84 182(0.0 165(21. 1 61'/( 18.9 171472'19 17094!l99( 99.7 ら2680(0.3 
， 90 1936(0.0) O( 0.0) ω36(100.。18399234 18355174( 99.8) 44060( 0.2) 

， 68 -47M880(44) ) ) ) .8 14149( 1. 9) '8 740731 ( 98.1) 11227414 16218266( 94.1) 1009148((5.9) ) 
， 70 .8804098(4.0 '8 27989( 3.5) -ω776109( 96.S) 20156563 19105296( 94.8) 1051267( 5.2 
， 75 '81102223(3.9 -860833((6.5) ) '81011390( U1.5) 28386287 27098751({95.6) ) 1287b36((4.5) ) 
， 80 149515(0.5 75889(50.8 73626( 49.2) 335:l5309 32114679( 95. 8 1420630( 4.2 
， 84 75149(0.2) 13682(18.2) 6146'1( 81. 8) 35401650 34196014( U6.6) 1205636((3.4) ) 
， 90 19401(0.2 1544309.4) 63958( 80.6) 38115493 36888083( 96.8 1227410( 3.2 

， 68 '86ji2933(8.4) •• 49128( 7.6) .8 603205(92.4) '1789259 68022S9( 87.3) 987000(12.7) 
• 70 

.A 54l(鳩6{(〈( ?の .8 71035(13.1) •• 470050(86.9) '1341131 657743b((89.6) ) 763996((10.4) ) 
， 75 '8663632(6.9) 08174710(26.3 •• 488922(7:l. '1) 9622150 8873174( 92.2 747376( 7.8 
， 80 169321(1. 4 53231((31.4) ) 116096(68.6) 122229&6 1 1296438{(92.4) ) 926617((7.6) ) 
， 84 176369(1. 3 63274(35.9 113095(64.1) 13339630 12553033( 94.1 186597( 5.1} 
， 90 160336(1. 1) 61148(38.1) 99188(61. 9) 11483608 13810854( 95.4) 6'12754( 4.6) 

*8・68-'15は IJ!I.用水必J r飲料水供給脆殺j等を 訴して 1 その他 J t-して ~illëされている.
*9 r普及率 JI鉛水人口/住民』島本台帳人n
・10 r大都市』については rlill必府県営1・1一部市務制[t)常Iを1H，' I令公狩lの調停

5K 

一
日

177~458(95. 6) 
1420695(94.8) 
137514.2(95.4) 

67836(96.3) 
51063(97.3 
41164(96.5) 

1117262(98.4) 
921011(96.4) 
939838(97.8) 

ー
589360(90.7) 
448621(91.2) 
394140(90.1) 

*9 飴水BjaJ 
tt& a世能
調ド 市町村
(%) 営比司属

*10(%) 

73.5 77.4 
8l.4 75.3 
89.2 76.8 
91. 8 71.1 
93.2 77.6 
94.3 77.0 

96.4 100.0 
98.0 100.0 
99.7 100.0 
99.2 99.5 
99.3 99. 7 
99.2 94.6 

78.9 85. 7 
85.2 87.7 
91. 8 86.2 
94.1 84.3 
95.2 85.1 
95.5 83.3 

56.0 82.8 
62. 7 77.5 
74.6 75.4 
80.3 77.3 
83.4 79.2 
86.9 81. 6 

t-u写 ~\l lit H.¥ flト継投

給水人 保 1t r訴 i立 f 署員

lメ 分 lllhlB[ 
iti田rHu/JIl¥ぷt 官邸・I~務総合ずf l(){哲学 l:Hl耳 対象111' 軍事艇合似

H~-t比
市町村立 収容事

$川l 対象者数 場(世 館員事 伶要t (公立)

(%) (人) 悩所数 収作i.E欽 車種E 4民俗定数 立)% (%) 置費量 収谷定数 新世 U8 (%) 

， 68 78. 1 1922'160 9615 727452 2.0 114.0 31.8 63.9 115162 3.0 80.0 411 7701 6.8 

全 '10 78.4 2189316 10981 838028 2.0 225.0 38.3 64.9 106645 4.0 1l0.0 379 6897 6.6 

， 75 79.1 2615402 13784 1179180 2.0 250.0 45.1 66.1 94683 3.0 69.0 303 5514 5.9 

町 ， 80 '19.7 263630:{ 15217 1397406 3.0 436.0 53.0 63.4 8日661 5.0 130.0 244 4691 5.4. 

.H ， 84 79.3 2289597 15~64 1351984 3.0 370.0 59.2 62.3 84804 ~.O 80.0 226 ~311 5.2 

， 90 79.8 2006340 15173 1216398 3.0 360.0 62.1 61. 2 15592 4.0 80.0 2ω 3885 5.2 

大 ， 68 100.0 152363 491 41159 0.0 0.0 21.4 39.5 5410 0.0 0.0 35 904 16.5 

， 70 100.0 237016 625 54630 0.0 0.0 23.0 43.2 10175 0.0 0.0 35 1054 10.4 

m . 75 100.0 291586 1098 103664 0.0 0.0 35.6 48.9 6971 0.0 0.0 31 1092 15.1 

， 80 99.5 309072 1516 149962 0.0 0.0 48.5 51. 0 5164 0.0 0.0 31 1101 19.2 

げ1 ， 84 99.7 309286 1638 161846 0.0 0.0 52.3 52. 1 62飴 0.0 0.0 37 1057 16.9 

， 90 U9.8 289253 1708 164755 0.0 0.0 5'1.0 52.6 5606 0.0 0.0 35 982 17.5 

， 68 88.3 902201 3676 3087:i3 0.5 53.0 34.2 58.7 53438 1.3 28.0 219 5087 9.6 

都 ， 70 87.3 1045113 4255 366617 0.5 15.0 35.1 58.8 52024 1.5 28.6 253 4.494 8.7 

， 75 84，1 1289889 !i124 554103 0.5 50.0 43.0 60.5 47996 0.5 9.3 201 354.3 7.4. 

市 ， 80 83.4 1321930 6338 650335 0.5 51. 0 49.2 56.8 51446 0.7 14.0 164 2972 5.8 

. 84 83.1 1130193 6460 623543 0.5 50.0 55.2 55.3 52118 O. 7 14.8 154 2744 5.3 

， 90 82.9 1000882 6336 565419 0.5 45.0 56.5 53.8 45551 0.8 16.2 143 2529 5.6 

， 68 83.3 868196 5442 316960 1.5 61. 0 43.4 74.4 56254 1.7 52.0 97 1580 2.9 

田1 . 70 83.6 901187 6101 416781 1.5 180.0 46.0 76.8 14446 2.5 81. 4. 91 1349 3.2 

'15 84.3 1033921 6962 o21413 1.5 200.0 50.4 79.3 39116 2.5 59.7 65 879 2.4 

村 ， 80 85.3 1005301 1393 597109 2.5 385.0 59.4 71.9 32451 4.3 116.0 43 618 2.3 

， 84 86.5 850118 7366 569595 2.5 320.0 67.0 77.3 26420 3.3 65.2 35 514 2.2 

90 87.3 716205 7129 516221 2.5 315.0 72.1 76.6 24435 3.2 63.8 28 374 1.8 

， .ー- .- -開
-一-一 -・ 4一 一 f 

'- 一一一 一一一一一 一一一一一 一三Z一- ー一
財縦鼠 .l; 人 押通 主r. 属匡 設

白n祭 長選~人ホーム 特日11必tof~人*ーム

[実分 65才以ヒの 65:r'以 k
~~PU の安保績 巾町村立厳設 ー部事務総合ぬ設 収守幸 市町村すよ胞設 軍事総合立 収容

人11 者数 Ir * 比率(%) 箇所数 収容定~ 鈴所数 収2手書在数 (%) 富市量 E終E 箇所数 ttffil (%) 

， 68 69.0 6859656 259958 
I ~~~ 27965 15.0 4.696.0 12.6 9 735 3.0 165.0 0.3 

全 ， 70 68.9 7449560 227776 159 284.75 84.0 5609.0 15.0 16 1224 1.0 370.0 0.7 

市 ， 75 67.1 8949046 281807 '-172 31398 117.0 8552.7 14..2 65 4625 51. 9 3626.0 2.9 

百T ， 80 64.8 10676566 342812 460 30164 124.0 9-148.0 11. 6 103 7540 73.0 5681. 0 3.9 

村 ， 84 62.5 12004275 358092 451 29451 127.0 9508.0 10.9 133 9438 93.0 7014.0 4.6 
， 90 60.1 15217678 503・151 447 29086 128.0 9449.0 7.6 173 12062 121. 0 8598.0 4.1 

人 . 68 43.7 1011760 下1280 9 1564 0.0 0.0 2.1 2 380 0.0 0.0 0.5 
， 70 48.5 1117120 27990 9 1564 0.0 0.0 5.6 4 620 0.0 0.0 2.2 

都 ， 75 50.4 1519109 41130 12 2112 0.0 0.0 6.9 6 880 0.0 0.0 2.8 
， 80 50.5 1883249 69188 14 2287 0.0 0.0 3.3 10 1255 0.0 0.0 1.8 

市 ， 81 48.9 2164783 57997 14 2121 0.0 0.0 3. 1 11 1410 0.0 0.0 2.4 
， 90 47.0 2819076 71199 14 、 1951 0.0 0.0 2.5 30 2828 0.0 0.0 3.7 

， 68 71. 8 3217456 95561 280 11198 13.5 1130.0 19.2 2 100 0.2 11. 0 0.1 

加i， 70 71. 1 3637839 111281 291 17713 11.1 1479.0 17.2 5 219 1.1 79.2 0.3 
， 75 70.3 4474426 139117 295 19<193 25.2 2410.4 15.6 25 1620 16.8 1344.7 2.1 

r1i . 80 68.8 5411275 167521 288 18682 27.0 2149.0 12.8 32 2303 23.2 2183.3 2. 7 
， 84 67.3 6154263 186591 285 18094 27.6 2754.9 11. 4 38 2699 29.8 2637.6 2.9 
， 90 66.0 1911502 264805 285 186.J4 28.0 2785.9 8.1 40 2859 34.6 3015.1 2.2 

， 68 84，1 2630440 90117 J!l9 9203 61.5 3566.0 14.2 5 255 2.8 154.0 0.5 

町 ， 70 87.5 2694601 88505 159 9198 66.9 4130.0 15.1 7 385 5.9 290.8 0.8 
， 75 85. ) 2955511 101500 165 9933 91.8 6142.3 15.8 34 2125 35.1 2281. 3 4.3 

村 ， 80 80.1 3382042 106103 158 9195 97.0 6699.0 15.0 61 3982 49.8 3497.7 7.0 
• 84 75.8 3685229 113504 152 87:16 99.4 6153.1 13.6 84 日29 63.2 4436.4 8.6 
， 90 68.0 4487100 161747 148 8491 100.0 6663. 1 9.4 103 6375 86.4 5582.3 7.4 

一
判) ，大都市Iについては 1m!道府県常1・I-部・，r務組合符1を合む 1全公営Jの単
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と人体，Ihltt-:& そのftI!のl!: 1，制M-/lt!~

m't .~人ホーム ωJバ;他殺 抗¥ln過をl判 lA悦tント区分
市町村¥1.b値段 例区1ill 釈'i; tfi冒TH¥I箆設 市町村ll~〒総 山町村立働組時4
鉛舟T収特定 箇所 ~I{特定 m 箇J折 l南町H Alllf. ~l(W t.¥i I~r ItT)H AnlO I(，I 例 11削tり 愉所 1 rnl， ~ 数 数 紘 歎 ~l:IJ ~t り 定!( 数 ~t り 五人"1 (1If) ( rrl) 数 本いjlJ

ー， 68 15 920 0.0 0.0 0.4 
全 '70 12 660 0.0 0.0 0.0 . . • 75 26 1447 1.0 30.0 0.0 
.r ， 80 15 2616 4.0 180.0 0.0 516 0.17 0.1'1 3510 6209 1.91 !J.ao 7361382 1185.6 1057 0.32 キ、I， 8~ 51 2986 4，0 180.0 0.0 401 0.12 0.33 26~!1 .1562 1. ，10 2.21 Girl4:lG6 1375.4 1535 0.47 . 90 るl 2966 4.0 180.0 0.0 313 0.10 0.25 1992 4298 1.33 3. .18 51i814liO 1321. 9 1862 0.57 

トーー ト一一
大 '邸 4 250 0.0 0.0 1.5 . -ι ， 70 4 2!iO 0.0 0.0 0.0 ， . 
lllI • 75 13 787 0.0 0.0 O. () . 

'80 22 1~56 0.0 0.0 0.0 22 2.20 0.09 205 55 5.50 0.23 m5'， 862.0 123 12.30 ， 84 23 1576 0.0 0.0 22.0 23 2.30 0.09 209 65 6.50 0.21 71088 1093.7 153 15.30 '00 23 1576 0.0 0.0 0，0 22 2.00 0.08 196 104 9.45 0.40 1310311 1260.0 193 17.54 
， 68 6 340 0.0 0.0 O. .1 止

部 ， 70 8 410 0.0 0.0 0.0 』 . < 

' ， 75 13 660 0.3 8.4 0.0 . . 
rti '80 23 1160 0.8 31. 9 0.0 135 0.21 0.21 J027 3910 6.15 6.02 1348293 1112.1 459 0.72 ， 84 26 1310 0.9 42.6 0.0 140 0.22 0.2.1 1042 2253 3.51 3.35 321.1508 1.126.8 6.15 1. 01 ， 90 26 1290 0.8 42.2 0.0 143 0.22 0.21 1056 2056 3.J9 2.96 2753014 .1339.0 731 1. 1.1 

一一， 68 s 330 0.0 0.0 0.4 . 
町 ， 70 。 。0.0 0.0 0.0 . M . 

'75 。 。O. 7 21.6 0.0 
「

キf ， 80 。 。3.2 148.1 0.0 389 0.15 1. 40 2278 2244 0.86 8.05 2965632 1321. 6 175 0.18 ， 84 2 100 3. I 137.4 0.0 238 0.09 0.84 1398 22~4 0.86 7.01 2988770 1331. 9 737 0.28 ， 90 2 100 3.2 l:n.8 0.0 148 0.01) 0.53 740 :m8 0.8:1 ".Im 2797408 1308.4 935 0.36 ド- ー ー 」 ーーーー・-ーー ー トーーー』ー ← 

一一 司..
そ の他の11:会 泊 ld: 段 位 幼 ~I剥

~人組紐センター r.人l怒れの家 if;t;H~留証書 n.r;u減E区分
nl~ 4Ç..þ; 

Ilj町村山ぬ段 rh町村立絞殺 ず;船(}録
幼児人n i司政 収W~'! i伺歎 収作私 1 n).~ i!パ幽峨 I1噴 ~í" 収千F1左 鎗ffi数 1 ih圃I Wfi ifn 繍 1 1i~'/fj IQ: 定数H (110 届(d) III 1 H!'iリ A'IJ {nO 

ー(m)
， 68 . 

5029149 :i676 41918'1 15 1359 全 • 70 ー ー . 5291551 4089 482320 19 1958 市 '15 . 6069872 M12 711674 2 2139 Ir • 80 O.関 818088 7'14.0 151374 2896 0.8lJ 2.71 651912 225.1 5511441 6124 812446 22 お38村 • 84 1.28 1237260 806.0 217867 3676 1.13 3.06 76H209 2ω・3 4725757 624'1 78168'1 21 2174 • 90 1. 22 1!i59331 83'1.5 267187 4322 1.33 2.84 860400 199.1 4121230 6205 752291 18 1862 
大 ， 68 ーも. . 

J・ 日28952 :129 47a25 2 130 ， 70 . ー . . 940161 375 53089 2 130 都 ， 75 し . 1172∞7 493 70313 2 130 • 80 10.65 89759 729. 7 15ωl 624 62. .10 3.31 11:1572 182.0 1020925 561 79840 2 130 市 ， 84 0.71 109685 716.9 17536 785 78，!'>0 3.63 14:1321 182.6 864103 570 71488 2 130 ， 90 0.68 154080 798.4 22533 1044 94.!11 :3.10 181384 173. '1 '198358 562 66488 80 
一• 68 . 26'/9296 1'/28 242184 13 1229 都 . 70 . . . 3045281 1939 283248 1'1 1828 ， 75 

3!i69905 2587 413009 19 2009 市 ， 80 0.85 185135 839. 1 68880 776 1.22 1. 43 165499 21:3，3 :1210513 2856 43816'1 20 2208 ， 84 1. 05 528974 820.1 92730 1054 1. 64 1. '/1 206~"9 195.9 2'/:10682 2!J:!2 416214 19 20~~ ， 90 0.93 62!J610 852.3 106075 1278 1.98 1. 62 2:mS7 185，7 2:158828 7.928 393139 17 1782 
'68 

1420901 1619 1294'18 。。町 ， 70 
1:106109 1'/'15 145983 。。， '15 

' 132'1960 23:12 228352 。。村 '80 1. 40 34319-1 680.4 6740:i lo01 0.58 4.44 372811 248.~ 1280003 2707 294~39 。。， 84 2.00 598601 812.2 107601 1837 O. '71 4，98 419409 228.3 1130972 2745 29998!! 。。， 90 2.08 779641 833.8 138579 2ωo 0.77 4. ，16 441759 220.9 9(H044 2715 292664 。。
ー

幼割引車| ，.'、 校 中~f校
r-一一

JI'水 危険 危険 Ml. ~U ~.E 給食災 完全給 プー

lえうT 4見付痢 み;校 ~t校 Bt 治校 校舎 校合 1;h! tifl 雌泊 組主守19i 食児Rl ル設 ..t;.校 分校
(公¥1) 合区画 '";:佼 的1被 学校 It~亀 !i'=y見 l比率 比司匝 !a"'l 
(%) (政) {盟主} (1&1 ) 験比

比(944) 
比* 比皐 m tiHt (%) (%) 校1t (盟主} {歎)

ボ% (%) (%) ヰ<% *% 
一 ト一一一

， 68 8.1 22161 2522 24683 38.3 50.2 14.7 63.11 56.2 1.5 日4.9 92.3 32.2 10228 35'1 

全 ， 70 9.2 22168 2145 24313 45.6 30.9 10.8 65.0 53.9 1.6 98.9 95.0 40.1 9925 290 

バ3 "/5 11. 8 22863 1621 24484 67.3 25.3 7.5 79.5 48.3 1.5 99.4 97.6 58. 1 9884 207 
.f . 80 14.8 23577 1155 24732 84.1 15.1 3.0 78. 7 10.5 1.3 鈎.7 98.4 68. 7 10侃3 115 
t.t '8-1 16. '/ 2:1808 1l'/fJ 2，1'/8'/ HO.5 10.1 1.9 88.2 38.3 u 99.8 98. '/ 75.2 10369 102 

， 90 18.3 23782 '1'/5 2455'， %.2 5. 7 1.0 82.!i 32.8 1.5 99.8 98.8 80.5 IOo03 92 

大 '68 5.0 1790 41 1837 71.4 13.0 3.0 70.5 ，12.3 0.2 鈎.3 99.8 76.9 778.3 13 
"/0 5.6 1850 日 1003 74.9 10.5 1.9 72.0 36.8 0.2 99.4 100.0 82.8 789.2 9 

m ， 75 6.0 2391 45 2136 01.1 5.4 1.3 88.7 36，6 0.3 100.0 99.8 88.6 998 10 
. 80 7.8 2'137 23 2160 97.4 1.3 0.2 90. I 2fl.2 0.3 100.0 99.9 91. 8 1167 7 
. 84 8.3 2858 20 28'18 99.1 1.0 0.2 96.0 36.3 0.3 100.0 100.0 94..0 1245 9 
'90 8.3 3039 16 3055 99.6 1.1 0..1 91. 7 32.4 0.3 100.0 100.0 96.0 1368 7 

. 68 9.1 8419.2 674 9093.2 39.9 4l.5 15.4 65.0 制.8 0.7 96.9 9;'.6 41.6 4021. 5 115 
高官 . 70 9. .1 8866.2 595 9161.2 48.0 34.0 10.8 65.5 51. 0 0.8 99.3 96.9 48.9 4110.7 112.3 

"'5 11. 6 9739 4'/4 10213 '/0.0 26.5 '1.0 78. .， 41.5 0.8 99.5 98.5 65.9 1¥341 97 
， 80 13.7 10343 338 10681 86.5 14.5 2.5 75.4 35.4 O. 7 99. 7 99.2 75.2 1603 49 
. 84 15.3 1(路54 282 10936 92..1 8.6 1.4 88.8 32.8 O. 7 99.8 的.5 82.2 4912 45 
， 90 16.7 10733 2.;6 10979 96.:) 4.5 0.6 82.2 27.9 0.8 99.8 ω.6 87.2 50お 38 

， 68 9. I 11951.8 1801 13752.8 25.8 60.9 17.7 62.4 61. 4. 3.5 87.5 85.1 20.0 5428.2 229 
If ， 70 11. 2 11451.邑 1491 12948.8 31.7 31.6 14.0 63. '1 59.5 3.8 98.3 88. 7 27.-1 5025.1 168.7 

， 75 17.2 10734 1102 11836 ，150.6 28.4 11. 5 78.1 56.4 4.3 98.8 93.3 45.1 4545 100 
N '80 23.0 10497 794 11291 72.4 I J8.9 5.3 79.1 49.5 3.8 99.4 94.9 56.9 -1292 59 

， 84 26.5 10296 677 10973 82.3 14.1 3. 7 &5.5 45.4 4.0 99.6 95.7 63.4 4212 48 
90 30. ，1 10010 513 105?.3 110.3 8.2 1.9 80. ，1 38.7 u 99. 7 96.3 69. 1 4102 47 

ι 一一 一一C_且」ー

7- 1'( その他の脆設 {J!i町村山'/J!投}

，iIJl~ 危険 危険 !iH革 ~JilI 這民f 給食 プー 児~館 陽保a'i
l五 分 EFiF校cfn 

校舎
校両被舎 不足 醐~~ c1通 .英首臣 ル段

γ校 比本 位争 学'1: 生徒 絞鐙f比r. 1 rfjflf AP1五 i重パ前倒 ltb!所 ltf:1111 
{数) 情比 比本 !t単 (%) (t) 1.1:-比 !t当証 鉱lI~i 争t"'iた À~k'J ~り rfd thiJ荷数 ~t'J 

本% (%) (%) 本% (%) 本% 放 り ( rrl) h'( rrl) 

.槌 10585 42.3 24.0 7.2 52.41 49.3 3.7 83.3 26.8 1359 0.39 0.13 39.1724 290.5 537 0.15 
全 ， 70 10215 48. 7 20.6 5.4 7-1.9 1¥5.8 3.9 85.9 34.8 1639 0.50 0.16 427122 260.8 710 0.22 

， 75 10091 67.9 19.9 5.0 60.6 0.6 3.8 84.1 50.0 2181 0.6'/ 0.19 631381 289.5 959 0.29 
間f . 80 10178 84.0 12.2 2.1 56.1 :12.9 2.9 83. .1 59.6 2860 0.88 0.24 902161 315. ~ 1189 0.37 
H '8-1 10，171 91.4 8.2 1.4 70.1 32.5 2.3 83.8 64.5 3438 1.00 0.29 1128904 328.4 1287 0.40 

. 90 10595 96.2 4.5 0.8 60.9 27.4 2.5 81.8 69.8 3861 1.19 0.31 1323，173 342.8 1310 0.40 

人 '68 791. 3 71. 2 11. :1 2.3 59.7 33.0 O. ，1 63.5 70.8 58 2.76 0.03 23654 407.8 43 2.05 
"'0 798.2 '/4.8 9.0 1.7 59.5 27.8 1.0 63.0 79.0 129 21. 50 0.07 52500 407.0 37 6.16 

E官 . 75 1008 89.8 3.3 O. 7 83.8 31.5 1.1 !ili. 1 85.6 330 36.67 0.1.1 152684 462. 7 55 3.89 
， 80 1174 97. 1 0.9 0.1 79.4 27.0 0.7 65.5 89.4 52'/ 52. 70 0.22 2-11114 457.6 53 5.30 
， 84 125.1 99.2 1.0 0.3 91. 8 ;13.5 0.6 65.6 90.4 659 65.90 0.27 295850 448.9 53 5.30 
， 90 13'/5 n9.6 1.0 0.6 79.2 27.6 、0.5 67.4 91. 3 791 71. 90 0.30 353155 446.5 53 4.82 

同一一
， 68 41~6.5 41.8 26.4. 8.1 51. 4 4h.l 1.7 8:1. 2 33.7 465 0.69 0.09 182426 392.3 183 0.27 

lllI ， 70 4223 .1'/.8 22.1 h.8 42.5 1.9 85.8 41. 5 -111 O. 79 0.08 12'1763 271. 3 220 0.37 
. 75 4438 66.5 21. 7 5.1 62.4 36.0 1.8 84.5 57.6 784 1. 24 0.13 219876 280.5 357 0.56 
， 80 4652 83.9 13.5 2.2 58.8 29.6 1.3 83.6 67.0 1062 1. 67 0.16 336931 317.3 465 0.73 
. 84 1957 91. 9 8.1 1.1 75.5 29.4 1.1 84. :{ 72.2 1349 2.10 0.20 460962 341. 7 505 O. 79 
， 90 5071 96.7 4.0 0.7 63.4 21.1 81.8 77.8 1579 2.15 0.23 571784. 362.1 539 0.84 

， 68 5657.2 :11.5 24.1 7.8 52. I ~.'( 7.5 90.3 15.6 386 0.1.1 仏 13 188641 488. 7 311 0.11 
町 . 70 5193.8 41. '( 21. 2 6.0 47.3 55. 7 8.2 94.9 22.6 1039 0.39 0.37 247159 237.9 453 0.17 

15 4645 60.1 21. 8 6.5 ら3.1i 51. 2 9.6 95. 7 35.0 H焔7 0.41 0.40 2泌821 242.6 547 0.21 
村 . 80 4351 78.0 13.8 2.9 47.0 41. 7 8.1 96.'1 43.7 1271 0.19 0.46 32②4ω86 255.0 671 0.26 

， 84 1260 86.6 10.1 2.3 57.5 :1'1.1 6.9 96.~ 17.9 1ωo 0.5!i 0.50 372092 260.2 729 0.28 
， 90 4149 93.4 6.3 1.3 51. 9 32.5 6.9 96.6 52.9 1491 0.58 0.&3 398534 267.3 718 0.28 

一一

1
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ー
その他の箆設 ( t!lm fH u"JkJl!:) モの他の B値段 (市町村山施般)

民一 ι 

険(混血1 公会堂・ 'hli::会館 公民館
(1:分 r- 一人n lt̂¥月i t Ih 人11 l繍j折 1，11岡I 人11 I t高 I~r

1 Jj i必j(M\~ ~たり 術所 国rH 10/J 紙loiWf 凶1んり 4){1IiI'数 ft(¥ ， ~i 1ð( 4・t"1丈 l)j 色tfl向ffl “1たリ
入、'1 (rr!) tfiI被 数 当1::. 人宅i (Irt) illiM 人“i ( 111) l向術
t:リ (Irl ) 九リ (111) たり (1It) 

ー .~- 一 .ー

i本 1i 釘i Ml上~U支込; 事rf1:主治
区分

1 f問所 I Ifi 人" 11窃所~ 1 rh田r 人nlO l随所t!人1110
Jj人吋 低I(，I縦 吋たり 箇所 町村 10Jj 敵地尚治 たりllD繍 筒I努歎 十.t!'jt )j人刈 敷地蘭縦 たり凶i-h~
たりIfri (rrl ) I(UW 警E 凶1た 人1 (nl) ( (0) t-り ( rrl) ( (0) 
繍(nl) ( Ir{) 1:'.1) 

'68 0.05 162761 303.1 944 0.27 0.92 649188 9H57 2.!S4 0.96 34760:!0 3a2.7 
全 • 70 0.07 167371 235.7 923 0.28 0.89 1787回3 1937.0 604633 9310 2.85 0.90 3幻9537 358. 7 
市 • 75 0.09 377225 393.4 1215 0.37 1. 09 2853061 2348.2 7H3126 10切6 3.25 0.94 4783915 452.8 
田I • 80 0.10 499210 419.9 1592 0.49 1. 36 3768653 2397.4 94ω73 12375 3.80 1.ω 65405l!4 528.5 
十J . 84 0.11 558103 433.7 1821 0.56 1. 52 4784130 2627.2 1076652 12805 3.94 1. 07 765:1240 Sln.'1 • 90 0.11 597439 <156.1 2101 0.65 1. 70 5989127 2850.6 1236229 16151 4. !18 1. 31 9:104H05 5'16.0 

'68 0.46 833188 1769.0 311 0.09 0.30 6278393 20187.8 668 0.19 0.65 10848727 16240.6 

全 ， 70 0.58 1128574 1862.3 383 0.12 0.37 '1616422 19総6.2 878 0.27 I 0.85 14322799 16313.0 
市 ， 75 1. 14 2354910 1839.8 574 0.18 0.51 11561032 20141. 2 l:i54 0.42 1. 21 2ω55746 150176.9 
Ir . 80 2. 13 4501582 1805.0 733 0.23 0.63 1469&006 2∞17.8 2661 0.82 2.27 お606917 13756.8 
村 ， 84 2. 99 65'17461 1832.2 794 0.24 0.66 1G090101 20264.6 3116 0.96 2.60 46199790 14826.6 

， 90 3.83 9216011 13101.7 940 0.29 O. 76 19399619 20637.9 3621 1.12 2.93 日873709 14865.8 
一司

人 • 68 0.02 31365 7211. .1 97 4.62 0.50 6nOO'I '/1 :1.52 0.01 :19129 528.8 • 70 0.02 201695 667..1 116 19.33 0.58 258日17 222M.日 6fi:I:!9 '/:! Il.17 0.04 014417 608.5 
都 • 75 0.02 '/6103 1383.7 178 19.78 0.'11 .1G:lfJ 16 2601.6 86163 1!J9 1 '1. 6'1 0.07 81'/51 514.2 ， 80 0.02 84078 1586. .1 202 20.20 0.83 5620B!! 2782. 7 96(j97 240 21.00 0.10 188152 775.6 
tfj • 84 0.02 83836 .1581.8 230 23.00 0.91 706579 3072. 1 110818 285 28.50 0.12 2475rl1 868，6 • 90 0.02 88259 1665.3 244 22. 18 0.93 922614 37HI.2 116543 31jl 32.H2 0.14 364498 1009.'1 

一 一 ト一一ーー， 68 0.03 66278 お2.2 ー527 O. 711 1. 00 473102 .1859 '1.22 仏92 1690238 347.9 
都 • 70 0.04 郎786 303.6 500 0.84 0.90 1331685 26邸.~ 437130 4012 6.82 O. 72 1343570 332.4 ， 75 O.ω 62177 174.2 613 0.97 O.伺 1961007 3199.0 539703 ，1687 7.39 0.76 1975300 42U • 80 0.07 226022 486.1 740 1.16 1.14 2490947 3..1随.1 62ω41 5526 8.69 0.85 2769891 501.3 ， 84 0.08 254780 50.1. 5 853 1.33 1. 27 3196957 3747.9 707297 6007 9.3" 0.89 3427983 570. 7 . 90 0.03 281189 521. 7 956 1.48 1.38 3811549 3.<)87.0 773030 '/224 11. 22 1.01 42579-13 589，1 

人 ， 68 0.18 119416 :i317.1 15 0.71 0.08 166970 31131. 3 155 '1.38 0.79 2190116 14129.8 
， 70 u.21 161988 3950.9 22 3.67 0.11 593188 26963. 1 169 28. n 0.85 2396038 14177.7 

都 ， 75 0.28 269306 1080.4 31 3.44 0.13 刈4'/95 25638.6 251 2'1.89 1. 08 3546476 14129.4 
• 80 0.38 330'/90 3635.1 35 3.50 0.14 837377 23925.1 521 52.10 2.15 4292329 8238.6 
. 81 0.49 471585 3962.9 35 3.50 0.14 838332 23952.3 360 36.00 1. 49 4907691 13632.5 
， 90 0.65 765724 4501.3 45 4.09 0.17 1089818 24218.2 392 35.64 1. 50 5397978 13770.4 

'68 0.37 4591J.1'1 23，16.7 158 0.23 0.30 3'149797 23732.9 37'1 0.56 O. 71 6873805 18232.9 

mI ， 70 0.46 60日35 2373.9 184 0.31 0.33 4284935 お287.7 482 0.81 0.86 8760742 18175.8 
， 75 0.80 1160422 2358.6 234 0.37 0.38 5394641 23054.0 641 1. 01 1. 0，1 10883982 16979.7 

'rfi ， 80 1. 32 2018069 幻57.6 289 0.45 0.44 6621314 22911.1 982 1. 54 1. 51 16002023 16295.3 
. 84 1. 79 2845979 2365. 7 292 0.46 0.43 7053516 24155.9 1229 U12 1.83 19536163 15896.0 
， 90 2.28 -10'/5309 2574.4 341 0.53 0.49 8492717 24905.3 1457 2.26 2.10 22876595 15701. 2 

一• 68 0.10 65118 209.4 3:l0 0.12 1.0ti 10'/370 ，1(124 1. 77 1. 6~~ 1741沼田 354.7 
町 • 70 0.16 75890 167.5 307 0.12 1. 09 197631 643.8 102IU4 5195 1. !15 1. 85 1051550 375.7 . 75 0.20 1:18945 251.0 42，¥ 0.16 1. 57 .1211438 1010.5 157560 S'/20 2.19 2.12 2726861 4'/6. '1 
やI， 80 0.24 189110 281. 8 650 0.2:> 2.3~ 715608 1100.9 22:!02!J (iliO!l 2.53 2.37 3fi8.1538 5.12.4. ， 84 0.26 219181 301.1 738 0.28 2.00 880591 1193.2 258537 G51:~ 2.50 2.30 39'1"1706 610.7 • 90 0.26 22'/991 3J7.5 901 0.35 3.23 J254964 1392.9 346656 8569 3.:11 3.07 .1682364 546.4 

トー ー一一一
. 

その{患の絶lI2: (市町村守絶 t的

， 68 O. '19 253825 1062.0 138 0.05 0.46 20ul626 11939.3 136 0.05 0.45 1784805 13123.6 
町 ， 70 1.10 361251 1165.3 177 0.07 0.63 2738299 154.70.6 227 O. O!I 0.81 3166019 13947.2 

， 75 2.68 925182 128l.4 309 0.12 1.15 5371596 17383.8 462 0.18 1. 71 6519288 14111.0 
H . 80 5.55 2152'123 1391. 6 409 0.16 1.<17 '/236315 17692.7 1158 0.44 4.15 16312565 14086.8 

， 84 8.00 32598(J1 1437.3 467 0.18 1. 65 8198253 17555.2 1527 0.59 5.38 21755936 142<17.5 
90 10.69 4374!17B 1-165.2 554 0.21 1. 98 9817084 17720.4 17'/5 0.69 6.36 25599136 14422.1 

一一一一一 一 一一一一ー一一一一一ー 一一ー一 -

その他の総:& (市町村、tr./1.6. :3() 

凶 D !JI 即物館 u訂銘
区分 ーー

1 fljl!!r 人口 u信所 1i1i 人rJ 1箇所当 1 ili冒I
鱗所数 村Fiた IOlJ 延Ifjj弱 “it:ニ1) 厳重1~ 随所激 置rH 10lJ 低1(.iM たり耐繍 鎗1荷数 H当た。J 人"1 (rri) l面倒 "jt" 人吋 (Irf) (nf) 1) 

たり (π1} 1) たり

プール 病 院 総領民指

f)(_ 7} 
l.tilr 人1.l10 -12 1鏑所 1 111 人t1l0 J.nJO I mlr 

範j荷敏 村れた )j人当 面h1 ~たり 筒j肴~ IrH 病床数 万人~ 民的J!( ii^~t 館所tJ: 村当た 州uょ

たり {ηi) 而繍 凶1た たりがt 'J~I リ J!( 
( rrl) ば敏

一， 68 818 0.23 0.80 11i0!!'/06'I 134 0.04 0.13 4'/1 0.11 
全 • 70 747 0.2:1 O. 72 536201 717.8 19578799 137 0.04 0.13 '/02436 5127.3 606 0.19 
市 ， 75 911 0.28 0.81 632854 694.'1 :n:~0911 I'I 182 0.06 0.16 991482 5447.7 1280 0.39 
回I • 80 1238 0.38 1.ω 989933 '1!J9.6 602:J3fi70 250 0.08 0.21 1256581 5026.3 249，1 0.77 
H • 84. 1488 0.46 1. 24. 1401194 941. 7 92369'112 302 0.09 0.25 lH02314 5367.9 3590 1. 10 ， 90 1878 O.邸 1.52 19お621 1040.3 147323419 358 0.11 0.29 2119330 5919.9 4739 1. 46 

， 68 ー . 688 0.20 105780 103.0 5280 5.1 2110 0.61 6330 
~ • 70 . r '/26 0.22 119475 115.2 6470 6.2 2244 0.69 6285 
rti ， 75 ' 

. . 742 0.23 132927 118.8 8027 7.2 2419 0.74 6333 
田f ， 80 2248 0.69 1. 92 2154009 958.2 726 0.22 1-12477 121. 7 9617 8.2 2630 0.81 5360 
H ， 84 3221 0.99 2.68 1864270 578.8 778 0.24 1518日 126.5 11662 9. 7 2675 0.82 4853 

， 90 3898 1. 20 3.15 2070971 531. 3 798 0.25 161676 130.8 14371 11. 6 2830 0.87 4503 
一 一 ー

大 .回 80 3.81 0.41 346!l279 18 0.86 O.ω l 36 1. 71 • 70 91 15.17 0，46 120605 1325.3 43&7015 17 2.回 0.09 230136 13537.4 11 6.83 
古事 '75 135 15.∞ 0.58 172878 1280.6 821515!l 23 2.56 0.10 501891 22082.2 66 '1.3 • 80 187 18.70 O. 77 257467 1376.!S・ 14悶0136 33 3.30 0.14 741945 221回.2 91 9.10 
市 • 84 243 21.30 1. 00 328498 1351.8 212591幻 37 3. 70 0.15 11'/5'151 31717. I 119 11.90 • 90 300 27. 27 1.14 411511 1371.7 30al6507 45 1.09 O. 1'1 1212000 26933.3 170 15.45 『ート一一 ~- 一

大 '68 . . 37 1. 76 11523 59.0 935 4.8 24 1.14 。
， 70 . 36 6.00 108鈎 5，1. 9 1161 5.9 33 5.50 。

書思 ， 75 r - 47 5.22 15.176 66.5 1710 7.4. 93 10.33 19 
， 80 204 20.40 0.84 193641 949.宮 4'/ 4.70 15954 65.9 1856 7.7 145 14.50 34 

rti ， 84 294 29.010 1. 21 160274 5450 .2 17 4. 70 16416 67.-1 1886 7.7 198 19.80 64 
. 90 340 30.91 1. 30 183878 540.8 49 4.45 16897 6，1.5 2123 8.1 275 25.00 81 

. 68 523 O. 7'1 0.99 I <!1!651l5U 76 0.11 O. 14 196 0.29 
郡 • 70 450 O.γ6 0.81 376537 836.!! 13~(](j f，4 '1 82 0.11 0.15 :!!J:182'1 4802.8 255 0.43 ， 75 545 0.86 0.88 412799 '/5'U ?232;.(l3.'l 109 0.17 0.18 3!11H~4 3595.0 492 0.78 
rll • 80 724 1. 14 1. 11 630'/50 871，2 40()J(i:)lj 1 147 0.2:1 0.23 412085 3007.4 856 1. 35 ， 84 839 l.31 1. 25 903102 107(j.1 6 Hi2?8'/3 188 0.2臼 0.28 501755 2668.9 1203 l.88 . 90 1017 1. 58 1.16 1222535 1202..1 1Y/26 1.376 221 0.34 0.32 751ら26 3，114.1 1583 2.46 

ー- ー一 -

， 68 281 0.41 65294 123.3 3178 6.0 460 0.68 791 
総 ， 70 . . 298 O. 50 73933 132.6 3886 7.0 499 0.84 836 

， 75 . :l 1~ 0.50 81207 131.6 4'183 7.8 635 1. 00 917 
m ， 80 909 1.013 1. 40 1278141 1406.1 311 0.49 85382 13l.4 &852 9.0 725 I. 14 744 

， 84 1427 2.23 2.12 951943 667.1 319 0.50 92299 13'1.2 7114 11. 0 760 1. 19 578 
， 90 1702 2.64 2.45 1045316 614.2 325 0.50 98926 142.4 9251 13.3 821 1. 27 409 

'68 215 0.08 O. 71 1 '/52129 40 0.01 O. I~j 2.19 0.09 
田I • 70 206 0.011 0.7.1 39059 1119，6 207649436 0γ 38 0.01 0.14 781'13 2065. 1 310 0.12 • 75 231 0.09 0.86 41177 204.2 271，9029 50 0.02 O. 19 9173'1 1834.7 72'/. 0.28 
H • 80 327 0.13 1. 1'1 101'116 311.1 5526453 70 0.03 0.25 '/2551 1036.4 1547 0.59 • 84 406 0.16 1.43 169591 11'1.'1 IH871l6 77 0.0:1 0.2'1 124805 1620.8 22邸 0.87 • 90 561 0.22 2.01 319575 5!j9. '1 1951:'536 92 0.04 O. 211 1521l()4 1660.9 2986 1. 15 

， 68 . :no 0.13 289回 9li.6 1167 3.9 1626 0.59 5日8
町 ， 70 - ー 392 0.15 34643 123.2 1423 5.1 1712 0.64 5<149 

， 75 380' O. 15 36244 134.4 1534 5.7 1691 0.65 5397 
村 ， 80 1135 0.4，1 ，1. 07 682227 601. 1 401 0.15 41141 147.6 1909 6.9 1760 0.67 4582 

， 84 1500 0.58 5.29 752053 501. 4 412 0.16 43138 152.1 2362 8.3 1717 0.66 4211 
， 90 1856 0.72 6.65 841777 453.5 421 0.16 458日 164.2 2997 10.7 1734 0.67 4013 

‘-
川2'84.'90'まプル水l向山繍

&2 。3



その他の b仮設 (市町村守般投)

診割X所 愉篠4品t舎 集会Jk.没

t足分
15m木満人【110 人n10 人1110 15-30nf 30-100rrf 

万人、 際的数 万人¥Jj 自前所数 1m町 高~外:数 )j入、'1

たり紛 たり医 H"iり たリ前 愉m~ I{[í f!~ ~ffr数 l面倒 的1荷数 l而M
床数 師数 ~数

• 68 6.2 1521 1.5 768 0.22 29600 28.8 』 . 
全 • 70 6.1 1500 1.4 703 0.22 16193 15.6 . 
市 • 75 5.7 1778 1.6 592 0.18 14319 12.8 . 
出I • 80 5.9 2031 1.7 513 0.16 129:11 11. 1 6581 80211 16456 372928 38722 2230136 
村 ， 84 4.0 2175 1.8 412 0.13 10114 8.4 8202 99132 2192& 486332 51234 2950541 

. 90 3.6 2407 2.0 319 0.10 8126 IL6 10852 131063 30588 679992 70752 4071989 

大 ， 68 0.0 40 0.2 4 0.19 983 5.0 . 
， 70 0.0 44 0.2 6 1. 00 1257 6.3 . 

S事 ， 75 0.1 155 0.7 4 0.44 846 3.6 . ' 

， 80 0.1 255 1. 1 5 0.50 778 3.2 459 5241 1001 25840 2846 162062 
市 ， 84 0.3 327 1.3 5 0.50 758 3.1 526 6201 1110 25317 3941 224928 

. 90 0.3 470 1.8 4 0.36 720 2.7 589 7040 1:;30 34511 5963 343877 

， 68 1.5 327 0.6 328 0.49 22806 4.3 . .町

都 ， 70 1.5 332 0.6 273 0.46 8674 15.6 . . 
• 75 1.5 458 0.7 282 0.44 8604 13.9 - . . 

市 . 80 1.1 554 0.9 279 0.44 8332 12.8 2900 35666 7061 157116 16409 933771 
. 84 0.9 610 0.9 239 0.37 6568 9.8 3551 43324 9151 202959 21530 1223553 
. 90 0.6 661 1.0 208 0.32 5695 8.2 4585 55912 12548 278285 29604 1673319 

， 68 18.3 1154 3.8 436 O. 16 5811 19.2 ー . . 
田T ， 70 19.4 1124 4.u 424 O. 16 6262 22.3 

. 75 20.0 1165 4.3 306 0.12 4869 18.1 ーι

宇f. 80 16.4 1222 4.4 229 0.09 3821 13.7 3222 39304 8391 189972 19467 1134603 
， 84 14.8 1238 4.4 168 0.06 2788 9.8 4125 49607 11659 2h8056 25763 1502060 
• 90 14.4 1276 4.6 107 0.0<1 1711 6.1 5678 68111 16510 367196 35185 2054793 

一 一 -一zー「ー一 一一.一一一 一一
その他の腹設 (di町村¥!総段) ド水辺 ~人制祉鈴，R生 その他のIlt!':&

集会11! :Kt デイケアセンター(t1JlN> 保健センター

区分 .下水道

loorrr以上 fr ::t 1 1布陣f 人rJ1 老人 l 1 11，世J
村河た 万人当 司lJ!cJI極 i~及単 術}者数 l市町r 力人、'1 笛所数 やf当た

箇所数 面 積 箇所数 I匂積 り筒ffr たり筒 総 * 村~た たり
、 数 所数 ( rn) 

， 68 1919 313343 0.55 O. 19 163.3 16.7 . ー

金 ， 70 3404 691694 1. 04 0.33 203.2 19.6 . . 
市 ， 75 8517 2012401 2.60 O. 76 236.3 24.7 . 
町f ， 80 16349 4214574 78108 6898149 24.00 6.67 88.3 28.0 
村 ， 84 20604 5029203 101965 8565208 31. 30 8.50 84.0 32.5 

， 90 W39 5693067 136331 10576111 42.10 11.03 77.6 17.4 316 0.10 4.8 1063 0.33 

大 • 68 142 37693 6. 76 0.07 265.4 &0.0 
. 70 221 75206 36.83 0.11 340.3 5'/.6 . 

額t • 75 669 217057 74.30 0.29 324.4 69. 7 ' ー
• 80 897 224343 5206 417486 520.60 2.15 80.2 71.1 ' 

巾 . 84 1181 283239 6763 539685 676.30 2. 78 79.8 77.8 
• 90 1686 401087 9768 786515 880.00 3. n 80.5 91.4 49 4.45 0.1 8 O. 73 

， 68 796 119054 1.18 0.15 149.6 13.8 
者B • 70 1203 213959 2.03 0.22 177.9 17.7 

， 75 3015 661914 4. 76 4.89 219.5 18.8 -
市 • 80 6395 1747228 32765 2873781 51. 50 5.04 87.7 23. 7 

• 84 7986 2066930 42218 3536766 65.90 6.2'/ 83.8 28.6 
. 90 10005 2475467 56742 4482983 88.10 8.17 79.0 46.0 91 0.14 0.1 343 0.53 

• 68 981 156596 0.35 0.32 159. (j 0.3 . 
回T • 70 1980 402529 0.74 0.70 203.3 0.5 . 

， 75 4833 1133430 1. 85 1. 79 234.5 0.7 . . 
村 • 80 9057 2243003 40137 3606882 15.40 14.40 89.9 1.5 

， 84 11437 2679034 52984 4488757 20.40 18.69 84.7 2. '1 
• 90 12448 2816513 69821 5306613 27.00 25.01 76.0 11. 9 176 0.07 0.4 712 0.28 

64 

その他の継投 公鴎(市町村rn

保健センター 都市公l{4~宇 その他の公開 人Ul

lメ分
人当り In圃f'Il.公

箇所数 面繍 I行田rN 関 1~所

全
市
町
トI

大

都

111 

都l

市

町

村

人l1l0
万人吋 延パI創鎖 鱗所数 I話 線 筒1事t数 面 積 ( rri) 立公l剥 ¥JjたりIlii

たり (rn) ( rri) ( rri) 前i~ 級 (rrf)
(rri) 

， 68 ー 8408 172009466 1. 67 20457.8 
. 70 ー 12223 204744539 1. 97 16750.8 
， 75 .円 21278 269964032 2.41 12687.5 
， 80 37952 363107827 1017 14196701 38969 377604528 3.23 9689.9 
， 84 50452 443075012 1477 21221993 51929 464297005 3.87 8941. 0 
， 90 0.86 1510555 68676 579399000 2391 49633232 71067 629032232 5.09 8851. 3 

， 68 2291 20130397 1. 03 8786.7 
. 70 3799 23098505 1.16 6080.2 
， 75 5732 44087458 1. 90 7691. 5 
， 80 ' 10655 63439554 3 292000 10658 63731554 2.63 5979. 7 
. 84 13164 80626138 41 402453 13205 81028591 3.33 6136.2 
. 90 0.03 4594 16814 111038944 59 611851 16873 111441397 4.25 6604. 7 

， 68 . 5644 139255681 2.63 24673.2 
， 70 7723 164243176 2.95 21266.8 
， 75 ー 13535 195449454 3.17 14440.3 
， 80 23207 249817138 219 3575615 23426 253392753 3.90 10816.7 
'84 31452 296609910 250 3619890 31702 300229800 4.46 9470.4 
• 90 0.49 1053821 43002 368637637 307 9650965 43309 378288602 5.44 8734.6 

， 68 . 473 12623388 0.42 26687.9 
， 70 . - 701 17402858 0.62 24825.8 
. 75 2011 30427120 1.13 15130.3 
• 80 4090 50151135 795 10329086 4885 60480221 2.17 12380.8 
• 84 5836 65838964 1186 17199650 7022 83038614 2.93 11825.5 
， 90 2.55 452140 8860 99722419 2025 39370416 10885 139092835 4.98 12778.4 

*・68-'84は、排水人口/住民基本台帳人口(農漁村築港排水胞設.コミュニテイプラント.合併処理そう処E理分を含まず)
・90I;t; ，公共下水道現夜処理(3(厳内人fl+農業銀法排尿時鈴鹿tE処埋灰駿内人口十漁業集活排水胞設現在処現区織内人口+
コミ三ニティプラント処理人nト合併処坦浄化情処.fI(人[1/住民芸本台帳人11
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災 I-13 問の基盤整備樋頼別実施段l!~泳教 MI ・16-1 農業m務内を通っている市町村道の終備状況別.~~\弘教

市町村の総人fl規筏 尖!M.1(li柿1則合5)111:ltf~7&数

実施
市町村の総人11脱棋 市町村道が (その 1) 脳113.5m以 1:の道路延長割合別

D 1 DrtiorT村までの

30%~満 30-50 50-70 70%以 l二
[)I[)市町村までの 通っている 3.5m以上

割 2-3 4.......5 6-7 8割以上

所要時間 農業集落数 lfi 安時 no 農業集落数 の道路なし

全 国 66076 5873 4566 6986 48651 

(47.4) (4.2) (3.3) (5.0) (34.9) 
全 i司 138975 7003 6655 14884 17653 16578 76202 

(99.2) (5.0) (4.8) (10.6) (12.6) (11. 8) (54.4) 

30分未満 43461 3123 2453 3892 33993 

(50.5) (3.6) (2.9) (4.5) (39.5) 
30分木満 86111 3004 3832 9146 11332 10952 47845 

(99.6) (3.5) (4.4) (10.6) 03.1) (12.7) (55.3) 

30分-1時間 18526 2178 1650 2451 12247 
(44.6) (5.2) (4.0) (5.9) (29.5) 

30分-}時間 41284 2823 2116 4391 4940 4438 22576 

(98.8) (6.8) (5.1) (10.5) (11. 8) (10.6) (54.0) 

1時間-1時間半 3233 425 342 498 1968 
(37.4) (4.9) (4.0) (5.8) (22.8) 

1 時間半以仁 856 117 121 145 443 
(27.3) (4.7) (3.9) (4.6) (14. 1) 

i時1111-1時間半 8503 886 493 937 953 898 4336 

(97.9) (10.2) (5.7) (10.8) (11. 0) (10.3) (49.9) 

1 時間半以上 3077 290 214 410 428 290 1445 

(96.8) (9.1) (6.7) (12.9) (13.5) (9.1) (45.5) 

ilï街化区j或内~t容を除く 市街化区繊内集落を除く

変 1-14 用排水改良 次 1-16ー2 農業lJH~内を通っている市町村迅の盤備状説別貸業lJ!務数

市町村の総人口規糠 ~胞I而梢割合別農業1必然数 市町村の総人n規綴 (その 2) 舗装総別 市町村道が

実施。1D市町村までの

30%J-:泌 30-50 50-70 70%以上

所要時間 農業集落致

。1D市町村までの 舗装道路が 通つてない

1 割 2-3 4-5 6-7 8 割

所要時間 ない 農業集落数

全 国 69308 6148 4892 7543 50725 
(49.7) (4.4) (3.5) (5.4) (36.4) 

30分未満 45604 3279 2668 4291 35366 
(53.0) (3.8) (:J. 1) (5.0) (41.1) 

30分-1時間 19425 2283 1762 2611 12769 
(46.7) (5.5) (4.2) (6.3) (30.7) 

1時間-1時間半 3471 448 :J59 506 2158 
(40.2) (5.2) (4.2) (5.9) (25.6) 

1時間半以上 808 138 103 135 432 
(25. 7) (4.4) (3.3) (4.3) (13.8) 

令 国 20鎚 2171 5222 7859 7638 111997 1147 

(1. 5) (1. 6) (3. 7) (5.6) (6.9) (79.9) (0.8) 

30分木満 954 1052 2971 4668 6007 70459 348 

(1.1) (1. 2) (3.4) (5.4) (7.0) (81. 5) (0.4) 

30分-1時間 834 791 1735 2413 2800 32711 511 

(2.0) (1. 9) (4.2) (5.8) (6.7) (78.3) (1. 2) 

1時間-1時間半 228 218 380 510 565 6602 187 

(2.6) (2.5) (4.4) (5.9) (6.5) (76.0) (2.2) 

1時間半以ヒ 72 110 136 268 266 2225 101 

(2.3) (3.5) (4.3) (8.4) (8.4) (70.0) (3.2) I 

rli街化lメ減内集落を除く
市街化区峨内集落を除く

"J< 1 15 用排水改良のうち、 JH排水路

市町村の総人口規棋 ~~而績割合見11農業集t客数
実施

DID市町村までの

30%米満 30-50 50-70 70%以.1:
所要時間 農業集落数

全 同 51004 4:J98 3583 5471 37552 
(36.6) (3.2) (2.6) (3.9) (26.9) 

30分未満 33753 2406 2000 3161 26186 
(39.2) (2.8) (2.3) (3.7) (30.4) 

30分-1時間 14290 1602 1273 1857 9558 
(34.4) (3.9) (3.1) (4.5) (23.0) 

1時間-1時間半 2357 300 234 360 1463 
(27.3) (3.5) (2.7) (4.2) (16.9) 

1時間半以上 604 90 76 93 345 
(19.2) (2.9) (2.4) (3.0) (11. 0) 

一
r!J fjj化Þ(~内集落を除く

I;(j- 67 



市町村の総

人口規棋，

DID市町

村までの

所要時間

全国

30分未満2

30分一 1時

問 3 
1時間}

1時間半4
1時間半

以上 5 

表 1-1 7 農家のし尿処理方法別農業集落数

総農業 水 洗 〈

公共機関 自家処理 公共機関

i長子客数

一

140122 1)869 12602 531)55 
(3.5) (9.0) (38.2) 

86459 3977 10239 36277 
(4.6) (11.8) (42.0) 

41795 812 2105 14046 
(1.9) (5.0) (33.6) 

8690 67 231 2458 
(0.8) (2.7) (28.3) 

3178 13 27 674 
正0.4) (0.9) (21.2) 

'-ー・ 一

み

個人業者

4095'1 
(29.2) 

2537'1 
(29.4) 

1250'1 
(29.9) 

22'19 
(25.9) 

827 
(26.0) 

表 1-18 農家の家庭雑排水の処開方法別農業集必数

市町村の総 集落内 宅地内

人口規模，

DID市町村 公共下水道 河川|に流す

までの 排水溝 吸水ほ

所要時間

全国 5367 40895 8'116 22268 
(3.8) (29.2) (6.0) (15.9) 

30分未満 2 4369 26370 5085 11601 
(5.1) (30.5) (5.9) (13.4) 

30分一 912 11200 2734 7823 
1時間 3 (2.2) (26.8) (6.5) (18.7) 

1時間一 74 2259 434 2134 
1時間半 4 (0.9) (26.0) (5.0) (24.6) 

1時間半 12 1066 163 710 
以上 S (0.4) (33.5) (5.1) (22.3) 

()I{ 

取 り

門家処理

28242 
(20.2) 

105B2 
(12.3) 

12328 
(29.5) 

3685 
(42.4) 

1637 
(51.5) 

広l~用用

排水路

53279 
(38.0) 

34973 
(40.5) 
14843 
(35.5) 
2766 
(31.8) 

697 
(21.9) 

その他

9897 
(7.1) 

4061 
(4.7) 
4283 
(10.3) 
1023 
(11.8) 
530 
(16.7) 

とDID市町村との時間距総との関連は，相対的な傾

向は見られでも， i9lJ数が少なすぎる.たたし， 1タ~給水

滋とはJえないが， D 1 0市町村に近いほど，農業用

用排水路への放沈の取がはコぎり向くなっている.@

の用排水改良のdうち，用排水分続の実施E院がDID市

町村ti:近いほど高いこととあわせ考えると，農業用排

水路への雑排水放械がD[f)市町村tこ近いほど多いこ

とがlíl~i，~される.

以ト， -A'.t常識的に同一町村内にあっても，その中

心部(f!flちの J f))に近いほど，町場的で，道路等諸

&l:設の都市的な苔:昧での桜倫水準が高いといった感が

あるが，そのことがト記諸ヂータによっても硲認出来

るのである.言い符えれは， 010市町村への時間距

離ががい終，都市的主昧での斗活環i完拶倫水準はゐ<，

かっ，農業基終の理事{織も進んでいろと吉元~.

以上が，公的秒{漏水準とF'I治組織の空間管潟改善号機

能との関係の媒介l長としてf)1 [)市町村からの時間距

縦を用いる線拠である.

さて，まず，表 1-19によって， f長穏としての共同

作業の実施状泌と DID市町村からの時間距灘との関

係を見ょう.

1970年においては， D 10からの時間が長くなるに

従い， 一途，集落としての管理を実録する集落の比率

は高まり， r [) 1 0都市に関係なし」の集活群では8

害11を略す.そして， r全戸出役J原則も， 100%近く

牛きている .これに対し， r30分未満Jのきた孫群では，

2/3で実絡し， r全戸出役J，京員1)も智子，低くなる傾

向が見られるなど，比較的明確な奈がみられる. 199 

0年では，機相はかなり異なる.やはり， r30分来満」

のf車線鮮での笠滋としての終環実施比持活は最も低いが，

最も率のI弱い r30分-1時間」の集淳書学との差は6.2

ポイント tこすまfない.ただし， r全戸に出役義務Jの

あるものの比1樹立， 32.8%と44.4%になっており，こ

の差はかなり大きい.1970年と最も爽なあのが， r 1 

時間以1-.Jの集孫右手ではかえって r30分-1時間」の

ものより集落管理の比殺が低下ずあことである. r令:

戸出役義務Jのある$は r1時間以ヒ」のものの方が

智子高いのではあるが，これは，やはり r1時間以上」

の農家群に，小戸数集維がより多〈合?まれているため

である.ちなみに， r 1時間以l-.Jの集落の65.4%は

69-

49戸以下で， 9戸以下のものも8.7%にのぼっている

くいずれも90年センザス).このように， r 1時間以

上」の集落では集殺としての管理を実絡するのであれ

ば， r全戸出役義務」がより強い(また全戸が:1:1なけ

れば管理が間難な築港も多い〉ものの，全体としては，

ま俗としての管理者E実施する乱滋の渚は r30分-1時

間J，こ比べて若子少なくなっている.

I欠t;:，表 J-20によって， D I 0市町までの時間距

縦と寄り合いの開催回数別集落数，寄り合いの議題別

集線数との関係を見ょう.

寄り合いの開催回数については， lH80年， 1990年と

もDIDとの時間距離による浮tt，ほとんどない.

寄り合いの議題については， 80年， 90年に共通する

「土地業総鞍備等の補助事業の計阿・実胞Jと「農道

・修業用問排水路の維持 ・管湾Jについてまず見ると，

前者については， 1980年では， 0 I 0との時間開献が

長くなるに従って課題とするま左手客の率は高ま石. しか

し，その菜は5.4ポイントとさほどではない.後者に

ついても同綴の傾向を示すが， ro 1 0市町村と関係

がないJで，再度， ~おが低下する.このように，少し

の差異はあるが， 1980年限階では，全般的に農業集落

であれば「十:1也謀総整備等・・・・Jについては2割前後

の集穏で，また「農道・農業周周排水路・・・・Jについ

ては4割前後の集落で話題とされていたのである.次

に1990年の状況を見ると，前者を議題とする集落の率

は全体として半分得度に減少している.その中でも，

DID距磁の畏いものほど，議題とする集滋の怒が高

くなる点は80年とかわらない.後者を議題とする集落

の比患は，前議題とは逆t;:，全体として高くなってお

り， r30分来i首Jの集浴・群においても43.4%の集落で

議題となっている.これについても010との距磁の

長さに比例して，議題とする集磁の比率は雨くなり，

53.0%に達している.

以上， D 1 D市町村との時間~e縦を媒介として，公

的型車備の進展と集落自治組織の空間管狸改善機能との

関係を見て来たが， 1970年においては，公的守護備の進

康とともに，官主間管理改善機能が低下する結果となっ

ており，これに，者Fの r;章識の都市化」が加わって

いることがほぼ，実証し得る.それに対し， 1990年で

は， 70年の関係t;t，際認出来るものの，集落の主体的
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表 1-19 DIDからの時間距離別農業集落における共同作業の実施状況

集落として管理している
区分

• '0 
DIDからの 共同作業

全戸出役
出不足金を 日当を支払う

時間距離 とる その他

30分未満 28213(67.1) 20352(48.4) 6389(15.2) 1472(3.5) 
30"" 1時間 34856(73.1) 24646(51. 7) 8669(18.2) 1541(3.2) 
1時間以上 25873(79.6) 19470(58.3) 6401 (19.2) 715(2.1) 

DID都市に 9946(83.1) 7303(61. 0) 2510(21. 0) 133 (1. 1) 
関係なし

集落として管理している
区分

• 90 
DIDからの 共同作業

共同作業 全戸に出役義務
時間距離

30分未満 51389(62.9) 26778 (32.8) 23854(29.2) 
30"" 1時間 27382(68.8) 17671(44.4) 9465(23.8) 
1時間以上 7395(66.5) 5147(46.3) 221609.9) 

」 一一

寧 1970年度については北海道を除く

と、吾， 湯河内
』、~ 〈司E
-3 fi 
注m陶

ぞ・・ (4 d 

議干1 ベ勺
(~ 

~ 
~ が まZ
s- r‘ー
~ 代->-
:ま と.少，、 ロ
ペ

. . 
<"' 

Z=8耳E E、8E草l 
J 

合唱

情調 k景e見

"" "" 8 84 
連雪事

{ 蜘8 r宅マ主

-& ~ 
r当 』、、4 

~ ~ 

集落で人を
集落として管

lロh at 
雇う

理していない

156 (0. 4) 13702(32.6) 42071(31.1) 
142(0.3) 12673(26.6) 47671(35.3) 
63(0.2) 6722(20.1) 33371(24.7) 

14(0.1) 2010(16.8) 11970( 8.9) 

人を扇って
集落として管 ぷロ』 計

行なう
理していない

757(0.9) 30285(37.1) 81674(61. 6) 
246(0.6) 12411(31. 2) 39793(30.0) 
32(0.3) 3717(33.5) 11112( 8.4) 
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条件下での生存続争の中で、それも』適応し得たものが別的・弘的行為によって支えられるものとなる.!n3 

給処的に'1.:.き残リ、従って、その形質が遺伝的人持続スは、 JI"農家のtht人、 j青葉化の進行はある緯度のケ

するというものである.ごれに対し、ラマルクは、生緩やかなものの治合であるが(ただし、急速なものも

ー定環境物には内在する『前進由(J~i量傾向 j があり、無しとはしない)、イl米の集泌を勝成していた農家集

に対する伶物主体の習慣的努力が新形質を種得するのn.. 、 確固とした.~経営とそのJU症を持ってi引が、

であり、それがi宣伝的形質として持続するとしているおり、従住化傾向に主体的に対比、して、農業!tff関係

V
部
品
川
叩

抽
匹
副

司

鰍
副
司
ま

叫
屑
凶
以
}
惜

S
F
r比
T

{
凶

.
同
一
日
)

由
由
回
目
的

{
咽

.0
司

)

守
由
同

(
巾

.
H
N
V

-守
口
回
目

{
h
.

H
N
)
 

師
同
国
司

(
伺

・
4
V
N
〉

円
∞
回
{
V
N

(
由
.
∞
パ
〉

日
明
白

-
v
N

(
伺

.
m
u
)

一
泊
司
副

(
N
.∞

吋
)

円
ザ

N
J
T

{
∞

.
ト
『
〉

m
d
w円
∞

(
円

.
m
H
)

』
「
問
的
{
〕
パ

回
N

J

H

(
∞
.
曲
。
}

白
目
白
田
町
『

〈

h
.
沼
山
)

J
Z
O的

(∞
.坦
∞}

∞O
ザ
時

(
内

.
h

∞}

∞
由
也

O
J
V

(
由
.
唱
団
)

∞
-v凶
何
回

∞-vmマ
双
山
『

回
目
ザ
由

回

N
門
的

N

D
N由
回
ザ

-
V
F回
一
v
同A

m

ニ

ν二
区

ω

二
O
D伸

e
ν
Jリ

4

凶

R
S
R
W楓
幽
明

け「
4
U引
計

E
曾ベ

-4
伺

F
.伸凶
H
a
f
恒
常
川

町民世

-th柄
。
円

ab 
ニ

九
時
為
躍
。
田
町
H
4

xh圃

p
r
Q
い
の

E
泣
H

J

余
O
的

4ミ

回
復
b
d同
緩
同
ニ
h
明
会
一
綜
抽
出
直明
£

種

Mm
E
営

env灸
Q

H

Q

お
付

添

余

白

内

斗
送

EVE-

-
湾
・
米
布
市
白
円

凶

4ロ<n 民
営
ぽ
陛

e

h
V
以
前
な
釘
佐

Q

H

Q

 

O

N

l

】一
様

.エンゲルスは、これらを燃理し、前者を「機械~J

f必然性J を角~IVJ111来ぬものと批判し、 後者として、

-73-

を!'Ijの組織から独¥7させて権保し、従来の自治組織と

肘{!=地組織の併作を.家夜中心とする{f.米J.'HI..fiのヒ

<:> 
c> 

ー72

。
∞
島

u' 



除Ill-.l

佐賀県伊万里山

人川町、ヱ川原の位置

>r-<:rベ'H~入"('-，<.>-ベ.0・ H.>-<..

74 

佐賀県

1 
1 

7fi 



を II1的諭Jとし、その l二で、例外;としてではなく、

6縄 lとしての r(l的諭』をより IEしいと評価してい

る.そして、 I進化lを適応(生物主体の内的な11(1<) 

活動、変化した崩事情ハのより入・さな適応能JJによる

選択)とi宣伝との制圧作用と定織している.

さて I 進化 ー の~1:会変化の応対jの~1I立、いわゆる『

ダーウィニズム をはじめ、スペンサーの社会情11/の

復鋭化 ・豊富化(分化と、それらの聞の協JJ関係の発

生)といった 「社会jffi化論lなどがあげられる.鍍お

のここに用いた I進化J11スペンサー的傾向にお}うも

ので、'j.;~物進化.íiからいえば、ラマルクや、エンゲル

スの If}的議}に近いalt勾のmいJjである.m鉱山治

組織を f個体・あるいは 『樋Iになぞらえ、 f変化し

た諸事情へのより人さな適応能力によるある種の形慣

の選択lといった意味である.ただし、 f形質j遺伝

は、 この際会めていない.従って、近年の分子レベル

の進化諭 (DNAの分チレベルでの変異の確議統計的

分析等)には全く関係させるパくもない.

なお、立川集落に関する調企は、 1988年11月、 1989

年8月、 1990年5丹、 1991年3月の4次にわたって尖

施した.

日-1 立川集落の概要

(1) \1:川集落の位ír1~事

立川は、佐賀県阿部fP万里市内の*郡大川町に属す

るま終織で、大川町内では、 相知町と隣銭する東北部に

位置する.西に伊万.111.と唐津を結ぶJR筑肥線、校浦

川がかすめ、それを r1に、 見H-入り込む比較的仏い谷

間の~務である . 1889年(明治22年)、 町村tllIJ緑色行時

に大川野 (大川町の中心)、山n、lUlII代、川段、川

西、駒鳴と合して火川村となり、 1954lf、伊万ItU桁ti

制随行時に、市に合併して現4年:"-.Jドっている.行政t(

としては伊万f泉市L合まれるが、大川町は、それをエ

リアとする大川町.協があり、鋭、ぶどう、肉't:見;.I't

、米作を絵とするa:rを中心，-'1:泊分野の a 部を合め

た 1111本寸j 的まどまりの色狼い地滅である.

(2)立川の長業 (I 970~90年の推移)

農家数は、1970lFの72μから ・貸して減少を続け、

1990年九は52戸と20r>の減少を弘ている. 方、 ..家

訓併は今般に低く、 '104ド~80年までは低ドし、 85if から

76 

はi9!に刊かに.tt'IJJlIlている.これは、¥'，JlIk炭鉱があ

り、 19'/0年間山したものの、その賎WII~. {符が多 く、従

って民政調鮮は低い.tk況が続くが、叫¥i'/11t't'i'iが、その後

減少~軌けた結*、 相対的r農家単が l 舛 ヂるご止ど

なったものである.ただし、 804'の線復感の低 ドは、

rn大川小学校立川分校跡地に陶 1:会社がtIl来、その~f

宇:に民nする{lt-椛がmhnした為である.その中で、 ~t1

業S毒液は1980年のY戸という滋句込みがあるが、この

点は r!~.H J上の12とはられ、 、ニれを除くと、 25%.-

36%と高い水慨を総持しており、 1990年ではむしろ、

他の各年度より取でmnllしている.m .争重派業農家も

In1織であり、 良某'11心のcl家が70if.-90年を通 じて、

7割- 8 割を内めている.従って、 .~反の減少は、 節

二樋~Ut農家にほぼ、 集中しており、 90lf.・には 10戸ま

で減少している.

これら良家の鮮骨m地縦僚は、は11. -賞して、 経

営務地縦棋1.Oha以 1:のものが徴mして必り、 2/3強を

1985{1'以降では ~Jiめている . その逆に、1.Oha木満の

婦では、むしろ胤慣の納小傾向がはられ、 r(l給的J

農家を純て厳農へ向かう婦と、組棋を鉱大・ 維持する

腐と「分化していると訂える.それら純常務地の内訳

は、1990.(ドで、 広川1001:対し、*樹l剥が156と、 *樹

聞のウェイトが高く、この傾向は、 1975{f ・以米、 r，~織

に彬移している.果樹園、即ち製闘を中心とする経営

である.農家 1f i ¥J1 t.りにすると、水IHの面積は、 19

70/fの53aから徐々1-85"Fの77aまで!t1hnし、 90tfl-

tま子、 減少して73aとなっている.減反・ 米の't:K.調

態が始まっている1ftでの水間が期加しているのは、後

に詳述するが、炭鉱閉111後に始まつ/三鉱刀直!日事業と

それに続く県営団1財続制Lよる)j(UJの内生 ・復元によ

るものである.85-90"ドの減少は、 米の減反によるも

ので、 ~t絹〈の車r‘換が行われている. *樹聞は、70iド

から80"11-/J、けとmnllし、その後90"1ぷで再び減少し

、'10it・の1m績をド[i'lっている.しかし、 鹿家 11 i凶作

りl唱すゐと、やはり I980"rがピークで1.1必laとなり90

4刊 は1.08hal-減るが、 70lf.の73u k.l.tパ、かなり 1:

同った.tJ.;錨が維持dれている.水削と斜閣の比率は.

家 I戸当た りにすると、 1980年以降、ほぽ、 7: 10の

バランスで縫移している.畑九ついては、所有農家・

繭械ともk大きく 減少しどおり、ごのごとからも、 11.

表日 専Jft:lJJ I J J!!!家数等

総r1数 総数
段家 場支n第 一極Jfi 第:極兼

家数 業農家数 来農家数

70 216 72 21 29 22 
75 67 17 36 14 
80 234 59 7 38 14 
85 199 57 14 26 17 
90 180 52 19 23 JO 

長 1T 2 経営緋地総面相 と所有戸数 Uit{ll: :μ、 a)

h経地u営総t耕面
問 畑 樹i覇地

川のあ 稲作付 畑のあ 畑 の 樹園地 果樹凶樹園

る出家 る農 家 のある 地の

数 面積 川i面積 数 面積 農家数 商梢 面積

70 8590 69 3654// 3660 68 230 64 4700 / 4700 
75 9472 62 3205 / 3690 63 424 55 5361 / 5361 
80 9872 55 3583 / 3923 55 150 51 5799 / 5799 
85 9177 50 3315 ./ 3856 54 185 46 5136 / 5136 
90 8242 49 2912 / 3596 28 112 42 4534 / 4534 

来 日 -4 農序物販先金額脱検別農家数

50 50 100~ 150~ 200~ 300~ 500~ 700--- 1000 
100 150 200 300 500 700 1000 万円
万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 以上

80 5 5 3 5 7 22 5 2 31 
90 。。 2 3 8 11 8 9 

点目ー3 経営耕地面積規模 見IJ段家 数

例規定外 0.3ha 0.3--- O. 5--- 1.0--- 2 . 0~ 3.0ha 
~満 0.5ha 1.0ha 2.0ha 3.0ha 以上

70 6 10 20 25 9 2 
75 5 10 10 23 17 2 
80 1 4 4 11 18 15 6 
85 7 3 7 17 19 3 
90 1 6 3 7 16 15 4 

来日 5 農産物販売金額第 1{立の部門別農 家数

稲作 野東 *樹 肉川 養豚
胞凶設芸 そ商の産患の

軍i 知

70 34 36 ー ー

75 19 ー 40 5 5 
80 14 ー 37 5 1 .‘ 

85 12 F 36 7 ー

90 8 ー 31 6 . 
ー

，，-
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農業就業人n

リ1 与;

16'" 30--- 40"-' 60 ........ 65才 16 "-' 30"-' 40--- 60"-' 65，.}' 
小計 小~~

29..t 39 • .J-" 59.{" 64才 ~ 29 . .J-" 39才 59才 64 . .J-" ~ 

69 7 12 24 26 94 11 23 35 25 16:3 
70 

(57) (6) (34) ( 17) (59) (6) (94 ) (4) (116) 

77 19 7 27 6 18 84 12 18 33 7 14 161 
75 

(43) (8) (6) (22) (7) (36) (3) (l0) (19) (4) (79) 

71 13 5 31 2 20 77 7 8 40 4 18 148 
80 

(43) (8) (5) (26) (4) (40) (1) (5) (31 ) (3) (83) 

73 11 11 23 11 17 82 6 12 3'， 9 18 155 
85 

(53) (7) (11 ) (22) (8) (5) (48) (3) (9) (27) (6) (3) (101 ) 

6 表日

7~ 

農業労働力保有状態別農家数 0990il:)

専従者なし ~Ii従!iは '1;.:.子だけ

補助者も kの補助 男の補助 i人 2人
計

者男の補助 %活の補助 男の補助 リjの補助
いない お-だけ 者がいる カ川、る いない 者カtいる liいない

9 6 2 2 2 r .固 ー

男子専従者 1人
男子専従

I世帯主(男子)専従 あとつぎ(男子)時従65-f未満の
者のいる

男f専従
6のo省男r;が点子満専

itt- !J:.O)咋従者はいない おkのlり人f従以 女の専従者はいない
農家数

省がいる 従い %の補助 者男の楠助 男者の補助 おツiの補助
る 持がいる なし カ川、る なし

41 33 30 24 ー 3 15 ー ー

男子専従者 l人(つづき) フ~ f'W従将2人以上

(つづき) その他の世帯員(男子)専従
l佐市主と 1":帯1:と あとつ他ぎ その他の

者kのl人専従以
女の専従者はいない 女者のl専人従以 その他tlの とその

ぁνっき 1I十市が の1ft帯 Ilt.;ji!!だ
上 者男の補助 者男の補助 上 ~I!従 が咋従

カ旬、る なし がリI従 けが専従

3 2 17 10 7 ー
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) 11の農業は梨生定を股大の柱とするものであることが

明らかである。このことは、農産物販売金額第 1位の

部門を見ても同織で、 1970年、稲作を l位とするもの

と梨をl{立とするものが、ほぽ相半ばしていたが、そ

の後、徐々に梨のウェイトが高まり、 2/3が梨を 1I立

とするに至っている。同時に肉牛を 1I立とするものも

稲作HなのものL迫る状況が見られる.そして、これ

ら梨・肉用牛の{Itびによって、農産物販売金額も伸び

ている。 1980年と90年を比較すると、販売金額500万

円を境に、 80年では50万円米満農家を除いて、 500万

円未満が42戸、 500万円以上が10戸、 90年は同織に、

それぞれ14戸と28丙となっており、その10年間に、 50

0万円未満が1/3となり、 500万円以仁が3倍となる逆

転が生じている。梨については、品純更新や品質向上

、出街時期等の工夫と価絡上昇及びi母樹の成熟等によ

る粗生産額の噌大があり、肉用牛では飼長頭数を治や

すことによる粗生産額のk舛があった為と見られる。

農業就業人11については、男!J:.とも40--59才の働き

盛りの世帯主夫財が中心となり、次いで、 65才以上の

就業者そして、 30J'代の後継おが加わる、安定した労

働力の状況を呈している.90年九ついては、 85年まで

と同様の資料はないが、男性の70%、火性の60%は、

100日以上、自家農業に従事している.

以上、立川の農業は、下限部分の雌農傾向を含みつ

つも、農家の8割は、梨+米、肉用牛十米という経営

形態をもって、生産額、労働}J、土地基盤ともに堅実

に確保し、将来的にも一応の安定性を保つ経営状況に

あるものと言える.

(3)立川集落における混住状況

立川に石炭が発見され、採掘が開始されたのは、 19

世紀初頭、江戸時代の文化年間とされている.それ以

降、小規袋な採炭は続けられていたようであるが、昭

和初頭に本絡的な炭鉱開業の為の調子tが始まる.鉱脈

が有望であることが修認されたものの、産tMf.)(の綴出

手段に問題が多く、 一時期立ち消えLなりかけたが、

1935年、当時の北九州鉄道(現住の JR筑肥線)がUt

津~伊万里間全線開通するに及び、 1936~f大fJ鉱業に

よる、立川鉱業所が開設されたのである.出炭のピー

クは1965年(昭和40年)であるが、鉱員数のピークは

1940年の1284名で、家族を加えれば、 2000--3000人の

80 

JI;&(家人rJ;を擁したことになる.敗戦後のピークは111

炭悦、jJt;Ll数ともに1965{手で、鉱u数は410名となっ

ている.その時点での立川の人11は2669人、政家人n

は推定で多く見績もって400--500人程度と与えられ、

人口、世11'散ともに、 f正来の農業w務の胤棋の人nで

4--5(，庁、 111・'*散で 6--7倍の、いわばJI;農家集団が

同居したことになる.

これら炭鉱の鉱区とf.)({t街は、 196~{1'4時、凶 H

7 に 1)'す通りで、。i川!l!務AlÎ.奥部のI有~tk広がり、 1泉

浴領減面積の約1/4を占めてい弁。この炭鉱の千戸イピは

、ぽf接・間経に、 !立川縫業kとって、織々な障苫を生

んでいる.低銭的なものとしては、係炭!又が丙}j地下

に仏・がることにより、農地の陥没、地下水の姑泌が先

生しているし、洗炭排A<I，よる農業用水の汚濁、大雨

の際のボタILJのi.砂のぬ入九よる汚濁等も頻玲してい

る.間J妥的なものとしては、 1I1林の伐採、友 Lのi<<tll

空宇により、大雨の際のIB水述l!rが.lt1.kすることによる

洪水発生頻度が高まったり、平常時むも、 1:砂の堆舗

による農業JlJA<路が詰まるなどの被23があった.結巣

的には、 1エネルギーtlV命 IとともL炭鉱!lr業は衰退

し、 1970年、閉山会迎えることとなった.しかし、開

鉱から閉111までの344'-聞は、決して短い期間ではない

.また、閉111後も、姥¥111仕術も比絞的多く、 1975年時

には、人n804人中0)463人が非農家人[1であり、 65年

当時の極端な状況はないものの、混住状況は現夜まで

続いている。

日 2 立川集活自治組織の憐造

(1)集落自治経l織の機情及び役員締成

現住の袋詰喜の自治維i織の機構及び役LH修成は凶 LI

4の l昭和58if(1983年)以降の民役此織成j に示す

通りである.[i (~i答口治組織)役Hは区民 1 名以下

、分~1='葬(集泌公民館) 1名、体ff委日(社会体育

関係) 1名、監It1名及び各厳選:11の評議員11名とな

っている.1ズ長仁也紙して、冴記 l名、補佐、勘定、

m務係~I 名が配されている.なお、評議Ull 名小、

1-4班(炭鉱関係銭陶r..のHOを除く 7厳選出のも

のは、生産組合委員を統ねている。 HIJち5-11.胞は、

本来の..業集落機成員であることを意味する(ただし

、そのうちの 5、6、7Hf.は、炭a;tJHill者を多く含む

がそれは、従米の雌業集協のHEtji~{の混入した形であ

る為、そのうちの従来の農家の作化をもって農業集落

構成併位としている). 11人のJ平必Hの他に、同じく

各班ごとに、行政連絡係的性絡の隣保班長が置かれて

いる。生産組合は、この!M客自治組織とは独立して設

けられている.榊成nはv:川内腿家で、区とオーバー

ラップするが、組合長 l名、補佐役として、勘定、.!f

記、監/t1tIt;が付き、 lニ記した 5-IIJ#Iの評滋日を

絞ねる生皮組合~nと泌絡等九%たる生庄組合班長が

下部を機成する.ζの'tptJfL合と関係を持つものとし

て、むしろ、大川町農協下部組織的性格が強いが梨't

lf:l!iの組織である[婦五組合が作{.cしている.

以上、現企の~r，喜肉治組織の燐成及び役員締成は、

何段階かの変遷を餅て来たものである.記録をさかの

ぼれる範囲で見ると、昭和36年(1961年)の組織縛成

と役員憎成がある.現状との差異は、第 1に生産組合

の位置付けである。この変化の経紛は、昭和42年 09

67年)、ち時集:m公民館管理人減区長の死去に際して

、第 1~長f[ぎ民は区行政と工事関係一切を執行する.

生産組合長は生産関係のみ執行する j 第 2~定「区長は

生産組合長合同で話し合って行政する Iが検討され、

結局第 1築が決定された.袋するに、第 l案は区行政

からの農業生産に関する機能を分雌・独立させること

で、区行政の性絡をいわば「居住地I基盤に限定する

方向であり、第 2~区は、農業tt産に関する駿能を組み

込んだ、いわば在来の農業集務自治組織の性絡を維持

しようとする万向である.調査において第 l案に決定

した喫由を明らかにすることは出来なかったが、在来

農家側の f区に引きずられず、自由に生産関係の協同

的事業等を農家集問独自で遂行したいJとする意向が

強く作用したと般察される。結果として、金庫組合は

区長の統括の下を厳れ、区組織内にとどまるものの、

独自的・併立的位置をしめることとなった。

第 2 の差異は、誕のJ#I~降成である。 1961年時点では

匹の班として f大光班 l及び 1-8班の 9JfEが存在し

た.これらの他に、区外底、朝鮮班がある.区外班は

侠住街を意味し、朝鮮班li朝鮮半島から刷われ坑夫や

炭焼労働者として人組した人途のグループであり、い

ずれも、築港ド1T台組織には合まれず、行政連絡時の単

位としてのみ位世付けられていた.また、大光班、 m

計1-

l班はイ正米の農家も僅かに含むが、炭鉱関係.aが多く

、かつ全体規採も大きい為、特別区とし、区外班、朝

鮮班と同様、}.III途隣保委員が配されている.いってみ

れば、立川の班構成は、中桜として、 2-8班を成す

従来農家群、その外縁を成す農家+炭鉱関係者の大光

・第 l両班、そして、区行政単位としてのみ含まれる

区外班、朝鮮班というモ垂の精進を持っていたことに

タる.それが、炭鉱閉山後、炭鉱関係者の急激な減少

に伴い、再編成が行われた。炭住は、大光、第 1班を

含め、その内部が9HEで機成されていた.閉山によっ

て、そのうち高砂、相生、大光の 3班を残し、他は消

滅したのである.その結巣、 1972年、相生と高砂が、

大光に続いて区組織への編入が認められ、それらを含

め、 11班槍成となった.大光班→ 1班 1班→ 2班

相生→3班高砂→4班 2班砂 5班 3J#I→ 6班

4班→ 7班 5班→8班 6班→9班 7班→10班

8班→11般と切り答えられたのである.

第3点は、 PTA役員が1961年当時には区の役員と

して位置付けられていたものが、 83年には消えている

.重要閣は確認l1l米なかったが、立川にあった大野小学

校立川分校が路校になったことと関述があるのではな

いかと思われる.

その他、 1961年~現在までの変化としては、①1963

年 l鉱苫組合J (参加農家61戸)が結成され、 1988年

の解散までの26年にわたって活動しているが、これは

区の組織とはされず、むしろ、生産組合に近い関係の

f認知された任意組合Jとして位置付けされたようで

ある(この組合の活動については後に詳述する). @ 

1973年、保育園委員が設置され、 81年に解散されてい

る。これは区組織の「専門委員Jのーっとされていた

• @1982年には、土木部員2名、水道部員2名、公民

館運営委員3名、顧問(区選出市会議員)の設置があ

ったが、何故か現{Eは存在しない.

なお、現在の集落自治組織の役員中区長、分E自主事

、体育委員、監査は年始めの会合の際に選挙され、任

期は 1年である。補佐・勘定.JfJ務等は区長の指名で

あり、区持議員は各政Eの推薦者を区長が指名する形を

とっている.生産組合役員は選考委員会による般車者

を承認する形式である.
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(2)集落自治組織の予算

集落自治組織予算の収入、 支出の内訳は表n8に

示す通りで、各年度若下の差は見られるものの、ほぽ

同織の機成を持っている.

まず、収入内訳を見ょう. r生産組合賦課金Jは生

産組合として、集落空間・施設を利用しているといっ

た名分での一種の区運営補助金としての性格がある。

「雑収入Jは分館使用料、由民年金及び保険料収集の

手数料そして、区貨を預金している事による利息を主

な内容としている. r納税奨励金」はrli民税徴収の肩

代わり手数料の性絡の強い物であり、 f駐在員給Jと

は市行政末端業務の下請に対する支給である.1982~ 

には姿を消した般道使用料とは分館に設慨された有線

放送使用料で、主に生政組合が支払っていた。そして

、在住俊平野毎に徴収される区費から点川区の収入は織

成されている.

ここで、医貨の徴収方法については若下、立入って

見ておこう.区f~は全戸-fl!ではなく、基本的には家

族数・労働力・経済})によって.段階わけが行なわれ

徴収される。ただし、失業等の事情による減額や戸毎

の値上げもされるなど、4s-ttt干iP1Tt，Yによる調整が加わ

る.この「査定j は区長を rl~心とする役員が協議の上

行う。この段階設定は、健認し得る般も占い時期には

、実に20段階にも遺しており、その後、 1969年まで13

段階で推移し、その後3段階I?(分となって現在に至っ

ている.ちなみに、 1986年では、 L070円/月 :85戸

判記

表n 8 ¥L川医予n:の収入・支出費目内訳

1963(駒38年) L965 1982 

区~ 区f聖 区費

収 納税奨励金 納税奨励金 納税奨励金

地租負慰金 地粗負担金 地祖負担金

入 絞送負狗金 政送負担金

維収入 維収入 雑収入

駐在員給 駐在員給

一

会議ft 会議費 会議費

交際費 交際費 交際費

旅費 旅費 旅費

需要費 需要費 需要費

支 役員給 役員給 役員給

分館運営費 分館運営費 分館運営費

負担分担金 負担分担金 負担分担金

~1 文教厚生金 文教厚生金 文教厚生金

消防費 消防費 消防費

事業費 事業ft 事業費

通信費 ー

Jtx送維持費 放送維持貸

財産管E壁" 財産管理ft 財産管1!1!費

八幡祉費 祭典費 祭典費

返済u 返済費

一
870円/月:76戸 670円/月:39戸の3段階である。

このような灰野の徴収に関する過去の興味深い事実が

ある。炭住が存在し、区の機成が r3m将軍造Jを成し

ていた、 1962年当時のことである。その時期、区聖堂の

徴収段階区分は8段階であったが、その年に区賃値上

げが提案された。これに対し、主に炭住街居住者から

の要望が多くlむされ、結局、 13段階に細分化し、主に

、小額段階については(主に炭住街居住者)実質値上

げ見送りの措置がとられる。さらに、そのような措置

をとっても、区費納入をしぶったり、不能な世帯が炭

住街に多く残った為、度重なる協議の結果、大光班、

第 l班、区外班、朝鮮班(いずれも当時)については

、班単位の区費負姐額を決定することに結着している

.これらの各班負担額を 1戸当たり月額にすると約16

!;:{-



表ll-9立川区議事録 (その 1) 

笠

ぬ 歯 車鐙笠舗 B "fT 事 c t( I~ 管 Eま p ・司匹

g 車1 それ1;131- 祭礼 それ以外 土地関係 それ以外

『税路事禄』

『総会誠事録』

..娘J有縫l!!(¥) -司T温附 -先覚者慰霊祭 -町民館宵祭 -区有地演界 (~) -労プフcu士川 -慢休日決定川

.，.会筏12(4) -敏宵旋~(2) -ハ舗網土祭典 . ')710-*"-代主主 -区有地突貫ω .，.主主総設純I毒・管理問 -ざなtまり8f皇け》

aa ・生活鳴鳩箆12(3) -用水路N(3) -宙産品喜平会 -土地売買ω • olj犯鑓訟後1奇・ 管理《υ -用水利用 (2) 

.m水際:!i(3) . ~~冗関係工事 ω -区有地管理山 -一般道i8!i(1奇・管理ω ‘4) 

tO 1 • OIi火箆!j!(1) <tS) <~> -明氷結忽緒的・管理(4)

. ~有地B産自.(1) .‘E量(~・管理 (J)

36 ¥13. -約宵徒主量礎1骨・管理t1i

.~虫館設面軍将・管理(3)

.a: -区有It傾向・管理!l(S>

-電気料金日}

. 1rl!(~>・ 1・cfi，(1)

• (':>-. IIV (1 > 

-網'ilIl骨・管理<1>

. ， :>-ド側主川・

. ~再火~厳重1奇・ 管理ω

『初議事録J

『絡会議事谷』

-集会筏NC21 -市・'!'!'9; . !LI川分館æ鳥~ -土地tfl毒・管理円; 1.芳明毒性<1) -鰻休日決;[<11

切 -乞;岳噴鳩筏窓口》 -憧6皐(2) -守)11ハ幡祭典 記念行事ω 1・必 也(4) 1・無主主筏設堤防・管理叩 l・さはtまり臼沼山

-叙送箆怒り》 リい .守川町慰窓祭 '5) 附色町奇跡， I (宮、!
:;71 . ~有地!f舗 【 1) 3E.小学校関I~ 1.ー娘、腕刷・慣ゆ

~周年の沼健主主 .1iV丞湾~量得 ・管理時a

年 I .~lH，酬・開ω
I .網主流I~ ・管理((>
| 税調停ゆ

. tI1~ <t， 

l'積立町三豆、1 ‘29) I 、

表 ll-9立川区議事録(その 2)

ー
∞印

" ~ !宣 宣車舗 8 ~寺 事 c・世持管理 o .事

8 事H そnl~十 祭礼 それ以外 土地周係 それ以外

『坂路事初』

aa 『総会滋写禄』

. ~耳火JJë!!! (1) -市道(2) -花~<Il -区有地IAl'm -出矢川》

相 1¥) -敏宵範怒り》 .n;満開溜完成~ -区有地売買川 -集会館2量流持・管理日》

(3) -土地紙怜・管理ω -一般溜蹴持・管理。》

a (4) -飲送範怨量。奇・管理仰

.~有林覚1奇・ 管理(2)

年 -市有休純持・管理ω
.5a'鎗式調係叫》

-樹君(1)

-積立貯金仰 ‘)9) 
.---

『初主主汲事録』

f委員会滋事被j

-紡火総投(2) -市週刊》 -組JP.tlS周年祭典 -老〈宝苫 -区役(Il

• J耳1e鑓!!!(1) <1) ._草書館設絡将・管理(1)

-海外間千五期仰 -土地売賀川》 -一般溜械縄・管理(1)

建立(1， -字。宵縫!I!<1 ) .6買送範忽諸問・管理(1)

.4) i3) -区有林貸持・管理(11

宮阜 -市有林泌何・管理叩

-津祉施f事・管理川

-保育飼箆設淀1骨・管理

.2> 

-息地流崎・管理())

-箱崎武関係什》

-財度管理責川



表 II-9立川区議事録(その3)

∞罰
I

a III .量産舗 8 行 事 C 骨 量 持 管 理 D 康司匹

事前 それ以外 祭礼 それ以外 土地関係 それ仰ト

『委員会幾事縁』

BB .1$市火篤~ω -県i!<I) -送別式 -区有地売買(1) -員選告(1奇・管理(1)

初 .a策用峨怒り} -市道(2) • ì周防施設~足式 .1&有地縁界(1) -一般道路鎌持・管理ω
41 -区有地盤情川 -敏宵凝!!!(2) . ¥wt也ゆ .1&有林健持・管理川

王手 (6) (5) -敏宵麓怠I(}骨・管理川》

(5) 

BB f委員会縫事縁』

初 -庫銀用範銭円》 -1¥帽?i祭 .'Jq:校体育伝起エョ: -区有地売買川》 -一種道路純1奇・管理(1)

42 -区有地Jf傭 (1) .86志望軍 (1) -区有休骨量持・管理円》

霊草 (2) (2) 

IIB 『総会海事稼』

相 -筋処絡~(1) -市道(1) -土地売買0) -集会筏怒総}奇・ 管理川

.... (]) -叙忌縫怠量(1奇・管理川

:年 t苫》

r~佐負会議事議』

-生活道路銭~( 1 ) -市'iU(5) -慰霊祭 -竜自老会 -部色<1、 -集会筏掛制・管理(3)

IIB -11耳犯箆怠(1) -河11臣賞事草川 -土地境界川 -一銭道路略持・管理<31

-11耳火旋~(1) (2) -欧丞箆鐙量的奇・管理ゆ

切 (3) 【6) -河)1怯俗骨・管理(1)

-靖tゐ量量?奇・管宝章(1)

前 -'I(.i質量置持・ 管理ω

- 翁涜 < ~t!対策J ・ 1 ，

宮早 -電!!(1)

-信省式民主長円，

-学校積立11<ω

a 

表 II-9立川区議事録〈その4)

仲
戸
叶

'" a量第笠舗 B 行 司E C 減持管理 o • • 

事前 それ以外 祭礼 それ以外 土地関係 それ以外

『初会築事検』

BB r~書興会築事縁』

-忽tA悌建立(1) -失鮒掃事費削、a -敏憲司書 -厳老会 -集会旋盤減偽・管理ω -ぎなほりB'i

ぬ -敏宵範怒り》 {苫》 • J¥縛祭 -公民館潟年祭 -鱗犯箆~量fI骨・管理(3)

(2) -一娘海路1(1奇・管理ゆ

48 -機水旋鐙1(1骨・管理ω
-木直施設施持・管理円》

4- -6買退廃設泌t~ ・管理 (3)

-弓111鎌1奇・ 管理什》

-保育岡崎怜・管理(ll

-割.21宇崎将・管理(1)

-市有休械情 ・管理m

-1&有申拘置1奇・管理ω
.22' 

BB 『初会海事録』

相 -唱週刊》 -~道路減持・ 管理( 1 )

.. 9 -協和1)

童手 -;司ltltlll修口》

(3) 

r~書員会!I事禄』

8召 -生活>11(4) -司T泡m -慰霊祭 -敏老会 -土地売興 (11 -J1i~e縫怠球持・ 管理け》 -・休日

ID I .用水鑓~(I) -:ワ同・4 大会 -防火続~減1奇・管宝章 (3)

50 、5i -則2盟大会 -~鉛ma骨量1事・管理り 》

年 -結甥式関係(])

-学校積立盆け》

IIB I r総会海事検』

初 ・緋水総~(l 1 -敏冒『範鐙(1) -防犯筏!iltfl奇・管理ω
51 I -~湖剛腕山|
4- .>， 
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表 ll-9立川区議事録 (その 7)

問。

E ~事鎚1箭~ '" liII 1& 。寸 E宣関 係 H 証宮捕

集湾鎗割問 反g;:.EJj その他 4島tE~ 要:商事項

f初会辺事議』

oe 『絡会海事。』

相 .¥量員選出府 -消防図'"λ .1見@告 .喝 工事例 船舶21

38 -区.ω • .11111月図脈811 • t'万史帯.第朝間違 -市有事剛A‘"F.1の

ま草 .~間断T(I) よ~U:源温について t¥，.l匹娘 Olt両(1)

‘2) - 戚人司~t.!l~~.. (3) 

.'U⑩映lIi

;.) 

『初主主;畠事諌J

oe 『司書負会島事検 』 . \量~道也(3) . ，両院負担~ .‘録/fr1fr昼鉄骨量 -ニtl喧芭錨作唱正貨 - 紡~命1T!St賞"'~ . ;a称d 区誕百害対鍵

句 .(2[賛。，
川 住…て lmm -立J'I保育園 ・1II!1e -市遣の符"情 について

岨 -平賀 川 (2) ・;縄問団飢反盆 ;4.a ‘21 
ま匡 (7' -老友主主動広盆 (2) 

- 青年包負坦~

(5) 

『会員会海事録』

ag .(2[貨 (2) . ~両院図的紙袋 .IC.害対習慣委鼻 . )特色モ~~塗立の書写t守 -布、且1t工事の .Ii.嘗対策(3)

初 -予JI(，I) -老"，¥会員鐙2匝 '1> 鰻情 叫b -工司慣Tへの海写(2)

41 . &j電逝d!'1I '51 

主事 . ~骨りF射胃 (1)

i.S) (2) ‘3) 

『委'会必事務』

面白 -区費 (2) -老八会 t老波書書J貸 .111.'"缶 . ;.!，審対積 (9)

相 .¥量興事!iZ!!(I) -区長λ鰐 -区滞債保よ宣

岨 -区長代窓口3 -区長死去 .Yf.い羽恨虜2正

2草 -区長の厳続分但(1) (3) 

| 刊 <11

‘8) 

表 ll-9立川区議事録(その 8)

'J:> 

E保.編笠 '" IA *‘ G li 厳 関 係 M 証事村吉恒

集5喜信網 反ヨ~.EJj その他 ーー!e事現 要2商事項

&{l f総盆よ量事事tJ
相 • t量負1M出口》 -判断層E具管理手当

" -区費(2) (1) 

宣車 -予"(1)

【4)

f会員会!I恥判

oe ・ ~著書主事血 -委員紹介 川 . "負担2草川} . aU~:<j:誕1蹄λ

犯 .(2[.“' -崎長IiItt大の為のx司書

n 、5) Lζついて

~ . f';の交、車安盆J8t:il

‘3) 

『初会よ量事録』

8召 . *，o:の件、1) .&:員選出(2) - 寄与員会1!f(lT慣立~ .an治省鍋作用足 -市道干幅削 量情。}

初 -区.ω <1) -老八受偶者災査 .lAの浦111.工事事直情

岨 -予量慮。》 -区有休管理組合(1) . ;，~軍事1! 1I (21 

~ .~有地問~台帳保存 121 <3> 15) 

.Ij!規約(1)

11)) 

『初会品事。』 .¥量負1M也ω
-予置草川》

-区規約<1>

17) 
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表 IT-9立川区議事録 (その 9)

E 保鎗衛生

集)1線網

r~陸員会縫事縁』

ee -区.(¥)

相 -区線約(1)

50 12) 

2草

ee rl岳会海事録』

m ， IiAiH1b (1) 

51 -予.(11

~ (2) 

98 『吟盆議事縁』

切 -予JlIIl

52 -区長任期間・(1)

』王 12' 

t!9 H岳会海事録』

ffi -予JI(1)

'¥量興傾倒(1)

‘2> 

『委員会議事録』

， ¥量負IH出11'

-区.山

-予貨の

表 IT-9立川区議事録 (その10)

E 保健i前笠

魚沼tI割問

『総会海事被』

昭 ・ 了三時虫~l屯 ，¥虫寅必幽(1)

初 -区長tflll悩期悶銅

申曲 -区.(2)

"" 
-予.(1)

.!;) 

ee I r絡会海事録』

相 • lil司IHd:I(2) 

61 ，(E!It(1) 

宮阜 ‘宮》

『泌主主退覇争』

ea .111;;0::コ三の吸集

相

62 

"" 

¢ 司自 制竃 。iT U OII 係

Jl:笠:M.lI その他 司書~事11 翼線事11

， 1.'J7大会への -町沼t;t祭経費の滋IN -固定資産ぢ憾の閲覧 -布週E編曲置(1)

慰労2産ω (1) -大}II野貨貌紋廃止

-乎却を会宵/&(1) 線告

， }縄問団..mm -国勢濁ヨE

-崎断符納庫3町3正の -活a安全週間

..!)高山 -栂~週間凶

(5) ‘8) 

-再「岨:.!l定]I，t.
-州M手当11) ‘p 

， .~防裕納庫資金の

'<!i高叫b

.2) 

-市道変更(1)

'1) 

-旬考会名:事(2) ・0学資曾伺舗ω ・立)11筒宵紛に小区t&

. ，同防費用111 ・町安(2) 1 1"'-"従返事現WlIl正 -司T混血財沼町商p)

i?) ・町有t*'~買Jl I \i 1 . 的 1"行回~Jit小 -ち姐In:1fJ8工事の

B't司

i 
一~一一

信組 制E G rl U 関 候

~泉~ その他 Iþ~事"11 望~~事"11

，q>掌奴統合同属(1) -側 先奨励3主

-町奮領寝付斜(1) 11) 

(2) 

-布、D.lO!Dlt.
(1) 

，~・ ~iJ!・(1 1 -中割蹴曾同値ω ， .tØ'~工事.111& ， -at胃(1'

-場防団川' ，~会ゐ鍾t昌也; -市必補修 ， PI~工相酬(Il

14' -耐 頓勧 -予.の縄開 唱f同q)

， tT;の交過安盆道局 (3) 

-覧車事M !tの停

$、



円で、 fIl'l.J:~ f ;ìÎjの厳低額をト~ I~IIる寝耳となっている.こ

のような状況から祭せられることは、 I~{主街l';ltr.u 

数の 1:ではJE倒的優勢を .ljめていた lものの、料i!i(l())J 

量は、イ''-:米a:ぷ世奇~~干のAc恥をかなりドl司っており、

区運営の主導備は、在米.家計によって確固として~

られていたということである'.

支出の}jでは、まず I役a給 lについてである.役u
給が支払われるのは、以長、柿{主、H1f~、 S記、肝抗

員、体台後t1、分館主事、監丘、庶民、勘定の計幼人

に及ぶ.n tfi組織ではあるが、その叡1は仕1lfに見合う

には将辿いものの、 ー応、 r Jr:{I:U;動lとはせず、 l 

役員給 lをえ払う点は、近代的自治組織の性絡を災わ

すものと日えよう. r分館運営~J の内訳は、~い資

料であるが1966年の記録に、体育tt.敬老会n.会践

校・ 保有国連常ft.子供会f!i.糾人会・備品・訂作fi

成等がはられ、子供会、財人会がI正組織に包摂され接

助されている'とがわかる. rOlrtU担分担金 と1:1、

大川町老人会・む年間・子供会・消防問・ l防犯協会に

ついての立川臥分の分担金を指しているが、 IH大川町

としての臼}U金がltき続ける科に、合併前!日町村のま

とまりが総持されていることがわかる. r財戸rrrJllt~~ 

J の内訳は、大きくは分館のfr~.ttと共有林のfrlltt

に分かれる.，持者ーには分館fl'l曹人(住み込み}手、ljが

含まれており、財産管長重授の大半を内めている.主主後

に f事業~ J についてである.これは集落自治組織と

して実鈍する土活関連施設等の維持管恩及び補修E攻首

事業に係る貸用である.区役H~、材料費、行政の工

事関係.fj八の茶・ 菓子代等も合まれる.

(3)集落n治組織の業務

立川医としての業務は、必 11 9 (J)議事録'~.ßされ

議題の"覧に見られる織に、 械めて広範囲にわたる多

極・多織なものがある.応、 鵠組の性格を、 fll!世

襲備 ti前 ・それ以外 、 『行・lト祭礼・それ以外 l

f維持管理 L地関係・それ以外J、 「農'JjJ 、 1保

健衛生」、 『組織集法機構 ・ 派'I' ，~!週 ・ それ以外 j

f行政関係 妥託事項・媛iiIf'Iu~民 l 、 1鉱宮対UfJに

分類し、 銀理した.これらはすべて自治組織として検

討 ・協議し決定した上で文胞に移すべきものとして、

全てfl7fi組織の業務であるが、狭い意味では、 l斜i織

」を除いt- ものがそれ' - ~itろう. r lR必修倒lにつ

94 

いては、 i'/.J111えのみに関するua史的政胞を rn'lIIiJ r 

し、他UH~' j也J或とJttiずる以刷会 lそれ以外lどし

た. l ~に、古川ばとして、税制を泌するぷ凶を :1: し、

要望として耳目リまとめ、かつ、地J~tHn~事についても

検討し、 I仔政関係J11'の「躍的 11~JriJとして集約さ

せて行〈ものと、立JII区生Jt)Jによる戦備を実肱するも

のとが合まれるが、多くは前1，に泌す・るものである.

f行mJ1立、祭礼、スポーツレクリエーション、出!念

式典、祝賀会、依-t・会といったもので、ほぽ、)i~倒的

にはM'1I祭礼、慰誕祭、倣~会に限られる.

'-*11:持怜~， I'I'特に l それ以外 . 1 とされるものの小

に、いわゆるf[!(役j と称するJH;Jf'r::tの多くが合よ

れる.集会値段・防犯灯・ ・鍛冶~・JlJ*継投 .AJÖ

.教fi鹿位 .h支送肱設・ iぎ11外 .~Jj火施設・神 H: ・糊

池・水道・息地・河川|・排水施設。の縦持1'f1撃があげ

られている.1967il'を転換点に、!;，(:組織から'1:，，71組合

が独¥I.したため、それ以降、血道維持ft.fIII、 111:水総持

管理が獲を消し、かっ、企般的に維持廿尽の対象が減

少している.1975年頃から以降は、般会胞設・ 圃鍛冶

路・防犯1M.紋・政送施設・防火除手段符汁:活1.l!1i!色施設に

ほぼ、限定され、これに、時として、 iぇイ'iU・が1mわる

程度となっている.現作、区役として実胞されている

のは道の備隊全年に 1In]である.脱却t録の r.般道路

維持fl'.l!Jに吋たる.しかし、 11:役は全戸に義務付け

られているのはこれだけである.他の維持管理九つい

ては、ほとんどが役目の出役によるものであり、11"j 

が支払われている.共1i-駄については、 .(E米農家を'11

心とする織利保イi:おが共[，-j!でやはり什:1柑の F入れが

行われている科Jf!である.lit'lf鋭から見ると、ごのよ

うな状況への恥換点は、 197h作t!tとJることがIIDI<ょ

う.この時期は、ちょうど、政調人~jl"後の鉱'，Jf彼11 11制

織鞍倒llCt、以前附湯繋餅j'If:'!(;、その他の炭鉱閉1111_

伴う戦U'dJlr業が集中しており、古川の道路・ 河川l・Ac

路等下'f.!な地岐馳設が次々 l公Jl~lr :tによって帖仰ぎ

れてH){ 時期とll(なってい{>.

このような過程の進行の小で、従米実施されていf

地繊のの;米t主体iによる鞍備は、はとんど姿を消した.

例えば、山.1111-'.1、農業用水術似のfめ、多くの溜池

がある. : I ~艇とt制池は、 lCr iJ切築五日のものであるが、

以前 (30iドIJどiIIj)には、この畑地の維持 ・揃修が、

lズの人造の人J)"c-fiわれていた.Jlイf#地の多くに、

あるいは-$~i&J，';{1 ~倒人イì#にlじめられた 1:取り

崩<t'it賀の亦 1:)があり、 [~l rに際しでは、縄を編

んだそツコをそれぞれが削偏して 1:金運び、足で日踏み

倒め、彬杭で'先 '~凶めるといった作業を行っていたの

である.

(4)生泌総I合の的動

!1:庄組合は、 ¥t:J11 (孟内農家のうむ、水川をのする農

家と、立JIII.1{外農家で立川区内ι水111を;イfする.家L

よって織成される水揃'I~ft組合の乙とである. 1967~f

の協議で、 lさ組織から独立したが、それ以前から、[，jJ

般の組織と~符を行って米ている.その tな活動は こ

つある. ーつは、 W'lo1・75iドにかけ、知2次農業何事造

改符京菜によって将人εれたコンパイン (4条メJJリ)

2台、トラクター2台、さら1;_1978it:近代化!Jf業で導

入されたコンパイン((j 条刈り) 1 ti'、トラクター l

hlI十トラクター:1台、コンパイン3ii'の!6h'，iJ利用.1'f

mである.これらの慢ほは、 協同の慢械~Jiliに収納さ

れている.あとのーつは、11の溜地及びそこから氷悶

r将かれる水路及びポンプ場及びそこからの水路の維

持怜純!と排水竹町である.ここでは、後おのぷ利関係

の凶iについて戦地する.少し資料1.1内く、鉱11Ij笈lf1、

以?者向間~，院側 I'f毘完 f後の 1980lf.の組合資料にもと

づくものであるが、 fll:tkと土地.Ac路符緩~1愛条件は変

わっていら・ぃ.このII.Yl.(で、 't:.IIIJtl0"1立、水利ヒは三

つのグループ』分かれているo 1111ち火湖!関係水利、上

回以関係水平1I、 ド天紳関係水利の3つである.受益面

ftt&ぴ受鋒農家放は、それぞれ、 1465.3a. 32戸、回

6.7a' 14戸、 35仁川・ 11戸で、人柑AcfilがAえも大規純

c-ある.そのエリアは凶 II. 6 ，_/)，寸.

組合の活動を支えるのは、組合代、.ftl役、-*利費、

f会必活 i、浦漁料、他部滋継}j金である.組合Oli

G段階に分けられている.即ち、 5001'1、800円、 1000

円、 1200円、 1500川、 2000円の月微で、年間11カ月分

をえ払う..ftl役どは、水利施設等に係る11:役義務が組

合tl令:llんあるが、モの:t:役三主務を~たせない場合、

/1:役fj苛に当たるanを組合に納入することになるが、

その叡入を指す.しかし、このIH役災務は、均等では

なく 、基随(l(J~m"- hllえ.ftl役賦深と称して、各農家の

受益面積から算定された金額の合d('の形で>>が出て米

% 

る.組合伐も"j)憾で、上J(Jju段階をペースに、受益水

川I併刷、所イf山#I(II紙、，.jliIJを ')Eの割合のウェイト

4どかけて合計しん斜10"~賦2裂が加えられる.水利ttは

IJJ水使用料で『会Llf&Jとは、組合の会合に欠席ある

いは代尽をIIIした場合に課される出不足金の一種であ

る.{患部謀総Jj金とは、他部落胆住者で立JII区;内に-*

川会持つ物九ついてのみ徴集される.Ifflt魚料は、 11ヶ

j済ある溜池f_おいて、鯉等の義航をする樋利科の意味

である.この蓑I.(J，僚のJgj間は2年間、科金は入札で決

定し、その料金1.1組合に納められる.以上、各参加J，t

家からの負則金、 w役義務は、 )f;本的には厳絡な受益

[(II摘を1封建とする配分と、ベースになる利JI)権料ある

いは~~料金の合計で決定されなど、~めて合理的な

ものとなっている.これらの財源と組践的労働によっ

て、廃棄用水制，j6盤以され、水間廃業が維持されてい

る.ここに見られる f共同Iの資は、 r Jtf，，]体的J共

r;.jとは明らかに拠なる、側男IJ経1tを1而艇として労力と

いう物質的手段の交倹による近代的・合f型的協同とい

うこと;h{IH米ょう.

Il 3 終結n治組織の!t!務担問jlj1;への取り組み

(l)j払害復旧

lI:il与の発生は、 i託にその第1段階と官えるものが、

1962・3年頃に起こっている.それ以前まで、鉱道は

大溜付近から北両にri.jかつて掘り進められていたが、

断脳にぶつかり、内.に'fj向転後した.その膨響で、湖

水圧が下がり ;{ìめ、先ず飲用水用の}~P;h{謝れ出し、

税いて果樹周1lJJ!=戸も漏れteすに宅った.このような

"r態に対応するパく、区としてrß品をしたが、 面支~が

f正米農家にほぼ限定していたため、 r，c:令iふとして取り

組むのではなく、また、~として取組めば、区長が年

々交傍し継続性のJiも問題があるとのことで、 彼宮世

帯61戸(うちatぷ43;:1)そもって ftt:W組合j を結成

することとなった.このような『任恵J組合l的なもの

ではあるが、[l{としても前便問題であるどの認識から

区内側織内総合として位置付けている.いってみれ

ば、血銭的に鉱'Nに関係する区内のl性僚をもって、専

門的・持続的に鉱業会計停との交渉を行う実働部隊と

しての性絡を与えたのである.それが1963!fである.

その後、間もなく、飲用Acをとる汁}iが、ほぽ溺れ
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てしまい(1965+料、これに対する対策として、鉱業

会~I:がI~(ttiiに供給する為に建設していた浄水脆設(

松品IIJlIからJsl水)の水を被告l住干存会中心とする{f*_
~~nのある地峨へ!日]すことを交渉し、:J~現させた.こ

の踊臣殿11lJl{Eも桟っており、，Iiの1M設となって、立川

IJ!i議し飲料水会供鈴し続けている.このような交渉と

InJ時に、内Jj(主要な)j(1sが集中する水岡地形のJil旬

)地ドに鉱泊が(r~ぴるに従い、地盤沈下がfö~l~し始め

た.その為、組合では、 rliiliの10数簡1野に測定阪を:&

irl.し、(，tドjjs度を測定する指貯を講じた.その紡*、

ひどい，，1では1.2mもの陥没し近い地4盤沈ドを米すtkbl

が術認さ .(LTいる.この段階では、飲料水線保とliiJ保

対1よ鍬法的ではあるが、具体的量産自がIIIる 1!l に会~1: と

交渉し、 f(tl:tl判による彼自対策をとらぜるといった

i絞り訴lみを続けて lいる.そのうち、制li.lllの閉山の見

込みがはっきりして来たことをキャッチした組合u、

閉山前に、会社が『有rthJの状態で閉山する方向で

会社や通産省と交渉を始めている.その結虫、閉山時

には、鉱世H~旧債として、国80%、会社20%の割合で

分仰する 4位 6千万円を磁保させることに成功した.

その後、緊1~を宮きする陥没・沈F'I_よる家陸E主将につ

いては、復111工~H: 6戸が対象、金銭骸償:26rを会

~I資金で~Xぬさせている.み;絡的な鉱Wf貨IH C4fへの

，;'f.Fは1973年である.手始めは、地ドfIi.直による陥没

や沈ト被73の人きい水11I18ha(現イ1:のHfで古うと 8、

HHEのエリ Yの水rrl)につき f鉱古(¥[111U.川畑渇較的

，llr "~ 1がI，;J均i.，，'1Lされ、 4年間で完成する予定であっ

たが、結川6ír:かかって完成している.この OJ~nl:t

総額21億円であったが、..家負tf:!1まOである.次に、

制岡地については、水源紘一tQを鉱323として、彼rnさ也

る煤舶に取り組むが、通産省は、 3lf.聞の調食の結集

、Jl.WN川対象とするか:がかの結論を:JIさずに予を引

くニととなり、組合は会社と交渉を1[(ね、 1億2千万

円のNIFI慨を111~せている.この資金は6-7 í11問、

保関したが、決定的復旧の見込みが立たないまま、彼

1.!FlliJtに分配した. 1二水道については、閉11，:tでは、

会nが版作、.11*を問わず立川全岐に供給していたが

、t:llI ll とども丸、供給もストップした為、会 ~I が持っ

ていた水利織をけiが口ぃ取り、 ¥/JIIだけでなく大川町

令峨を対敏とする簡易水道として再利則することLな

• 
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った.JJU氏、この脆段による大川町内の給水人口減は

80%にのぼる.

以 1:が、組J霊的な2L1tf復旧にかかわる事業である.

民主IJA!設・炭住街の跡地の問題であるが、料、にし

て、その区成の地主のうち開銀i時、上地を売却せず、

貸すこととし、条件として、農地として返湿する契約

を取り結んでいたものが8haあった.その分について

は契約通り、返還時にはE聖地として繁備され、現復、

その多くは~H剖となっている. 

.8l地としての返週が閑懲であったり、所千i継が会社

に移っていた、ボタ 111、洗炭場、坑n~事の喝所につい

ては、 m地分は、補償金で解決し、会社有地について

は、 ・つには、会社に対し無資力閉山を働きかけてい

る.モれは、無堅苦J)の場合、その土地は闘が緩収し、

国のt訟で繋備すること1:-なるからである.もうーつは

市に買収させ、'整備を進める方法である.その治理は

、鉱山悦lel17年間伊万!I!市に入り続けていたのに、大

川.I{.川〈の還元はほとんどなかったというものであ

る.会社は無償で良いとしていたが、価指設定 ・買収

という手続きを裂する為、 11加を 8万円で市が買収し

、現缶、大溜瓜Fの物については、グランドに秒備さ

れており、大溜北方の大規模なものについては、取付

道路の税備と整地が行われている.この分について、

市としては、I:喝誘致の為の用地への利用を考えてい

ると許う.

また、 1972{f~脱校となった大川小学校立川分校跡

地についても、ボタ山ド]娘、市布地に転候し、 73!Jミに

は紙放1f':菜に無償で払い下げたが、 10年間保業した後

、撤退し、現住は陶j::工渇となっている.

炭鉱‘筋8・民住m地のうち 8haを借地としたことは

述ペ戸が、向繊な興味深い対応がある.それは、開鉱

準備I_かかった鉱業会社側は、当初、人溜をボタでt埋

めなて、その上に炭{主街を作り、必要な水は松浦川か

らポンプアップする計画であったが、v:.Jhの人々は、

その計画に采らなかったことである.その理由は、 「

炭鉱は永久ではないj というものであった.

炭鉱の削1[J .閉山にかかわるもう一つの事例として

、成作、白川熊潟の公民館分館北側ドあるゲートボー

ル助(運動公岡)について触れておこう.この公閣は

1977年までは"】立立川保育閣の敷地として使われてい

97 
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riliにあり、南側にはn家}'(5聞が設けられている.エン通じ、ほぼ、集治専用の生活道となっている.その小

スイカ、ヤマイモ、

トマト、キ:l.ウリ、ナスビ、大似

ドウマメ、かlまらや、ショウガ、

ゴマ、コンニャク、

に、.泊が、 1V'1・1・と肋;~'tを成す形で入っている.ここ

から、北の樹園地に向けて食道が入るといったバター

などが政府され(摘を時は1989118)])ており、他の10参照)(凶nンである.

塁手節には他の野~傾も総1:守される. 1まぽ、自家用野!t(2)集絡の土地所有・利~，1i用・管JlI!.のシステム

は完全にII給:11米る体制が保たれている.11 (1-4)から、各農家の所有地のまず、凶H

3中ののに当たるI1 2の，.僚はI$iJIIJ3 凶日分散状。tについて見ょう.水利関係で言えば.1:田原水

.この良家の話通合は、水川が2箇所と、梨|測が l筒j野利地区は、ほぽ、居住民tとt生施械がら]ー制岐にまと

で、いずれも民敷に近捺した位置にまとまっている.まっており、広がりもさほどでない.図にはないが、

たぶん、このような関係が 'つの典明であろうと思わ減野地区も問俄である.その他の l二天神、大溜kつい

れる.M散地は、泊路より向いレベルにあるが、ほぽ-吉宮を除いて、 lまても、肘{l:t.まとt:生産減は樹園地の

o/tflで、 I両被はかなりある.やはり南lliiにの家業闘がしかし、倒別災家ごとの所街地はぽ対をなしている.

トウザャガイモ、前の例より広くとられ、サトイモ、l 提言反吋たりのそれぞれまと錯綜して分散tている

トマトショウガ、ナスビ、ネギ、ヘチ J、モロコシ、まった農地の簡l荷数は、あiも多い所で10簡l野にわたっ

マン、製の的、キクがf'Fられ、柿の本もある.ピている.そのうち且戸は水回・畑が6箇所、銀閣4簡

それに、観賞用の庇づくりもなされている.実H婦は、所で、残る lfiは、水IH・畑が尖に 9館所に分散し、

この肢敷地の上段、北京の位置に限緩しているが、こ梨園が 1!箇所である.厳守多いσ、1;1、 3-4箇所の分

れはもと畑である.従って、結保として隣娘した然i判散で凶中の38戸11'15戸がごの範倒「入る.大体、Jifl]

となった釈である.-畑が3-4箇I折、梨間が i箇所あるかなしである.

3 rt'の⑮に ~た11 12-3の民家は、凶H悶H傾向としては、農地の所イi規槙が拡大するに従って筒

る.前 2~月とは川金侠んで反対側にあるが、同敷地は所教は期加する.立川は、1[]在村地主は l/i、従【て

、母躍が南面し、市側に出がとられている.小高い山他の般家の経営耕地規様は、それほどの革は、もとも

r I拘rui性j を維持してが、南側に迫ってlいる中でも、となかったものと思われる.農家戸数が多く、もとも

いる.JJlイ1:、代が符わり、 mm鯨布U!3ifが制作するがと小地}¥.に分割された捌織であっずものが、掴渇望皇制

、ここは、元地主の足数であった.従って、fU屋は8されたとはいえ、大区画Lまとめられた択ではなく、

いものの作りはシッカリしており、使用される材もi込標準より小さな版画に分策されている.とのことが、

z⑩ H
I
N
-
-
=
函

く、仕 1:げも立派であり、かなりJ'凶?な庭隅が作られ規模拡大に伴い、良地を分散さぜることlなる.この

-軒家があるが、これは、ている.1司ー敷地内にもうような、農地の分散と村JlLの錯綜は、 個別農家の汐場

元勉主のI血縁:高が専用住宅どしてttt身で住んでいる.からは、不便、ニの上ない状況である.しかし、それ

この家では白家主E闘がほとんどl叙れていなそのため、は、同時に、部分的まt-は包括的な共間管却を成¥!さ

い.主要な農地1;1、水町4館所、公!I勾 l箇所で、これせる条件ともなっているのである.

も、ほiま近鏡、迎航している.イf:村勝作地トであればここで、各農家の側から見た上地利用のシステi全

当然鼠般地に近く条件の災い樹所~:-n作地を持つこと4つの事例によって紹介しておこう.

は可能である.梨闘は、以敷地のI羽側、道路~侠んr12-1の農家は、国日 一11-1の③のQ家で図n

'れも、もとは畑であっfものである.tij所仁あるが、ある.その主そt= ff妓の農地はJf(1lI、畑が 4 簡所、 ~1岡

:3 の@~吋たる.11 -10)農家は凶 1112 .凶日が4鮪J析と広く分散している。その点では、家の{i!!rf.

MIt地は、前出の hlliと1.;1レベルのはぽ'I'lH地で、と、土佐ft員車内所.fiJ農地とのシステム的r~~性は無い

郊奥のみかん倉純tの部分が向くなっている.tt地は比と言えよう.た戸し、Jl<f[J、畑地に閲してのみ、 :~7 'f:
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般的狭く、変形している.治路側，iiilfriと、みかん倉lポ

シソ、トマト、周辺k門家菜園がとられ、サトイモ、
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なりとも、屋敷4出来るFけ近付けようとしている形

段高い1有rmする傾斜跡は伺える。惜敗地は泊路より
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出HI-12-4 スイ }J、水イモ、コンニャク、キ.ウイ、ナスピ、ショ

ウガ、ネギ等が作られ、柿・梨が他人られている.HJ 

M北側仁は池を持つ観賞胞もあり、池の'*は、もとの

)1・}，から引かれている.ニの家の+却なS聖地は、凶 11

lト:3'1'では、水川が3箇所であるが、その他、北

側の山政に 2箇所みかん{材がある.危だし、かなり庇

焼しているo 3簡ffrの水!日は、はば、以敷地に近接し

てとられている.この家の場合は、 1拘側水田の半分は

畑， "詰っており、平地では、自家j夜間、畑、水聞のセ

ットが縦持されており、それに、後でみかん園を開い

たという丘川農家のß~Jt'~的な発反純過を体現した i 地

利川システムを持 2ている.

以上、 4つの事例からわかることは、立川築港の良

家は、 M敷地内の白給用菜園、それに隣接する畑(自

家貯威川トパラ先りJH)、水聞をセットとした農地を

.fiする、零細・小脱線(自給十α符度)の農業を営む

形態を1氏本とするものであったことである.従って、

限られt-'1:地を効務的に阿転・利活用し、狼密人管E理

する伝統を持っていたものと思われる.これに、後に

梨を，'，心とする果樹!t.t~lbf導入されfil牛産額は大幅に

I::ftするが、本来の j"地利活用管埋システムは維持さ

れ現イ'0-宅っている.

(3)まとめ

立川~I'&の土地利m管理を含む集議。間管理システ

ムは、ほぽ、 5-6，wの精造を持つものと考えられる

.第 lは、集落白治組織による包括的な集活空間の管

理である.その内符は、在来居作の農家鮮の意志Lも

とづく鍛繕領滋の農業集落的空間としての保全である

.このことは、炭鉱の開設・操業・閉山の40年近い期

間を純てもなお、1lI:f:集繕として実質的にも形態的に

も件絡と機能を保持し、むしろ、炭鉱開設以前kもm
して作.必Jl.i盤を確聞えるものに整備して来た成果九も

現われている.今 ーつは、民住居住おをも包括し、か

っ、民家計内部での』企業化や4F'農家化といった混住状

況の中で、全体に共通する f尉住地jとしてのいわば

r JW-f'l:Jを基継とした生活関連の公的・共同的B値段

の整備.~J.II!である.明~2 は、.用地・農業施設等、

農業牛戸rJUi等の艶Ufj.'ff理である.包話的性絡を持

つ~'-、農業生産I街での自1%性を弱めた集落自治組織

から相対的に独立した生定組合を組織し、活動させる

N

①
⑩
 

}
 

t
 

-l
 

ことLよって、それをIIf能にしている.その内寄は、

第11_あげた f然治飯島まの農業!l.!必?}1Mとしての保全

Jを、 rl1;~与組合』という術完的組織を派生させつつ

、実質的仁問うものであり、農用地保令と度業継続を

包括的にr立える役割を民たしているo IIiJ時に、具体的

には、革幹的な.定期j~Ii;J11!:設である併線水路・良泊

、溜池、盟主媛誠等の共同利用.'rt}型である.生度組

合の織能としては、それらの支線にも及ぶ.努l3は、

主に、それら農道、水路の支線及び各岡崎占〈の取付・

入u、そして、聞場の昨畔や法耐の利用管理にかかわ

る私的(生産組合からすれば)共伺である.具体的γ

は、 A<~ . llli益支線でつながる良地所イ1.耕作者が、

それらの利用を調態し、かっ、 十全な利用を保持すペ

く共同管理を行ったり、より私的ドは、隣接する捌場

開の畦畔や法面について、個別私的，f'IJfJ.管理がl丘な

り合う部分九ついての自然に成立する共同利用管理の

行為である.第4は、各農家の主要な農業生産用地が

集積する主生産域rイバtする、個別弘有農地における

完全な、弘的・個別的七地利用管理・経常である.立

川の糊合、機械の共同所Hはあるが、共同利用はない

.そして節 5に、集活における住宅やIj:，yf_関連ぬ設が

中心に然厳する居住械及び縁辺の属敷地及び自家菜園

の完全な弘的・個別的土地利用管理・純営である.!1l

4が、販売農産物の4・f('あるいは共同集・出荷、農協

共販等、社会との述税あるいは共同を合む意味では完

全なる個別ではあり得ないのに対し、 m5は、ほほ完

全な私的・個別的性絡のものと品える.以上、 5段階

に整理したが、第 1の段階を、厳密に f集落領主主の農

業集務的空間としての保全j と「共住性を基盤とした

生活関連の公的・共M的施設整備・管理 lとを分ける

ならば、 6段階のものが積層した精進を持つと言える

のである.それら 5-SRi1の相互の関迎は、共向性の

及ぶ範闘で見れば節5から第1に向ってより広がりを

鉱大する.また、.f11活JlJft理行為が実際的に実行され

る対象の面積やその為の役下労働肱で見れば、逆に、

第 1から節5に向って鉱大・増大する.そして、これ

らの多風情巡を成立させるのは、第4、第5厳におけ

る個別的・毛色的土地利活用'l'f理・経常の実働的能力と

それらを継続させようとする意欲なのである.
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第皿章 「溝」及び 「梨生産組合」を軸とした多層的集落
空間の自力管理

一熊本以是正路村鉱床朱鋭の・l~倒ー

はじめに

19!1042llt W.農林~サンセス結架によれば. I!H5年以

降90{手法i で，研窃の[，('1両手タI1!!や周排水改良等の農業生

町)M~作焔~I'J. ~~~Iり J(I!足.市町村等;が完結ホ{本とな

って:';:~fít!i した ~d品数は~IIべ 135384にのぼっている.

えた， I司SJ;取でtl ，省ß2ìタ成業情込te世帯~~ 業， ~í/，'e:t 

~A r/i t!~ il¥'. 1J; if!る-'~Jiもした延べ集必数はlJ64~0とな勺て

いる.さ.~，(ι. IBHO年のInJサンセス結栄によると，19

70-同年のr:llCこ飽鋲JtFr:基盤整{殺を実総した集帯数(i

.1 '1!i:Wとなっている.これに， ~11 i欠民主矯造改1存率一

鉱診加厳密政 .11Q092戸 (r~ J次俊樹海道故笹本紫

促進対策肱Jt~~...翁、による〉が加わる.このiM燥を~

U~の状況に照らして見ると.ほほ4%の農家~V~t専

が~/'tl した勘定となり 1J;弘主まにして5縦)()余とたる.以

i二のtUお.tf.P主主~~(こかかわる公的事業のう建絡は， InJ-

.lJl iif Iι1ftねて実他される混合もあるので，これらの数

ftiiのf'ì~i'が，議i波実自ら1，[a数となる沢ではないが，の

なく rも()-71:
'
)のm自在において何らかの公的な農業

~1:pÉ)川書物.備が実除されていると見ても過大なifft置と

はな凡ないであろう.偶然でもあろうか.<$:論文の;J;

例としてあげた?主税・ it!!13<中51王子存 ・地区において

hr¥の公的・h楽が実施されているのである.

さ(，本i，lのτt¥何1)としてあげた熊本県球駒郡球駒村

11J 1~~t放は.政支，4=P主)J.:・聖書等を含め農業生践にかかわ

る公的事業は， r _-勝地果実組合」が去年，選束縛を

新摂修較した~~， \1~緩慢を受けた以外は，公的Jl>~

は令:<~.J.!除されていない絞務であ~.大F初期に一人

の'ii;党潟ーによっで湾入された~牛耳Fぞ育て ， 引き~ぎ.

ifJ必させで来た「ー隣地巣実組合J (任意組合〉を中

伐とし.ll・，:i中糊.村の申し出ど労力tこよめ開削され

た r~IJ I.+:t絹J (JkITl周期水路〉を軸とした， n IJに，~
る後検ψt:~ . t.J也の利活用7'f開d宣告与 ・総常の実綿布E分

析 4 ることは.外8f~からの介入のない原形的なそのν

スサノ、有~ W(Iりl す る 1 -.で ， !E空耳な/1'峻をmるこe'になろ

今 .tJ，お..t-li約IJ，Jq舎は， 1990年3月-0月に3i欠にわ

た均実施し，その後，数度の繍足を行ったものである.

1fI-1 ，勾t支払;様の提要

(1)錫}友銀子高の旬開E害事

鋭的判は，熊本県民南部に{Îi~~ し， I免児山県とI芸高r

t書している.八代市をj河口tこ持つ球掛川中総械の同川

1t-r*J;ltにはさす:山間の村である.匂E友tlH番:t;tI;J<駒村の

内. !.-t:府川ì*f81~大宇三ヶ;mに属す~-球府川から分か

れ. I~J Jiのlffll児島~'，H誌の分水嶺tζ泌を発する支流 ・ 那

良川沿却の河岸殴ti1:に立地ずる~f客であ~.川F軒並

l王は傑市 200-:~00rn.そこから丙方の 6似)-HOOmO'J

足似認に去るーキ告が匂床集落の領iÞJであ~. f~丘下方，

lJIH連川に沿う倒lこ糊tJ:(こ聞かれた}J(faがあり.知子在中

央をi!る道路と箆定期Jk~書「毎f約;時J ~こ沿って，居1干

1i肋，q') つの群~~して語をなる.その上部， f{_被おにか

けでは製国が広がるという，明快な土地利用後J予を持

っている.

(2)初1来集落の.e:奨

~滞の総戸数1;1: 57戸，うち~:まが50!ゴと品r~・1おは組

めて高い.燦家のうち 17戸が専業農家〈うち版先般:~

は15ft)，守~ 1将兼業農家17戸(同15戸)，第 2将~~

業態:安16戸〈伺4戸)というのが1990年の状況である.

w業態家執は1970年を除いて.tまぽ，実質的にはいj数

を保っている.件同すべき点は第 1緩兼業農家の率が

r~品、点で. ~12f手i産業終家とほぼ岡敬で推移して来て

い為.:!l1 fiの位置J と，球熔村自体の農外就業担里会の少

なさが，大きな契悶の一つであるが，他方では，却を

中心どする農業がしっかりしていることも影響略してい

る.終業生産物!;t，米と毛~で，他tこ者干の百m. 野菜

閣の!EE抗がみられる.架4舗では烈以外{こ.これも{千か

であるがりんごと宋が裁Iきされている.作阿別の耕地

而拘でみ~と，稲が19R5年以降， 10haを剖り， 90年で

は(1.5ha強注で減少し， 1970年の I/~近くをで減ってい

る. 111のある脱衣も70年の55戸から90年の伺戸tこ減少

し， 111のr(l;杭も19.1haから10.3haと千-分近〈支で減つ

Cいる.このよーうな稲作 ・水田の減少は.I的表，U:~.外
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や柿柿等，燦周l也I耐自の減少をもたらしている認では

なく，その減少分のlまとんとが，相似1への転検となっ

ていえS.ちなみに， *樹s討H凶絹i地世(付すす.べ 1で「毒裂梨~中心の5築終樹同〉

l向向

く 2玄主で芯尖tにこm特4刊h加加11 してい 4肴~ . こOの】m大h敏:Hは正， 1:品のよ

うにJ'((t!からの松崎，捌からの+計検(l9701f5. Ohaか

ら90年¥.Oha(こ減少)によるものがほとんどである.

このように，~Hii~1，*，どして，大きく烈問中心の，:1由

利周に事r.j換して米ている.すなわち， 1970年，経営耕

地総Ifli械は :~2.2ha. r"JrJHま聞が59%強，制15%強，

果樹向25%械とい今k結成であったものが， 1980年には，

31.7haで1ll4:L1%， 11ij:L a% 司泳!紛|材5~. :~%~::-，つい

に， ~英樹|議|がi位竿数を占め， no年(.:G1 ，総経営耕地前

払がは.7haと伴かであるが憎1J11しつつ，果樹岡はその

66.6%をおめるま でになっている.争等縫家についても，

附，制，果樹|品!の 1f i~ り0/均規換でみると， 1970年

がそれぞれ， ~4 . 7a ， B.9a， 25.~aであったものが00年

には.21.4a， 3.7a， 51.0aといった締1&に変化しでい

る.持符耕地耐if貫主見筏別農家数の縫移については， 0 

.5ha 判的規様のI，'!I，~ま数にはほとんど変化はなく， 0.5 

-1.11ha縦続出京が70年-90停の間では大幅に減少し，

逆に， 1.0-2.0ha~伎の~~ぷは，その間情憎している .

このことから， 一方で， J!~党総営燃機を縮小し，自給

的レベルに主~販帝が}Jnわるレベルへと下向 ・ 定者して

きた農家鮮と，梨を中心tこ規絞を鉱大して行った農家

務とに分化する動ぎがあり，その分解点が 0.5-1.0

haにあったことがわかる.毛幼t中心となっていること

は， 11&先宣告額 11心部門別熊家数ではいっそうはっきり

現れておめ， HO年の販売飽き安:~4戸中の~2戸が梨を 1 仰

としでおり司この状況は1985}t以来，定着していお.

労働力の!穏でも，農家人rl，農業就業人口とも，若年

Jf1， r，中年版，中両if伊がほぼハランスして，比校的

安定的に!1H事 .1ift1似されている.111糾の保匂状況をみ

ると.IIJ間賞孫にもかかわらず， 1戸当初の山林所有

線機は比較的小ぎく )戸判り2.0ha科J主であり， 5. 

OhaJ;( r.のものは， 2官IJ以下である.

ここで，包~"，f:終業のht大の杵となっている烈牛.滞お

よび，その中肢をtHう「ー勝地果実紺合Jについて，

その片言史を述べでお<.1Jj床における零!の始初は，毎

床脇j盆氏である.氏Gi，明治20年 (1887年〉にこのi也
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tこ牛まれた.そのころの毎床は，狭い棚田と，雑銭。

コンニャクミ容をt主斤ずる山間の興'VJ的容絢農業の集孫

であった.人々は，その農業と山仕事"，出稼で諮らし

ていた.明治の末には，氏も， ~見{E松谷にああ小学校

の場所にあった営林署経営の製材所tこ勤めていたが，

労働争議の中で，その職を活字し，常的~~のi見小林市ヘ

出絞にでていた.その中で，氏は，家にいて・出持や不

安定な賃仕事以外に現金収入の逝はないものかと思案

している中，偶然に，梨のaを売りにくる人があり，

他の2人とともに?背そ購入，うち 1人の分も加え，

150本の長十郎， H免三宮，今村秋を総裁することにな

った.その年が大I巨大年 (1912)であり，結集として，

毎床梨生療の始まりである .2年後，それらに，二十

秒紀衡を加えている.その後も出綜をしつつ.係々な

人々 に梨tl=.JWの技術を学び，試作錯誤を繰り返した.

その中には，人吉市内願常寺tこ4-5反の土地を~~，

裁t脅・直売を始めたが，機腐れ病で全滅という困難も

経験している.昭和に入り，ょうやく生定が安定し始

め，当初2人であった生産者も徐々に憎えて行く .し

かし，戦時，敗色の濃くなった時期に，製を続二棄して，

畑に戻せという圧力がかかったが，それに対しては，

梨の;本をこっそり，最上部の畑lこ移榊して守ったとい

う苦労もあった.敗戦時には主主産者は行人となってい

たが，当時燦村への食符の買い出しが嫌んに行われ，

梨は「子供のハシカに効<Jとのことで，売行きも良

<， !F.魔者自身の手で集 ・出荷するようになり，I9IJ.8 

年， 7人の梨住戸定者が集い，任意組合 f一勝地果実組

合」が結成された.その後，一貫して，組合1t.出荷，

仲買いなしのl宣按t封筒体制を堅持し，錦町〈同郡内〉

の然体F主将の絹介により，鹿児島中央青果に出荷して

いる.その分は，て十世紀〈青梨〉でああ.その後，

「赤梨l系統の!t.jlfも織力Hし，それらについては，主

に偶人売りで，令問斜地へ宅前使により出荷している.

1961年には組合員22名まで増加，その後23名となった

が.1.見:tF，l写び22名の組合員となっている.

以九勾床の農業tま，米，縫豪雪，豆蹟，イモ潤，コ

ンニャクなどをi:どする山間地引の零細縫さとから出発

し，米は自給米樫皮に残しつつ，他の耕地を梨閣に転

換しながら，商品!f.jl'f.農業を発展させ現存tこ宅ってい

あのである.



1<回 一l 総戸数、農家数等推移 ムlil-6 -ir齢別農家人n.農業就業人口

農 家 人 1.1 

男 女

小計 15..t 162'9 3059 606'4 設主 小計 15才 162'9 3059 606'4 笠主
1970 267 125 4 22 48 19 142 3 32 55 20 

1975 220 105 4 25 43 6 13 115 4 15 51 6 15 

1980 225 108 2 18 47 5 16 117 23 47 9 16 

1985 234 112 14 48 10 14 122 18 49 8 20 

1990 206 94 9 40 L___! 14 112 12 44 10 23 I 一ー農業就業人 L1 

男 女

小~r 26子 3039 4059 606'4 校f小J~ 2~子 3039 4059 606'4 位Z
1970 177 80 19 15 28 7 11 97 25 18 35 8 11 

1975 106 50 10 5 27 2 6 56 8 8 31 4 5 

1980 104 44 6 4 22 3 9 60 6 10 30 7 7 

1985 112 45 2 8 17 8 10 67 7 10 28 6 16 

1990 98 43 1 7 16 6 13 55 2 7 21 9 16 

E戸量 AD 前量 事2 要11 第2量 持音量 通ま量 拠地.のcl:地・

1970 62 ー 56 23 19 14 55 . [u 23 

1975 ー ー 54 16 26 12 33 ー 知 40 

1980 58 239 53 15 18 20 39 山韓.0 284 

1985 . . 54 18 13 23 33 . 347 

1990 57 . 50 17 17 16 27 本1980~の数倣

nrc似) 稲 麦類 雑穀 いも類 豆類 f1:怜 野11:顕 制駄 種ii本 僻怖

1970 2357 1850 222 35 50 40 ー 160 

1975 1889 1550 54 27 61 ー 179 18 

1980 1415 1177 12 4 19 3 178 19 3 

1985 1099 922 2 。 71 6 97 

~90・ 834 654 . 5 46 3 85 ー L6 11 
ー

ハウス・5ラス温室 肉用牛 乳用牛 益豚 採卵鶏

その他 農家数 面積 農家数 頭数 農家数 頭数 農家数 Ii!i数 農家数 羽数

1970 . ー 27 30 ー

1975 . ー 13 19 ー ' 
. ー

1980 ー 2 14 4 10 ー ー ー ' 』

1985 ー . 2 3 ー ー . ー ー

1990. 23 ' ー 2 ー ー ー a . . 

表田 ー2 物別作付面積等

表皿 3 販売金額l位部門別島家数

稲
雌・手 工芸

野菜 その趣
.li揺 作物

1970 30 。。17 I 

1975 17 。2 21 2 

1980 9 。33 

1985 。。42 

1990 。。32 

*1990年は「販売農家Jのみ

表回 一5 経営耕地面積規模別農家数

実III~- 7 保有山林I面積規模別農家数

* r販売農家 lのみ

保tJ山体面積規慎 保有山林

面積(

計 (0. 0.1 ....... 1.0 ....... 5.0 ....... 20.0 ....... 50.0ha 農家林 人工事本

lhattJ) 1.Oha 5.0 20.0 50.0 以上 家のみ) 面積

1970 30 15 11 4 一 63 46 

1975 33 16 11 6 ー ー 70 54 

~98.Q 39 24 7 8 ー 79 55 

1985 33 15 12 6 . 67 59 

1990 30 12 12 6 ー ー 66 59 

表田-4 経営耕地(樹岡地)

欄駒 樹園地(i印刷) [l]のある 畑のある寸

ある前 J十 *樹 J匹 農家 聞の面積 農家 蜘醐

1970 32 810 810 。55 1910 56 500 
1975 37 1346 1345 。53 1647 47 332 
1980 47 1696 1693 3 50 1368 23 107 

1985 44 2150 2147 3 50 1097 28 112 
1990 44 2243 2243 。48 1023 26 97 

ha 
例外 。.13 ~1~ 引
規定 0:5 1:0 2:0 3:0 

1970 14 7 29 6 

1975 ー 11 9 25 9 

1980 ー 14 10 19 10 

1985 17 9 18 10 

1990・ 8 14 9 3 

* r販売農家」のみ
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n -2. 1θf末JJHilIl(;紛織の偽造

(1 )I~!彼自治組織の純情及び活動

匂1不の.tt..l合も桜子HIit.i組繊!;tr[1{Jと呼(;fれている.

区の役員は，医長 1人(任制 l年で選『学)，小長野・

迎村・ iaø:~市 ・ 新村・凶日終組長計5 人〈科紺内の輪

1s，)・泌f俊民人 ・水道i並行人〈これら1:1.終紺から 1

人が拾搭・でtH.~畏!;U'1 人による互ìE)の16人である.

その他に，納税制合が名投 l:'UtEするが.I交の内治紛

争後にイ判じされている.

~HσJ沼会(;t. 11月末と IfL村のlぎ民会の後tこli

われるもの2阿が定例で，大体，年間~I 阿桂皮である.

供紛ごとには，それぞれで，花見や山w祭，ざなぶり

など純跡的会合が持たれている.この山神出!;t.公民

館に然られた11I神にお供え物をし.そのおさがりを中

心tこ当潔安定め，共食する. it!!神祭も而JB~(こ frわれ肴

が，お供え物t;t公民館下の市1<<前tこされる.上記した

納説組合は以前，この班単位で惨成さf'ていたし.i見

Ifで占J・納税標励金!;t終J1fこ'とに相計分が配分きれ，

旅行. r~JH当仰や公共$巣地元負1Ø(こ・子C当しており.

指金力tw，たt;:合(;t終jr(乙配分することが付われている.

この乙とと，常会が.付σJr>l'長会開催を本?艇にして定

例化されているし，蝋託i造者(}が1支給されていることた

考え合わせると，区の縞織tt.多分tこ行政区.即ち，行

政の，.;.;地的性f1Cが.多分に強いものと2与えられる.灰

役としては， a月20日前後のm悼鍔， 6月下旬--7月

k旬、 H f1初旬の沿沿いのひ払いな~.総'hの満役が

ある その対象!;t. r毎床治Jの幹線水路及び. 3本

の安維と. r谷Jと呼ばれる q常務しJ (水路からの

71<逃がし前所〉からの小川である.迫t1fí~もあるが，

最近は道路も専を備され，ほとんど行われな〈なった.

その他には公民館の消婦がある程度でああ.集落のjt

脊桃は既に俳l人に分配されて無く.U:f毒の共有財産と

しては，公民総建物及び敷地，共同遜果lIH量物及び敷

地，そして，上記した「錫床構Jが践るのみである.

道警高五t.ほとんど鋒くなみ等.!支役の lj~!ま，ほIf.

集tif Jt1J!UJ1Fの維持軍管:fII!(<:，眠られて※{.'い~. ~舗の

際の用具は.t=:に集子喜共有の倉庫tこ{主管されているも

のと偶人持ら寄りの物唱とあわtl-て使っτいる.各鍾ff

請の出役教は各家の所イiJf型地所械に制竹内てられ. r 

(2)その他の紺舘と活動

く老人会〉

老人会(;t.t:O;.}'以との人に笹川i資絡があめ，その数

は叩人以!:(<:t:忍が.31;限の'111入おは30数人で.実

働!;t14--5人といったところであ~.ヰ:な印刷U. ， (i) 

定期的な公 I\;~îiの出掛. @IO日同の公民館蚊l也i二従の

ツツジのせん定〈とのツツジ!;tW私の協鴎で納淡を決

め，久切米から~句寄せたものであゐ) . (Mij週十Bll

臼のゲートil{-IL，.@旬)"J 1 1!ïIの一勝i出品 J~へのレク

レーシ:1ンなど"'['(V，る.州自立行数lこ比べ.)J1I人将・尖

働者が少ないのは.∞斗・以kの人々も，まが主だ現役

で農f'r裟をしている人が多い為である.その行事は，

~闘での下以取り，せん広崎(})岐ひろい ， J}¥ (ljでは前

取りなどであり，中には. 65才以上でn筏にH~る人も

f見(f(o'いたる綜過から'必ず述べてお.-，ろ.

194811: : . ー跡地~'主総|合結成 (-7;I， 1.5ha) 

1!1611ド:t~tg農家 15Jí. i倒産 10ha(ι砿大したこと

もあり，木造I判長辿て (42，，{)!贋架唱を控

~~ l" 本俗的lこJtl司J緊県・ jtln]販売体制を

紙:(¥'( 

19fi1fl: : ，;担絡の統・と品t~向上を問るため，持i4t.式

j賀県〈秀〉を碍入し，引さ続官.1971年に

慢.I!J川作にRl饗架線を場人して，出向続

mの統・どlW~~fIUJの ló] 1:をl司る.

1974年:将来に備え.!I:在民るに必挺は技術?経営

υJ令{本として・のloJt:を IÇ(I~ ため.百年制(

吋時23~) を組S設し. ~f品開1i 1i:閉始

1975fl: : [iH銃殺i;;.a)j史民唱が老朽化して来たため，

鉄骨2隣地に新築. (松崎~~23F.15ha

(;.:t円}XI)

1~80if: :婦人部 (fj・事会..，..>lj時16.'Yt)を錯綜し，位

j釘~J哩，作能疏ぬのi!l(干普及υj査術の予?得ぞ

i14め，高い技術レベルで司火~b誠一体σ}梨岡

野E堅守11うことを同拾す.

同年.消tJ動向の変化:こ対応し，終営の安

;むを険|る乙とをI:l的に，リンゴ〈つがる，

ジヨナ.ふじ〉を将人する.而備は40a.

19例年:~戸の底追Zωfl2aで純光リンゴ!却を間話す

ろ. (リンゴのやjff嗣柊())為.市唱出荷が

附録となり.J則的lJii:売を汲t.1た取り締みで

もある〉

19~1 年: 751 1:民;x: o)f~ _~~端が手狭とな句，験地i検ヤー

の似合もあって.!湾果I誌を新然移転する.

いるとい今.

く婦人会〈ιa葉会)> 

毎1太の婦人会は「若3覧会」と称する.nun.t. 27人

が加入している.if ~t;t25-50 .. .t'fI!:-をでで，それを過

ぎると毛人会に加入することになる.日々 IOOOfIJσr.>Ht

み立てを活動資金として. :.>. {l:(ζー肢の研怯MdT.~・

一明の花見.;.i.踊りなどを行っている.以前は公民間

で料理師狩ぞ行っていたが， f.見(1;では，制人的な殺え

合いとなっている.年聞の主な行本は， 1;3月. r花

見J，公民館グラウンドで行ろが.II J) Lt-Q;re期で忙

しいため.itが咲かない頃合でも 3月中にやる.a>8 

月の「主主耳寄りJ.特別にiズとしてのえ!ff寄与i会があり，

その主として手伝いに当る.Hち kげ花火が符の獲し

みのーっとなっている.白10)，1の「逸'動会J，⑨II.FJ 

の「バレー人会」に券hn唱石.練'PnまH限~見付けてや

る程良である.その他に. 2{1に一段の旅行があり，

正月行診は苔3覧会としては1Tっていない.この婦人会

t;t， 11} f，!.;ヘ*M~して米けする久行にとっては. w'草書な
存干Eとなっている.

く一勝地取実組合〉

一時i出来喫総合(;t.組織的には.rヌn抑制l織とは別

個の刻I1・O(r出家tこより紺ぬされt.f下むのI1，1'1'斜l合であ

る.しかじ，その1i-ff:と活動は，実質的にtt.集F客全

体の向Ui的出活動の中腕を判っており，そのE'R未では

勿床誌H先日 lkO)jた(務自I~分 l乙冷た~. ~- _._~~ (5) 1 
稲作事H合J的m去がとられでいる. その発11てについては既に述べたが，紺fi'*̂，，x以降の
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以トが1l!(El'までの終過である.

t見It ，納 f'rの~U品!;I:[古IIn- a tこポサ.

純子HHま令:1+を総指し，副会長がそれを泌供する.

j契果場符f甲賀任者は巡目IJ~費，日備品及ひ出何伐材等の

特J!I!(己~~たる.会計!J.ねn. 運営費，出役管理等，

会計業務を但当し，監事(!会計業務.事業終営等全終

の監査を行ろといった役割分拘である.

組合iミ，副総合長， !翼架時;管殉責任者，会計監事tt

総会において選出し，任期!;t2年で，再選は妨げない.

事業計闘の険討や決定(;t.先;.(.役員によって審議 ・

¥laされ，総会において協必 ・決定とする.また， 7 

月20日から 8月末日までの共同j翼果を百十両的に進める

ため，必誕にI，r.じて紺合'-l~nによる協鵠・剖唆も行

っている.

組合による共同活動としては

。共同i書架:各農家の出荷置をもとに，コンテナ15

何を 1人・円分として制t)出し，労u.t;t 431円

/時間として，舟製紙仰と相澱して粘J1する.

~防除及び，伐t~除去:樹木の病気予防のため.3

月中旬から 5月中旬にかけて3人1納の防除班で

1巡t:m::miで防除作業を行う.伐採・除去あるい

は縫の制本との交検も行う.

③その他の共同:梨棚架i伎については5人 1組の「

結Jで31商i的(<:t了今ほか，経営全の筏前 .f耳害な

どで手聞が不足す為 l出拾については，相互扶助的

に労1)促供を行い支搾す~.

向各紙制~I. ・研究書; : ~'iF~Bが主体となって. rジ

Jてレリン，エスレルJilHJIJ ，花若手観ì~IJ，気象観測，

i 1 1- 気象観測附

1 r;'11:3B(23)トト ~E芽 UìRリJ1l
L _ 一一 1 ト 果実杷大測定班

」 世主度lt}主防

鉱れ倣
洲
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明
修
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由
服
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靴底測定等を実施.また先進i也rll察や先進妓術守F

O】日験研究を行い，結'思lま，斜l合の似I究会等にお

いて光wする.

@共loJ利用.共同販売共同挺果じた虫!!;tIOkl:絡で

.一勝lt!l梨」のプラ 1ンドで出向.市場出荷のB2%

以1ぬ児島市場である.販売代金t;tm~の製実組合

L1lA1こ振込み.個人的結貨は組合が行って農協の

組合員11使tこ振り分'1~方法であ~.

以上.ー・防l也果実綿合の紙裂をIf)H6fl:肢の「朝日終

業1~ttlili制後世J お.1:'(/.地元聞き取り制貨にもとづ

いてね瑚した.ここに見られる組合の1'1*各1;t.一つに

は近代的・合J1M的な作成%の織能集(，111こ}放した件絡が

極立っていることである.第2には，そのような拠能

集聞でありながら，側々の組合員を大切にし.組合及

び，~t:jW全体を保全する.長軟な相互扶助のシスチム

が斗:苛 τおり，ここには，伝統的鎚村コミスコティー

の性持がう2まく生かされている.第3(ま， r保全Jを

慧践したものに含まれ誌が，首年部の投憶による後継

者の育成と，生産集同としての能力を閉己1l!$ITするメ

カニ.J.:.ムを総保するなど¥定た，事f安会の結成や.iU

年部が夫婦徴的の参加であ~など， ~~~!~奇たる安定

した対l錨・牛耳E継続・ ft肢のシステムĤl包するもの

であ句， H:院に{直するものである.

(3);，まとめ-w床鋭治fUh組織の構造と性格

公式的な存存としての医，即ち集落向治組織は，ほ

ぽ，行政氷結的性格のものに，その機能必縮小してい

る.υかし，集落独自の.)ド来の自治的側能は，現実

には強同tこ存有:し，働いている.それを一次元的tこ体

現ずる品目織は存在しないが. 1::記の公式的な停在とし

ての|三も，その独自の1kf井内治機能の対trlfX両を担当

する-~而と百うことが出子る.

では， -(欠π的に体現する紹絡を持たない拘治組織の

機遣はど今なっているのであろうか.まず，牛尾及び

その線終となる t地tこ閉しでは，果実組合を中核とす

る農家集[引が区組織を娘介として僚能そ支えている.

また. r 11j/末t~J の肘史的:が. ~長F存同fHtそつなぎ，

牛耳f'ヰニ浜にわたる水にかかわる自勿発生的通機が.

宇活・中耳王者E未分化な状態で峨能を拘う~怨となって

いる.また，多分tこ続時的な特絡の老人会，婦人会も

まま滋のJUrlj的・個別的中前:16耐を支え~縄自~~果た l
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ている.そして， tll間組持政の伺々の俊也のfJ給自足

的あるいはn.1Jr.J DJJ的な111おの生活・ 11)夜行為が結合

することによって等々.~t:Jiな力とrUFが，全体とし

て集結Wh~lftい，領能Ii:発揮させているのでめる.

日1-a }iJ/.よ民法の'fu問f~mと'ぞNll ・ ' J: Jt~.f'Jhr，m特別

システム

(I)W応評;始の空間十品世と1・ltT利用

匂，*:U.\悦WJ~RJIli{}いにJr~/l~ð れたF'Jl管内行Jこにな

i位する.大会<.m議官IßIを脱走す ~..yとなっているも

のは rWl末端Jと呼ばれる主に農業用水路である.こ

の水路t;t， }JI~ J追川の1a/.ぶから約Ilkmlrえの日flγi[から

導かれ， !Jlfff内をー定の勾配を探ちつつ.W{，等Iえ1

線沿いに杭れ，迎村人[.1"'1たりで，勾配を~ìめ，肉iU

新~!ヨグ II(ι持ちる.こ0)*路が干lt掠と必ヮているとい今

のl;t， !刊誌のことでは<1?~が.水幣より ~r::lσ) fl~い占1I

分tこ水聞が摂かれ，より高い部分ば，もとゐと畑が問

かれるという .:J也利JIJ/~決定付けていることであ号~. 

同時に.ft宅，序敷地の5つの鮮の今ち'1つまでが，

この水路掛にU~まっている乙とである.それは . lt.(~ 

姥用水〈野~.食器洗い. i先i益事事〉とじて.この*が

JJl花も{会われ，偽造t々の'IijQ)水路tこは洗いI誌が:Iiけら

れているように，~活の*を*めてみがぬまり}副主塙

を4構成したのである.水路上高sの畑地は， J見(f:，tまぽ.

梨聞に転j貸され，さらに.fQ行から山衡をはいヒがる

形で.梨除|が造成されている.道路は，従米，このをU

床織に沿う現在の管理道路Js集落内打線であった.そ

の後.n ，b'!(交通等の必~刊から伴線的道路が 5 本建

話されているが，その路線も，大きく， Lit!した土地

利用に縦定されたものとな勺ている.ιJにのt?紘lま，

E在本的にWl.tt絡に沿うゐので， hLも初期{乙移{鳴された

ものの 1つであみ.もう 1本の初期tこfF怖されたもの

は水回の側域内を員;)1し.mrOJ松合，:・ヤるものであ

る.1主る 2本tt，前2者IJf.~草}お線にH} ~)て水干方向

tこ繁かれてい誌のに~Jし.現II'j方向に?f'rかれ t. もので，

品大の作級は 1つは.Jk Hl.lo~そうねって.松fT方向ヘ，

Iつは，!m封内をうねって， JJ6良JII.I:RISへと通じる.

残~l ふ:t.t，コド来のH!!i告と山との際に吋ぇ・-!J. ~手喜ι

l-，gß~通り， ~与 f弱線と余.~II1J ~・る.そし C. 山越えでー

勝地へと減じている.このよ今に， ".L ii井内枠線道路は，
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幸一宅前
l本 幸一宅左出
1本 鍛治屋前水源
I本・体60本 凶引きt舗のl~;の滋し
12本 "J馬屋の蹴

構のロtn-落 良英宅弁戸
境谷i客 友尻ムツ子宅~
字貫元落 肘山寿吉宅井戸
字賀元水源 西目 6本(7本)
坪谷ylS 元良蔵宅水源
大谷iIS 敏昭宅前の水源
陸宅山下 . 広之宅出水源
きやふんばり(富子宅下) ししのロ水源
字新村の落 中屋水源
字御堂圏の落(かうらき谷) 栄三郎宅梨園(共同)

毎床水道 3本 新村 6本
'"高l、新H、例の久似 古上{.t "，~;! 

御霊園 8本 正登宅前
順一宅水源(宅下梨畑償) 清登宅下溝

計55本 紙四帖

受持阪 迎村→小長野→御堂→西目→ffr村
山神・水神祭

伊11供一初拙米(水神:四升三合、山神:ー升三合)
神酒、御供p.~、こんぶ、野菜、塩

凶 町 一 7毎床集薄における水神の分布
c f .御幣配位

関凹 -6

毎床集落空間構成軸線

(水の軸)

山ノ神

地神
山ノ伊11踊
璃

• 

• 

B
i
 

，‘‘K
E
F
 

，
 li¥ " 
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字中島の正失宅田下
清畳宅梨園下きわ

迎村 6本
徳犬宅償
義隆宅下の水源
隆宅の下
徳夫宅梨園の中
隆宅の弁戸
2在宅弁戸
十郎宅弁戸
和博宅梨園の内

庁家の横

敏行宅下池そば
九州義家の横
野、四郎宅下回の中

利夫宅水田の下回の下(古屋敷)
~.t帥
定宅下(道路下)
文章宅の横



もともと. J.~illとレて. J~;{l-'.峨から水m. 畑地〈梨開)

に過し.民地内砂f)J~ IlJ能に1・4ペく考!かれたものが

後に|広幅.舗鈍されたもので，土地判同校1判こそ〈し

たものとなっている.

維がのql心自ßtt. 古tt\石'f，_~のある小高い台地上の公

民館?あり，公民館前には小学校分校f手応の11~t::があ

る.これを中心に.民税共向会1M(建民工貝毒fを収容〉

，部民:的商l占.~バニlW..飲料1月. 1代前の捜采i話も

あり.さらに.l/.H存共用の炭焼熊がもうけられている.

こω中心部是正fSjit大のt1'紘週間が通過し，この地点

から. 3，ふの巡S告が分かれ，銀、治内をネットとしてい

る.JrHl-.域のおつに分かれるm;'jf.l'のうち，迫1村を除

<. '1 t洋の結節点;も乙のi川~:tとあるなど中心14.が明彼

となっている.

以 1:. ' l:it!! {IJ用ー水111.担同等の・主牛耳F.t，'~.居住枝.

中心的集f~-(;t.明快な校1l;をもって広がっている.

を方正反t;占がそれらの制となり.j[í_~告が全体を枠づけると

いつれ空間倹泡となっている.

(2)?民間締結軸線としての『初fft袴J

WF.支tおは，宝冠2.f;:.(1752年〉から 2年をかけ，出

夫散，延べ日:{57人の労働をtQ人して開削された. 1l~首

工は，郊良川の錫J末Uf，t4kmの地に?とかれている.?誌

は，邦良川沿いの山形iを縦う微にu!iられ. 2筒所の r

間府J (随道〉を伴ない，勾配の緩やかな部分では幅

を取り，出削!と傾斜の係iい所では恥~1i狭めて流速を婚

す工夫がなされでい~. 4.問所tこ.IlJ腹上部からの雨

水，七弘、泌を避ける q昔i路橋Jと円高としJと呼ばれ

るi益水装i訟が段けられている.t;1海道路，水路ともよ

く聖書備されていぬが，前Jd、したように.1ii床のt務役に

よるところ大である.この水路は当燃，当時としては

大作ボであるが.~ij r.おζ水刊を開発する為tこ控諒され

た.e~込用水路である.しかし，それは同時に，生活用

水として大切に使われてきたし.現在もそうである.

7海沿いの京々の鴻との後点には洗い場が投けられてい

る.乙φ洗い~t.:..!ォ，竹で作った花器織のものがrr.て

られ，本節の n~や初物が備えられておt)， 7};.を大切に

す~集落の人々の心がふわれてい~. ~反膨雑排水t;t . 

ζの泌tこrたして治人させず.1，局側tこ排水口を取る士最も，

l~~水~~を泌を雌して，より・ド万に縛い OJ~氷している .

また，野菜や食掃なとの洗浄.1先淑もするが，前者は
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食べることにかかわる物であり，その洗浄は，不支律

的にH~r::Hif/)~決められていお . 1先似も，これとかかわ

って時間ii~/)f?k まり，決して続合させない. t反{己不i主

古:の為 rgれ物J と忠われる吻~~ったtZ 合(;t H~と泊

をそえて，あやまるとい今. 1ijftの人々が「毎床は~

でつながるJと骨号所以である.とのような水を大切

にする行為(;t.水神i買仰と結Uついている.民4;用水

ゃψ括i~"J目71dJ:WIまmによ勺ているが，飲JIJ 水(;t， U: 

治内各所にi勇~~H'~・泉や， fキ氷によっていた.Hf(nま

~ljlぷ泌凶 rn:ω{II聞から耳目水サ・る間砧水道JJS守完備され

ているが，今も，それら湖水i也.谷*. ~はじめ，令i

床泌の~'I好l乙(，t. 御幣と小~な竹衡の「柿J がtqiz; さ

れ，年 1till. ;m村時小!ミ'f~íap'~~ 1刈→内日→Vi判の111<<

に，それらの取り符えがlfわれている.

〈閉m-7お照〉

(3)自前の~t!!!分合と[主姐銭fl!l

関口T-H，;tた;;~'"-nからもH}jらかな.kうに，れ

農家の耕作農地(;tlOt~問所~帥箇所に分散し. i5綜を

署長めている.その分散も極絡なものでは.虫;f*JAlの妓

t郎から股下部にわたるものもある.苦い労働力を盟

諸tこ iiずる農京なら.此:，何とか4n{~:が可能であ~

が，中高齢労働力しかf ，~'1たない農京にとってlどだに大

きな白銅となっている .ζσ}‘kうな分散状況をもたら

した理由t;t.第 1(':' ，勾jぷ泌3・'é，，~(':'伴，う7}.:間開発の品，

I見ゐで行え!;(，そのMlfil!朱{'I;.f'l・1内等から l問，中間，

下関苦手に分級されていみが，ぞれらの分級を，各燦'きZ

tこ平~・な松合後f'トとする為，混合して配分したと言わ

れている.それが.*聞についても， 各農家jiJT省i也が

分散してい?lW山となっていろ.tl¥2(J:.従来の制ぞ

梨併iに転燃したものについては，畑の緋11・4こは手間が

悌かる ζ ともあ勺で.比較的手近かにあるが，その後，

到経営の既伎をtJj;大ずるb.他の農家から脇入するこ

と"C.綿製的t乙分散廿るS布袋となったこと.:れ:3Cま，

それでも足りず. lJJを聞いて引同港遣h"したt括合lこは，

手号館;まから陥れたJ!，miにならさ'(，ルmなかったといっ

たJll1白からであみ.こC])~うな分散状況を少しでも改

普ずるべく，手'rr，.rna;t. -f.Ut'J交渉をjj~ じて.徐々にで

はあるが.tHltt!の交l処分合法行勺て来ている.その方

法tJ:， ~!検分{1 'i 泌 :-/1 ~ '(，/，~~~誌が，11 敏となキ~~~ま(;:1!i1 

f妥，あるいは間仰い~!らする. 1，'1仰の場合は，対象燦
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図皿-8 民地の土地所有区分
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点目1 8 foJ+:農地分散状況 (1992年現在)

地 地

農 fI 11農日

家 *!H 梨凶 畑 山林 家 Jtc問 梨回 畑 111綜

NO NO 

2 。 4 3 。4 。
2 7 4 。 4 4 2 2 。削 l

3 。クリ l 4 5 。 。。
4 。。 4 6 6 

5 3 2 3 4 7 2 5 。。
6 3 3 48 2 4 。
7 5 3 。 4 9 6 。
8 。。。 5 0 2 4 

9 3 5 3 。 5 1 2 

1 0 。 。 5 2 l 2 。
1 1 。。 l 5 3 2 。。。
1 2 。 54 。。。。
1 3 4 4 2 。 5 5 l 2 。。
1 4 3 。 1 5 6 2 。
1 5 4 。 。
1 6 。。l 

1 7 2 4 。
1 8 。。。。
1 9 6 l 。。
20 。 3 。
2 1 2 7 l 。
2 2 4 。
2 :3 4 l 。
2 t1 4 4 3 。メ l

2 5 4 6 3 。クリ 1 

2 6 。 l 

2 7 4 2 3 l 

28 。 。
2 9 2 7 2 

30 4 l 。
3 1 。l 。
3 2 2 5 。
33 3 。。
34 2 5 1 

3 5 3 4 。。
3 6 3 2 。1 

.3 7 2 。。。
38 l 。。
3 9 。。i 。
40 3 9 。。
4 1 2 6 。。
42 3 3 2 。州 l
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マと気心山知れ合った{中の場合で，そうでもなく，少

々ギクシャクずるような関係の渇合は.対象農家との

間{系が良好な信頼できる第3者を立てて.交渉唱と行令.

その11¥頗の陪には，その人に焼酎 1本た下げていく程

庄であるとい今.交渉の条件は，).1;本的tι而検が等し

いという哲昧のミ事情交織とすることである.IYI相が不

足すn器合には，その不足分を， J見伝で~;t. 1 a 10 

万円れ肢の金銭補償する.ここで面白いのは，一般的

にはj&常関〉畑〉樹留地といった倫組関係となってい

肴が， W床の場合，すべて同ー価{自として区別せず，

而似のみの比絞とするのが原則となっていることであ

る.

また，多くの1Q合交換分合で，土地が:1:とまると，

何鐙かに分野iされていた耕地をより広い区間に姥湾す

る.拡nJJ$業や制民主に乗らず向らこれそtiうことを，

俗に r自前倒しJと言うが，毎床・ではすべて自前frし

の区同盟E壊を行って来たのである.その場合は.先ず，

対象となる耕地の位置から，それにかかる燦道や水路

を利削ずる他の農家にはあいさつし，断わりを入れる

ことになる.ほとんどの場合，同前倒しをすると，農

道を入れて倹い場くすおらRでむしろ聞係，C.!!:約こは喜ば

れているようでめる.自前倒しの方法!;t，ユンポ等の

建E量級械をリースし，向分遣で行うのがほとんどであ

る.このよ今な，例えば三段に分かれた粉地ぞ中践を

主t1tにならして広げることを f棚仰し」と斤うが，そ

れが出来~と，法商に石垣を積んで補強する.この技

術は，旬床の農家であれば，ほとんどの人が保持して

おり，暇を見つけては，自らの手で積むのである.

(4)J~分領岐に関わる長道，水路符縞と維持符理

J.kEfl内農道はほとんとが， +.道のままの狭いもので

あり，J.k路もlt堀である.この為，定期的な禍f舎や除

~，下草刈りが必要である.これらの作滋は，落本的

には，ぞれらを利用する各総家が， 1'1'ろにかかる部分

を個人的に行っている.ただし， urが朋れたり，くぼ

んだり，あるいは水路が浴水のため崩れたりした怒合

の修慢は，その箇所及び，下派，下方の間i系農家が訴

し合い期日を定めて，共同で修碍奄行う.

梨闘を中心に現在進められている腹迎の補慨につい

ては，村からのよ主コンクリートの支給者P含め，金緩貨

の3富11繍助がなされている.やコンクリートによる舗

詩作業は，上記のJk聞の混合よ句 n数，手間を多〈必

:党とするが，この羽合には.舗泌をする路線モ利用す

るa家全てが，当路路線に関係する餓1tl!而柑の:tll合で，

労働.杭tt港負担する.その際， J'dllの分11Iも，出役

目数のilt-flも見交の医別はない.以トのJkIH内燦退，

水~a ，長~t弘II^Jt!~世を全体を通して. ~.t..沿いJ(ι[nJ川llRに

多くの補修必~筒所が生じたISfYは，とlEUの私的な共

1司に無期があるため，それそ'れのUllf系出ぽグループか

ら区長に縞修の繋~を出し.g長はそれぞ集約して役

場にIRとしてま~;.pずることになろ.その泌f). Jl日!1iIと

して，~ての補修必~路線に平等なflb助がtj~ わたる

ようにする.RIlち，特定の路線tζ悩つT，100%の納

助配分など補助を量点配分するのではなく，均分すれ

ば，たとえ.終路線の1096惇l症の補修しか:f¥米なくと

も， 平等に配分し，それを何年かにわたって鮒似し.

完成させるという方式をとっている.水路の支線につ

いては，私的共同の手に分るJ.:!f'l'.tuil:行われる抗議:

総出のi締役の対象になるよう区ヘ依紺すろ乙とになる.

(5)今に斗.，きる「自前技術J

「目前倒しJについての箇所でも述べたが，石I邑制

みのt支術lま毎床全体tこ，今も生きている. ~f:'i:品担問機

成図作成の闘をの際にも，多くの協で新しい石拍みを

見かけた.勾床jお管理通路法耐の刷れた防所のぬ修，

~鍛1tl!の熔I!.~の補修，J.k制法凶{の締tJ~ .(!~る.うち

J.klH i，去而の袖1~T.がについてはそのlJI.U';を実見するこ

とが出来たので紹介しておこう.幼しからの谷沿いの

水筒の怯肉jis，大1高の出水の際，才干の滅れにj氏をえぐ

られ，枯約6m，高さ2.5mにわたって111t:Jが刷れた.

その綿修のため， ~nl出所イ1者の高年齢者火Wh1 2人が

かりで作業をしていたのである.使用 4 る道具~;t.ク

ヮ， ー輪ll!，水隠の中を 4 輪車をjift世ための tンパネ

三枚であり，これらはすべて集i品 ~r"J~1争に保管され

ているものた使 2ている.石hlOH，のollfe分t;t，組i&裏

腹話ぞ烈闘で号室i也の際，あるいは，気付いた時に沿って

取り除いたものなFを綜械していわものそ， .，月連絡の

テーラで連燃して来たものである.始めに，崩れた部

分手前の水回の kを， 1.5mtまど制句作。して，石to有k

ßtt'.さ tt ，えくられた成辺に列った1'~与奪詰めて補強

し，その上から，石を制みl内し， J};.り11¥した hをj製め

炭すといったもの Cある.ほ~ri'，乙の作業に4円聞を

裂した.

7また， }JIIの修11では， Jtl事))<路の断面の2/3ほどに婚

を句きさ，水間へのl{X水条件を散発する工必がある.ス

ケ-)1は締めて小ざ<.)j(路rIG1 mnJ.主であるが，先、

ず1三ころなれ〈己れもl創刷にストックしたもの)を7

-8 i1ðr~べて日め込む.その隙聞にセメントと亦: 1ょを

混合して繰ったものをヂHI¥し，その後に，~U・を包む

ようにfr 1:げるといったものである.このJ:UHま，他

tこもJり大t則健なJJsR:川に段けられた取にも見られた.

亦+.どセメントをt見合したものは，水中にある限り強

度の時iい物で，今も，よく使われるとのことであった.

その他では， ))< 111中のA反射I)<~の l反と側J;，fを[(，1める為，

モルタルをlr，に..1-r耐にゆり込んたものも見られる.

これら個別にも行われる l事tこは，上記した共同倉崎

の工具が使われており，主なものをあげると，小型の

手動式コンクリートミキサー，セメント・コンクリー

トを鈍る本製の舟，コンクリート~枠，木製のコチ，

m枠純強やレベル唱~tUずわめのワイヤー，杭，スコ ・ツ

プ，シャベル， j出均し周トンボ，クワ謂. rピ十ーJ

と呼ばれる版?~JHの... 一輪車，カケヤ等である.

「ビ 4・一Jと呼ばれる版摂周の拷は惇や習をなどの堕い

~をぬ'J ってft'るもので . 1ij床t~b1家織であった時代の

必諸品で，その為，各人が向作して持ち寄ったと曾-1.

現在でt;t.水聞の1111'畔や法l商を突きあiめるのにtt!われ

ている. ~，向 ~JtlíO)X只は，区長に戸をかけておけば，

t球的人であれば叫でもrI lおに惜句ることが出来る t~

うになっている.

以 L 匂床tこ(;t， 11:活やtt:.iffにかかわる土木的情緒i

が縫承され， nt~すも，それらが駆使されつつ生~てい

るのである.

(6)個別民ポのj長歎を中心とする士地利活用管1事シ

ステム

5軒の農?誌について，照敷地を中心とする七地利活

用管理システムについτ述べる.

事例 1:阿{lJ-9(問[[1-8中の43)

この農家は水11)fio鈎たない.もとm伝染嗣や畑であ

った場所は，ほとんど梨聞にかわってしまっている.

乙の農家が， 1uJ)医のも~~友情の始初毎床脇込・氏のヌで，

現干目立，そのi欠の代になっている.従って自分の畑tι

烈をMえて r-勝j也~j どした為，対Hが令:く無くなっ

132-

たのである.!:l困(;t.全体で3箇所に分かれている.

先ず序敷回りと??って良いほどに近後した出i9icこ1{';.tJ 

地ある.そこから， 2民ほど上郎tこ，これは，かなり

il:とまっ丈~ ~r:tJ J也があるが，ここに，勿床で起の凸い

梨の樹がある.こ こは.j邑をほんで，大きな嗣と 2つ

の小さな凶/)fr!枕しているが，小さな国はやはり，7(

畑であり..たさいプi(ま， UJ糾を聞いたものであ~.他

0) 1筒所はやはり追を跳んで2つに分かれるが，道k

の部分lま山怖を開いたものである.屋敷地も過を桟ん

で2つに分かれ. 1 1it;t gj:践と付属舎からTXり，他方

は，作業小患のみである.この道は，もともと，当;衰

の敷地であったが.喫の~や農地ヘ行〈為，用敷地内

を遁していたものが，退となったものである.その例

は図ID-8rtJの40のt!:まにも見られる.

自家菜旬(;t.母屋東側付属舎の裏にとられ，カフ，

ダイコン.ハクサイ，赤タマネギ，ネギ，ヒトモジ，

ニラ，エンドウマメ，タカナ，プロッコリ-~与が綾tg

されている.敷地内の樹木は烈を除いては俺が多く，

果実用の絡はおもに菜園東伊11に鉱中し，能賞用偽は，

母庭回りに配される.道から母尾に向かう疋面.にはシ

ダレ侮が値えられているが，当吉宗の世帯主がつぎ水し

て脊てたもので，この家から，毎床の多くの家々にシ

ダレ梅が普及されている.

事例2:閉m-1 0 (阿m-8中の42)

毎床には珍しく，この京tこは自家菜園がない.思敗

同りが全て梨同になっていることから，自家来同も，

畑も全て梨聞に転検したものと考えられる.梨凶のか

なりの面僚はこのように犀敷回りに集中させているが，

そのほかに4箇所分散して所省している.そのうち，

那良川に近い下方の烈同!;t明らかに水田を令:検したも

のと思われる.また，弘治の下からの入口に近い位置

にある 2筒J1)rのものは，新たに開闘したもので. ~tる

1筒所は，他から鵬入したものであろう.水闘はかな

り広くまとまったものぞ所似している. 2箇所にある

が那良川に近い下方の}t.悶の一部は畑となっており，

乙の邸分が向~菜陶として使われている . J京敷t乙近い

177.戸都合が良いのではあるが，この位置に作っておけ

ば，水聞の終JI-l!や~I刈のf.入れ等比較的足繁〈出向〈

ぷでその際に制の手入れも出来るという配慮が伺える.

事例3:IヌIID-1 1 (関町一8中の⑮〉

3
 

.‘ i
 

F

、l
 



(!) 

!~伊12図皿-10

出向JIl道具{なし}
11崎;I!!薪
AØ~. 

¥/ 
~がブロック

石嵐と合わさる

13!l 

N 

._...-骨.，，，，，，...-
F 

事例 19 f司血

‘‘‘、•.• 
h

‘、

'
ij
 

i
--

-

t
i
1
 

1
1
i
 

1~4 

.、・'
〆"

，."." 

鉄鉱

‘・・B司・.

-
・
、
、

も、

J

¥

』
も

い
」
ぺ

fiも
t

J
もす

-、.
‘
 

4

・，
 

•• 

，
 

r
 

一-

、



この館容も.全く自家系[色lをもたない.それば，こ

の虚まが軒近この地に屈をf~したことによ~.元lま.

$・例尽にあげ尋問問-8中の@(こ蛍んで.@の水路上

手に容があった.移転に際して，このl自にあった水間

を閉め'IlCて，一部を梨闘にして，;京を姐ている.向

;5t~長|も|がないのはその函i怖が母jaと付属会を取れ議ギ

リギリであ勺た為と思われ~.所有alt!H.l他の事例tこ

比べでかな句観換が小さく.五日闘が陪路地港会め?3

筒所.*IDがfj，敷近くの 1筒所と，部良川tこ近い下方

に 1筒所める.しかし..'J>.例2の，t;うにJ!<闘の一部を

畑とす・~こともない.水閉そのものが小鋭機で，自給

米倒ftll!が勃々の所であお.移転の動燃は桁隠してない

が，冗の仰置は，織の管1想通~~及tf. I11際金通る道か

ら経理通路に至る帽の狭い道路の為，事会t入らない.

農業主主常の1&棋から見て第2fHftNl'埋まと:ろえられ，

門動車，fll用の便を優先させる為の移転であったと考え

られ~j .このように解釈すれば，何としても自給的土

地利用シスヂムを確保するとい弓J皮肉が弱支ったこと

がJlI!~qでき~.

ゆIJ I):~I1 -]2 (閉JlI-Scjlの33)

座数i也内西側に扶いが自家菜I剥がとられでいろ.レ

タス.タカナが見られ，他(;:.柿.侮が前えられてい

ろ. ~i也いっぱいといってよいほどに母毘，付属舎が

也'n.~み.余地が少ない為であ~.しかし，この敷地

に隣持する北側1](ι，犀敷地面般のln存度の畑があり，

ここが自給j司野菜老木tこ総I脅する唱となってい~.主

要なt!l創立.)~聞が，那良川近くのずっと下方(;:小焼

換な同地が4筒所あり，梨聞は 1閉所(;U::記水間近〈

にあって，もう 1î明所は，・II~えで一勝11!!へ向かう巡

の出r1付近にかなりまとまっf;，妓伎でTHt:ずる.裂聞

のうちjjij:f.!J. 7.1<聞の転換であり，後指1e山林を聞いて

造成したものである.原敷を中心にいずれの同地も相

判 i会れた ~fi制にあるが，それぞれ， 11'支ってとられ

でいると干すえる.

本例5':阿1U-1 3 (同日 -8ゅの~))

月敷地全体が3践になっており，中間tこ母1'.':.付属

令， 下践に，おばの住宅. H<H;::;ミ闘がどられている.

中段の母厚，付属舎部分では，前所退路側tこ，縦貫用

肢がシダレ梅を中心に作られ，作弦間前I1HこlJ~たるも

のは，待障と付属舎の間にとられていろ.母厚東伊IHま

勾配のあるアクセヌ道に治勺でスrJ・・ブ似のやはり観

賞胞が作みれ，多様多憾な制:み・が山からはり:1:されて

Mえられている.百l1St.背耐の上fQのSまにも拍σ)~Hxが

長...5~.じれらは.}:に，この訟のjlHjけ:の父が竹f1I'し C

いる. l: f.Q と ltlf~ との法i偏には検火b官民tÍ勺てあり，

「宅J とレてイモ問答のf~{1-;別に1合われていろ.その

¥lt.ひのアクセス道聞にはi勇1)(があるが.今(;H-tどんと

舵っていない.下段lこは.お!;(のfPぢを中心に.ポン

プ小l尽 〈副困防除問薬剤散箱のための11~ ンプ) . fiT小

}ぷがあり.お(C(の住宅を跳んで反対側には?と12[がft・ら

れ，その下方を111床泌が消れ洗'いit:がtQけられている.

I : f~bf~謀|南lとかつており，かなり Ji: ぃ. !J!J i"l'時には，

タカサ.字:¥r.=ラ勺キ :1，イチゴしか"'F~U: fj(r:，なされ

なかったが，その絞t音面倒と同縦般の1l!1)ßt)~起され持

が3をかれでいた.その他.リンゴ.ね.ピワ，ミカン，

摘.悔.キンカンが被えられている.リ ンゴ.~'Iはそ

れぞれ探樹闘に後には移されるべく t~tff... ~れているも

のである.この菜闘は果樹についてはt1t.;n;.J:が，その

他tt.その悶が管~している.

乙のL誌の惇敷地(.t.水誌で合め.fI~f.f市lモ倫えた

敷地利活問が行れれていると官えよう.

主要な民地は，水田11問所.割問5筒所lι分散して

所行じており.その分散の度合(;I4iJ1末の中でも，員も

高いものの一つである.HtζJ.l<1I1のパラつきがひどい.

その開巾(;t.この農家が 1怯悦 l~の父O)l~にこのi也tこ移

住しl2世を始めた乙と(，.ある.既(;:_J折{j将来itの-1:1也

が無いI~Iで出i也を旅保ずる~には. R~人 IIHI~ (J あれば，

どこでも，とにかく蹄入する駅で，結県としては分散

図ll-ll 事例3

NS
 

以上. ~4~例腿ヌともに共通して，水111. 却倒が分

散し7おり .m女染問符O)ft~的 ' 1 : 1出{IJHJ も 2 的IJを除

いてかなり鰍IJ、していと3. そのj七i必0>y!! rバは削減惜の

t広大にあると?守えろ.Hぜかtll)<.川Ii除<J.;~/折か九烈

同 1ヒカ~il!:んだ結~.+! . f1坂長r~T.引が先ず可'!!(，1とな句.

ru合体制p告出めたのである. !l! Cζ • ~'![~I :li' より j広大す

み為， 1・つには山林を聞いて副i也を迎/l1tし.112近にな

勺て*'司令‘作f'l物として引を入れたため，いっそう分

散}主力t而恋ったのである.

FW州知;ーを
t[~'るそ得ないのである.

Blj 1:17 
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m-II まとめ一農地の分散iU;:による多逼的

宮町田，土地利活用将I哩システムの成立

1iif示録[ti番の空間・土地利活用後JJ1シスヂムを見るに，

Wf.約持lこ係る全戸出役の構投を除けば.1'H=f全て，部

分的私的共同，あるいは，完全に側別の私的利用管環

によゥて凶frしている状況である.部分的布、的共同利

活用智仰としては，水田中の民進.*~~，梨刷の農道

が対象となっている.個々の農地については同闘の合

..ti:を抑るととぞ接.しながらも，ほほ完全に個別私的に

利活用~!Ij!がなされている.しかしながら間後の中で，

決して，それらがバラバラに脈絡なく行われているの

ではなく，闘には見えないつながりをもコて，全体と

して払治空間・土地の利活用管煩が共向的tこ自力を中

心に行われている印象が強かった.この』誌を追求して

行くど，農地の分散と錯綜という$実に至る.即ち，

開ITI-8，表ID-8(こ見る分散，錯綜状態のゅでは，

部分的私的共同手11活用管理をそれにかかわる農家の側

からJ!1:lと，いくつもの筒所で，悦々に異なった農家

の紹J~合せによる共同が成すしているのである.従っ

て全ての~京が数箇所~十数的所の共同に主要加し，い

ってみれば，部分的私的と見える共同が，オーバーラ

ップしながら隙間なく連続して鋭治全域を覆っている

のであ~. f国々の農家は，いくつものグループによる

利活用特廻lこ参加することによって， ，~延滞の全農家と

届lH~，間後につながりを持つ.このことが， 1つには，

「全体としてまti滞空間，サ:地の利活用ffJll!が共同的tこ

向力中JL'(こ行われている印象Jをもたらすものであり，

実質的にもそうなっている.同時lこ辿綿として生き続

ける抗来の自前技術も農家個々のストックではあるが，

相qの交流，あるいは同一段術をぜIずる共有性という

形で全農号交をつないでいるものと脅えよう.共同倉f事

とその工貝が，議もが向山lζ使用出米，宅た，それを

使って実陳に自力での建設や編修が尖行されているこ

とに端的に張れている.加えるならば，来実組合活動

に見られた， r結』制度による相育侠助的な労働交機

は果災組合があって初めて成¥7しわのではなく，元々

あったものを総合として制度化したものであって，こ

こにも述統して重なり合いながらつながって行く共同

を見ることが出来るし， I襲来場でのJt向作滋もそれら

共同を補強するものとなっている.
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このよ今に，Wj床mt喜における烈I::l， 土地平IJ活用管

Jmシステム(;t，勾l末泌の全戸Jt向利活用許l曹の大枠を

Hちつつも，先ずは個別私的手1I活用守管理行為があり，

それらがlftなり合今結節点で任意の部分的仏的共向が

成立し，土地の分散，錯綜が必然的にそれら部分的私

的共向をmなめ合ながらi金総さゼ， ti，-¥I.!として隙u刊の

ない全~rÞ" 土地の}l向的手1J7;J;用符聞を成立主ぜると

いった俗世そ持つものとなソていろとT?えよう.

第N章 私有大空間の集落自治組織による共同的利活用

管理 1武郎作f~見山岡flTI歌集落の'Jf例

はじめに

1970if代よから1H80年代前半にかけ、それまでの大

都市への人 r)fJ~III ， "，11漁村地峻からの人11協:Ilとい

う人()現象にJにさゐJ変化があらわれた. r地Jj定{主l

といわれたものである.しかし、 1980~・代後T~にき! 1) 

東京ー傾!.t!rJ 1 Jの形で、再び、 A山漁村からの人

rJ流IIIがR，'1.っている.乙れを受けた形で、 I rt'lIJnn 

地主義活性化lが民政のIf{点とされる程L、70{ドイにまで

の人n減少より況剣で人きな問題となっている(詳し

くは次守).ところで、 llJ問地績は、実際は、より深

刻であり、新しい労働))の供紛もないまま、 -}Oの高

齢化が進行している. f削減Jの危機にある地峨も少

なくない.これらも合め、 「地峡振興ー、 『定住促進

Iの微々な対策が打t，:1:されている.それを-i1でfi

えば、それらの妙，岐1 : 賦イょする賢源の多国1的利r~m と

生活環境の較的により、就業機会を縫保しつつ、定{I;

uJ能な地峡へと J~4~ぷせるというものである.生活F環

境の型倒は、この!r'&i'くとして、問題は、 r n源の~

i雨的利活iJllIにある.:1:には、都市民住;おに対する自

然、相レクリエーションの場の挺供とそれに伴う就患の

場の創出及び地冗ff品の販売が中映である.従って、

現在 f資源の多lfii的_fllt;f;JIlIの意味すると ころは、仏

大に存{f:する安{曲なJ.地(無諭、自然授かな)資源を

1肉然砲レクリエーション1施設用地として『利活用

Jすることに、ほとんどの場合、なってしまっている

.しかし、 llJflll.小lllnfl地繊の民住者と厳も関係が探

く、多くの労働を段ドして開発・維持されて来た、民

もi主可IなS聖地がそのみ;米の息昧の「手IJtl!ifHJの対象に

は、ほとんどあが 2て米ない.ちなみん、 l農村漁主

体験協会|の資源利i，r;川マーユアル(農業・ 8島村話性

化llX隙泊改汽1fT，t!における地妓効期~~に関するもの

)によれば、バンガロー、キャンプ獄、 rふれあい l

広湯、フイツシングバ ク、フィールド・アスレチッ

ク、管理施段、オートキャンプ場、手づくりコーナー

、観光農園等々 の'*'投がIHIWしk並んでいる.各食

業射撃造改斧Iドitrtl'1治体の.HIlIIIの中にも、 L記マーュア

1.11 

ル通りの施設較的別IdfIが峰り込まれ、 f日:iミ商品」的

位置を占めているのである.果たして、これが、 hlJ{t:

者本位の、地主史資源の利活用と汀えるのであろうか.

疑問は大きい.筆者は、厳も、麗視されるべき資源は

、多大の努力で聞かれ、維持されて来た農地であり、

その利活用とは良地としての利活用であると考える.

その為には、.棄や民主体の篠閤たる存在が必要であ

るし、旧態依然どした、過酷で長時間にわたる労働)J

を必要とした.li:'I:鹿条件の改善も不可欠の要議であ

ろう.一般には中核農家を育成し、それに生産基盤を

集積することで、..用地のfl効利用と生産性の向上を

目指すとされている.平地震村ではある程度有効な方

向の一つではあろうが、山間地hまでは、生fi<tV位その

ものが、零細線僕であり、かっ、スケールメリットを

実現する為kは、多大な必鍍整備コストを必要とし、

現代土木技術をもってすれば可能(possible)ではあっ

ても現実性(proooblc)に欠ける.従って、限られた上

地と労働)Jを駆使し、小さな可能性を丹念に徐い上げ

、掴り起こし、それらを組蟻する方法が、先ずは巧え

られねばならないであろう.

本章では、京高官府東北品北端に位置する美山町にあ

り、 「芦生原生体Iに近い回歌を事例に、緩めて現実

的で柔軟かつ合期的な..用地利活用管理の方式を過し

て、山間集落における、住民本位の f資源の多面的和j

活用 の在り方、可能性を検討することとする.

[V-l 悶歌集落の傾要

回欧は、美山町内111知井村11字の 1つで、 3つの小

1M喜一五波所、下所、向j析から師事成された集落である

.由良川によって刻まれた谷間に立地する.fi波所は

般も立地条('1"-優れ、 lh良川~tf告に南面して水H1と居

住践が展開する.次いで立地条件が良いのが下所で、

由良川の東側に岡山ーして、ほぽ、ー列状に屋敷tJfjiぴ

、対停には、田歌では、担もまとまった函績の水田を

有する.向所は、由良川を挟んで、五波所・下所とは

対岸にあり、その股 L官官九、間歌集落のZR激的小心の
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図IV-2
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.-)としての与院があり、以前 (1986lドまで)そのす

ぐドに~iA公民館もあった.ただし、向所だけは、 rh

良川両1;\の~t斜 ifliにあり()照等、生産・生活条件とし

ては、nも不利な{な陛にある.同1).Iijも現在は)j(凶 '伎

と.f.干の畑を処すのみで、人1.1の減少がAえも滋しい.

明治以，ìíí~では、 111良 1111ニ流、ちょうど、 JIIが米両}j

li.Jから尚北}jfi.)にIJI:f、 90・1111るあたりの東斜耐及び

、河川にかけて*IHを開いていたが、#'，写により喫滅

し、同時に、その付近からの水路及び、沿線の聞.ij.}も

、IbltL、以降干、復IIJもされず、政棄されたという緑過

がある.

IJUr 、戸数~O戸、うち外来 (i (1IInm.fHiでの暮らし

を求めて米住した 1:イツ人家肢で手)、宗教法人がI)(i

、従って、の:米からの肘{主将位帯は26戸である.26P 

"， fl， qJ ~fl ;小川齢 fíのm.独ttt得?で、うち 7 戸は riJ! 

~I:と人 である.また、夫婦 2人だけの世帯も 7戸あ

り、うち 3戸は火舗とも65・r以との老人夫銅である

J~る 10戸については、 3 戸が40才代世帯主とする 3 世

代家版、 2戸が、 50才代俊市主夫婦+そのRJ又は父、

5戸がいわゆる夫婦と子供のみの篠宮反篠である.この

ように、約2/3は、後続おが同居しない世帯となって

いる.これらの:来治、らの U~併と外来者ーを合む定住l吐傍

が30l' íあるのに加え、~*を購入した 2 戸、土地を購

入し新fに辿てられた 4戸の計6戸の別;ifがあるが、

これらは阪の)，数rはカウントされていない. (災W

l、阿IV 3~照)

さて、 問臥'の従来のff業・就業情遊は、 1-2頑飼

の'1(役訴からのM:Iむを伴う、水田農業が農業の中

心となり、それも、 米tj1作地併の様に、比較的大雄筏

k:.!1:1Itし販売小心というものではなく、自給をペーλ

にしつつ、それ以 I二の米を供出するといったレベルの

ものである.米、に加え、これも肉給を中心とした野菜

・錐fi.¥J.舶を生庁して来た.このような農業と、 111

持労働による収入が、問歌の令指を支えて来たのであ

る.現0・、 111林労働に傍わるものはほとんど無く、よ

へ移行・分化している.

ここで、災1V2-6によって、問歌のS曜休業の現況

とその舵移についてまとめておこう.資料は19754'-

9041~のものしかないが、まず農家数は，75年ですで仁

19fiと総Ji!(より少なくなっている.専業農家も・75

fl'-OO((.を通じて 1-2戸で、これらはすべていわゆ

る r~l齢沼町~J と見て良い.第 1 将兼業農家は'90

4ドに 1P現われるのみで~年度を通じて圧倒的に第 2

~J官~.家としてカウントされている 11戸が実質的に

民家で、他の2l'iは、 1:地は所有しているが、自給野

菜'1ff.以外は、 ur地に出しており、 「自給農家Jと宮

って良いものである.鰐 2 縄線業のうち 6 戸は役~~事

tl'常的勤務の安定旅葉、 2戸が不安定兼業、 3戸が状

Jf販記号事n背終案である.経営耕地規筏は全般に小・

常細で般移し 1て来ており、・85年までは半数-1/4程度

が1.0ha以 1:を所#していたが、 '90年には全て1.Oha 

未満となってしまっている.表1V-5ののパ収後面積

の合計からすれば、間・畑合わせて、 50a程度の平崎

線僚とかっている.農家戸数の減少とともに、農家人

口、 JU'igt業人uとともに、過疎地駿一般に見られる

ように、減少しつつ高鈴化するのではなく、 減少しつ

つも、生苑作齢人nはー定、確保され、むしろ高齢者

は減少している.これは、高齢者の方から、 農業を リ

タイアして行っていること示すもので、 後に詳しく述

ペるが、それら高齢おの農地を受けて耕作するシステ

ムが{r(Eしているからである.農業の作目偶成を見る

と、ほとんど水稲tt1作とzってよく、自給的な野菜等

が加わっている.ただし、これも後に触れるが、それ

らの中には、米の'4=~調整の中で実施さ れる転作作物

としての白浜と人¥1.が含まれている.最後に、山林の

保白状泌であるが、.家で山林を持たないものは、'90

4ドではなく、平均して13.5ha程度の山林を所有してい

る.ただし、この平均親棟以上の所有農家は約1/3で、

他はかな。J小規侠常細である.

り脱侠を納小しtlf業と恒常的勤務を中心とした"'1J11 IV・2 IlJ歎集落自治組織の櫛成

終案、そして~Hr収入符の n~耳)k 業とのk{l~せにより (1)熊偽自治組織及び包照される組織 ・関連する組織

'tJ tを成 4 もの、 ~J.R老人のように、年金・恩給. {I; 符の役Cl~

法り・ fff料Lよるもの、そして、完令.に.8l業を熊れ ;tず、 集F存内治組織本体については、 区長 (1)、

・内外への勤めkよ Jて生計を¥'r.てるものといった形 刷l正良(1 )、会計(I )、区議員 (3)の計6人が
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3に対応)

A 8 C D E F G H M N 。P Q R 

Iftilf t 63 13 63 60代 66 49 56 59 70 56 43 72 49 55 64 75 80 78 68 58 76 80 
主婦 57 40 65 50代 59 47 55 56 63 55 43 43 50 60 

そE民改民R由陪93主S8 E E 1 

13 30代 15 16 12 28 
22 

11 
18 15 15 
13 
71 77 78 

父 81 

2人 6A 2A 3A 2A 3人 2A 2人 2A 2人 6A lA 6A 4A 2A 1A 1A 1A lA 1A lA 1A 

外来 外来 外来 外来

i民主イ1婦fl: 61 65 40 36 53 32 60民
65 37 28 50 e方全=言' 

そ長次民政町男男主主妻

つ 13 9 
教人法ワ あ

と
18 7 

不明16 
陪
父

lA 2A 4人 lA 4A 4A ? ワ

総戸数・専業別農家数等推移

総 専業j産業別農家数 兼業種類別農家数

F 総
穐業第兼1 種第業版2 

雇用兼業 自家
専業

数 数 蜘跡的
崎官-‘-略H 

兼業

75 19 l 。18 10 7 
80 19 2 。17 6 8 3 
85 16 。。16 7 7 2 
90 30 13 11 6 3 3 

3経営耕地焼模別農家数推移

例外 0.3~ 0.5- 1. 0- 1. 5~ 2.0~ 3.0~ 5.0ha 

焼定 0.5ha 1.0ha 1. 5ha 2.0ha 3.0ha 5.0ha 以上

75 7 10 l 。 。 。
80 3 10 5 。 。 。l

85 2 10 4 。 。 。
90 2' 6 5 。 。 。 。

農家人n 農業就業人口

男 女 男 !J: 計

総数 65:tJll 総数 651Jll 総数 65才民t 総数 65:t以上 総数 65才Jll 総数 65才Jll

75 36 9 41 9 77 18 6 6 19 3 25 9 
80 34 7 36 13 70 20 7 5 13 7 20 11 
85 23 4 31 10 54 ]4 2 6 5 8 9 
90 22 3 24 8 50 11 5 。6 l 11 

l.ti 

Rは図(A 問歌定fJ:lft般家族構成一覧(各数値は年令:1990年10月現在)、1 ).<N 

2 表N

* r自給農家」

農業人rJ・農業就業人口推移4 

表IV
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表N-5 作物総額別収穫面積及び家畜種類別飼養

農家数・頭羽数

類花弁・
肉周牛

31・ 稲 いも 巨額
類

野菜
類 花木

-芝
Ii 融
量

75 885 851 。2 22 10 1 l 
80 806 806 。。。。。。
86 518 504. 4 7 3 。。。
90 588 564 。2 22 。。。

配置される。これらは会計を除き、任期I年で、選挙

によって選ばれる。次に、自治組織に包摂される組織

については、まず、農事組合関係で、同組合長(1)

副組合長(1)、会計(1)、俊械但P 当(1)、理事

(1)である.造基盤金では組合長(1).盆長盤盟

係では館長(1:区長が兼務)、主事(1). Tと三

担金盟盛に総合長(1)、副組合長(1)、会計(l

〉。温室主盤f~ (3)の計19人の役員が存在する.こ

れらは、ほぽ、 「輪番制Jを前提とした推薦て濯ばれ

、任期は 2年である.以とが自治組織内業務を担当す

る諸役である.

他に、自治組織に関連する町レベルや農協、議林組

合等レベルのいわば集落からの派遣委員が存在する.

知弁学園同窓会理事(1)、間代議員(l).蓋埜皇

金理事(1)、同総代 (3).農業協同組合総代(6 

)。主主主委員(1).主盛評議員(1).7¥盤宣総

代(1)。監笠委員(1)。担主三ム委員 (4).皇

益金委員(1).霊ム'J"37(1) .生宣重堅金理事

(l) .昼ム金支部長(1) .車量豊ム重班長 (1)

の計25人である。在来居住者数69人で21才-70才まで

の人口が42人であるから、男女、世帯主その他別なく

出たとしても、ダブりが出るほどの役員の数である.

以上のうち、集落自治組織運営・業務に直接かかわ

る実質的なものは、自治組織本体にかかわるもの、農

事組合、公民館関係、造林組合、テレピ組合、洞雲寺

総代、九ヶ字委員・財管委員の21人である.

(2)集落自治組織及び関連組織の機締と業務

①区(集落自治組織本体)

従来は、後に述ペる農事組合、公民館を含め、区長

が全体を総括していたが、 1980年、町当局の方針で、

農事組合、公民館を一応、別建とした.区の業務とし

ては、例えば「道ぶしんj等の具体的な笠間管理作業

表N 6 保有山総面積規糠別展家数及び

保有山総面積

-)4R 

0.1 1.0 5.0 20.0 保有山林
な ~ ~ ~ ~ 50.0 面(h積~Gう一ち一し 1.0 5.0 20.0 50.0 ha 

ha M ha μ韓

75 4 4 6 3 1 158 66 
80 4 3 7 3 。2 186 67 
85 5 4 4 2 。113 46 
90 。3 4 4 4 175 88 

号事は既になく、.m:組合、造線組合、九ケ字、寺総代

等が行う業務・行事を 4 応統括し、主に財政支出・収

入を管理するといった側面での機能や、農家・ 4F農家

に共通する議題に関する合意・決定・執行に当たる機

能、そして、行政からの諸連絡・調査等を受ける行政

末端としての機飽き挙が残されている.その他では、八

坂神社の祭礼(祇間祭)を担当する粍度である. r遊

ぶしん」等、空間の管理作業が無くなったのは、.道

や農業用用排水路は、 30戸中13戸の農家-."$組合の

業務となって分厳し、 一般道路については、負慰金を

出したり、整備の要望をとりまとめ提出・陳情はする

が、 IBJの註轄事業として、改良・舗装等の墜備が進み

、集落自治組織としての対応が不要となったためであ

る.

上記した財政支出・収入管理とは、まず、集落内に

限ると、 f絞1f山管理料j がある.この f総茸山管理

料Jは年間約200万円で、 一括して区の収入としてス

トックされている.田歌も比較的早い時期から徐茸山

(共有林・私有林)については8月の終りに、入札を

実施し、その秋の絞lfの収穫・販売織を山ごと売るの

である.入札権は築港内居住者に限られる.対象とな

る松茸山は、 6区間に分割されており、 1区両を除い

て、桜数の集落内個人の山が含まれている.さきの 1

区画は I人の所有で、本人のみが入札する慣習となっ

ている.入札料は毎年変動するが、 1人有の山以外は

、自然な競争の中で値段が決まるが、 1人有の山はそ

うはいかず、自治組織として、他の5区闘の入札料の

前年度比刷滅本を適用し、入札料を決定するという管

理を行っている.さて、 5区画の使教の私有事本が含ま

れる松茸山については、その区画の線引き、収檀時の

トラブル、入札者以外の盗穫対策等を自治組織が受け

て、公正に稔く必要も生じる場合がある.これが、 「

松茸山守男料Jとして収彼織.ffが自治組織仁支払う綴

惚となっている.

次に、収入管l!J.の第 2として、旧知井村財F管区収入

の取敏いがある.111知Jt-村財産区とは、A!山師Jが合併

.成立する以前に存存した知Jj:村の村有林を引き鰍い

疋もので、約7000haの山林である。うち、 2400haを京

都大学泌習林として当財i1T.1)(がiそしている.これは大

正j切に京都大学が99ヶ年の地上惨を設定したもので、

形の上では財雌伏との分収契約となっていると百う.

その料金は、 1980年以来年間2000万円である.この収

入は、九ヶ字(集務)で運営する財産区としての共通

. Jt・問の運営費、蘇林組合に委託しているff林や管埋

世を差し引き、残りを 9t良子寄に毎年分配している。問

歌では、約J50万円となるが、これをやはり一括して

医財政に入れ、区全体の事業の際に支出するストック

としているのである.

その他については、 f区費j どして各戸、年間5000

円を徴収している.参考までに、 90年の時点で区にス

トックされた財政ストックは、定期預金950万円余、

n:通商金400万円弱と30戸の集落としては予想をはる

かに結える額である.そして、これらの積金と並んで

「農事組合貸付金Jとして165万円余が計上されてい

る。これについては民事組合の項で詳述する.

さて、これらの多額のフアンドは、第 1に匁務にか

かわる隙々な環境胞設整備にかかわる 「受益者負担J

にあてられる.例えば、 1983年度から86年度にかけて

実廃された新農業機造改者事業では、 83年度に、五波

所ヒ手の聞h跡事理術 混同の排水条件改良、区画型車理、

a建造取付、農業用問排水分隊と盤側、 1984伴、下所対

岸の開場九渡る橋のう終答え、同85~手、当該圃場整備ー

区両被用、農道整備、用水型軽備と用排水分殿、そして

来年86年に、公民館の移転新築、共同利用機械(トラ

クター1台、采ffllII航機・手押田継機各 i台)の購入

を行っている.そのうち、婦の架袴については、関係

農家(下所対岸に農地を布する.A家)が干所、向所、

五波所にまたがること、公民館については、全戸Lか

かわる施設の為、その事業費の受益者jl拘分を阪財政

より充当している.この例は、 1977年に繋備された集

港内道路改良・舗銭工事にもあてはまる.新農業情造

改i惨事業における他の閣喝容宅備事業は無論、整備対象
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となった各農家の筏額負担となっているし、共同利用

機械については農事組合参加の13戸の農家の共同負担

となっている。ただし、この事業には、集落外の人で

、集落内の農地を持つ若干のものがあるが、全事業の

受鋒者1HI!金合計を、各農家に受占在地面積で按分し、

集落内農家については、橋の架答え、公民館建設の受

益者負担分が医より充当されている為、その分は少な

くとも、 1長鷲外関係者より緩滅される結果となってい

る.

第 2の支出は、八坂神社の祭礼に関する費用で、 「

神楽保存会J費用として支出されている.その他、 1

月、 3月、 8月の、先祖祭り特に3月の合同法事費が

区から支出されている.

②..事組合

現在の農事組合の前身は農事実行組合という名称で

従来から存在したが、実質的には集落自治組織=区に

解消されて来ており、組合として独自の会計・業務は

行っていなかった.しかし、一方で、集落内農家数は

年々減少し、農業と関係のない家が過半数以上となっ

て来たこと、また、前述の新農業栂造改善事業の実施

とその完成が契織となって、 1983年度の一期工事の完

成を期に農事組合として、区から一応独立した実質的

な機能集団として湾機成されたのである.参加してい

るのは13戸の農家であるが、実際には独居老人役者Fを

除く 11戸の第二種兼業農家が活動している.その主な

業務は3つある.

第 1の業務は水路の維持・管理である.水路は、向

所には、水田が1枚しかなく、それは谷からの湧出し

水を引いているものがあるが、 a事組合による維持 ・

管理の対象とはなっていない.対象となっているのは

五波所、下所地内の水聞を潤す水路のみである.これ

らの水路は中・小合わせて、 5つの系統がある.その

うちの3系統は、由良川の支流五波谷に頭首工有する

もの(図N-6中の①、②、③)であり、他の 1つは

、下所対岸岡崎専用とも盲うべき、由良川からのポン

プアップによるもの(同@)、また残る 1つは、五波

所地内の小谷JJIからの補足的なもの(同@)である.

受益面積の広さ、広がりから見ると、⑤、@の水路は

比鮫的規模が大きく、次いで①、③であり、@は上記

したように嫡助的な小規鎮のものである.これらの維
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l戸は、実はE毒事組合役目中の機械抑匂と伝っている

農家なのである.そして、これら作業で千九!日!する労賃

持.'T'ffll!は、@を除いて良事組合参加のl3戸によって

実施されている。名目的に農家であるものは耕作・非

-手数料及び機械購入時の借金返済匂については、 織耕作の月1)なく参加が義務付けられている.以前は、@

械使用料(向ら作業を行うにしろ、他の人人作業を行3系統とし、⑤とあわせ4系統ドっきを@に含めて、

ってもらったにしろ、 rl らのA<IHI~関する作業人裂し

t-機械の使用を而積北幣人計算し?のも)と作業従事

時間の相殺でt荷物し、残金は併り人れ金返済kluJ寸と

、それぞれに関係する農家が、系統ごとに維持.'T'fF1!

作業を行ってい子が、農!1J組合の再結成 ・独立により

全系統を 日斉L合f"Jで}二流から土砂のさらい、t).刈り

いう実に巧妙な方法がとられている。空宇を行っている。ただ、⑤系統だけは、ポンプ・アツ

第 31立、水日l転作におけるブロックローテーションプによっており、ヵ、つ、領銭が ー筒所の同地となって

この方の実施と、転作作物使戸f-.kおける協同である。いるため、関係農家により(L地所有者ではなく、む

式は、 1983年の開局戦備の節 11胡完成ととも仁実施さしろ耕作表)維持・符J.lttされている.これらに要する

れるようになった。水回転作ドおけるブロックローテ経費の各戸n抑I);t、 111役単価×人.fIで先ず総額をH1

ーションとは、毎年、稲作の減反面績が、ほぽ、水田し、総額の負抑[;IJを各戸の所有両被の10a単位にした

全面積の 3 割樫度、 ~tお務に湖り吋てられる.その~lもので割り、それに各戸の面積の10a 単位の数値を電

当てを消化する方法としては、 tr 純に~A<凹所fl農家このれ納容1から、各戸の提供した労働じて質/1:1するの

が自己の水田の3押!を休耕(白己保全 .'ffJlgと称する坑×単価を差し引いたものが、最終的に全成としての

)するか、稲以外作物を作るかする方法がとられる ζ各戸の負担額と成るという法である。以とは幹線につ

とも多いが、そうするのではなく、 :金1約五のA<旧を全いてであり、末端の支織については、これらを箆接、

体としてプールし、その 3吻lを1Il.l経るだけまとめて凶

ーつで、その 3'd11 地的に休耕あるいは転作寸るJi?去の

固に入れる農家が基本的には個人で、ま炉、必要に.1(，;

じ、適1r隣接する関係者によって私的に協力し合って

再度の同地のまとまりを年ごとに、移動tr-せるもので管埋している。

予め開場の[実l苅とl面積、所有者の数等ある。従って、貿~ 2 は、農業用機械の共同所有 ・ 利用による水田の

を考慮して、 ~I箇織の 3 割程度の焼侠γ分割し、 休耕協同耕作 ・田組 ・収綬作業の実施である.機械はトラ

あるいは転作の順序を決定しておき、 1;r-の変史等のクター2台、乗用回傾綴 l台、手押悶倒槻 1台を所有

調理墜を加えつつ、決められた順序で実施して行くといしている。このうちトラクター l台は、農事組合が、

ったルールどシステムを形成する必要がある.IFl歌で区から資金を借りて購入したものであり、他は、 新農

その 1:、問歌これを行っている.はa理事組合として、業機造改善事業の補助金と肉己負担(相当の近代化資

では、休緋はせず、大gと(1菜を転作作物として、 Aこれらの機械を利用して金融資)によるものである。

'}f組合が協同で牛戸Fするのである.その而縦は合計で、運転校能を持つ農家が、スケジュールを調教しつつ

思近のところは毎年・ 2haである.協同の.t}tfJf.には、4そ、組合員の水回を緋し、閏継し、刈り入れを行ってい

農家が参加するとして、年IHH・7~IO[J聞の作業となる。 一見、協業的な形態に見えるが、より俊雄あるい

る。そして、作物の代金収入を、日i役(時!日Itr.{，yでJt・は柔軟なシステムである。 ~水回は伺々の農家のもの

算)時間によって配分するのである.ただし、 1'1菜はではあるが、それらを全体としてプールし、そのプー

白菜、大豆は大¥1と別々k柿rrしている。ルされた水田所.tf農家のu!閃から機械を使った作業の

上地利柄朋符以上、農'Jf組合は、 111放の農業生ff.、出来る人が甑数出て、交脅しながら、全体の農地につ

時、施設維持管lIRを -hl俊tltkJ占えるが、実に現実的いて作業を実施するのである。いってみれば、 13戸の

-合略的で柔軟・巧妙な協同により拘う主体として機良家全体が作業を委託する農家であ り、かっ、その農

能している。このような状態を生み出した要閃として家中から、それを受託する縫家も出していることにな

は、第 4に、農家戸数の減少、向齢者の~'JlI 、 あるい

iま向齢者険彬(独訴をftむ)やk件l陀帯主!仕者?の増加

15() 

る。ちなみに、 90~手袋林業センサスでは、作業を委託

している農家13戸、受託農家 1戸となっている。との
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耕作者不在)となっている農地を l区両僧位でローテなど、r.t的・質的な民業労働hの減少が先ずあげられ

ーションして協同利用している.それは、耕作者不在る.そのような状況下で、従来のように、各農家がパ

あるいは固定耕作者不在の為、その利用は比鮫的随意ラパラで生序.を行うことであれば、汚然、荒し作りや

に出来ることがあるし、 上記したように、農地を農地、勝作政3震が大股1-111ることになる.あるいは、集落

として維持するという必要性からも、いわば空き農地外への上地の流出や、集務外からの受託耕作も入って

このことについてはを出さない E夫という面もある.このような事態を避け、.地を農地として集来ょう。

このブロックにおいて、昨年から、従来、個々に行つ7l内の}]によって維持・総承しようとする努jJの結果

これらの農地を使って協同で行うていた首づくりを、である.ID2は、そのよ うな意志を実際に実行し得る

ようになったことも付け加えておかなければならない条件として、新農業将軍造改善事業による農業生産基鍛

.このような土地の利活用も、合理的かっ柔軟で、協整備の実現が喝事きである.如何に ー定の労働}Jが確保

同の力により、個別では対応し得ない農家をも支えるされ、機暢が骸備されても、圃場が小区画・不整形・

という考え方が現われている.分散の状況であり、かつ、多くの混聞を含み、農道が

③造林組合なければ、それらの威力は発揮し得ない.[IJ歌におけ

これは、法人化された集落共有線を意味している.る農業生産基鍍繋備の進め方について、特別な方法が

田敏には、従来、約30haの集落共有林があった.それとられた訳ではないが、重要なことは、集落内農家か

を「国歌区財産区Jとして集落全体で運営していたのら役場~~勤める若手の l 人が常連にも基盤整備但当者

であるが、大正期に、向所分15ha、五波所・下所分15であり、地峨の実情を充分理解し、かっ、将来を考え

haに分割し、徳利を有する家々が抜方式で記名登記をた設計が出来たことが重要なポイントであったようで

することになった.その後、向所の分について、 一部ある.

がその線を持つ億人によって転売される事態が始まり島後に、 A事組合の業務そのものではないが、協同

、共有称として保持する為、その時点で残っていたも的農地平1)活用として興味深いものについて触れておき

のについて、生産諜林組合として法人化することとなたい.それは、各農家の正月の餅や祝い事等に用いる

り、現在に至っている.ことにも、 ~f答領主去の土地を餅3駅舎:~における協伺的な農地の利活用である.国N

集落内に止め保持しようとする意志が強く見られる.-7に示す、①不在地主所有農地、@期間借地となっ

1967年、その山林を伐採し、槌林している.伐採時のている農地、 @I旧問Jと呼ばれる落盤整備来実施農

材の売却益は造林組合にストックされている。植林後地が、その対象となっている.①と②は見る通り、下

10年聞は下車刈を中心に育駄に手聞がかかる為、組合下所と向所の人々の餅米作りの所対岸にのみ存在し、

員の共同作業は、春、夏、秋にのペ10日聞を毎年婆し

たと言う.現在では、木も大きくなり、共同作業は、

春1回、雪おこしを(雪の電みで闘った木をおこし、ある.というのは、従来の小区両閣場の状態であれば

真直に矯正する作業)行う程度である。、各農家ごとにそれらのうちの 1枚程度に個別に餅米

@テレビ組合を統府すれば良かった択であるが、区画が繋E尊・艦大

山間部の為、 TV電波がト分にとらえられない鯵視されると、餅米を倒見I)~終結する為には、鉱大された

縁地核である為、 1964年の東京オリンピックを期に、圃場をわざわざ分割して鍛え付けねばならなくなる.

集落として、テレビ共悪事アンテナを建設したが、その

維持管理・補修を確保するため、テレビ組合が作られ

ている.その後、 1977年、 NHKの「難視聴区域解消れるようになった。五波所では樫備からはずれた捌場

jの事業による本絡的工事が完成し、 90年には、そのを協同で利用することとしている.向所 .Fi析では、

一部補修を行っている.

⑤区の運営・行事等

S聖地として活用され、③は五波1野の人々によって利用

されている.これも、基fi整備が完成して後のことで

下所・向所及び五波所の2つのA家グループ

で一つの開場にまとめて税指し、分配する方法がとら

155-

全て瞥術済みの開場であるが、そのうち、勝作者が不

在の不在地主所有農地と、期間借地<I!IJち、固定した

その為、
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~の運営は、 3))末の総会による年間事業計l函 ・予

算の決定、 lìíí~決算、役目改2慢を行い、その問、月 l

回の定例常・会金持ち、選手:tしている.

区として行う行事について以ドに列ポする.

1月1日:新年会

集落内向j膏にある糊費守に全戸から人が参加して

お教をあげ、先般を祭り、その後、公民館で宴会を

行う.

1月14日:日持ち(太陽侍ちの¥¥)

夕方から各家からお守に1t¥:6、け、その俸の号豊作を

祈願.その後、公民館にて笹会

3月(各分の日) :彼lF合|司法lJI

従来、各家ごとL行っていた法事を、乙の目、お

寺にて、その.fT・の分守合同で行う.その為、区とし

て、 10万円程度の予算が組まれている.

4月8日・花祭り

tt茶、アラレを食ペ、釈迦の誕生を祝う.

5月8日:行者間(山の神)

以前は、 LIJ仕事にIBる人がほとんどで、安全を折

願する盛んなものであったが、現在はLlJ仕事に出る

人は僅かで、その人々が山の押にお参りする程度.

7月14日:八坂神社紙同祭

八坂神社ドて神祭をJ停納.前日には、神社周辺を

全戸からIHて滑婦、 l4.日の神楽の後は宴会を開き、

15日には、それら祭の後始末をな行う.この神楽は

京都府の無形文化財九指定されている.現在では練

習も衣袈 ・道具類の保守も公民館が使用されている

が、公民館の新築以前は、毎年の「宿J (神社から

神を招く意)となった家の賂敷と中の間を使って練

習し、その際、神は庖歎に第られた.衣装・道具類

も、その4fは穏となった家に保管されていた.

8月108:千日参り

この日に、お符~，参ると『千日分j 参ったことに

なる.

8月15円:施餓鬼(先組供幾)

お寺に参る.

8月24臼:おT度参り、裏盆供養とあげ松

お考に参り、 f夏、河原で民大なタイマツを燃やし

送り火とする.

10月8日:小'?-の符祭り

以 l:の他、 11i))1511は費no<ttは費宮山に参内す

る為の集まりで・あった)、 17Hは観符綿(この日に水

道料絡を集める)がtiわれ、 1B反を周nlf~-閉って寄り

d、A
t.J ..J. 

1V-3 削歌集絡における集務~nn利活用' . 1ffJ!lシ

ステムの特徴

(1)各家のn飴的J:婚やl川システム

山問、中山間地岐に¥'1地する集帯で、荒臓があまり

進んでいないものについては、 M敷地内及びその周囲

は、自給的作物や、飛しみの為の静作りき事のキメ細か

な土地利nJの例が多い.111欧kおいても、その例外で

はない.以下、閃1V8、9、10の@.敷地を例に、その

f自給的:1:地利活用システムJについて述パておく.

まず、食用となる作物を、ランダムん列挙すると、

ネギ、タマネギ、小夜、後思(大ll)、サンドマメ、

インゲンマメ、エンドウマメ、サイトウ、 -+jトイモ、

トロイモ、キュウリ、ナスビ、ダイコン、ニンジン、

カブ、シシトウ、トウガラシ、ピーマン、ゴマ、カボ

チャ、スイカ、シソ、アオジソ、ハクサイ、ジャガイ

モ、サツマイモ、トマト、茶、柿、束、婦、アスパラ

ガス、キウィ、サンショウ、ヒメリンゴ句、実に多彩

である.観賞用あるいは 官官切り花にwす物もあるが

、花J'f，花木をあげると、ダリア、キンセンカ、マリ

ーゴールド、コスモス、キク、コギク、カンナ、トル

コキキョウ、ユリ、シャクヤク、コデマリ、ジンチョ

ウゲ、サザンカ、イワカガミ、ユキヤナギ、ツツジ、

ツゲ、ヤツデ、サルスベリ、モクセイ、ホウキアワ、

シダレザクラ、ヤマザクラ、レンギョウ、カリン、ハ

ギ、ヤマブキ、モミジ(カエデ)、マツ、ナンテン、

スギ、モミノキ、ヤナギ、ツバキ、アオキ、マキ、サ

カキ、カツラ、ニッケ、テッセン等々である.

さて、 EfI歌のような、 fnl J1 I~ よって刻まれた谷聞に

立地する1経常では、谷間の比鮫的まとまった土地が得

られJhい、河川沿いに~~喫な'tfflfl地(以下 r t生産

厳Iとする)がとられ、 *m餅作であれば、-*の使を

含め、いっそうその傾向は強い.I日]時に、そのゾーン

は、可能な限り長時間の日照がttJ.られる渇所でもある

.まずは、.葉集落である眠り、 農業節ーの原則が貫

かれる.次仏、住宅や小脱、~[潤を含む時象地である
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が、とれらは、 ~tJI;応.績をとった余りド配される'と

4なるが、谷nnである為、結史的仁は谷の山を1f仁す

る{ιrnに集まることになる.その湯合でも、百rtmな限

り，hifri、次いで、東・両面を'，iij面とする位慣をとろう

とする.障を作つての作物等の花燥を要するからであ

る.同時に段取地の集落あるいはゾーン(以 Fでは『

肘作成Iという)が山際に点地するのは、飲料水を得

ることと、決;水による人命・財産に対する彼2与を避け

る忠悦もある.飲料水の篠保については、地 F水の官汚

水が山際に多いことや、 IJ、さな谷の渓流から-*が~易

いよう、である.洪水守避ける4は、当然のすIとして、河

川沿J;lよりは、 11，際の舟が、相当高くなるからである

.そして、これら:t!I:;f;.I!まと居住績との中間には、道

路.*路(ド椛に向うもの)が入り、その Eに尉住滋

側に、 n給的な作物が作られることになる.これらが

同般地周聞の集問である.そして、更に、尾敷胎内南

iuiあるいは、 t1物.Ifj陪以外の余地に、又、菜園が作

られる.これらのよE関内、あるいは、民般の後背に、

肺符の栄樹が配される.攻在では、あまり見られなく

なったが、それらのエリアにニワトリが飼われたり、

ウサギが飼われ、食用とされていた.

fTI歌においても、 1:記の原JtIJl立、ほとんど、そのま

まWlaIされている.ただし、南耐性を充分に健保し得

るのは・Ti.波所だけであり、下所の多くは丙下りの斜面

で同l而するものが多く、 一部に南面するものを含む.

fi'J所は、ほどんYが北斜面である.

よず、尚i而件，の強い五波l野の例を図IV 8について

見ょう.同般地には固いがないが、自家の畑や水田と

の埼界がそのまま陪敵地の鹿界となっている.南北輪

状仏、楠f'J形の敵地である.その中央に母屋がある.

rJMの」ヒ側には 2つの小限を侠んで集鷲内を貫通する

が1JlT [J，7TJ!;{ 1.見山織が通っており、いわゆる 道 Fの家

lである.般地の南端、 '段高くなった北京に自家菜

隅がとられ、ネギ、ナス、シュンギク、理字、ニンジ

ン、トマト、マメ額、キュウリ、ダイコン、シソ、サ

ツマイ予(いずれも'90ir9月の時点)が作られてい

る.(li!.，，"小¥1、スイカ、トウモロコシ、トウガラシ、

タロイT，カボチャを季節によって作っている.これ

らの'I't.flPUト紛が行っている. uj家の主生産肢の農地

は、敷地k瞬J奮する市側に水回と畑がu女づっ、東側

!日7

1:段に;f(川が 1.女あり、他に100m弱に忌も大きな水

川が l枚と、比般的近銭した位置にある.

lリ肢は rUlの~?-ll'! J間取りで、玄関左側の物樫は、

以前は'1:を飼うウマヤであった.庭に面する中の間、

~~，;t、観官2湾、 ~Æf.の寄り合いに使われ、ダイド

コロ，ct茶の間的存在であり、部毘が寝言をとなる.風呂

・便所は舷れており、 F草原どの聞に、汚水マスが設け

られ、 ft地外に排出する.現在、生活用水・飲用水は

簡易*jfi~使っているが、それ以前に使われていた井

戸がI~っている.

ト所の例として、先ず、問IV 9について見ょう.

この家の渇合は、鼠敷が、ほぽ完全に、南北備に展開

している.東側が山で、丙側が道路を挟んで圃場、由

良川となっている.もともと、この敷地は細長いが、

自家長聞のとられ万は、母屋の前後の関係ではなく、

左右の位恒関係になっている.自家菓聞のうち、大き

い方は、日敗ぼ毘の地盤面より一段低くなっているが

、 ro~震が雨側に却をることを避けた位置にある.そして

、この敵地南側に山のハリ出しがある為、いっそう、

日照健保が~、要となっていることで、出来るだけ、~t;

kズラし、その分、道路からのアクセスを南側へ押し

ている.続棋の小さな菜聞は、その北側に母F震が来ざ

るを得なくなっているが、南西から、真西にかけては

、聞自立しており、何とか日照を確保しようとしている

.以とのこつの肉家菜隅は国歌の中でも、広い商Mを

有している.そして、道路と由良川との聞には、この

家の水聞があり、自家菜岡下にも小さいが水田があり

、河川水IH 門家集隅一母屋一山と典型的な展開が

高度差をもって見られる.母屋の間取りは、ほぽ、図

IV 8の伊Jk.等しいが、玄関・土問と床上との位置関

係が&.対となっている.これは、どうも、自家集閣の

日照を磁保する為の結果ι思われる.

次k閑IV-10についてである.この家は、道路がち

ょうど{河川も)4!>・南にふれる角に当たり、象地も

関1V-9に比ペ比般的舗をとるため、母屋も若干、商

に傾いているが、ほぽ、 F何面している.従って、自家

菓隅も、fUM，背面L展開している.作物は、キュウリ

、トマト、すスピ、ピーマン、シシトウ、カボチャ、

ザトイモ、内葉、ダイコン、小豆、彼豆、インゲン、

サンショウ、シイタケ、ナメコなど実に多彩であり、
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世情主*師て・作っている.ro院の座敷前面にはがUl織

に、低いえ場で開んrlJがあり、 4公・梅、病人が飢え

られているo IUhUL側』は谷-*を引き入れた池を作っ

ているo l~は洗い物4 ÍJ1!って いたが、今は鰻を入れて

いる.そのF-f'、71)11<マスがあり、池のkずみと、

台所の排尿が人り、敷地外八11:している.そのさらん

北側には柿が2~ある.このように、南北紬と高度差

で、典明的にM数配置が決まっている.

以k、3軒の例をあげたが、いずれも、自家菜園は

大切に位同づけられ、主婦が中心となって、作間を過

して、野草・を中心とする食料が向家用に生~されてい

る.それらは、作食川として、また小屋に設けられた

侃場に漬物としてストックされ、食されている.谷水

、湧水が生活用水、飲料水として使用された痕跡も残

っている.その他、白燃があり余る樫寝かな中にあり

ながらも、その k、花}干、花木が丹精されて償え込ま

れ、農作業、広物のストック、 S農業機械・器具を保管

する小屈がほぼ、 NMと~ぴに置かれ、都市{干'ちに比

パ、数{習の敵地を符しながらもキメ細かいト地利用が

無駄なくなされている.~家の解説では触れなかった

が、生ゴミは畑に火春婦って蝿め土に戻すし、 以尿に

ついても、 一宮容では/~黙し、畑の肥料としている.主

生産厳に属する11<川も、全体に共通して、先ず、原般

地に隣綾あるいは、4iく近緩して小規僚なものが配さ

れ、それ以外の比較的IruMの大きい物が、舷れた主生

産厳に配される. ごの，~日米は :つあると考えられる.

一つは、自家用米の'1KFtIとして、 一つは{fj代として

使う為、近後されていると考えられるのである.住宅

も若干、線機の;p_はあるが、総じて、土問(ウマヤ、

炊事渇を含む〉、小ノ問、~徹、ダイドコ口、部民 (

あるいは寝前)の川ノ宇刷プランであり、中ノ間・陣

取は、現在でも観rr3湾、安符.の寄り合いの織となり

、要事式等がとり行われ、客間としても使われている.

少し以前までは紙l司祭りの神奈の練習や祭の宴も術と

なった家ではこの 2 1111を使うなど、ハレ~間としてあ

るいは、 集tftに開かれたー純のコミュニティ質問とし

て使用されてい?のである.なお、風呂はほとんどが

山からあつめた薪を使って沸かしている.

(2)まとめ In給的j私有小空間の演槍上地利用

利活JlI1fJ哩システムー

f自鉛的，私布小匁n刊の複裕 七地利用'111墜とは、jIIj

項に述ペた、M般に隣媛する自給米規筏の水闘を含め

、自家菜固と自然水の引き入れと若干の処処をし弁後

の排水、副売物としての新燃料、また、そこでは触れ

なかったが、各私イi農地の法面や周辺に自生するx:の

刈り取りとストックドよる毘恨のn替え等を叢す.・こ

れらが確保されていれば、 E低限の食料を中心とする

生活の自鈴自足は達成し得るシステムである.現在、

そのようなす事態はないものの、潜在的能力としては保

持し続けられていると許える.

これに対し、集泳内毛色11大空間の共同的土地利活用

管理システムとは、 主k、販売用農作物(回歌では、

米が中心で、転作作物として大豆・白菜がある)を怠

絡する主生広域、松茸をt薬取する山を私省大空間とし

、共同的土地利活用ff1哩システムとは、集落自治組織

を基盤とし、.事組合の活動的部分を中心として、行

なっている協同耕作や水路"_道管理、また、共有線

、松茸入札料の一部を阪にストックし、各極の集格的

墜備事業に充当するシステムを指す.

前者が、各i吐併の最低限度ギリギリの生活を支える

義鍵を維持・運営するシステムとすれば、後者は、 こ

れに加え、不可欠となっている現金収入の大切な額分

を確保する システムとして、相互に不可欠の関係を成

している.これらに見られる「意識せざる意志 jは、

在来からの集落};!}tl:ft'lI~帯、即ち、集落領繊内の上地

・自然資源に依拠しつつ、そこから、各世帯の労働力

を駆使して生活の慣を得て来たものを、可能な限り保

全することを通して、集tlを維持しようとすることに

あると言える.具体的k、土地は荒廃や災害による滅

失がなければ残るが、 倒々の世帯の労働力事情は、時

の経過の中で、それぞれに異なって推移し、結果とし

ては、多くの独婦老人、老人tIt帯を生むに軍った.そ

の為、 個々には、U(fする上地を活用しての生計費を

稼ぎ出すことが困鰻となる.これを放置すれば、それ

らの土地は荒廃するか入手に渡るかして失われる.し

かし、水田は水の流れkよってつながっており、荒廃

地、集落内コントロール不飽の土地が介在すれば、全

体の系としてのつながりが断たれ、それら以外の上地

'怜JlIIと集機内私有大空間の共同的i地 の活用も国費量となる.従って、全体の系を保つ為にも
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、農地をS聖地として集落のコントロールの下、存続さ

せる&5、要が生じる.また、如何に働き手を失ったl陀帯

とはいえ、それらの存在を維持することは、ある意味

では傾祉的側面を持っと同時に、地峡社会の維持とし

ても必要である.問歌では、それらを、集繕自治組織

を母体として、見事に実現させて来た.自治組織がa
体となっているとは、主に、それが管廻する共有財産

収入、また、その管理の及ぶものとして敢えて位置付

けている松茸山収入等を、ストックし、大きなフアン

ドを形成することによって、比較的安定した財政的義

緩を保持し、運用し得るという意味である.次に、そ

の組織的・物質的基盤に支えられ、実働$隊としての

民事組合が、非農家を含む 4 元的な自治組織から相対

的に独立し、生産'ti!.間の共同的利活用を、比較的自由

に実施し得ているのである。

ここに示されていることは、中山問、山間小集落に

おける居住者主体の当該空間・土地利活用管理を考え

る上で、重要な示唆を含んでいる.

その lつは、 fファンドj を集寵として共有し、そ

の規模が相当の額であれば、その運用によって、綴々

な公的整備や自前の繋備等にかかわる各戸負担が軽減

され、負担の大きさによる、必要な事業実施や受け入

れを断念する事態は、ある程度避けられ、それだけ、

積極的な築港としての対応が可能となることである.

また、集落側がより主導的に諸事業に対応する条件と

もなる。

その2は、 「共同Jや「組合j の実質的な運営にあ

ける、現実に促した柔軟性と合理性である.一見 「ド

ンブリ勘定J的に見えるが、 一定数の能動的労働力が

ある場合、それらの労働力たる個人の条件を拘束的組

織するのではなく、 「出来る事を出来る範囲で出し合

い、出したものには相当のペイが支払われるJと言う

自在で合理的な対応である.前提として、自らの農業

経営条件維持の目的を基礎とした集務領員長の保全とい

う共同意志の存在が確認されていれば、拘束的組織共

同はなくとも、自発的共同は、それぞれの地犠条fHこ

適合した形で成立するのである.

第V章 都市近郊型中山間集落における空間・土地利活

用管理システム再活性化の可能性
熊本県河原村滝~H客の r};史観艶備モデル計画J づくりの事例ー

はじめに が多い。ところが、その地帯では、現在、 20年以前に

1990年農業白書によれば、農業高修造改善事業の大転

換とdわれる f農業・農村活性化農業機造改善事業j

の発足と並んで、 1 tf1llJI1ll地戚の活性化対策の推進J

が重点のーっとしてとりあげられている.その趣旨は

、少々引間が長くなるが、 1989~手農業自ðk よると、

f平野の周辺部からIIJ問地に至るまとまった平担な勝

地が少ない地法j として定義し、 「全国の農家数、耕

地面積、農業組生産額の約4割を占めるなど我が国農

業の大きな部分を担うとともに、国土の約7割を占め

、国仁・自然環境の保全や水資源の溺養等の面からも

重要な役割を担っているj と位置付けている.その上

で、 f①療体や急傾斜地が多く平鎚な緋地が少ない、

①郷市や市街地への交通条件が媛、い、③過疎化や高齢

化が進行し、 it業機会が少ないこと等から、経営規様

の鉱大や生産性の!OJ1:等による農業の援輿や地績の活

性化を図るうえで、平地農村等に比ペて不利な面が多

いlが、その反而 q祭高差や季節差等の自然条件を生

かした高付加価値農業の展開、健かな自然環縫や地滋

庄品を生かした地織産業の振興や銭光庖設の立地等の

点で大きな可能性を4干している j とし、 rJ:t山問地続

を活性化していくためには、地駿の立地条件を生かし

た特色ある康体水産業や地織産業を掻興する とともに

、就業機会の確保、生活環壇の整備等による定住条件

の銀側、美しい自然環療や地域資源を活用した都市と

の交流等を総合的に縫進していくことが重要であるJ

という方向付けがなされているのである.

僚かに、 中ILJ問地以農村・集落の意味は大きい.国

上保全の機能を具体的に言えば、中山間地帯は山から

平地への水のHl口となっている.その水のコントロー

ルを、中山間地ん多い棚田が行っていると宮って過言

ではない、JJclit調節ダムの役割である.また、然観の

曲ゐ、らも、平地k比ペ、傾斜地はその棚田や等高線に

沿う道・水路・屋敷鮮、山端特有の多織な徳性を垂直

山間地形で進行した人口現象が急速に進みつつある.

k記した重要な役割を担い空間 ・土地等の管理主体・

機能が急遮に失われようとしている.~Jえば、水聞が

水量調節ダムとしての機能を発婦する為には、水田と

して水稲を生産することが必要である.擁壁の石題は

ダムで言えば堰堤に当たる.この石垣は、常に1f.や維

木を刈ることによって守られている.これを長期に怠

れば、特に維木は綬を張り石庖を磁波する.その石垣

に守られた水田も、国組前の丹念な畔塗りによって保

水と透水のバランスが保たれ、水圧による石煩綬元で

の漏水を防ぎ、石垣のはらみや崩境を防いでいるし、

表流水と地 F水の量のバランスを保っている.その上

で、雨の多い侮雨時一斉に回に水を張って団組を行う

ごとが、下流への急速な出水を防いでいる.等々、こ

のような石周・水田の維持管理が稲作と結びついてい

た自然な作業体系として回転していることが、水間の

ダム的機能を結巣として巣たさせているのである.日

本の気候は、般物の繁茂にとっては絡好の条件を提供

する.従って、人の手によるコントロールがなければ

、水田は急速に荒れてしまう.そして、その荒廃は水

路・農道の連結を断ち、病虫容の広がりに伯事をかけ

、連鎖的に広がる性絡の物である.中山間村がその重

姿な役割を果たし続ける鍵はーにもこにも、生産し、

管理する主体の安定した存在なのである.そして、そ

れらの主体による空間・土地利活用管理の再活性化あ

るいは再締築が、現在、何よりも求められていると言

える。白書が述パる就業機会の確保、都市との交流は

その一端を担うペく構想されていることは間違いない

であろう.観光施設の立地も渇合によっては必要であ

り有効ともなろう.しかし、それらの前提条件として

何より重要なことは、現在の中山間地戚居住者の中に

蓄積され継承されて来た、空間・土地の管理・保全、

利活用に閲する豊富な知識や技術そして、人と空間や

に展開する袋、滝やnに入り易い渓流等、優れたもの 土地、人と人との聞に取り結ぼれて来た管理・保全、
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関 V-1 滝集落の位置

西原村
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利活Hlのシス r ムを i[ しく I'~押価し、現代的;(k61の."

で、どのよ )I~活用あるいは同機成して行くべきかが

追求され、そのことによる地岐民住占による民住~..4正

{立の地械のイl り'h"を.Ú~する ニ とがなければならない

であろう.

さて、:rrfjifJとして取り 1:げた掩築様(;1I ~ fIi.ili郷m
Jの f.t'lll問地線治』である.中山間地と汁う面で、

農業1'1~'}に汀う I 平地農村 l と比較しての不平1)性のウ

ち①IjLJiJI.I:fft地が少ないJJLは共通するものの、@の占都

市や市街地への交通条件がJYiいとする点については全

く異なる.即句、熊本，Iiへは*を使えば20-30分で都

心に到清し1ゆるし、熊本空港からも 10-15分程度で、

その意味では大都市にも極めて近い.@の過鎌化や高

齢化が進行している点でl;t 共通するが、~~~援会の点

では、郷市への近銭性、近年l1'設された.に某問地や、

テクノリサーチパーク(ハイテク企業団地)も至近の

距般にあり、鉱業機会に事欠く ことは全くない.要す

るに耕地条約iを除く不利な点は全く無いにもかかわら

ず、過級化、向齢化が巡行し、民住者による空間、上

地利tMUftJ型システムが~~訟に勉緩して、農地の荒廃

が着実に進行を始めた処務である.

さて、彼:おらは、この施自民浴を対象に、熊本県の依

頼を受けて、 .村JJt観戦術モデル計画J.Jくりを19

90年以降のこの 2年間手がけて来た.ここに古う fJt

観整備lとは、 ・般k.f!ll解されている、修康的態備、

換言すれば、 r ，災裟的修~j ではない.また、 f都市

との交流lを意図した ra村らしき受m作り iでもな

いo .a村長観lを f農村を成立させている自然・人

.くらし・ '1:政・共同・泊Jt.設置:>の間九成り立つ

歴史的関(，fi併を内包し、その物的帰結としての空間の

締遣と災情1(ra村tt.植民惇備基本締匂J1990年10JI

、熊ふ県)と4rfえる.そうすることLよって、居住吉

自身んよる以観の再認渦を過して、地紙の/fl史を含め

た総合的な認識を促し、修鼠や生活環崎被側、アメニ

デイ向 I-~に限定しない地h良心課題を婦/11 し、その達

成の為のstUIUづくり〈どぬ燥させるのである.~する

k.et観の認滋を人u. liHh~として村づくりへ至る訳

である.そして、そのバランスのとれた村づくりの成

果の ーっとして、地減のアイデンティティーを持った

生きた鼠菌処も自ずと整倣されると考えるのである.i屯
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における この織な村づくりは、~だ端紺の段附ではあ

るが、 r J;U従認滋lから叫.'の ・otl曲づくり』へと進

み、部分的な行動が始まっている.これまでの過程の

小から、 J，iHl:1. 1: よる~滋:?担問、上地の，fIJt.sl目、管理

システムII~t.fo性化の可能性を操り IH し、現段階でそれ

らを整理す・ることが本軍の目的である.

V 1・沌築港の額要

(1)掩然治『の{仮置号事

施策i&は、西原村に属する.両原村l立、陶磁西外鎗

111西側、 『品主総台地』から外鎗分水嶺に重る一部台地

そして、傾斜地に綬倒すゐ村である.凶届{村は、旧山

西村及び川河}J~村が合併したもので、滝!J!治は河原地

区に属する.IJJ両地区は、そのほとんどが台地部から

成り、熊本空港に隣獲し、都心と空港を結ぶ鍵備され

た道路から、阿必外輪山をt携え府議に至る 9，~迫に沿っ

て展開している.近年工主同地が建設されるなど、都

市化の傾向会強めている.これに対し、河原地区は、

主に、外鋪1II1至る傾斜地にあり、熊本ihに近畿して

いながらも、純.村的色合いを浪く残す地紙である.

滝集落は、 IH河原地区中心門tllli上に彊りIBす標高約

300 m加 16似 1:ん形成された塊状集落である.集落名

滝の由来は、終予'&hき住成l話似iW(llIJの谷にittらる白糸の

滝にある.この滝は 2段あるが、外輪山を~水島まとす

る湧水がその1:郎から変流し、滝を作っている.この

水は、年間を過して、常に嘗.宮な量を保ち、滝は無論

門出を合む a僚の厳も11{妥な農業・生活用水の水源と

なっている.沌の地形は小刻僕の尾般が強り出し、そ

の聞に谷が入り込むといった起状に富む甑維なもので

あり、従って、農地はほとんどが、谷底からJe線上部

に釘jまれた棚聞となっている.滝周辺の同権度以上の

際高に立地する集落は、ほぽ、同様の形態であり、一

織に人口減少、高齢化、農業の租故化や底地の耕作政

祭、荒泌がよ1t行しつつある.これに近年のリゾー トブ

ームに乗ったゴルフh信雄投の動きも加わり、一層、度

末の後退をIPめている惑がある.

(2)施策滋の農業の慨療等

滝集t1tの総戸数はほぼ、 -)lして31戸であったが、

1990年に荒り30戸に減ったが、大きく変動はしていな

い.うち農家は、 1970年の30!，;から除々 に減少し、 90

~には23F' となっている.しかし、後に述パるが、全



く.t地を所有しないものは2戸のみである.J!f業.家

は2戸-5戸の聞で変動しているが、本来的恵昧での

専主的農家は3ドの.家について変動している.その

意味は、家鉄のうち世帯主以外が勤めに出る符によっ

て鄭 l舗兼業八と移ったりするということである.現

在、純粋に経常的専業農家は 1戸である.他の4戸は

いわゆる『尚齢専業』である.節 l純兼業.紋は1970

王手の22戸からお実に減少し、 90年Lは、その半数を割

る 9 戸に減少した.安定した就業機会がt~}易い集落の

位置から当然の傾向とむえよう.ただし、第 2騒兼業

.家がその分、大幅に淘加している訳でもない.要す

るに、元来、米づくり中心の農業を続けて来ており、

兼業化は比較的容易であるが、水田が棚田と宮うま持作

条件としては、かなり悪い上、米価の低下、減反とい

う悪条件が電なった為、経営規様の小さな.家におい

ては、同地滅に住み続けながらも鰻業に見切りをつけ

るものが出てきたのである.

作物は、やはり、米炉、米が中心である.作付面績

では1970年、全体の延ペ作付面積中の42%を占めてい

る.70年では、米と~~んで変額がほぼ、同舟度の作付

がなされているが、これは明らかド米の裏作である.

表・裏をセットと考えられることから、米の実質的ウ

エイトは更に高く、米 .Jl.で全体の76%に通している

.米中心の.業は今も変わらないが、そのウエイトは

急車に低下しており、 1990年、米・変セットで、 57%

となっている.90年の数値が f販売良家Jのみのもの

である為、実際の米の作付は、若干は、それより多い

ことは十分伺えるのではあるが、このような米の動向

に対し、伸びを見せているのがいも類と野菜顕である

.このいも矧は、ほぽ、全て里芋である.野菜類は、

気象条件から従来、仮菜類が多かったが、ここ数年、

いちご作りが取り組まれ、鉱大しつつある.もう一つ

臼立つ点は工芸作物(タバコ)が90年には裂を消して

いることである.70年当時には基は大きいものの、米

.・変に次ぐ位置を占めていたことからすれば、大きな

変化と言えよう.その点では、肉用牛生産の滅退も同

織である.他に、表V 4に栄樹聞としてあがってい

る援が伝統的ドは定の位置を占めて来たが、現住で

は、ほとんど、組政化している.これらの数値から読

み取れる、掩の農業の変化を~坦すると、 1970~当時

までは、典間的な傾斜地の農業、.村の姿をとどめて

いたと官える.棚田をフルl活用しず米・炎、JA.・衰

の組み合わせ、それに次ぐ商品作物としてのタバコな

組み合わせるもの、あるいは自給を少々上阿る程度の

いも、野菜、殺物、豆等がキメ細かく栽倍され、各農

家iーは、牛が飼われ、比較が成定し?豊かな民業生産

の体系が保子れていたことが伺える.それ以降、先ず

、去が目立って滅り始め、タバコがそれに続き、若干

のズレがあるが牛が急巡に減少した.ここ丸見えるこ

とは、 III問農業における米を紬とし子ぷ旧民主体系の

崩均質である.~rn自体の利用率は4極端に落ち込み、年

のγ分は、A<IHには怒しか生えない状態となる.牛が

減ることは、~附畦畔の 1，\.刈りが、日常的kは行われ

なくなることを吊し、荒痴感が見え始める.その中で

も.1業を中心として生計安維持しようとする民家は、

より商品性の高い野菜ltH力を入れ、米はn鉛と、ウ

エイトは低下したものの、安定した収入を健保する手

段のーっとしての位置八と程き答えられて行くのであ

る.このような動きは、Jlk1宅金凱H立部門知1.家数ん

も炎れ、米は1970年の28戸から90~13戸へ、かわって

野染がO戸から 7戸へ糟加し、米の転作作物として導

入された里芋が2戸L変化している.樹園地、A<回、

畑の合計面積も、 上下動を繰り返しつつ、減少傾向ド

あり、 70年-90停の問'_43%も減少している.経営緋

地脱僚も、 70年6戸を数えた2.0ha-3.0haMはl戸と

なり、ほぽ、 0.5-2.0haに集中している.子だ 1戸、
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3.0ha以上を償保しているが、実質、たつt-1戸とな

った専業農家である.農家人口は1980年で・応、下げ

止まりの状態4あるが、 1970年の2/3に減った状態ド

ある.年齢的には、 29，.(以下が下げ止まりの中でも減

少会続け、中高年齢化~/iミしている.農業就主人口も

1980年以来、 ドげ止まり気味であったが、 90iドに再び

減少した.農家人IJ，-比パてのトげ制は大きく、 70lf.

の113近くまで減っており、民家人nに占める割合も7

0年の60%から90年九は35%にまで低下している.年

齢僧成も中.t.'Iil'f.齢化が:t，しい.援するに、民家持1位で

見れば、各批-IW主夫婦は農業に従事するがその下のi佐

代の子供連は、ほとんど農業に従事せず、 1拠v&・に住み

ながら、 lまぽ、都市勤労.aと同織の生活を送っている

と見て良いであろう.以上、どの資料によって見ても

安V 田 l 総戸数、農家数常i推移

jpl An Id n 第IJ 院2. 匝ftU si.出陣."1 訴事量 都量 集落の i地

1970 31 30 3 22 5 8 17 28 ー UJ 21 

1975 ー 27 4 ]7 6 11 12 27 ー 畑 10 

1980 31 108 24 2 14 8 11 11 28 ー 叫.'p"1野 50 

円5ib 24 4 12 8 11 9 22 . 81 

1990 30 ー 23 5 9 9 15 3 22 *1980年の数値

安v・2 物別作付面積符

計(似) 稲 変窓1 t量殺 L、もul U顕 (it怜 野菜類 制駄 種師本 制楠

1970 6580 2'150 2260 10 290 60 970 80 ー . 160 

1975 3496 2125 643 80 194 31 237 125 5 ー 51 

1980 3548 1882 673 11 61 13 418 392 ー ー 98 

1985 3341 1651 430 102 240 279 429 25 ' 45 

1990・ 2492 1354 62 271 80 . 685 ー -I 40 
一一 一 一一一 一 一 一一一」ー 一一一ー一一ーー

ハウス・肝ス温室 肉用lfエ 乳則'l: 養豚 保卵鶴

その他 農家政 i面積 .家教 頭数 農家数 頑数 農家数 頭数 農家数 羽数

1970 ー . . 27 79 ー ー ー 16 139 

1975 5 . 21 47 ー 8 40 

1980 冒 11 25 寸 ー . . 

1985 140 . 「 2 11 咽 瞳 ー ー

1990・ . . 6 

$ 販先農家j のみ

安v~- 3 販売金額 1{立部門日'1農家数 京V--4 経営耕地(樹園地)

稲
随・寺 1・・J. 町.. 

野菜 f叫
.lill 作物

甑蜘 樹同地(面楠) ruのある 畑のある

あるu 県樹 究t 桑 陸家 蜘輸 農家 伽醐

1970 28 2 1970 9 100 100 30 2640 29 1750 

1975 21 ， 4 . 1975 13 140 140 ー』 25 1927 24 887 

1980 20 3 ー . 1980 3 89 89 ー 24 2003 22 1090 

1985 20 2 ー 1985 2 39 13 ー ー 24 2141 21 1305 

1990 13 2 7 1990 4 89 89 ' 23 1754 14 728 
一

J<.Y 5 経営緋地面積胤棋5.l1!.家数

ha 
0.'3 

。1~
0:5 1:0 

~1~ 
2.0 3:0 

3
1
0 

1970 3 3 17 6 

1975 3 6 16 1 

1980 2 5 14 3 . 

1985 - 3 3 15 2 

1990・ 9 9 

* r販売農家jのみ

ー11，9



実v-6 保イi山林而繍縦慎別11家数

保千i山事事面積捜棋 保 ~J山林

而椛(

計 (0. 0.1- 1. 0~ 5.0- 20.0--- 50.0ha 農家事~ 人工事本

lha批) 1.0ha 5.0 20.0 50.0 以.1二 家附) i而梢

1970 27 21 6 23 16 

19'/5 27 20 7 ー ー ー 23 21 

1980 23 14 9 ー . 23 18 

1985 22 16 6 . 18 16 

1990 22 16 6 - ー ー 18 16 

j(V 7 年齢別民家人11・農業就業人口

農 家 人 [.1 

男 T:. 
ィ、n 15才 16~ 

29 
3059 60長賢f小計 15 . .r 16-

29 
30-
59 

1970 151 72 2 17 25 8 79 3 14 29 

1975 124 58 2 12 21 3 7 66 . 11 28 

1980 100 48 g 20 2 7 52 4 21 

1985 99 47 8 22 2 6 52 7 21 

1990 Ll01. 50 一一生 21 4 8 51 5 20 
一一一一

農業就業 人 n 

計
男 k 

小nitr 3039 4059 60- 笠t，J、計 ~~J 30"， 40"， 

64 39 59 

1970 91 41 15 9 11 3 3 50 11 11 16 

1975 58 25 4 3 11 3 4 33 4 3 20 

1980 40 20 2 3 10 2 3 20 3 12 

1985 40 18 ー 3 10 1 4 22 3 11 

1990 35 18 . 2 8 3 5 17 . 9 
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60~ 
64 校主

18 

2 16 

6 

4 

3 14 I 

60-
601 貸主
6 6 

5 

4 

3 4 

2 5 

滝の農業は197041''~t時までの、安定していたかに見え

f 、湾Lを小心とする ~tR.体系が急速にi鈴れ、翫たな }j

II'Jへのj民間八と，;，)うことなく、縮小の 途を辿って米

たものと11える.必後に、 11J体の保宥ttdlについて添

え加えておく.'I'IJIIIIIという立地条件γしでは山林保

イl向摘脱棋が全体に少ない.平問すると、 1.0ha未満

である.これは、JoI必山の南外柏山から南部を除いて

、はどん ~III林そのものが傾めて少なく、ほどんどが

以野やtl!'，~地・牧市地となっていることによる. その

1-、モlれらの・1:地は、全て、入会地となっており、例

人4分1，1/された例は少ないのである.

V 2 ifi't!同ntMfl臓の憐成と業務・行事等

(1 )r屯俊治;白治組織{区)の役目構成及び活動

区の役w立、区長 i人、会計 l入、衛生係 2人、公

民館長 l人から成る.これらは話し合いによって決め

られゐが、各陀;wの事情等を配慮したflallに近いもの

である.lJ5:には、 4つの隣保組があり、 4人の組長が

、婦人会 2人、お宮総代2人、 rss1i造林組合1の組

合民 l 人、 I;~会計 l 人そして、警!_ ~生産部会役tlがそ

の同りに配置されるという情成である.この rss告書造

事事組合jとは、凶易{村4j鉢のうち、 7.25加を使って村

と沌~l容との分収泊紘を行っているが、その運営I_~

たるものである.この分収林を含め、集落独自のJtイi

線、お干有林など、計13~14haが集落の共有線とされて

おり、その収益はlズの財JlPI-組み込まれている.4つ

の隣保'11 は、 1良 ~II'央』ある四宮神社と白糸の沌 Fの

妙見神社を結ぶ線で2つづっまとまって、 2つの葬式

組を締成している.

lメの共同作業としては、村主催の村道美化作業と、

r JF f. ~t ，;ff jがある.村道美化作業は、 5月初旬の休

[1を.JIJ川して、村内-1fI;_行われるもので、各~~事で

は総IBで 0:にリj性)集落領滋内の 4 般道路を文字通

り l見化jする為、ゴミ拾い、 4tx1JI)、路面清織を丸

uかけて行うものである.これはコンクールh式を

とっており、俊秀とされるものは炎彰を受ける.

<JT f.U，1i'I> 

r JF F~U市!について述ペる前に、滝を水源とする

r Jt-f-J "-ついてお F説明しておごう.滝をJIc源とす

る IJt-F I (農業・生活用刷水路)は築造年代の.sい
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舶に IH)F f' (ムライデ)J、 「上井手(ウワンイデ

、) I、 fM永井:f.(カエイデ)J、 f新岡井手(シ

ダイデ)Jの4つである.そのうち築造年代がはっき

りしているのは高水井手の嘉永6年、新田井手の天保

年間0)2つである.他の 2つは、より古いと oうだけ

で年代ははっきりしない.滝集落に直接に関係する井

手は、そのうちの村井手と嘉永弁手、上弁手の3つで

ある.村井 f:は、この中でも、妓も滝集落にtJ、かわり

が大きく、 !IHKWt殿内農地のが~2/3は、この水路から

川JIcをとっているし、少し以前までは汲み水として飲

料水どして使っていた.この村井手については、 F流

織の門IH~~と合|司した「村井手給水組合J (組合民

1 入、会~t I 人、 :~U 1人)が門出を中心に作られて

おり、掩からは『迎給日j が1人出しているだけであ

る.事永Jt-手は、集池内部の揺恨台地tにある良地に

'*を取っているが、この水路は、主に、旧河原地区の

南西部m¥-&へと導かれている.上井手は、滝築港とし

ては、.業用水としては使っていず、現在、簡易水道

水瓶として使っている.集落としての f井手普請Jは

村)f:手について行われている.年 1回、国有直前に i戸

からリij1人のIII&:が義務付けられ、不参加、婦人参加

の掛合は fm不足金」がとられる.その他、この水路

にかかる維持・補修繕ままは r}f手管理負担金lとして

受鋒両駒訓で徴収される.以前には「井手米Jと呼ば

れていた.これら水路の管理作業は、草刈りや、土砂

さらいやflhtttな修用程度である.配水管理については

、特に「水揚lを設けず、お互いの暗黙の了解で、と

流が願k水を人れ落とす.また、支線の修理や手入れ

等は、周辺の関係する農家で適宜話し合い、総出で実

行している. fl常的な管理は、このように傭人あるい

は関係良家による部分的私的共同で行われている.た

だし、~滋全体的「井手普請J に際しては 5 月初旬の

lOH間際度の間に、~務としての見廻りが幹線・支線

について実範されている.このように、水図農業の命

ともnうべき水路については、個人、部分的私的共同

、 ~f客全体;のffí哩と 三重のシステムとなっている.

く近づくり〉

lllt:!拠鴻に 般的な「道普請J は、上記の村道~化

作業しか、令戸が~hlJ し、集結自治組織として行って

いるものはない.しかし、部分的私的共同として、水



!日区減内S昼過の瞥備、維持1'tf哩が行われている.現存

する農道11、1tて、このような共同によって終備され

、維持されているものである.村行政としての締助は

生コンクリートの現物及びその愉送貨を受けているだ

けである.この現物支給制度は、各集落ごとに要望を

区長が取りまとめ、その111し込み願に支給されるとい

う仕組みとなっている しかし、沌では、』在宅良家が

多く、庶民がfl:事等で平日のfI中、村内に不<rのこと

が多い.(~伎に無理を強いることを避けて、 linっく

りjでまとなったグループ中から任意に代災を立て、

低接役場』に袋盟を出している.そして斗コンクリート

が支給されるとなれば、当敵路線に農地を宿する全農

家が男女の男'Iなく出合って共同作業で舗主主作業を行う

.道路の制tlは現段階で1.1、経トラックが進行可能な

ものとするのが・般的である.もし、その制Uを確保

するのに、農地を削る援の11:る場合(ほとんどの場合

、沿線の良地は全て削る要があるほどによ墜備慶道は

狭い)は、関係者聞の合意の下に、土地1.1無償で提供

することどなる 逆に言えば、その合意の成立なしに

は、 14.コン立鈴の要望Jl:t出せない釈である.

< r狗前倒し j、 f棚仰しJ>
毎床の!IH前1(第四:Q:)に111て米た言葉であるが、 I 

自前倒しJは、公共や共同の事業には頼らず個人的に

回喝の区画銘大を中心とする泉銭整備を行うことであ

る. r棚押し j は、上段の闇織を向1Iりト段仁人れ、園

局区画を拡大することである.滝においても、調売の

中で、 3箇所の I自前倒し』方式による I棚押し が

実廃されていた.農業の状況にも述パたように、水田

農業を綴とする地肢の農業体系が大きく刷れ、兼業化

が進み、.業後継者の目途の立たない小では、公共事

業として、まとまった面績の基鐙整備実施の合意を得

ることは編めて困難となっている.その l:、公共事業

による整備は事業単価は高く、滝のような棚田の掛合

反(lOa)当300-350万円1:1:る.補助が出るとして

も1/4程度は自ら負抑しなければならず、その点でも

多くのa農家が二の足を繍む.従って、公共!Jr.業持ちで

は、耕作条件改善を望み、地形 kも教側of能な k地の

ある.家があっても実纏ti:米ない.その為の「自前倒

しJである.その実腕に行t-つては、当然、法面を含

む、自らのa農地内で実鈍するのであるが、胤闘の土地
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所有者の介意が~~延である. r惜の掛合は、特にユンボ

号事の中・人:~r!臨械を入れる治郎は、村ilí.以外にはほと

んど無い為、その為の泊づくりから必裂となる.従っ

てより広範聞の関係長家の合患が必要である. 仁菅野の

~胞は、今:1:でのj折、人体において、機械どオペレー

ターを賃借りし、 nら指ボして実施している.この克

式によれば、反封、 30-50万円純度で鞍悦IIJ能という

.公Jt1'lf来は、究全性・耐久性には向いii"ffllがあり、

水路もコンクリートのj::~t.t物が使用されるなど f苅

J!JI賀』とf.i;える部分はあるが、コストtltJo前かかるこ

とについては、今後の大ぎな録地と宮えよう.

(2)その他の飢雌と活動

<婦人会〉

婦人会の活動としては、戦前から一貫して続いてい

る盆・ JEJJ，jijのお誕の滑婦がある.t4.!i存行‘，rとして千T

われる 1J 1とお Jlの先祖祭りtf，fcU3の一民である.次丸

、滝公民館の鋪除と敏設の乎人れがあり、 .Q近、新し

く絶てられた建物であるが、いつも小ぎれいに保たれ

ている. 1 JIの倣..tt会には、財人会が中心となって築

確の老人を媛侍する.その他、災苫発生時符には、 in

防団活動の.方として炊き:t:し符も行う.まt-、I語民

健康保険料の徴収を村の依頼で引き受け、その手数料

が婦人会活動の財源となっている.

<子供会〉

集落内央化活動の一環どして、焼tlll凶収を ti~ 、、そ

の収益は、 r;r;動~tに~てている.小学校の小某時には

、記念倒樹を行い、夏休みには鋭一子共々、海水浴に出

かけ、正月仁は 11:月飾りの磁白係りや 5Jlの節句に

は広精採りなどの自然ど腕しむ活動を行っている.し

かし、子供の盟主が採り、家Lこもり勝ちで、そのと、

部活IなYでマ校からの帰りも遜く、活動も思うに

{tせないのが現4えである

<年間のt4.!帰行:Jr>

1終手容のfr~JJ ・祭りとしては、 l月に先制l祭り、 4Jl

は馬頭観(1'-を努る r.~頑さん 1 ，が行われる.これは、

つい寂近まで、多くのS隆司fで'1・が飼われており、それ

にかかわる祭りであった. G JH:.観ff集り、 .WS祭り

、篠田進祭りが行われる. 7 JH-は川祭りと御田祭り

がある. JlI~りは、滝川及び;fc路にかかわる、いわば

安全祈願で 、 御附祭りはかj必~Iß -円札共通する俊作祈

願と 柑の!J!泊い祭りの息日本があ.る. 8 JIには再び先

祖祭りがHわれ、 111]1511には、地の何必阿宮神社の

祭礼があり、その際Lは伝統の神奈が舞われる.舞い

手は 7......8 人であるが、 !l~偽;の人々は、4tjく若い世代

を除いて、ほとんどが知 2ているとrrう.情・ ;太鼓は

お宮仁保管されている.~ニれら種々のお祭り、その際

の官会等は、 1拠務全jiのうら 2丙をlI1似として、年鋭

、行 'JHiiに柚~でtV，備・吊配を姐当する門わしである

.お官(附符神社、妙見神社)境内の消械も、これと

同儲、 2戸勝似の槍僑で、毎月 1I Jと15日に行うこと

になっている.

(2)まとめ

滝の!t!f毒自治組織ののiりIi及び活動は、 極く ー般的

な農村の築港自治組織に共通する性絡のものと言うこ

とがIII米ゐ.役IIが、;だ質的な鎗番制となり、共同作

業も行政tよる公共的な綴噴盤備の進燥の中で限られ

たものとなっ tて来ている.J産業化が全体的に進み、内

部からの説{主化が生じているとはいえ、総数が僅かに

滅っア以外は、ほぽ!司 .Ht成uが維持されていること

から、 ntf~範1厳・活動の混乱は見られず、全体として

の機能の縮小・簡素化がAfi行しているものとずえる

従って、肘H:地組織的作絡と、農業'1:路地的性絡との

分裂は組織的には進まず、 応、自治銅l雌栂能として

は、共有財{fl運営、各種祭礼の運営そして、農業の裂

である斡線;fc路管理が妓されている.--}j、実質的な

農業'j:.i在地盤の繋理・維持1.'J'l!l!は、例目1I弘的札、ある

いは節分的弘的に主に坦われる傾向を相対的Lは強め

ている.鮎*として、 ~f為自治組織の機能は居住地組

織・共{七併を』正鍵とするものん徐々ん性格を変化させ

て来たとも日えるのである.

V 3 掩集落の空11"構造と土地利用機成

(1)鍛治 'fiJ間梅造を胤~4 る地形と紬

滝集活の傾hまが厳聞する1析の地形は、その西側上部

の阿保ー例外他山からせりドる斜面がτつのJ詰伎に分か

れて強り 11:す{¥!trH-なコている. 1:郊の斜而は、主~ f，f 

・Jfx牧地として、入会地となっているが、lJ，I.<Fでは、

公共育成牧場が立地し、 1持地として{史川されている.

3 つの強り 11: し届恨の聞には、集落傾践の ~tの境を成

す谷を合め、 3 つの符が入り込んでいる.中央の~ft;!
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lニ部MJ辺が、沌~l答のItHI:械である.このÅt.住波は、

四笹神社を中心とする厄~.I:部の畳大の民家野、その

南側斜而に沿う農家群、 ~m上部東側の他地を侠んで

南北に展開する農家群の3つのグループl分かれてい

る.標高の関係からは、この居住援が股も高い位置を

占める.これは、水間りの良い位置に、'*凶を駐大阪

にとったt占拠であろう.民復鮮は、J.t;..+;的には術面性

を確保しつつ、話鍛 1:部から南斜面にかけて、ほぽ、

等高級に柏って並列し、それぞれが比鮫的接近して、

塊村状を成している.この介め、昆般地の面積は、か

なり制限された広さとなっている.これら居住減の明

維な輸銀が2...$:ta交してff{どする. 1 *は、地形的L

決定されて*るもので、現化は、集落内容宇線の村道と

なっているが、元来は、村井手の波路である.1960年

代の航空写兵によると、現住の村道は、この村弁手の

管理通路程度のものであった.そして、その路線も、

村井手沿いに、門出L至るものであり、現ffもその道

は率の入り緩い米舗装のままの r門出道』として残っ

ている.取水11の標高から、一定の勾配をとって、居

住威内を過し、そこでの生活用水としての使用を可能

にする(当時は、飲料水、洗い水として利用されてお

り、 1箇所だけ洗い場の跡が残る)流速・流量・位置

をとる為のルートが決定され、それkl(}って肘住援が

形成されたものと考えられる.水路の居住.Il'1園出口に

は、以前鱗米問の水nr'l、陪も設けられていた.これに

ot交する柚線は、村道整備による路線の変更で、不明

確となっているが、居住成中央四宮縛社と、白糸の滝

下の妙見御社を結ぶ線である.この線上の中間に、旧

公民館と火の見織が現存する.旧公民館は現復、消防

団の詰所及び、当該組内の・6り合いに使用されている

.四宮神uが滝集遂の氏持であり、妙見神社が水を祭

るものであり、集落公民館は自治組織の縫点であるな

ど、集港内のflI婆なポイントであって、これらを結ぶ

線は、いわば f人文的融線J と苫えよう.ちなみに、

この線が、~活を 2 分する狩式組の境界であることは

前に述パたとごろである.究生活上のこの紬線の意味

は、今はもうほとんどないが、滝川の谷をわたって、

集落傾厳南部のa聖地に至るl重援な道路の起点でもあっ

たことである.

(2)土地利flill't成とその変化
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ない農道が多い.政棄される谷地の.地は、ほぽ、例

外なく、そのような農道治、あるいは端節に位置する

集~の主生産織は、大きくは 5 つL分かれている.

節 1 の同地は、~倦肘住減J6似両下jiの同線 kから谷
施似 i~ 内向 1日~I(リの伊iヨ¥'-7⑤ 

ものである.一般討会的に綴械化・省jJ化が進み、加にかけての民地である.帰以より谷， (r'Jって、徐々に

えて1主主化、労働力の中高年齢化が進むことによって犠“1たりの刷局面積はJにき区画を狭めるが、比較的

、人hムよる鍛出入に頼るしかない農地での生産は急い.その鉱 k吉宮、J.'Ht~の北側に入り込んだ農地は、

速に政棄されたのである.これらを第ー披の農地政業村井 Fの水が人 ~/Jい位置の為、畑となっている.村

とすれば、第二被は、兼業化の一周の進化と、高齢者)~手斡線、 IIHt!滋併線道沿いLあることから、肢も '5

1陀，fiの滑加による勝作放棄である.ここ数年はこの第く開発され子ものと~・えられる. 第 2 0>団地は、J.l}住

ー波の農地政棄が進んでいる.これも、谷地、農道末成北側の谷を侠んf、厄.fRI ;から向側の谷に広がる.

-.~医当たり面積が極小な端であるが、それ』加えて、地で、 ~ì客内ではもっともl耐摘が広い. 村井手の分け酬<ß~智t
つ、農地とかものが日立つようになっている.もう水を配ずる農地であるが、この部分の不f)f作、他紘、

かわる問題がある.それは水回転作による無秩序な畑方t熊地化が.Qも lHf.つ.第3の団地i立、対住峻の谷を

地化の進行である.滝での配水は自然流下式のもので狭んだ尚側の白糸の滝上部から広がる路復台地上の.

あって、末端では、畦畔沿いの繁樹りの小水路や水回地である.この雌地は、もどは畑地が中心であったが

そのものが水路の役割を果たしている.転作によって、後~. AlA<井手刷}j(を得て、}j(回化がJ1.tんだと甲ろで

、上部が畑地になった編合、小水路の使用が出来なくある.閥単一鍍吋たりの面積も比較的広い.第4の問

なったり、畑に-*を通すことも出来なくなる.従って段低い位置にあるもので地は、第3の団地の西側、

、下方の水田緋作おは(転作表自身を合めて)水の確、隣接然活へと続く、高永井子沿いの段丘状の地にあ

ビニールパイプ等で、その部分をバイパス保のため、る.この燥地も畑地中心から後に水田化の進んだ地で

させるという余分な役資を要することになる.このよある.ln5 の団地は、集ti~じ端の谷と、居住厳と第 2

うな例が、滝の各所で見られた.水回転作による水路の団地どの谷が合し、木山)11となる谷を侠んだ西側の

系の混乱である.施では、毎床のような交幾分合は全.地である.この地は、北に縫を接する医王寺集落、

く見られない.また公的整備寝業の実施もない.商品(図V西下}jの門出集活空手との観合地となっている.

賓という評価の高い米を中山間地としては、比絞的広現fr.、 i庇に継体され、杉体となっている3参照)

a 部世帯主の兼い面積で袋縫し、これに子供の終業、が、敗戦後の食綴榊産政策kのって、入会地k開聾さ

業を加えて、比較的水準高く安定していた生産・生計れた畑凶地が、!.t!修の東l:JH...あった.以上が、主生

の体系が、米政策等の転換kよって崩れ始め、それに産援.Jt!!の僧成と位置である.直前に述パたようk、

対して、個別的なJ官業への傾斜による対応を行ってい山林化した農地は他にも存症する.それを含め、この

。
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地が絶対的に減少し、かっ、生度基盤の盤備も進まず地転換したもの、転作により東や舗のi現地となったが

IJ.;，軍内総nJ1J3

、気が付けば現状のようる‘状況に立ち至っていたとい粗飯化・荒廃化したもの、まだ訴しいが、緋作政棄さ

うとごろであろう.4~、機認出来た範れ、荒黄緑地化が進むものを図V

6に示す.廃業を生計の所t-f農地の分布は、国V闘で示した.それムよると、先ず、谷地の良地が、林

中心とする、所有面積の大きい農家ほど、所有地の団地化したり荒院していることがわかる.本来、谷地は

地数も多く、従って分散度も高い.かつ、借地も比鮫、日間条件や滋川が多くなりもbいなどの不利な面もあ

一h
d
ヤ
@
剛

/
f
F
@
 

的多い為、より分散度は高まっている.このような状十月貨の宮幾度は届級k比パかなり高く、 a聖地とるが、

況は、棚田という耕作条件の1mぃ農地が、.遊米.備しての価値は高いと3う.それにもかかわらず、谷地

のままに存在している状況ともあいまって、.主経営-k..、通行条件の感さドあるから放獲が進んだのは、

規模の鉱大と合理化を進めようとする、専業的.疲に

とっては、極めて困態な状況と 宮わざるを得ない.そ

.滝の.遣は、徐 に々、 経トラックの入るものに自力
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れは、同時に、彼らの借地により耕作が総統される条

件を狭めていることを怠昧し、般用地放棄に自信11'めを

かける七でも思い条件となっている.

V 4 r農村長観整備モデル計画づくり 1の取り

組みと、集落塑問・士地利活用管理システ

ム再活性化の可能件

(1) r農村主主観整備モデル計画づくり j の経過

<居住者による拭観を通しての地厳認識>

①部外者による地減量・観調査の実施

滝集落の地形・地勢・水勢・揃性・居住成の形状、

大まかな上地利用区分等の大股観のre揖を手はじめに

水路・河川、道路及びその治線を含めた系・の景観、

家並、調場のまとまりごとの水路・農道を含めた長観

などの中景観に怠り、その中で捉えられた、各系ごと

の各厳ポイント(頭首工、分水纏設、道路上のアイス

トップポイント、石短など)、家・小屋等の形状・デ

ザイン、素材、各屋数の上地利用、堂、詞、神社、墓

地独立樹、塚等小長観ゃくらしの点設などをあらかじ

め部外者の限で把纏し、一定の評価を加え、問題点や

秀れた点を整理して写Jl等の形で記録しておく.

②居住者に対する部外者からの問題提起

滝1兵器居住者の出来るだけ多くに集まってもらい、

集落の歴史、農業等の状況、集落自治組織の締成や活

動、祭や行事、生活上の問題点等を総き取り、あわせ

て、 f集落の自慢Jも聴き出す。居住者から出た自慢

は、第 1に、うまい米、それによって豊かなくらしが

、かつてあったこと。第2は、集落から望む熊本市内

のf主張。第3は、滝に代表される豊かな水と水源に立

地する誇りが主にあげられた。

部外者の我々としては、滝の長観のすぐれたポイン

トとして第 1に等高線状に見事に築かれた棚田、第 2

に、尾厳斜面に石底を積みとげ集中する家主t、第3に

掩及びそこから居住成を通り闘騒に至る水路と生活と

の結びつきと水の盟かさ等を提起し、それらを守り、

整備することを訴えた.

討論のゅでは、我々の提起した第2、第3のポイン

トについては同意を得たが、第 10)ポイントについて

は、一斉に反論が出る.当然、予怨されたことである

が、労働力の中高年齢化の中で、棚田での耕作は困難
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をいっそう刷してれり、委託に111すにも受Fがなく、

いっそ 1:地を売却したいと思う所まで迫い諦められて

いる状況のιl'で「棚聞を残せとは何事かj と<Jうもの

であった。しかし諭議を重ねる中で、棚問は豊かなぶ

とともに良質のうまい米をiw.lHし、築様の住かさを支

えて来た大切な基盤であり、持りでもある.そして出

米ることなら、次代kも伝えて行きたい財産であると

いう共通の認調が確認されt.その為kも、民胞を保

持しながらの生pr:条件の改持、適合作物の追求による

転作の安定化が必要という点が課題として確認された

のである.

羽B

制肘岬批LtOJlI1I純し、11:、 U~t目、本姉、胸弟、制益、 tLt ，

柏崎過しtsづく柿てきkDttl鼠ない耀蛸時削糾ほし、附初地馴1t

まりt輔さ尚蝋・蹴t腕Lt凶

集書館、帥1)1卜糊物館、悦拘襲駐する雌雄、そしT、皿住雄tLtOJtltや

掘急鵠~n含助t制時何時。干しT、 fれらの&f甜、抑制灯、怜T

1l(切例証して凶.社、怜切紺、細・使蹴eOJ"ftl~(、蜘liOJ*

t多くの書官、事がっT蜘T慮針路蜘hのである.

「つのIU射るJt盤、量制制時前る鋼、高齢・婦、住宅、抑制(OJ

IU釘、7-1均妹、前哨錦、精腕Al9:OJ純似合い、 ttU娃ゃ

くちしの基盤tLt雌する全体E輔されT吋tいう践である.齢、伽*tLt位、奥

山ー用胤(蹴)、蜘棚、賊刺閥、脱化里山 側(僻畑、糊雌

械ti.腕)、下車(崎将)、蹴閥、開地。蹄雄鵠、脱地、欄地tUQ.

胸系tLては蹴.~，*.同11卜蹴・調肱猷脂t制綿凶LtUt到、制

収生話聞広 .IJJ誕・量制本tLt匝納、下誌へt!U~n.る.À1OJ ，HLt、脳、目

、納付革、回目量、師、韓制制、rut断のi回、セド量、皇制組、雌雄・生鋪

甜肢をり、社、刺崎、車向島、治問時ntLteliして凶.脱叫tL

T、艇t捕で~帥~M:刷、'湖、銀錦、世草場、制畑、蜘地、蹄1IlJJ，か

り、間制、11警の金持主よヲて抑ほされている。納共蹴蹴州舗の長tLて

、u語齢、合併欄輪車、時・畑、蛸(附t)、縦、緒、街、1独立樹、

制軒。fLt、すま州殺して、院(服.tn)、H齢、館、城、問、期、持

戸、 除、車、姐韓、制御月。こ乱抑制、 砧ftltl~~臨時附るt胸躍持・

間以弘、縦閣制導師っt蹴枯れゆ。燃のこは齢、これらの紺、定手

.fOJeOJ"f悦〈、断ttet、拘~M雌のfll:.t恥T、航・餓.ii酎砧ので

ある.

日I、・IUl:時抗、

制tU、制約(覇軍)OJtめtMll腕組献物肘測の、5酬 tsりる

輔耕主脱されtRi働組制である.

tttlftlOJ紺、Il悦糊齢H前日制・錯し、州唱、持蜘叫す措置

H:~~世制、 nlJt・滞納、柑・首脳る.

eそれぬの組、制tnし船、阪L'って胡b、指蝋m掴・怯腕時間

す.

@}it観の同調査と記録の豊富化

②の段階でのヒアリングによって得た知見や、課題

を受け、再度の写真を中心とした長観諸要素の取材と

集絡の捌織を含む制繊の1/1000の詳細図面を作成した

.その中で、井 Fl項目r(1-残るイヲ組水路と開府、川水

を利用した-*fiiiキモヤシの殺倍、妙見神社境内の使い

}j、円符神社と妙見神社を結ぶ紛線、その中間にある

旧公民館の老桁状況などの新たな発見、確認が出来た

。詳細閣では、各家の屋敷取り、植栽、棚田を通る水

路や農道の飴而状況、絹日空宇を含む現状と、各閣場の

利用現況等を中心に記録することが出来た.

@居住者による療境・最観点検

あらかじめ、①、③の作業をもとに、 2時間程度の

観祭・点検コースを設定し、居住者自身で点検する作

業を実鈍した.点検後、会合を持ち、 3年前舗面影の航

空写点も提示しつつ、感想を出し合い、あわせて、我

々の取材した1景観に関する各種スライドを出し、解説

や評価を加えた.その後の討論の中では、第 1に、わ

ずか3年の間に、谷地の水聞を中心にかなり荒廃が進

んでいることに対する続きと危機感が出され、第2は

、自らも見、スライドで見ることで、秀れた景観や、

問題箇所についてあらためて認議が出来た.

このような行動は、後にも 2度行っている.うち l

聞は、岡崎内を歩き、現状を確認しながら農道の改良

や取り付け、拡幅を援する箇所、また「棚押しJ的に

区画艶理が望ましい箇所、再生が望まれる荒蕪地等を

③の詳細閣に議とす作業である.他の I回は、主に居

住滋をより詳しく点検して回り、主に修策を聾する箇

所、復旧的艶備が望ましい箇所等を確認する作業であ

る.

⑤他地減・他傾滋との交流

-鍔11回目の交流は、 i竜集落の婦人による地渇産の材

料を使った郷土料患、生活改良普及員による地局材料

を使った新しい料理と、将来定殺を図ろうとする小物

作物を使った料現を機備しての料理の交流と、山間集

落毎床の人遣との経験・意見交流を実施した.意見交

流では、毎床の経験や、集落づくりの考え方、掩につ

181 

いての感想等が出され、自前の集落づくり及びピジョ

ンを持つことの重要性が強調された.又、滝はリンゴ

の適地ではとの指摘もあり、栽指技術の提供も申し出

られた.

m2回目は、滝から、築港づくりに関係する担当者

が村役湯臓良とともに毎床を訪れ、実地に体験を学び

景観等の視察を行っている。第3回目は、村主催の最

観シンポジウムの形で、鳥取県香取村、滋賀県高月町

雨蘇、京郡府美山町及び以内の厳陽町下趨出、球熔村

毎床の人々を招き、長観づくり、ムラづくりの経験や

考え方を交流した.これらによって滝の人々は、自ら

の位置・特性を理解するとともに、励ましをうけるこ

ととなった。

<地続認識からムラづくり・景観づくり計画へ>

①課題の整理と居住者の体制づくり

課題として繋理されて来たものは、 1)棚田景観を活

かした安価な生産基盤懇倒。 2)集落居住滋内の修康や

秀れたE史観の復元・再生.3)小物野菜を中心とする水

回転換作物の探究と生産・流通対策.4)村の計画する

滝周辺整備への対応.5)道路、 Uターン筒所等交通条

件の改善.6)家庭錐排水を中心とする生活環境改善等

であった.これに加え、神楽の保存やかくれた文化財

等の掘り起しの必要性も確認された.

この整理に対応し、居住者側の体制が検討され、結

果として、基盤整備部会、 11物野菜部会、身近かな生

活環境部会をむらおこし委員会の下に構成することと

なった.それぞれ、 3、3、4、4人の委員及び1人

づつの部会長を置き、計画づくりにおけるとりまとめ

、原案作成に当たることとした.この委員会は滝集落

自治組織内のものであるが、トップは区長ではなく、

一種のプロジェクトチーム的性絡を持たせている.分

家は、基盤墜織部会は、基盤整備実施箇所の絞り込み

、盤備手法の検討.'1、物野菜部会は棚田に向く作物の

研究、各作物毎の導入条件、経営指標、裁指管理、展

示圃掲の設置と検討、流通体制の検討、棚間に合わせ

、景観を配慮した土地利用計画の検討、作付け講習会

の開催等.身近かな生活環境部会は、居住織内の修景

、景観の復元、再生、滝周辺盤側計画のチェッ夕、生

活環境問題の解決策の検討。むらおこし委員会は、 3

部会の総括と全集落への投げかけの場づくり、そして



伝*，t;'~能(神来)のr~N、沌の文化財の発掘と伝承、

年間行事の僚器、集磁のJtrn1~設および身近かな環境

雄設のの効な迎1-1と維持管~とした.

@外からの支援体制

支盟主体は、村役場経済銀、県*務所農業振興室、

我々、研究有である.村役場経掛課は、計画達成過程

における村独自の財政的支躍や村計画八の位置付けの

検討を主に行う.以JH務所は、農業生皮技術の面、流

通対策面、肘{主お組織運符の支援を、そして研究者は

基砲となるデータの収集・提供、計l雨lての提言等の支

揮を判吋する.これに加え、以農政都は現物支給予算

150万円、同窓t村n抑J:H300万円の充当及び、県単事業

である f新農業自白運動jtt500万円(同額村負担)

の財政支揖を行っている.

@具体化した計両

身近かな生活環視部会関係では、部会員の意見をも

とに僻究者によって修氏、樫元、併生等の主にデザイ

ン、用途上の徒案を仔ない、現物支給方式による排水

腹設の較側、老朽化した柄防ポンプ小屋の修去を的盤備

、ゴミ置場艦設の本を使った修民、公民館駐車総鍵壁

コンクリートの倒物によるカヴァ一、同般地法面八の

花木総裁、そして、~議入rJ斜面の磁を刈払つての花

木の他殺が当面の実路対象となった.基盤盤備部会で

は、民野県栄村の r'J、脱綴広盤懸備事業Iをモデルに

関係者3名4わたる「自前倒し l舗助事業を 「新農業

自立運動資金Jkより尖施することとなった.小物野

菜部会では、まが具体的な災施のatuHiは煮詰っていな

いが、 l先進地観察jの実胞が検討されている.むら

おこし委員会としては、神業の12~の舞をピデオに収

録することが、ほぽ決定した.

(2)居住者による集務寝間・土地利活用管理システム

fI}活性化の可能性

計画づくりに取り組み始めて、ほほ、 2年が経過し

ているが、計画づくりと 節の計画実絡については、

かなり鰍調に進行している.その要因として、村・県

行政の人・的・財政的支慢があったことが大きい.居住

者の中九、行政への依存の気持ちが、かなりあること

も否定出米ない.しかし、例えば、集務入り口の厳山

の整備Lついては、同{主右側のt後楽であり、それを計

画に盛り込むことが決定4るやいなや、哩日が集穫の

lX2 

..休日に出たる IIBIHIでもあったが、さっそく、その

刈り払いを民o::ftnらカqlltrって、実行し、現{i.、倒

~tすべき樹組の1if.起をツテを辿って検討している.ま

た、公民館前駐車ij，1M大に{字って他殺されたコンクリ

ー卜嫌壁については、1t.観のn己点検と討議の中で得

られた理解をベースに、 JA観 1:のIl:J胞として、自ら民

住者が認滋している.ーとに、その擁壁の修肢について

は、各自般の催fFりの軒験が~I:かされ、 Jlú林の杉の

間伐材を使った焼杉のフラワーボックスをbとってった

を種らすアイデアに焦れん怠せ、さら1:-は、軍名-らが

老桁化した消防iHンプ小肢の伴氏どし E提復した、沌

集落{、tkJ6 i今のド~似:世りのγイデ Fを繰り入れ、それ

をもってコンクリート部分をカヴγ一寸るという結論

(この阪も、共有林の杉を鋭き艇にしfものを使う)

に遣している.この二つの例に見えることは、 llHに

、円らの集泌を、 ~~.i'iす硯点がfjっていること.節 2

に、修.tt:デザインの段階ではあるが、他所や、物の本

号事外古事的な:UJ例に依ゐのではなく、自らにストックさ

れているセンスや妓訟をA紫直にIHし括附しようとして

いることo m3は、弛紐したかに叫えた共向性や、行

動が、明信な[l慨を見:1:すことで、J.t般的術情1に、部

分的ではあるが彼訴していること等である.また、家

庭維排水の処煙については、 4初、計ilIU実施の優先順

位の上位に、修.tl;的線舶が~tぶ状況kなりかけた中で

、..業を'1'心としてがんばるキ~; :f:ø業./tが、 f滝は水

を一番に大切にすパきである.ノKが4*だJと主張し

、最終的4は、級優先amとなり、かつ段喰点謙題と

なったのである.大げさ 4・tIえば、沌~落のC 1 (Co 

lIIIllunity Jdcnlily)が水にあり、かつA(悶農業にとっ

ての水の屯要性は少なくとも清作的な届住おの共通意

識であっ t~ ものが、政庇総排水処用l問題全きっかけと

して顕復化し、集約されTものともぱえる.これにつ

いても民住者の行動はぷ法く、人まかではあるが、各

家庭から一次的排水の!t!rlJ点までのパイプの延長と径

を出し、 (1111絡の見積りそ~J~に出させている.そして

、どの郎分までを各家路持勺(作来を合め)、共同作

業に、業者下情にするかを倹肘して、業~kかかる経

質の見械りも11:させている. ~的排水の集中から河

川への政流のnnlコいても、 "1f向は脱を口うが、将来

は、{他かi筏るがt焼黙を(lt!ってnら焼いたがtを使って

Hs 



百って良かろう.の浄化弘2仰を取り付けるこどまで計画化されるに五つ

ているのである.農来)A鍍教仰の計画九ついても、一

般的な怠昧でのみ 1鐙制が必要lとしているのではな

をfiij:j倒ししようと巧えており、 dl画検討の小で、

い.きっかけとなっ子のはl'i{tおの若いJft~.来お(

1:水w般flU係のtt'JH、従，'10が以前から、自らの'*問
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もし、 Mかの補助金がも内えるなら、自己tl折1も減る

n嗣が一段と具体性を持つこととら・った.それは、ご

まで逝んでいる.

、肘H:農家の多くが、白，iij倒しででも、耕作条件を改

3人以上の受益.t;を必要

とする.その為、従米の111狐の日前倒しとは見なる部

以 L、俺集活におけるJ.lHl-:者による空間・.1:地利活

ドせないとしても、少なくとも、居住者の中には、潜

.(f.的~- ，よ、まだ、集結n治組織全体としての共同、部

その能力が新たな形で再

なっているのである.加えて、その自前倒しは、原則

試みが始まるのである.この計画も実纏に向けて、受

4在者の選定や受益-dr日!の湖続、そして、前にあげた長

用管f聖システム再活性化のi'ft，髭件については、即断は

ること、郷2に、 Jt胸、あるいは締想を文!Iakととめ

分的弘的ではあるが、 j~lrjJの条件の追求という新たな

野県った村の小説綴基篠懸側!If来の視察に出向く段階に

く近い将米の具体化された計副とはなっていなくとも

総合的な股史的経過を含む地h史認識を導き出 しつつあ

kからではなく、計画づく

りのアドバイザーとして振る舞い、かっ、比較的自由

益しfいとすゐ重要求を持ってい弁ことが、その宛Jを

受けILめ、計画実胞のトップに位置付けさせた広盤と

分的払的jHtij~-よるやj活川1tJl~能力が存{Eしていると

は節 iに、長観の切り nから討住者自身による、より

『モデル計画づくり』

から、 MJI'計画に入れて欲しも、 lと発dしたことで、

ず、関としてより具体的か Juf撹的に集約したこと、

活性に向かうきかっけとして、

として、出舗は問わないが、

とは8l必IU米ょう.そして、

そして、 第3k、行政が、

に使える不|・分ではあるが財政的交援をしたこと、費1

という、 農政や~.霊能術事業な'11:観盤側j41_は、

どのみ;nからすれば脇道丸、ljえる事業であることもあ

って、従米のハードな公共事支の枠を持たず、前鍵せ

185-

ず丸、1'1111な実施方訟を検討出来たこと等kよって、

.fl効な働きが、少なく とも現段附までは出米ている と

4 
1制



第VI章 孤立山間極小集落における空間・ 土地利活用
管理システム

熊..t.. YÆ水 1:村rr 代~þ(k.おけお・μ例ー

はしめに

一般に、 鹿山村~;通!étl也録的共同体的社会集団であ

り、刊に水間農業をIj今集落においては利水と労働力

交般をきずなとする共同が伝統的にほ除されて来たと

曾わ41~o そして、それらが、近年の殺縫Itや非鐙家

のI智hu・流入による混(t.ftの中で、また、人口の通度

のl践のや高齢化!こよって分解し、弱まっているとされ

ている.そして、居住者の交琉や「話し合い活動Jを

促.1!J 7)ことにより、連平野尽を随成し、新たな形での

共向、あるいはコミュニティの州生の必要性が強調さ

れていろ.そうであればこそ、新めて、 『共同j が問

われなければな合ないと級者以匂えるものである。即

ち、 『共同Jが成立する来盤と契僚は何であるのかか

問われているo r居住布の交流や話し合い活動を促進

ずるJことで再生されi;るのであれば、布院は、白わは

簡単でめる。そうでないことは、 「共同Jの再生が、

それ{をとには進主ず、むしろ、分解・弱体化は進む傾

向tこめろことからみても明うかである.

さて、筆者!ふ f!毎日'JJの7.t誌は、 法落の個別農家

による、生活・生産の安定向上を少なくとも郎分的に

は当路集落を基盤として追求しようとするエネルヰー

と行動にあると考えている。 農 〈体)~震は農山村集落

を矯成ずる、少なくともI見限踏までは、 最小の餅{ilで

ある.その縫 (林〉まとは、労働・ 生活集団としての

家肢と生活・生産手fQでおりぷ百としての京 ・屋敷・

岡地・ IIJ林等から成~)立つ、いわゆる「京」である。

『啄J(ふ rみJである限C)、その継承を自己目的と

する.そして、その自己目的.is求のために生活 ・生産

手政令駆使するための条件の っとして「共同Jが成

立していると 考えるのである.このことは、改めて述

べる乏でもなく、 農村社会学においての通説に近いも

のであるが、空間計画の立~からは、その民俗に止ま

るのでは、千十分と己わ~るを i; ないo r自己目的追

求のために生活 ・生在.ff誌を駆使するためのJ、 「共

18i 

間J~ntり立たせる空間的条件の解明を必要とするの

である.

本i.Lで!式、 t工代地区の分散立地ずる極小縦模集濯を

事例として「共同を成り立たせる空間的条件」の原初

的形態を解明するため、地理的に砿立した単独のai本
家を 1つの樋{こ、 「家Jとしての自己目的追求のため

の自給自足的空間 ・土地情成と、それに対応する利活

用 ・管理シスチムを解明、 箆理ずる。その上で、 2-

3 戸の銭小波伎の農家~団としての集落空間 ・ 土地情

成とそれに対応ずる私的 ・共同的利活用 ・管理システ

ムとそ対照することによって、原初的な共同的空間 ・

土地利活用管理システムの形態、成立条件を解明しよ

うとするものである.なお本意!こ聞する調査は凶91年

6月、 8月、 11 月、 1 F.lの ~ I欠にわたって実絡した.

VI-t.l工1¥:1也区の概要

明治初閥、すでにfJl泊、上村を憾成する汀代村、湯山

村の名が確認され、宕野地区もお野村となっている.

明治22年、町村制使行に伴い、..;山村{ま、 JI前村と共

同の戸長をもち戸長役場をもっていたのを分泌 し、独

立した虜山村となったo l工代村も、岩野村とともに黒

肥地村と共同の戸長、戸長役i誌をもっていたが、その

際に罵杷地村と分続。同時に湯山村、江代村、岩野村

で総合村を作り、宕野村に共同のi長唱を往け、共同の

村長を遇んで出発した.その後、 明治28年、総合村は

正式に合併し、現在の水上村が成立している。従って、

この水上村は、明治以来の村として比般的歴史の長い

ものである。この問、昭和31年、Hl市房タムの建投に

からんで、湯前町との合併問題が持ち上がったが、結

局はtrち消えとなり、現在に至っているo (氷上村安

より〉

(1) . 水上村、江代の位~等

水上村はJ.t:磨郡の長決奥、宮崎県に境た織する位置

にあり、球庖川の緑涜減唱~~降成ずる. 県内では、五木



を意味する.それに比べ、 ~O才代、 30才代(;1、少々の村、泉村、多良木町、 al前田1と.宮碕県では惟葉村、

厚みを示すものの、中高年齢層の厚みの半分程度しか白米良村とi立を践する。 r工代Jl!![正弘、村内北郎、五木;;;;心地区の{在位水上村江代図Vl-l

ない.平谷では、その30、10才1{は、極鴻に少なくな村、泉村、 HU長村に山岳部を介して速なり、 J1:!lJ川源

っている.古屋敷上・下、戸鹿野では、やはり中高年況の中心である.

齢8B分に、智子、厚みは見られるものの、他集落に比水l:H(ま総面ifAl92.lll-.nf(1989年)0 Uせ宇野数944、

べれば、極めて貧弱である.同時に、他の年齢層にも人口3115(うちlL代地区が16.4%)、人口官官度 16.2

厚みはなく、極めて特異な年齢憐成である.図lこ示し(199 (五木、泉に次いで.3番目に{氏い〉人/l-.m'.

たように、 5年間の推移という短期間ではあるが、全Oi手)0 事員長柄数 1 :17、 i:t~U873 (1986年)0 うち商

集落を過し、その問、基本的には同一のパターンを続I占数54(従業尚 l 目、年間IllïMIU~売制97842万円)

けているo l工代金体を過して宮えることは、現在のt堂品位月百数9(従事長員132、製法品出荷額n回年)0 J: 

宇野主夫婦を中心とし、その貌の代を加えた人1章が地峻

の短い手となっており、それに続く、次、次々世代が

(1989年)0 震古宗教:163戸、農家人口

1888、制地面倒18901a (ImJotのである。

等111843万円〉

2回りほと小規慢な集団となっており、 10......20年の問、(2) .江代地区の人口動態

この状態が続けば、人口は、さらに半減あるいは‘そ江代i白区では、 1972年~問90年の18年間:こ、人口!ま

れ以上の必少という結果が予想、される.

汀tt帥I乏の入「地移 (¥372年......1990，r.) 国VI-2
{人J

Z 

戸星野

446人、$にしてお.8%の大崎な減少を見ている.各

fl.J~毎に、 一定の法則住(;t見られないか、 19n......75年、

1:180......81年、 1985......86年、 1978......79年、 19l:!2......83年:こ

50 

大幅な川少が臼rLつ。集落傾fiiでは、平谷が最も急激

人口:こ触れておこう.宕野村、戸数2∞戸、人口問l入、

ことが出来るか、今や、

が邑も大きく 1進駐したit!!区で、次いで宕野となり、江

わかるo ~I代の吉田の隆盛は、雄葉や五宗荘等、山犠

{ま、 I!J也の陶慣が占まも大きな要因となっていることが

と、球厨川~過して上り来る平織との交易i処点を形成

その双方ともが衰微し、大幅

な減少そ示し、吹いて古川・川口が続く。 1也の集落て

も減少傾向{ム若干のii.:fDはあるものの、!氏段、続い

望書考までに、本上村の明治8王f.(1875)時点の戸数、

していた板、また山に!趣る例材 ・俊生産lこも見い出す

(~山村、戸数113戸、人口51ì5入、 t工代村、戸数1<18戸、

f~!ま、逆に、大きく衰退したi也[?lと雪い 1;ょう.それ

人口854人となコている。これから見れは、湯山地区

ている.ただし、戸屋野のみが、 1989......如年で若干、

な人口減少~見るに至ったのてある.
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て'Jlt;立ずる条例は少なく、むしろ、自給的性格の強い

ものでめった.まず、鹿i京戸数から見ょう。農家戸数

はID70年で100戸、!均年には68戸と32%の減少を示し、

riij J也 16:~戸数減少)~!:l8.G%を上回っている.これは底

抗浪人nではもっと激し〈、向問55%も減少してい

る.主ら:ζ、収俗画僚は実に凶，3%の減少で20年間{こ

I/:i以下:1:で激減したことになる.中でも在目される

のは市総数で.ほとんと農家は無くなったと雪ってよ

い位の変化である.これ{ふもともと自給的農業lこ、

古 rCI)似先分があ .)f_fI度であったが、早い時期から

の節 目 H~史認iの定 t4i. i兄にも見られるように主要な働

き f が ~R1.;に出、中高齢者hlfa・3た農業であったもの

とほ定される.絞殺の深まりから、いっそう農業から

の労働力の引き上げが進み、補充のないまま労働力が

夕、われる中で、自給レヘ'ルすう総!寺しi与ない農家がt包

加、そして、厳震という経通を辿ったものと考えられ

る. Il1ちは、火崎!こ~ft碩織が減少する中でも、鋪が

起も多 〈 、 i>:l 、で野:~1菌、いも婦が稲の1/10程度の緩

慢であり、肉付=の1-2両〈繁殖)飼が見られ、それと

の!旬i金で嗣刊f'r何かあるといった情成である.箆ヨ長就

&!人r:1は.もともと少ないか、 70年で19.596が65才以

じ 1均年!こ:ま23.9%が65才以上と減少しつつ、高齢化

(j;峨%に迫ん1いる.作物としては.f也に、銀卵fJ:が

あるが、それみは、ほとんと自給的レ;，ルのものとf設

定されるo f也に守g谷にフロイラー生産が見られ、これ

はt!!Jmを示している。

山体の保有状況は、戸鹿野では極端に少なく、古川

も比較的少ない.I自の古座敗、平谷、千ヶ平、川口は

かなりの波倹の保有ではあるが20haを也えるものは少
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J:!lt処の多いものは、広い江代に点在するといった状況

である.

¥-1-2.単独震体i安における自給自足的空間・土地

利活用・管理ノステム

(1)千ヶ l乎日平~:\家

* 
子ヤ平{佐孟の千ケ平i叫匁lにこ属すJる5日平に立1地位する.保高8

OOmO)高地にあり、 rI代地区中心古屋敏から車て30分

担の距総である。

0.¥:京(;t、現在、単独でこの地に居住している。家自実

情flXはtu宇野主63..f、主婦63才、母90才、長男39才、次

男37才であるが、長男は村外同郡内に、次~(ま県外に

定住しており、現在は夫婦と母の3人が同居している.

その祖先を辿ると、五家荘〈現熊本県泉村)久連子か

ら、江代地区川口区のt!T原の地に移住した f平家の落

人の末商Jと雪う.現世帯主の間々父の代、現在地向

かいのI.IJを買い、 t菜畑t#f乍を始めたのがきっかけであ

る.そのi昔、その山を王子製紙に売り、替って現在地

の山を買い、 F毎vt尭畑耕作を始めた.この1t!!(ま、向い

llJよりit!!昧が尺く、出作小屋をi趣点lこ、弟家綾ととも

に定着したのである.それが約IOOi手前のことである.

抑f~の志家{点、 主男に継がせている.その本家は、後

:こ同川口区内石のぶに移転している。本家が川口区に

あった事から、葬式組的つき合いは川口区に属してい

たが、 1960.1'手頃には、そのつき合いも千ヶ平区lこ属す

るようになった.千ヶ平区は、もと、横才、千ヶ平、

広湖、片i也、日平の5つの小集落からなり、区の下の

HIとしては、 tA才、千ヶ平、広減、片I也があり、日平

ない.l [r~全i:~について 5 えることは、 70-90年の各 は償才叫に属していた.この.. HII編成当時の倹才には、

毎:J笠匂に保む lLI~本縦慢が大きく変動していることであ 休講E労働者、続炭生産労働者〈集団的に移動する〉の

る.これは統計上の問題でないとすれば、山林の涼動 世帯が30戸ほど住みついていたが、仕事か無くなった

がぬめて人さいことを意味ずる. ため、他所ヘ移動し、廃村となった.それと問時{こ、

経宮tntt主総~別館宗教を見ると、全集落、各年度を 日平!ま千ヶ平"'1にr.lずることとなり、)11口区とのつき

過して、日とんどが5反氷必で、 0.5-I.Oha層は古川 合いも切れたのである.臼平成立時には、兄弟の2t堂

では比較的多いものの、他では l割程度にすぎない. 手持であったが、後に、千ヶ平から水守りを兼ねての隠

1-1.5hal~(よ戸厄野、子守平に若干、見うれ、古川で 居宗がh日わり、 1971if: ~で3戸であったが、その後、

は2 ， 0-3 ， Oha~制民総京が近年、 i 戸ではあるか出現し 跨ひ2戸となり、つい扱近 (1991f同月〉、そのうち

ている.これそ凡ても、江代地区農業は、基本的自給 1 戸(f1t1担吋時のm世格の子孫)が山を下り 、 ~(こ 1

レベルであり、 1.......2害1m度に販売農家がめり、より 戸となったのである。

192 - I I\):~ 



J.~による J~響は少な〈なるのであるo 2芦ではあって従って、この日平のI制虫e~~(;t純粋な単独ではなく 、

も兄弟の関係から統 ー的:こ計画された配置の跡が明確fU史的には兄弟世帯の血縁的聞係の中で生活・主産を

である.また、従来の道(;1、このエリアへの入口から、行コていたのである.しかし、現世帯主の代に入り、

いったん、下り、弟Eまの前を通って、 A家の家と、水今、山を下りた1性信が汲1震を始め、その為、兄弟的共
Z"" 

回東鏑へと迭している.これも、水田を母屋を中心にri1J(立、かなり限定されたものとなっていた事は確かで

配置することから来た結果と雪えよう。

く生活面の諸行為>

農業・生活用水

める。以1、に、 !U占i凶、外 ;f.f而での単独・共同のí~lr

為についてiAへることとする.

〈空間・ u臨の情hx>

1935年、 2戸共同で40011先の谷から、素綴りの水路凶¥1-5によ ヮて、空間・十I也の情成会見ておこ う.

を開削。維持管理も共同(1おさらい、下草刈なと)て2併とも、いわば現地に日を備えることとなった訳で、

行うo 1960年頃、共同でパイプ送水に切り曾え現在に

至っている。

電気

1979年:こ電気か将人される以前は、 2戸共同で、小*聞は7枚で、丙俳jのものが最も大きい.この事の住

型水力発電を行う.絡t寺管理、修理も共同.宅に行くには、この水田の鮮を1通るしか1監はない.水

懲科回の立地条件を長自優先すると共:こ、母屋のほに立てば、

1970.l:手頃にプロパンガスを入れる.その以前.短期会ての*回が見i度ttるようになっている。後に詳しく

に石油コンロを使ったが、基本的には薪を使用。薪のk!iへるが、矧は-811;えれているが自家用野菜と茶、果

j采集 ・ストックを共同て行うことはない。樹が栽j8され、 ニワトリも飼育し、自の畔には大豆が

慶恨の葺替えMえられ、限られた農地をキメ絢〈使い切ろうとする

12，3年前に行った際は、屋被聴人に依頼。親戚の加意図が見える.水!ふ e~周功、、生活用水ともに、近

事事を3名程頼む.より以前には、隣i家班〈日平の場合

は千ヶ平I妊〉及じfQ戚を頼んで行っていた.

務式等aJ:用排水路に入れて8如来している.水回、畑、水路

現在でも葬式は、千ヶ平区〈千ヶ平、片i也、広頑)等、共同ではあるが2戸の手労働のみによって築かれ

の全戸から人が集まり、取仕切る。区全体が寄るのは、たものであり、自給確保の為、地形的・商積的制約の

戸数が減少したためである.ー方では伝大限に農地を取りつつ、その総持管中で、

道っくり理労働の限界とかハランスしたスケーJl-となっている.

片地から千ャ平を総て、情才に入る村選が1955年に弟吉宗の方は、南面と~tiùïに水聞があり、その聞に、

出来、それから自動車必h可能な道を日平まで入れた母屋と付属舎が位置している.その為、畑:ま、決側に

のか1968年である。この工事は、その輿{こ山鯨を持つとられている.水回の母尽との位償問係(;t:興味潔い.

十条製紙とA~震との共有体道として建設されている.聞では高さ関係かわかるないが、 A家の*回を含め、

日常的経持管理は 2戸の共同によっているo 1974年、7}(聞は3践になっている.うち上の2段の段差(;t、代

村道に認定され、繍演が進められている.とゐどなく、 3民間との問に 1m弱の段差があるo 3 

く生産面の諸行為〉

稲作も、畑作も、 χ来、自給を基本とするもので、

I釘向きlこ正面するlf.似消却の比較的緩やかな斜iHiにす

地している。 Aí支は、母~と付属舎を中心lこ、梨 ・ 商

-南面に水悶をfi!き、北側のlLIWに焔をもっている.

くの谷がう、現在てはヒニールバィフで導いている.

家庭排水は、母屋外t例池を介して、沈;J.l・希しゃくし、

fQ~の水回の形~^かうもわかる上うに、幅はあっても

にalJ':とiす廃舎を置くには少々奥行が狭〈、その位

ま
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現在も、それに変りはない.商品生産的農業としては、と書写窟である.同時に、そのレヘJt-tこ建物を置けは、

1960年代前半までIrわれていた焼畑耕作である.焼畑2段の水聞に影をiiとしてしま今。母屋のある民は、

耕作については、共同で煉畑を聞き、 耕作も共同で行

い、収穫物は2戸平等に分配することが続けられてい

195-

3段目の水間より、さ 6うに、1.8m程度の高低差があ

2民自の水聞とのI則氏まは3m近くなり、建物の
、、
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同ひ傾斜が分水績に向って急になる、その段状に位置-"Jjの.aまが兼業化ずることで、 tlt下労働.(こr、jy、、

世~.標高は800mである。度敷地を基準とすると、~か生じ、 .JUùJ制作はやられなくなった。 (;t コて、主

⑩ 水田{主主にその街例の西面する斜面に段状に形成され

ていろ.そして、屋敷地西側tこ、 2枚の小綬倹な水田

にA't震が継続していた.係1乍も、常畑作も自給用であ

るが、稲作については、7}(図の形状、時鮮の状況がら

があるが、前者の方が日照条件か良い。主たる生産峻も、 1見(Eでも111Mは手で行っている。従って、 2戸の

であることは、その屋敷地側に、耕作俊械 ・器具の倉)f'iつつの効率とほとんと変わらす、不足Jl同では、

療を配していることでもわかる.畑(;t、主なものが、3 るため、 Ull~のまに加鳴を納んでいる.畑作をはじ

座敷北斜面に棚~)\(こ道成され、段の法商には茶が1直談め、 1975年頃まで制延していたtl・についても、その生

され、周囲には推茸原木として使用する為、クヌギが院における 2'-;の共同はない.

Iif怖されている.合聞にはツツジ、シ+クナゲ等も見以k、臼'1'-では、箆!t!!.座敷地の開to・造成、そし

え、患敷の1普賢となっている.主婆な氷図が集まるソ生活 ・生産の基盤的部分て用水確保と道路といった

ーンと屋敷地とは、 5m程度の高低差があり、緩やかの初則的jUuJ鐙備を基礎として、 2戸の農'まは個別 ・

なt去菌を織成しており、屋敷に近い東側は、主tこ花木私的に「自己目的Jを追求して来たものと孟える.そ

司事の庭作りがされ、西側には、クヌキと茶が他殺されして回価、軍事式、家普詰等については、 2戸の共同で

ている。この法商直下の塵敷の出入口付近には、薪小は足らず、IfnJま ・地縁による、より広い健闘での共同

屋と藤棚が設けられ、その聞に、上記水図に入れる農に依処している.そのEやでも、特に血縁による支援が

着陸用水の-gsが落ちており、 織やナタを研く、研き'tg目立つが、ニれは、 111口区の;本家を中心とする「里J

がある。の同系øntまをふ・I~とした、Û1(こ人!)込む前J!基地的位

理敷地内には、大 ・中 ・小の建物が?僚建てられて{rと意味をU'fがけっていることによると考えてよか

いる.最大のものは、作業小屋;綾灘れとなっている最ろう.

近建てられたもので、吹いで母患、入口近くに古い作(2)戸鹿野区水のヰ.~1¥ ~安

業小屡兼倉庫〈ここにも4.5帖の部屋がついている〉 、

炊事会〈土問。10、薪小屋、健鷲舵燥小屋、便所で

1¥烹のある'J¥のぶは、その肉下方、球磨川沿いにあ

fiJであった.現在、1(「隠居るU集落のいわは.

自?8

める.炊事会と人口の作業小屋の聞には谷水を落し、寂 1軒を絡すのみであるが、 1970年頃までは、隠居家

t留め流す貯水怖が詩けられており、母屋東側の縁先にと炭焼 ・焼畑に入コた古川方而からの人々による出作

lま鰻を入れた池も作られている.塵tXi自の南 ・西商は小埋的住宅を合わtt12-3軒はあったと言う.その為、

石坦で築かれ、その上部、母屋を取り囲む形で健作り独立した集落ではなく、 留軍落からの出先的集落で、

がなされ、西蔚にはさらに、杉がh査え込まれており、主!こその目的は閉居制による生計の分灘と、水守りに

防風跡的な1笠宮IJた果たしている.あった. K嘆には現在、定f4.ltである86才の女性が 1

以上、 現金収入を除けは、ほほ、完全な自給体制を人でいる.麻聞には、適宜、下の留から息子速が上っ

もった空間・ 土地織成である.て農作業や塵鍛・ 土地等の手入れをしている.三のよ

く生活商の工夫 ・仕j設け〉うに、 J(まも純干?な意味で、 ll1J虫農家とは言えないが、

上記で、 建物を紹介したが、これらの全てが、 鶴の約 1万がある宮 ・略敷及ひ7}<図(;t、息子を含めた I(家

本家宅E含むk.~宗家綾の手によるものである. I、京が当1ヌ践による完全な臼足的利用管I型が行われている.そ

初陣居家としてこの地に居を備えたのが、 19551:手頃でrn給自定的9問・ 七i也情成と、それにの意味では、

ある.当時は、 鶴と7}<の窓を結ぶ交通E創立、 今もF量る対応ずる利活用 ・ 管理システムJ を解明する ~.J tt.とな

が、人だけが通れる山道で、金りに約 1時間強を奏すりi写ょう.

~.この道を、 漣築貸材をま銭の5湾総出で担いで上つ

たと曾う。それ以降も、 徐々に建物をt替やし現在に歪

っている。飲料水は、母屋北側の湯水をビニールパイ

-197 

〈空間 ・1.地の悌成〉

水の本の股ft1えひ農地は、南西向き斜面にあり、そ

の傾斜がこの部分で急、に緩やかとなって民状となり、
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図VI-6 水の本 (K家)本家との位置関係

フで炊事会と貯水憾に入れている。このパイフは、炊

事舎に人ると、 2，*，に妓分かれし、.*を削った絵が 1

つあり、流し台で水を使う縫合(;1、炊事会償、貯水僧

との間にある人造セメント製の小型防火水僧を利用し

たi留め例のパイプにその水栓そすれば、慌し側に*が

出る。涜しで使わない時は、 t荒し側パイプに木栓をし

てi留めに泌すのである。流しの排水は、貯水憎にいっ

たん落し、沈t絞・希釈して、研さ培方向のI誌に出して

いる。 f大本舎にはレンプJで2穴のカマトが設けられ、

燃料は瓜呂とともに、全て薪である。ただし、電気釜

が使われている。この電気は、自家発電によって供給

している。これは、この地の西下方の谷の水を纏止め

て水門を作()、そこからパイプで、 100mほど涜下させ、

木製水車を回し、タイナモを回すという、極小規模の

水力発電胞践によっている。この絶設は1961年、 K家

の隠居火性の夫か独力で作ったものである。ダイナモ

として使用されているのは、古いモーターをa~jきした

ものである。ハイフを流下する水量の調皇室や、開聞は、

権板か‘うワイヤーを屋敷まで引き、便所横の木製レバ

ーつにながれ、遠隔操作が出来るようになっている。

これも全て、手製である。

便所は、貯留式であるが、落し紙は、便憎に入れる

のではなく、傍らのカゴに鎗てる憾になっている。こ

の紙は、焼却処理する。この措置は、し原を肥料とし

て使う為のものである。

電話(;1ilH妥引いていない、前に述べた山道沿いに、

コードが延々と引かれており、本家との観子電話とな
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っている。

く生産磁の工夫と仕鍋け〉

農用地と屋敷地の配置そのものが、大きな工夫と仕

帰けと雪えるが、他にもいくつかあげておこう。ここ

で生産される米、野菜は、全て、自給用である。

まず、農業用水は、この地東方奥の谷から、以前lま

紫織の水路で引いていたが、現在では、鉛管・ビニー

ルパイプの併用で、水田級上部まで導かれている。そ

の沿線には狭いI憾であるが管理通絡が設けられている

。水図内の水路は、全て繁i屈のままで、日昔渠8~のみ、

ヒューム管が入る。水路には、孟宗竹の太い筒が所々

に配され、これに、竹を喜1)った寛が付属している。太

い竹簡は、 J18~が大きく口をあけ、測部には3 ヶ所の

198 

ワてがあり、木絡がつく。頂部の口にはネットが張られ

ている。この1士鍋けは、早朝、水唱が1医い水をそのま

ま悶に入れると稲に障害を与える為、水をより遠距舵

にわたって回し、少しでも水温をあげる為の工夫であ

る。面積が十分にある場合は、上部の閏を貯水池にし

て7}<を貯め、暖まった上ずみを下に涜すことをするが、

しかし、この地では、その余硲がないのである。筒側

部の穴は、筒に入った水を出す高さを管える為のもの

で、 2つの筒の聞の流出口の高さを調節することで、

その聞にかかる克の勾配を変えることが出来るように

しているのである。穴上部のネットは、水とともに涜

れる落葉やゴミをこして、涜出口のふさがるのを防止

する為のものである。これらの装置も、I<家の人々の

アイデアであり、手製のもので、 簡易な作り物である

が、機能{ま優れたものである。

7.1<図の外周には、竹を割った杭が 1m間隔で立てら

れ、ワイヤを支えている。 j者除けの電線である.必要

な時(;1、自家発電の電気を涜す。水田のソーンの中央

には、竹を組んた物に、 1 .:>十缶がぶらさがっており、

これには、繍がついて、母屋につながっている。母屋

に居ながらにして、 1者や烏などを追う、鳴子である。

焼畑耕作については、 1960年代の早い時期にこのttl!で

は、ほ!まやらなくなっている。

以上、氷の本のK家は、鶴の息子 (2人〉世帯を本

慢として、その支えを受けながら、老人の生活する隠

居家ではあるが、そこに見出される土地利用のシステ

ムや、自前で工夫し作られた諸装置、そして農業生産

(;1、ほぽ、完壁に近い自給自足的空間・土地借成と、

それらの利活用管理システムと言えよう。

Vl-3.小戸数集薄における戸別管I璽並立型の空間

-土地利活用管理システム

(1)千ヶ平区千ヶ平

千ヶ平は、標高700m、江代地区中心古屋敷から車

で15分樫の位置にある。現在、 3戸の農林家で情成さ

れている。 B家:世帯主61才、主婦55才〈農体業〉、

C家:世帯主75才、主婦72才〈農業〉、 D家:主婦5

6才、長男33才、母89才〈僕体業)となっている。こ

の地は、 1934年、 6戸の農家が人値、開墾した新しい

集落である。 この6戸は、図Vl-4tこ示すように、 iま
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D家

の水筒からの直線の給水、あるいは、 D家東側水路か

いる。 fiJCf関係からすれば、 Ci葉東側の*81tま、うち 2再i!よ完全に

ドの広湖3民治tニ屈を移し、通い紛

l宏、 rt:.J惚ぬの線 lにl必聞していた。

1戸は、山を"FO、

らの給水も十分可能であるが、それは一切なされてい1乍を今も続け、小穫が使われてはいないが扱っている.

ない。その水路の水は、 C家の水悶に全く入ることな入ItU!ぼであって、 13;<反は古屋敗、 C家は下の広減、

く、心I妻、谷ヘ落ちているのである..C~衰の主要な水この3戸は、Dまは川口区戸野平に*家をj寺つ.現在、

路には、 C~震の生活用水として1変われる湧水を引いたB設が l戸総れであり、 c.n両;哀が近tlして存在し

ものの、余分が、補助氷として使われている..D家のているが、 1954年ω街風で r~A .ilt J と呼はれる等高線

生活用水の一部t;t、 C家主要水路の水を使っている.沿いの迫が断れた為で、道がf変える4大理主の時lこ、谷を

このように、栂近媛し、水回も地形的に連続している2 つ波るものの、 1.1')歩 15分のY~"問!系にあコた.

にもかかわらず、生活用水と一部補助用水としての共く空I~I ・土地のtlhX>

周はあるものの、!まlま、完全に、*系を分けて使用し8家lよ、実質的に単j虫で存在している.!ま{ままず、

ている点が注目される。西碕ずる緩斜面.1ょに附敷地と棚mが展開する.屋数i也

D家へは、車道がtt!綾入っており窓も所有しているカta1上位にあり、ポ陪りの広減からの遇税農家と共有

が、 C:iまについては、 D家敷地からの歩道しかなく、ずる*路かる農業用水~11;ていろ.その水路は、 B家

家まて1艇は入らない。 C家(ま撃を、今も所有していな

いのである〈図¥:1-91'$照).. 

く生活衝の諸行為〉けた支持で、 lま!支配}J、している..*聞は、 11般の道上

農業 ・生活用水tet、1934年、 6事干の入樋開墜に燦し、にまと tまった面倒のものがあるが、より新しく開墾さ

共同の作業で、日-2(と述べた日平の谷から、約-1k.. D両家の土地は、れたものである〈図¥1-8) .. C. 

にわたるコンクリートの水路を作り、その総持管理も、尾恨の端部に展開しており、特にC京の水図t;t、かな

D2交を結ぶ償その6軒共同で行っていた。 BまとC.Dの間りのflttf.1i函を細かく刻んで築かれている..C. 

道も、その管理通路である。しかし、その水路も195その後、 C家がそ{系を見ると、 Dがデピず開墾し始め、

41:手の台風災害で崩れ、再建もならず、結局、現在のの下fjω、よりi也M条件の怒いijl所を開塑したように

ように、各戸ことに、谷氷を慌し、水路を陥って、水見えるが、調査においては確認出来なかった.D家は、

を得たのである。 8京では、その水絡を聞くため、仕等高線沿いにこのi也に人る必路と連続する奥行きは狭

事の合間をぬって、半年かかったと雪う.このことが、いが、める程度胞のある、塵fiJ也を持つ.そして、そ

6軒共同の般車宇を燃したものと考えられる.この災害の*図も同級に東側下方〈雨方〉の一宮61i:除いては、

B及ひ下lこ降りた 11軒とのDまと、は、同時に、 C.緩やかな勾配lこ水田を刻んでいる..C、D両事をあわ

連絡をも途絶えさせている.せても、それほど広くはない良地に、 震設周水路が3

電気が、千ヶ平の農家に入ったのは、 1968年頃のこ系統作られている.いずれも、谷水を引いたものであ

とで、それまでは、ランプ生活であった。千ヶ平の農[)''i，については、母屋と HIJの水田を侠んだ東側る。

家が、)11口区御原の電気組合に加入したのであるが、

その<1-5年後には九州電力の電気か導入されている.

]jcHl内のほぼ中央を流下して、両償1)の水回に*を入れ

ているが、西潟のがlの水図へは、上記水絡を樫敷で分

の水路が主要なもので、{まぽ、これによって、 D事分

D家の水田は全てカウァーされている.もう 1~(主、

/ 
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電話のタイヤル直通のものが入ったのは19前年のこと母屋のすぐ東脇を下るもので、母極上手の*聞に縞助
ト

1
5
Z

である.それまで、しばらくは、 8家では、主婦の実的に*を入れている.各水図tこは、水路からの海水と

。事では、やはり広測のある家tこ家〈広i鎖〉と、 C.同級に、上手の水田から直娘、水を落として入れてお

依頼して、 D家とつなぐ、それぞれ綾子電話を入れてり、知時間に給水と排水が出来るよう工夫されている.

6軒のいた.広瀕tこも電話の無い時代には、 緊急時、C"衰の主要な水~aは、上記の01家母屋綜の水路で、 D

聞で、白い布を木に結びつけて立て連絡をし合ったと

....).. 
ロ J・
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家自号座下の池(マス、ヤマメ、"を入れている〉にい

ったん貯留されて涜下し、 C京の金水留に配水されて

.........iit 
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図羽一 8 B家空間・土地利用構成
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C.D家空間・土地利用構成
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事の無い時代の貨物は、それそれ、古屋敷まで徒歩

で出かけており、ついでを頼むこと.はなかった。要す

るに一軒分の貫物たけでも精一怖の重労働なのである。

巡回勝買車が入り出すと、週 1回つつ、 B家とC.0 

家に来るようになり、 lまぽ、曜日・時聞か決まってい

たため、 3艇が集まって買物そすることになり、お茶

を歓み雑談Ii交わす交涜が成立していたが、今liB家

が買物に出かけるようになって、その交況も無くなっ

ている。車の乗合は、 C.0家聞で時桁行われている。

<生産面の諸行ゐ>

6事干の入縞者間の共同で行われたものは、 1973、7

4年頃まで続いていた焼畑を開く作業くらいであった

らしい。焼畑は、 1支り倒し、乾燥させた草木に火を放

つため、周囲への延焼の危険があり、多人数を要する

為である。それぞれの畑を共同で聞き、耕作は個々に

行っていた。稲作については、機械の無い聞は牛やEち

を貸し惜りしていたようで、人間の労働力交換はなか

った。現在では、被械も入り、完全に個別化している。

畑作は、現在、 B家のりんどうと高地トマトの販売以

外は3戸とも全て、自給用野菜を作っており、これも、

個々に行われている。

以上、 6車干による入憾時、その最大の基9aとなる水

路建設と維持管理を通して成立していた共同も、その

崩i裏とともに婆を消した。生産は、{まぽ、完全に個別

化し、共同は成立していない。生産面では、交涜や、

相互扶助的なものも細かく見れは、機々な局面に存在

していたが、各家での個別的消費手段の充実と、道路

整備の進歩によって、それも後を消しつつある。空間

・土地の情成で見たように、農地・水路における「交

錯」状況はなく、それぞれの農家が屋敷を中心に、自

己完結的に農地・水路をまとめており、自給自足的空

間・土地利活用管理システムを作り上げている。いわ

ば、戸別管理主主立型のシステムである。このように、

家や土地等居住領敏の近後伎が必ずしも、 「共同J~ 

生み出す要因とは言い切れないことが、この事例から

も見いだせる。ただし、この r近媛性Jは「共集意設J

を生み出しており、お互いの存在自体が結ひ合うこと

がなくとも、それそれの存立を支え合う、一婚の精神

的支えとなっていることは確かである。

(2)平谷区平畑

現在、平畑I任唱と情百貨ずる戸数は5戸である。以前は

9戸であったが、 5戸になった時制は、はっきりしな

い。その5声のうちの2戸は、かなり高官れた位置に単

独であり、 7主る3戸かj委近して干r.tfしている。調査の

対象としたのは、これら 3戸である。 F家:世帯主6

7才、主時61才[農体業]、 C事:世帯主74才、主婦

65才[鍵体業]、"家:主続的才[農体業]という情

成である。このt創立、 I~高800mの小盆1白状の谷間に

あり、合慶敏から車で30分程の位援である。 3戸l;t、

それぞれ、全〈別個の出自を待つ。 F家t;t、 I見世俗主

の~I1々父の代に宮崎県縫薬対〈当地から一つの峠纏え

で後葉村である)から移り住んだ。その後、当の祖々

父とその長男はこの地より下方の隠居家として分家し

て移り、 t欠男が跡を継いでノド家となっている.G家は、

五家荘久連子からの移住で「平家落人の末商J と雪わ

れている。移住の時期(;tIOOi字以上前のことらしい。

H家については、その本家がとこかはっきりしないが、

現主婦の代の3代前にこの地に分京して入ったと曹う。

ところで、いわゆる「務式組Jは、平谷区を織成する

平谷、白水、小白水、朴の木原、平畑の51任ごとに従

来は分かれていた。しかし、各町、例外なく戸数が減

少したため、その再編成が行われ、平谷と白水、小白

水と朴の木原がそれぞれ組んで葬式総ぞ作るようにな

ったが、ここ、平畑は、 5軒で従来通り紹を作ってい

る。このことから、平畑は、平谷の中でも、格対的に

は別個の性絡をもった農家群と見ることも出来る。

く空間・土地の偽成>

農地は、菜園的な畑以外は、全て水田である。7)<図

は2つの団地に魚傍川を挟んで分かれているが、 111の

南岸の団地は、平畑を縦れ下に下りた農家の土地であ

る。そこには、小屋がわりの住居跡がある。北岸の水

田が平畑の土地であるが、 F~震と G家の土地で、 H家

は水田を持たない。 H家では、 10年前に世平野主を亡く

し、働き手の無いまま、山鯨転j貸し、自家用野菜を作

るだけとなっている。 F家、 C家両水聞は、 lまぽ、山

を背に南面しており、地形が小盆地的で比較的平tsな

為、何段かには分かれているものの、その段差は少な

い。 F家(ま、屋散を山手に置き、畑は、その並ひに、

山際の用*の入らない土地を使って作られている.G 

図羽 - 1 0 平谷区と平畑の位置関係
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徒歩である.時折、低焼から-fるがに便乗ずることも家は、 Ffまとは辺に、週間側{こ塵般をtl:き、畑l立、塵

あるうしい.ø:から紛れた、*~告との山際に白けている。屋敷の位

く生産磁の諸行為〉置のちがいは、どうも、水田に引く、水路の路線と閑

ずっと以前、側同もない時代には、回憾には、平畑係しているようである.この水路は、魚保川の上涜、

がirわれていたが、今(ま、全戸と潤o!!による共同11H家下から取水、追をわたして、 III際をめぐり、導か

⑩ それそれが関川を持ち、 (~I別に企てを Irっている.れている.従って、 C家にとっては、J.Jt畑の地か、 JIt

がJ
『
日
常
『

畑作!;t、自給用のみで、 H向はなく 、伺別(~ÍÏわれさせるところはない.山際に位置在地しか塵敷を{立

川
河
口

ている.たた、 30rドほと前三でrrわれていた焼畑につさせる為tこは、以前の木馬道とはいえ、華字線道からの

fiと向傾、畑を情〈時には、全戸、男いては、他のアクセスを必要とするが、水回を広大限とるお、また

女の区別なく出合って人教をそろえて共同で行い、 *"F家水回との境界でもあり、最も陪差の大きい位置に

1乍は個別という方式であった.取る方法しかなく、結局l;t、それが不可能の為、 i屋沿
屯毛

!お
「千ヶヰ'と同械に、以上、平畑においても、何日、いとしたものと忠われる.

戸別管理並立引」のシスヂムカ{Ci‘うれる.むしろ、出F、G共用のものであるが、水田、さて、用水路は、

時聞も!Itなることから、いっ自を異にし、かつ、定それも焔とも、両家のものが、入り混しることなく、

そう「芦別管理Jの色おがaぃ.直線的t責界をもって、それぞれにまとまっている。

F家が屋敷を山陽にとコているのは、道沿いが、ちょ

まとめ、:}-q.うと魚緑川とその支流の谷川の合減点に当たるため出

¥1-2、¥1-3において、 2つづっの家例をあげ、日家水E寺のt益水の危険を避けることからであろう.
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『自給自足的空間・土地利活用管理システムJと「戸では水は、魚、保川本涜ではなく、その支t衰の谷川から

別管E聖並立型空間・土地刊活1fft1l'-システムJについ独自に引いている.

て分析したが、それらぞ過して雪えることは、自給自く生活面の諸行為〉

足的空間・土地利活用管I哩システムが基本であり、そすでに農業用水については応べたが、生活用水は、

のシステムと空間・土地情H誌は、日ぽ完全な自給を可3戸、それそれに、谷から今ではヒニールパイブを使

能とする自己完結的なものということである.山深いって家に入れている。これに関する r共同Jは全く見

it!!に生活のi処を備えるということが、先ずは、家肢のられない。

その枠を~食縄・*の硲i援が前j足てあり、そのiで、前面のi道路11、もと、~を伐り出す木馬道であった

えた焼畑・、山仕事、炭焼等による商品の生産と現金ものを、材木業者が山を買い入れ、自ら聞いたもので、

。
b‘ 

~Q 胴司

吋

l
F
函

収入を追求するという、生産・生活体系が明確に存在

している.その自給自足的空間 ・土地利活用管理シス

後に村i笹となり繍袋されているが、こu.う3戸による

ものではない.

チムを回転さtHIt符ずることは、各家にとっては、 t音電気の.入は1965年頃のことで、その前は石油ラン

一杯の努力を廷することであり、その線統!こよってープ、さらに以前法、たい松を使っていた。 11年前に、

家自主では支え切れない部分(~要請た問水確保、償t~ft以各戸に電話が引かれたが、それ以前のしばらくの間は

前の間続、葬式等〉についてのみ、近I奈良家間及び血3戸の中央、 G家に公然電話が品置され、共同で使っ

縁による「共同J が;~められ、成立するのである.こていた.

0) r共同Jも、織ほftや、月:j!表ijl恨の縮小傾向の中で、屋恨の査まさ管や家普請は、今でも、町内や周辺の親

しかし、それ徐々に成立するぷ絡を減退さttている.戚が共同で行っている.

で、自給自定的利市問管i唱システムが馴れることは、買物lま、現在、巡回附質事が週3回来るが、 3戸そ

その空間的婆因と今の段階では見られない.そして、ー同tこ会してれぞれに時聞をずらして、車が止まり 、

2υ7 

__. 

「自己完結J~迫?択すること

で、また、比較的新しい時代の偽京独肉、あるいは個

してft目すべきことは、
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いっしょに貨物をすることはない.

3戸ともに、車はなく‘古座敷に出る時は、通常、
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を前提とした自主的共同開墾であったが放に、家・屋

敷、回・畑、山林までも、それそれ空間的にまとまり、

相互に交錯する部分を全く持たないことである。要す

るに空間的tこも独立したシステムを持つために、各家

の行為が、 1自に影響を及ぼすことが、ほとんと無い為、

相互の駒豊富ずら必要としないのである。(本現存す

る水回が開発される途上では、焼畑でとれるイモ頬・

鎌蝦・陪稲が自給自足のもので、7}(悶笠備後も、そこ

で収獲される米は換金作物とされた。焼畑では上記以

外、小豆などはj負金作物とされており、その後、米の

価絡低迷、減反政策の中で、米は自給用となり、後畑

の小豆のみが換金作物となっていた。〉

このような状況を日本全国に安易にー終化すること

には慎重てなけれはなうないが、 t工代地区のように、

極小綬伎の集落が地理的に分散し、それも、本家の前

進基地を切り開くような性絡を持つ地岐においては、

少なくとも一般化しU~ょう。ちなみに、表V1-2(こ、

江代地区7:ll浴中、今回調査し得た5集簿自治組織の

諸元の一覧を示したが、古川、古屋敷下等、比較的戸

数も多く、大きな近援するま翼団を成す集落は別として、

川口区外の区では、全く集落自治組織による共同作業

は存在しない。戸数の絶対的少なさ、極端な分散、そ

して、それだけに、頒像を絶する対象領峨の広さから、

存在し得ないのである。

そんな中にあっても生活面では、極小戸数であって

も近後し、共{主することによる相互鉄助的共同は、生

産に比較して、若干なりとも多く存在している。 r人

生儀礼」の最も重要なものの一つである努式、家普請

等に見られるものがそれであり、互いの存在そのもの

が、互いを精神的支えになるという無形の「共同Jの

存在も忘れてならないであろう。

、_，
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第刊章 水利用見る多重的空間利用、管理システム
一服A>:9，~水 L村泌111治区にお付る事例ー

はしめに

t!tHijJKの~IIJH~J1P:システム.続撲については，前

章にあげたよろな，待出;震が，fJらの'争活用水もJkね

て制別に，rJらの農用地lこ，谷から水を'J< .持めて

小刻f~'é. r!己完結的な利*から，数町村，あるいは

以尽か~える L うな大.lJlH!な.e!すi用水斜訴まで，多殴

~れこ (f ーらものがイF有:する.

み:じでとりあげる出111地区の'1;例は，そのような多

民陪の農繁用水等の水利用から4れば，かなり小脱線

のも0>に限られる.たがし，そのtやでも，数集穏に百

る法人ftした水利組合に kる用水利用. 1集滋 1水利

組合によるもの，その中でも，モの規伎において.7.k

系教.受益珂倒{乙差があり.7夫人化したものもあれば，

非仏人の任意総1合のものもある.さらに，第W苓ほと

小組"ではないが20-30戸線撲の伝統的な集落利水な

ど，W，僕 ・ノステJ、において，バラエティーに需んで

いる.ぞれに加え，祭器誕生産禁盤整備実路 ・来実飽の

差もはられる.このように多織な燦業用水利集団の用

水及び飽玲の1Jfl'-.利用システムを見ることがtiI*る.

それHの多憾な周JK利}ij，管l'型システムの分析と，相

互のl伊較を過して，農d島牛.定者，農村民作者による多

々的'/~r:日利用・ ~~r耳『システムの?花粉とその成立条例の

空間計画的検討を行Jうことが本予の目的である.

なお， :.t.:lJHH;I: 1 9 n 1年6J:j， 7月.8月. 1 1 

月の11i欠にわたって尖絡したものである.

VH-1 g~山 Jt!!r<の続攻

(1 )tir:山1t!!lメo)ii7i:f;_t事

向山地1習は.*トふt~~部，前vにあげたH代地I支爾

tとあり. ~.弘前 IBr ，下記・的l収丙米!i!H ， W:柴村と境を織す

~. if1j五山， H代馬から下る谷川によって形成された

扇状地にIlJ~! ('るi也何である.この扇状地は，大きく

2つに分かれ，市原111(こかかる扇状地には， !也l支!大1，

ふ野I ，お~.野々頭，舟石の終!U存が立i也し，泌tllJ11 

を侠んで，tT代院にかかる扇状地に，神j号，覚井，北

問， .九場，小原の各1L泌が¥'{J也している.場UJi住民は，
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全域に河川 ・?~?立が多く， i勇水も多くの筒所にあり*

の堅守i.1'な地であり， l~ 見4も汲ttq ~. 

(2)福山地[?<の人口動態

福山地区では， 1972年~卯年18年間で， 2115人，穆

15.8%の人口が減少している.大iふ，年総 1%強の減

少が続いている.集落別には， ，お~が昭和52年以降，

ゆるやかに増加していることが注目される.他では，

覚井...t.，野を除<II集議では， tまぽ，下げ止まり傾向

が見られる.その北目・神儲・馬場の中にあって同じ

く，湯山地区の速たんする中心部そ術成する覚井が減

少を続けている点は問題である.1$考までに，氷上村

の明治8年時点の戸数，人口は出山村，戸数113戸人

口565人で水上村IB三村中湯山地区が最も大きく発展

した地区と言えよう.

次tこ，人口年齢権1iXについてみる.湯山地区は， 7 

集落，それぞれに特徴がある.馬場では40-t代後半~

60才代前半に大きな集中があり，次いで5才-20才代

前半に集中が見られ，両者間の20才代前半から40才代

前半にくびれが見られる.近い将来の人n再生産力は

1民いが，ここ5-10年， 10才代後半.......20才代前半の動

向が重奏なポイントとなっている.北目は， 50才代前

半~印J代後半， 5才.......19才， 25..t.......44才にそれぞれ

ふくらみがあり，回才.......69才がその中では相対的に大

きい.25才......44..tにくぴれではなく，ふくらみのある

のが特徴であり，当面の人口再生産力は見込まれる.

同時に， 10年後にも，人口再生彦を見込める可能性が

ある.党井は北目(;:似通った商が多いが， 40才代後半

-60~'代前半のふくらみがかなり大きく， ~t闘に比べ，

5才肴い.それに対し， 20才代後半から30才代後半，

10;:t.......19才のふくらみは小さくなっている.神f器t;t. 

それぞれ， JSみが少々小さいが，第一世代としての5

0才.......60..}.，第二世代としての25......44才，第三世代と

しての0.......14才が，ほほ，間続慎で続いている.ただ

し， 15.......24才にくびれが見られるのが問題であろう.

高治は，どの年齢層tこも，目立ったふくらみはなく，

強いてあげれば.14才以 Fが最も多くなっている.そ



べ-cも多く， 70~ドでは， 24.1%， 90年でも21.9%を市のqlでも15-2q.}"(こかなりのくびれがあることは枕臼

めている.抗U併殺ま.出i支は数， 3おともに減少していされる.舟ィ:も， r:iiK11母印，ほぽ;f'j筒形tこ近いが，

る.鹿業就詑人口は， 70年-90年で訂%の減少そ示し，40才i¥!こかな"の落込みがみられる.冷:野{ま，神t::!こ

そのうちの65才以 Lのもののおめる1おも11%から34%近い4)at te ;j'・4が，40ユfi~1前半， 20:.f代前半にかなり

へと上昇している.農家人nも25.4%減少しているが.

その中に Iljめ~農業就業人r:Jの率は37.0%から3ô.2%

υ〉待Jl:.みがある以外!i，W'f， 問符度のJ亨みがあり，

dh玄句大きな問題{ま読み取れ人u背中能力0)点では，
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-
目

『

‘ニれも智子高い.次に収砲面積についてである.全体

では70年-90ff.で25.7%の減少である.やはり捕が品

b{~守録必にはあるものの， H会減(+.お臼〉が大~<な

らない限"は，人LH見佼(;t， (まぽ， f見状を維持でき~

も多いが， 70iJ'.で62.3%を，1;めていたものが， 90年で状1!.~てある. JJL~にそれを総持するために， 10代後半

WiO.2%に低まり，その分，飼制作物 (23.6%)や工-2Q.;ff¥:人口の定着等が大きな鎚をVi勺ているものと

品作物 (10.1%)ー主に品与が噌加している.逆t己主頼

は70年では14.1%あったが， 90年には5.4%と激減しiijrlJ地区の人n推移 (1972年-1990年)
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ている.その他では野菜Ju，，.設頬.いも頬，写矧.

など，iIii械は，さほどではないが，ある符度のlitが作

られている.都産では肉牛生疲が，統けられている.

飼養農家数，踊数ともに滅つてはいるものの， 90年で

1戸当た吟I!説

と，むしろ戸当り頭数は70年に比べ憎加している.特
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覚持のみとな勺ている. t~卵建lま円給的なものであ~

が，やはり80f1頃までは多くの集簿にあったが， 90年

では綬模もずっと縮小し， 1}. ~主落tこ拭っている符段で

ある.以1::， Hl山においても，農業{ま，経営体，労働

h，作物，収般商i積等令:1本にわたって.やはり減少傾

しかし， H.代が自給レベルを割り込向を示している.

む.大幅な縮小化を示したものに比べると，;1:だ，>>..

悠はしっか句路り.自給レベルを大きく~えた販売t!

l:!が持っていると??える.
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“・.、、 終符耕地税償別農家数の鱒移は，馬l;}，覚井につい

ては，一貫して0.5ha未満が約半数を山めるものの，

それ以外では，より耕地I耐置の多い農家が多<，高Ki，
1宮η7314 75 76 77 78 79 80 81 8l 83 84 85 86 87 88ω90 

{年度}

野々踊，ではむしろ1.0ha以上の農家のJjが多い. ~ヒ'(:l)嵐山地|メの農業の倒/~

回，小春，舟石では1.0ha未満までとすると約7!IJのtlr: 1 rJ lt!! [2(でも，総戸数の減少を上[白!って農家数は減ロM
R
使

命

鴻

ロ
ぷ
同
阿
町

波宮が入り，神H，Hま，約半散で，本野は，高涜，野々少している.即ち，総}i敏が70年-90勾・で7.696の減口
栄
阿
町

ロゾ
R
N
M

ulIほどではないが， 1.0ha以上農家の方が多くなって少に対して，燦京散は17.7%と併をf-J'吋るスピードの川
崎
ゾ
時
組
幹

いる.高治，野々顕，ふ・野{ま，従って1.0-2.0haにか

なりの農家が集中し，神間{こも相当数はられる.3.0 

haをこえるe~副主90年時点でも全集落に昆られ，やは

。
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減少である.その中では， ¥'1業農家が絶対数， ~犯とも

を多〈含むものと思われる.m Jf毒殺業は，iI代に比

これは，いわゆる「高船者専業Jtこ ~刊日していあが，
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号
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女
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女
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り，抑協，高f(i.'1々d自，本野に多い.高与l派別<<J主t数，

Iæ~就l!E人n，収ti而Ht~字も加え B 神tåL 両ìil. 野々

ell， :4:野は， ig山の農詑の重要な部分を但っているも

のと1守える.

山村、の侃1W~況は，逆に， n代{こ比べ，小縦模とな

っている.日当地.野々副，広野l立中でも小燥機であり，

小iJ;，舟石もそれらに次いで小縦模になっていぬ.全

般的には，多少の夜勤はあるが.?If¥:tこ比べ，比校的

に安定しているのが特徴である.農業基盤が安定して

いることから， 11J l.t .ス}ックとして取りぬわれてい

るこどが111繰/.1¥来る.

Vll-2 l当山地区内れ釘ii自治組織の性絡

く1l!:W情h立法ぴ選111万以匂〉

全τの1良治に共通ずる役員が区長を除いて， ff4>宵

部長J， r~j/t部長J (本:野は『清掃書官民J)の2つ

がある.これ{は主.f休4

してd必，かJ愛変4でsめ品り'待ilUs長(;1役場業務の系統としてJ&

定されている'とに.l;る.また，もう aつ共通ずる~

tま， ~J.t fi n ?h*ll純IJ.J(乙，t伝/1t'8s門が取り込まれている

点であぞ.全集稀tこ「農家組合長J， r農林業部長J • 

r農林郁N:J. f農林前夜部長Jの名称で毘林業生産

部門が浮かれ，北日，舟石では加えて語rii!i郎長も置か

れている.定'た.mtM.党J.t.!こは商工部長が置かれて

いるが，これら両地区に，商業，酒造会計，民宿，旅

館，食常が.~中し I 'Rs町場を形成しているためであ

る.役員の選出方法は.進本， tを薦，両方併用の3係

に分j，、れる.~緑内のJff梅H創立 2-8幌まで微々であ

るが.71kf.品中の舟石，高治(;t.行政区的tこ成立して

らの委託料は. r区助成金』の名詞で. 1戸当たり，

K削円程度の剥が支給されている.集落独臼の共闘作

業としては，策活共~U本を i主つ神慣の育林作涜h~討に

つくだけで，他(;t.1l↓会所のi高帰，本野の摘さらい日

度しかない.共1ì~.t;tよ，早い時期に個人分割lされた集

落が多い.定た，村道の舗質・例泌の拶ー倫もj1f.み， Jt 

同作業の対象そのものが減少していることが，このよ

うな状況をもたらしているものと考えられる.

このことは，_a遣についても共通しており，農道の

舗装が進み，村退への持絡が想、がれている.その総持

・管理は，自治紺織としては取り吸わず，名所の農地

所有者集団ことの4人的な片・同作業等によって行われて

いる.

くその他の団体〉

ほぽ、全iえに;~l必して:QI守されているのは、消防団、

婦人会、子供会、老人会である.鴻防団{ま当然として、

帰人会はr!也J...x婦人会Jと「農協婦人8sJが五なった

性格のもので、 H会数百行政及び燦協賂買邸内につな

がる。老人会も役場福祉行政とのかかわりが漂いが相

対的独自性をもっており、舟石には設けられていない

〈主に地理的に3小銃孫に分かれている為)0 子供会

は、学齢制(主tこ小乍佼〉の子供の1也峻での「育成鋭

敏Jであるが、北自にはない.これら以外には、 「若

妻会J、 「姑女会J、 「苛什年会Jといった年齢階居

集団のどれかが覚井を除いてある。氏子、抑家綿織を

含む区も多い.その他には、 r.事組」が4つのumnこ
見られる.このil組は、 「頼母子講Jのー碕で、信仰

とのかかわりは、ほとんど無いものである.その記殺

のない区においても、存在している綴で、同一壊活内、

いる1H毒で.実質的にtt.舟石が3つの小#31存，高治 その下の組(府〉内、箆落の枠をこえたもの等、様々

が2つの小1lHk(こ分かれており，他とは内容を異にず にある。舟石にだけ、*利組合の名が見られる.

る明..成である. く区の財政 ・予算符〉

〈肉治組織 (1メ〉としての共同作業〉 最も予算総般の大きい馬認で90万円万強、起も小さ

・令具係を過して， Jtl可作業は頻度も少な<，終度の い神場で20万円弱で、いずれにしても、予算総伎は小

ものがほとんどで，!.Il滞独自のものは少ない.裂に見 さい.内訳を見ると、その中心は、各戸から徴収され

える f桜手入れJ. r村選手入J. r美化作着陸Jなど る区貨で、これに「納税奨励金Jや「役場助成Jが加

は，村役場からの委託業務のようなもので，綴の手入 わるといった情成である.共有林がほとんどない為も

れは，村河川が滋め石「桜の明づくりJのー環として あり、 r叙際会」的なものとなっている。従って、予

名集務に依$'fjしており，村道手入，美化作業について 野の執行内符も、いわゆる r事業費Jは通常はなく、

は，特度の緋j村?則た護託しているものであ~，それ 婦人会や子供会活動伐助成やスポーツ大会後の r&，省

216 - -217-

~ 



区の役員4脅威及び選出 区としての共同作業 その他の団体 区の財産 区の財政・予算 祭礼I~'iの行本 その他(特記事項〉

方法・怪期(硝紙 〉

み貝‘・、， -区長(1)会予(¥) -村道手入れ年llOl -絹防団，減入会. -公民箆 -巨費:2切円，月 . ，百~会 .1予蔵さん〈結鑓ヌのと

総際事長(1)農守本告書長(1) 出不足金男1.5飽円 老人会，子供会 飢成金 96.sa -秋祭り 容)

体育拶長(1)衛生録長(1) . t女性の~，里 公民館使用車114.ea -さ芯tまり

商工8~長【1)宮壮代長(1) 500円} 建物共済 15.ea -花見

井 i位肩L 任期z;手 女 350内 -支出 . :察王丸主主活式

.8班織成
総務貨. }事業~

トートー

-区長， 会;t.:t記.tま誘 -共有林の間銭作業. ~長 -老人会.子供会，銃入 -共有林 日.7t咽 . ~Jt:4I!間内4 -湯山産業然り -村主~:葬儀・ 仏事の

持 ~長，体育郡長，衛生ãl! 化作業.公民怠掃除 会，役員会.lifit. i縄 (~Iご 1度 目銭} 1~辺eæ -市京湾社祭り 笠話人

長..e!本音産訪長 出不足金男40邸内 百五回 区賛1自由万円の貯金 -氷上花祭り 2年交代

抱Jt. 任期 z;手 女<!0自由円 の利子

.4班 -支出

1!H-l日戸.調一12戸
側責 17旗問

3班ー11戸.4班ー15声 度t*概 86忽聞

'， ~ 
子供会 日旋回

体育gs 棚田

綿入会 1儀費問

-区長(1).会計(1).古車 . t?i.村遣手入れ -告書入会，消防団.情~ -公民箆 '7. 広翼聞週目 . !~忌祭り

~t 宵6~長 (1). 否定ãi!長(1) 公民館 総 会.老人会.8員総tイエ ~. :筑間内〆f草 -うなまの地蔵祭り

衛生部長'1).農家組合 出不足金制8円 ロー会3 制 服E胎 筑間 -山の湾

長(2)

L民参，任期 2~手
.6}奇

11程ー10戸.公表-8戸
3f姫ー12戸，a!H-5戸
5r奇-8芦.61fI-8戸

-医長(1). ~書記 ・ 会計( .uiの手入れ，需主化ItM . ~自民布団.時入会.老人 -公民[i(値八のffi:也 -区Jt :~句〆ま王 ..!fJ.芭割高り会

高 総務)<1】.保育務長(1】 出不足金:蛾後まで 会.若奏会.~会.宵 盗事努区有〉 -山の符，}j(の1&1

宮t!litll主(2).主J{iぬし l有 壮年部会，ニ子供会.L高 -一宮符手i祭り

どり (2).~;J{I) 男女g'b 会.li~ . r有原締役然り

澄~ 任期~手 有
.21奇

f野々頭組J$入 J ra這温J66人

覧(その I) ~V11-2潟山地区名~)ã自治組織の慌菱

-
N
-
z
l
 

表V11-2湯山地区名集落自治組鎗の復蔓ー覧〈その2)

区の役員編成及び選出方，去 区としての共同作策 その他の団依 庄のltlPr: 区の財政・予算 祭礼符の行事 その他(t昭事現)
任期(現t脅威)

-区長(1，.奮記・会計(1) .W.村選手入れ -消防包.~軍人会.吃入 . ~It : 目指円〆月 -L2しんさん -錠唱-24.5まで j豊田を

昆 l~l実務長(1). 徳育6~長 出不足金 筑間内 会.Jtaa.子供会 負担金:31悶 -乞いttこう itっていた
【ll. ~罰金拶長(1). 商工 .{i家，氏子.!A姐 納成金 122'i閥 -やけ命日
訪長(1).農主本務長(1) 寄付金 1貨置b -つナマの地巌
区長のみ選挙 予. 91袋閥
あとは縫扇任野詮年 支出民溺閥

.8班 .~1Nん制た奨励金，
111:1 16人必短-23人 村追手入れ?限会
3lil-34人 4!H-14人 出不足金，宮古会不参加
5班一19八 6班-23人 金(2自@円〆固J

.u! 7班-Z7入 s現-Z7人 公民館使用制
m鵬円.r(Q])

トー← 一
- 区長 (1). 農林~56(1) -村道手入れ年2.3@ .~軍人会，子ども会. il1 - 巨費:~閥内〆年、公民 -さなlぎζり

舟 i罰金訪れ).奮建きs(1) 島市団..1m青壮年会. 分邸調h助成金.耐え奨 . iホ蔵ζう
体育宮駅1)，総務部(1) 苓奏会，水~IJ組合. 励金，婦』阻・村遣の登ut
法当陸 任期 2年 氏子.tI~. 白同組 Jt 

.3H1 -主事式組 予算 43頒盟関
if!の元 15戸 LN入 集英溜il0

石 舟石 7戸 支出 変)7四軍B
小原 11p 

-ーー

区長(l) 会計ω 体| … の印 -婦人会.老人会.乎ど -共有林(1合ちIle') -区貸 :611駒内ノ年 -ーの宮祭り，さくら匁 -あ1まちゃ::事へぴにか
本 宵&6長(1).)j‘縛宮F長(1) ・水路のE持1JよtJ t>会，消防団.若奏会. -公民館 助成金 1匂醸史島 り〈湯山地区〉

農家組合長(l) 出不足金男初日目門 檀家 -支出 -総釈迦さん -同志会:結婚式の
区長のみ選挙 女 50自問 子ども令.婦人会， -花火大会 関わり

あとは従. 〈女性のみ家庭〉 体育&6 -綱引き
任期 2苦手 -とんとや

• 51妊 -さなlぎり
ff l1H-8戸 2涜-9，戸

3!H-8戸 411:1-9戸
5班ー11戸

ー一

l
M
-
∞l
 

(区長聴き取り;庇査による〉



会j~まなどに、ほほ、限定されていろ.

〈者~~L ・1J;J;.等〉

市bj~?L、一宮神社の祭礼、回締役のさな何り、員長

~祭、 i住必然り OA) 、花見等があ認。

以上、出山地区各mtiの自治組織は、級く…舵的な

e業m絡のf1i台組事議の11絡を脅する.しかし、 111聞に

多く見られるI共有林は、ほとんと無く、また、行政lこ

主る述t~告等の控倫によって、共同i't・着陸もほとんど第.く

なっており、行事の実胞・運営、行政連絡や農協間係

業務省骨処慨し、かっ、~治時H.針。】代表機関として、

それふに対応すみとfiった彼自Eにほぼ、限定されたも

のとなっているる。

VIl-:3 場tlJ地[メ内れ農業用水利用組合にお，tる水

路管努システム

(1)高i(1(.純水利組合のt'flJシステム

組合員 高治治水系受益者

〈高浪治水系を利用する水問所有者)67人

家事使用.r. 準縄合員絡約:iO人

〈泉水、淡いi誌を作っている入。以前なら、

迫太郎、 Jk*を誌置している人〉

役員 組合長 (1) 

財政

5務局長 (])副組合員緒、会討を .~務

R~;'i"1f (2)会計l首1t

建J事 神協(2)、覚井(2).~t目〈

1)、田端(1)

この中から組合畏

水門係 (2) 大南の時tこ水門を閉める.

収入負担金水図面摘 10a当たり5∞円

家事使用 1戸当たり5∞円

支出省材質

災55復旧費災将復旧のための熊協

からの借入金の返済

役員綴E現役員 l人 5000円/年

7.1<門係 1人 10，000円/年

集会 役員会年tこし 2(司行う.総会のEJ終決

め、負w金の決定、災害時には、

彼旧に関して協論者をする.

総会 年1回、 12月か1月ぐらいに行う。

生員出席しj'{t坦金の徴収、役員は

11"矧が2年のため、倦於で役員決

作業

組織

めを行令。

・ ~T: ] 1'-'1. 1) Jl初旬tζ令:n~~力11ですみ.

まず，取水口に集合して作業rt.rf字と性別

分仰が1竹摘され，指示に‘kり取水"のrA

J品，泌}ii1除.II刈1)，*~Itωコンク I} ー

ト泌総をする.引き込み線lま個人的に作

;~~ずる.

・大雨の時t;t水門係が1]<門を閉める.

・水~が断l表した場合{計百防聞が活動して，

f足';!'!iliIlIDドなどはHがする.

・作業の出不足合

水路が量首脳の時t;t勾:1 11'1の作業は水のも

れ~所にコケや芝，後にはセメントをあ

てていた.

作業は全日書加で出不足金もあった.出

不足金は男女の[支日IJがあり，当日10>日当

分ぐらいの命制だった.

組合組結はあり.災おでJHnを抱え，村

の縞助を受けるため法人化した.同11品守完

備によりU:人が解散したが，組合tHkっ

ている.

高iØt.品のr;~開システJ、 t;t 3居者2hJiしている.協lt;t，

水路幹線にかかるもので路線tttlつの銀総にJまたがる

が，組合員全員によって，頑iiエtιjkまり下派に向か

つて作業が行われる.このように水利純合が jA.、とな

った共同管時・編修が年 1 伺定結されてい~.抗2(ま，

支線ごとに，受/.:i'"ち-()人の寄り合いが設けられ，

払的共同で管郊を{rっており，笥att，支線から個人

の水悶への号lき込みは，それぞれやj人が管J1Hる.こ

のようなシステムの定石Lには， I市)1詩作備が，あずかつ

て大きい.絞備により，然農家の11<f1lが.あみ f'fJ~'ま

とまり， 'f{線から終水10への取り入れr1も災俗化され

ているため， lIâ) と，私的共用部分とのrJ{>J II がIlbJr~とし

てい誌がらむある.また，この*~ð!;t ，神!~・ 1't作 ・

北目.，¥C t_::(こは，それぞれ後述するように， Jgt r1の水

利組合があるが，市?(1t~ 君事nn.l!!fÿ(;t，その水..fl附l合か

らはずれ4か， 2 J(こ考加するかとなり，匁Hif内での

水利においては日'J lIMパパLとなってい~.この乙とも，

北目，応l品の:集簿自i白紙1織に水平'I鮒合唱t合企ぜない慰

-22()-
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l1Jとな J てい~. r河町t乙，苛~2の支線に問手る私的j~

ruJのfItil:づけも，北討・巧j誌の日己の鹿'ぷ箆間の存fff;

から本るものと巧えられる.何微なら，神階・覚井，

特l乙制Ijgの路地t.t，全て，乙のJ荷lこj処)[おり，党井

も!H;{，それに近い.北U，，{gtg(こおいても，同織の

状況.(1あれば.水路から見れ!:f，輪切り状に， 1G番m

仰の炉開がIix¥l.してもおかしくないからである.

(TJVJI-Il#!沼). 

iき)VD-II 

尚治j持管内!システム概念、!刈

水利創l合併列!

部分的私的共同情理

個人官邸!

(2)本野水利組合の管蹄シλテム

組合日 本野水系受益お(4:活用水のみも含む〉

両検 31町8反3畝

役H 級合/，，(1)，副主g1)畏(1)，p.:i !Ji(2) ，書記

-会計(1)

殉.;Jf (~) 各階保所(5明〉からl人.

この5人のうち1人が組合長

水 ~11寄り) 1勾.交代の当番制.通年，水

のつ去りをなくす作業をする. 

.IU政 収入 紺合運営内 1，500門/戸 ・年

資材質災得時などに必援に応じ

て実l'ぞ1m伯郡l

支出 資材質 ;定自

役員締酬水当務 2，似}円/年他

集会 役員会総会前の地備のため，総会の問符

決め，Jk踏の袖{盗事史織のための下
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見をする.

その他，災害時など特別に必要な

時に行われる.

総会 その口の午前中に組合n念日で水

路の嫡陪蛇伯作業をして，午後に

A A  
:Mr:1. 

任期3年で役員選挙を昔る.

作~ tf.1問，.<i'先のIi1U前lこ井手?封有者Eずみ.

受自主将が主tこ利mする所を隣保Hfζとに作

業する.水路の制除，コンクリート縞修，

i>!刈などである.

'1:似の時は氷のもれる所ゃあ必れる所唱を石

積みで縞修していた.

組織 幹線， ~経緯線は水平IJ組合が管却し，引き込

みl*tま受益者が制人で管理する.

水路の新設をする~合，財政両では組合全

体で商検割で負狗するが，作-某一面でも面倒

宮1)をするが新水路の受益華?とその他で負伺

が異なる.

組合化される以前は，水路を11.:務全体で管

理し，年 1回，共同作業もしていた.水路

を総持していくために金がかかるというこ

とで組合化された.

水源 1号線 キャンプtg

2号線 市房山

3号線 大平川

本野の場合も， r奇iOt湾とは採なるが， -重の繊造を

もった水路管理システムを持っている.高治t穫と基本

的tζ異なるのは，単一集落内で締成されることである.

にもかかわらず，集落自治組緒内に水利組合が也前づ

けられていないのは，法人化しているためである.第

1 J町立，組合が統 4的に行うを~JlI!である.その実質は，

組合役員としての水当番の水路見回りと，水利継者の

代J追及び合議線開としての特plである.m2~ま，者 l

回，*11合全体として実旋する管理 ・論持作業の実施単

位としてのまtfi内の照による符却である.これが成立

していおのは，本野の既存の農地の多くが~Ü箆倫済

みで，より標高の高いものは，開拓によって計画的に



回場が造成され，配分されている為.ほほ.各農家が，

座敷に近い位置にJtll也ぞ}まとめており.~ぴi也もある

が， 11J間の来事室倫地tこはられるような，小ltllH-の分散

• ，~tj:がないことであ袷.そして，第31ι，側人のl剖

場ヘσJ引き込み部以下tt.個人で管廻するというもの

である.

閉VB-5

木貯水利剣Lf.-木路管理システム

(3)~~の野，高~，際館，笹の尾頭.北関，高滅各

水利組合の管理システム

~t目水利組合を除いて，他はきわめて小娘撲の組合

であお.ただ，これらは，集落内の部分的農家務によ

って純S貧されている点で共通している.

く場。〉野水利組合〉

情成員 i易の野水系受益者 7戸

財政 資材問 実質事と戸数で均等制りしている.

大事業をする時は水図面織野lで

負洞する.

.作業 回納前tζ受孫者全員で点検・納悼する.

水源 地のふ川

く高潟水利〉

情成員 高浸水系受8在者 4戸

商械 約22反

財政 資材質 実質経水間商縦割

作業 4月ト旬に各戸 1人参加で機鮒除，補修，
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E事メIJをする.出不足金なし

大雨の時，近くの人が水門を I~)める.

水が足りないとさは各自でJ.J~~4る.

く閉館).1<利組合〉

t.成員隠館水系受絡lt 6戸

面綴 約35反

〈樫の尾aJi水利組合〉

納合w符の1舌ilJ'I水~受占::tfl' 5 fi 

両4質約aIBr 

役員 組合長(1) Lに述絡i系

会計.(1) 

財政 資材自 民符をJ.I<IR IfufA 1;1)で的判

~会 総会 年 1同，作業の日符決めなどを

4・る.

反省会 frl撲の後の飲み会

作業 年 1向. L)月の初旬lこ特}"2人参加で， t蒜

同除，砂あげ， qz刈，コンクリー卜納修を

行う.

tP.不足金あり

~の代わりに女 1.∞0円

男が不在加 5，000円

素振の水路の時(;t.J.I<がもれているのに気

づいたら，全員で集まって，作業していた.

紛締 役員は2符ぬlこ交代でする.

く北目水系〉

繊成員 北目水系受能者 20戸

生活用水のみ 3戸

役員 t湾当者H2) 1年毎の吋番制で.Jk門の開

聞をする.

財政 資材貸 出不足金でまかなうことが多い

が，足句ない場合は金制が小ざ

い時は同等割りで，大きいとき

は水間商相官11でAItlする.

作業 年 1阿.11) J....... 5月初旬lこ終， il人ずつ参

加して， Uijm除，草刈，コンクリート補修

やパイプi想没などをする.

組織 満当番が作業の日程を決定し， r~]覧を回す.

*減 北同川

〈高波水利〉

-

情h日日 高減水系受必:r， 7名

財政 資材質 ').. nを凶H~tll

{句:ヨ: 年 1問， 11 JJ....... 5月lこ全員多加でゴミ，砂

とりのw諜を司る.

tH不足~はないが，作業tこ重ð1J11できない人

はt先制やJJFf-~:Il~r. 

とれみの水利組合に ~'l られる管理システム(;1，いわ

ば r~I!則的」なもので. JN，.f，:は，受話農家全fiによる

t1錦・:R線までのjW，l~ま J~!が実質的に{rわれ，引き込

み以下!.:t.終農家が個人で行う.て1fi.の嶋遣である.

i足純(":.tって見られる定見(;1，これらの中で討も線

技ω大さい~tH(乙， r~，品川1品J がi官かれ，交併制では

ああが. *r~管JlII. 1乍革~円但の制繋，t事管f曹の集中，一

π1tを岡っている.これにIIし.~手小説肢の他の組合

では.情'[1的 .r.音的で.宵ってみれば「雑宵うこと

もな(. !I~聞が米れIX協がまと玄 J り， Jt向作業が実

r巴されるという&であ~.

防IVI-() 

おの野 ・向澄・隠釘!-TH-の尾頭・北目 ・高城

各水利rf~システム慨念凶

多

水利創l合併珂

5Z附的払的川智内

悩入管'vl!

(4)，mt，;t袴組合の管flllシステム

郎m泌総合

:W1守口 馬場泌水AII受偽有〈生活用水のみも合む〉

役じ4 総合良(1) 会計(1)

ー223-

財政

作業

図VU-7

工事負担金 受自主者ーは水回両側別，生活

なし

用水のみの人は均若干宮11で負

mする.

表堀の時.~2同海録除を fる 砂，ゴ

馬場溝組合の水利符理システム

組織

ミを取る.もれる所はそれぞれが資材を

持ち寄って，カマッチ〈赤土〉や石積み

で修理する.

支線，引き込み線は水の涜れが恋いとき

に例人的に姉除する.

台風，大雨の後に取水口の砂や~利を受

益者全員で取り除〈作業をする.

この組合は1見花，機能していない.

もともと寄り合いで水路の維持. ~J型を

していたが.tおのコンクリート工場の際，

工手間用の負慰金の徴収と管理のために

役員を限定した.凶年間で借金を返済し，

終了と同時に解散した.

*~創立コンクリートに変わり作廷が少な

くなった.国道沿いにある馬場泌は，事

が多くなり ，事のために溝にふたがされ

て，作%;ーは--lJJしなくなった.

形式的には， (3)に述べた2層機造であるが.ll常的に

lま，実質.層偽造となっている.一応，泌総合は存在
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神湯七地所荷分布国凶vn-8

Q 

i 2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 
A 3 2 2 l 2 2 1 2 1 2 3 2 
B 4 l 2 2 4 3 1 3 2 2 2 1 
C 。3 3 1 l 1 1 2 
D 3 2 1 1 1 6 3 1 2 5 4 。
E 1 l 5 1 1 l 4 1 4 7 1 l 
F 4 。。。1 7 3 1 3 1 8 1 
G 2 2 4 4 1 l 1 3 3 2 1 1 

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
A 1 2 4 3 2 2 1 l 2 3 2 1 
B 4 2 l 。l 。。2 。2 。。
D l 4 1 1 2 2 1 1 1 1 5 1 
E 3 1 3 l 1 I 1 4 2 6 1 1 1 
F 2 1 2 l 2 6 l 3 4 1 4 2 
G 。。。。。。1 。1 1 1 

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 
A 2 1 1 l 2 1 1 。2 。。。
B l 。。l 1 。l 。2 l 1 。
D l 1 4 1 1 1 2 1 1 1 1 1 
E 4 1 5 ， 1 。。。。。。。。
F 2 4 1 4 2 8 3 3 3 2 8 2 

37 38 39 1 40 41 42 43 44 45 46 47 48 
A 1 。。。。。。。。。。1 
B 。。。。。。。。。。。1 
D 1 1 l 1 2 l 3 1 l 。。。
E 。。。。。。。。。。。。
F 5 5 3 2 2 3 1 2 1 2 1 3 

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 
A 2 。。。。。。1 2 1 。
B 。。。。。2 
D 5 。。。。。。。。。。。
E 。。.0 。。。。。。。。。
F 1 2 。。。。。。。。。。

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 
D 。。。。。。。。。。。。
E 。1 

F 。。。。。。。。。。。。
73 74 75 I 76 77 78 79 80 81 82 83 84 

D 。。。。。。。。。。。。
F 。。 。。

85 86 87 I 88 89 90 91 92 93 94 95 96 
D 。。2 l 1 1 l 1 l 1 1 1 1 

97 

D l 

-225-

B:鳥島島・高級・崩尾 C:狸穴・美所属 ・美尾谷

E:;神~ F:本野 G:高温・野々頭
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A:北目

D:党非
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例中a地.りの下...は. .訓邑所有者が

よの嶋~内にU，んでいないことをおす

局

.. 

沿 111地区 ~t ll1- 1il1 ゐa ・41 1 戸「たけ. nr (Il!l地の分散状dL
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土地所有分街凶
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この地ほ内に住んでいないことを表す
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ずぬものの，コンクリー 1・ 1ヒ工.rJ~及ひその!Ht!金返済

本〈飲料水〉ととあに，紛合としては;犯行的tこ解散してい~. w容
円

uν
村
民
民

ね防止へ 101人--5∞0人〈給水人口一簡易水道

IIJOJJ~ ， 受必者;'OJ~UítJがIl~立するのみである.従って，

f1 jlll (.t. il~llo{人のlrうも0)のみとなってし去っている.

--『
飲料水ート飲料水供給路段

L 簡易給水路段

このような状況は.JI!~.m伝;置の設置化が進めば，それ

だけ， it向管理作N1が減少し，対応関係が， ~~~と個

51人--100人)(給水人口々の利削指との関係に婚して行くことをぷす・つの事

例とあ"えよう.例え(;(r.Kili I 水道のよ今な似合であ

51人未満〉(給水人口~. ot)-')~つill.妥なことは，この泌の将主義部分のほと

〈山村w，興事廷の一環で， 2戸以上んとが道路幅員施伐のl.~(ι崎長化されたことである.

令

ヨ世
R

ぷan
恥
副
ハ
N
V

時
必

『品
ν
h
a
n
M
ω
酬
明
割
以

「
長
以
へ
割
高
陀

ゆ民
7
4
h
m
碍凶
n
nut でh't!!設を作るならば，村の縞目:b~ま日常， ~j に触れるものであれば，ゴミや七俗、のthまり，

80%) J/<の杓れ等tこ気付き，オぞれA~tζ. 3<\を配与~.W~. c'あり

111~11111111 三 掛りょうが，自に触れない{lff:となれは，日常的関心

(簡易水道〕の対~では無くなり . 1:t勺て， ~同を成立させ忍，対

231人高治・..f，.野地区給水人口~(乙引する共同的認持が形成されなくなみζ との例で聡
作
的
廿
皆
、

745人揖山地区もあろと77えよう.
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『長
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内

雌
情
仲
州
地
'
凶
罰
民 S 42.2 高治 ・広野地[支給水時期

S 36.4ではないか~山地[天「民L苦化Jの中にも桟る飲料「統合化J • ¥1-il . 

三ミ
'_/ 

/ 
メ
/. 

S 58.7tこ改修工事i終了

市房山水源結:長

水利用の多保健:

VI-3に述べた農業問水路も，却.......30年前までは，

:ktこ，多械な使われ万が{i(tしていた.野球淡いや洗 キャン『詰澄 ・本野地区総過路t世

プ婦の西側「迫太郎JiU.， j好によって飲料水にも使われた.また，

rZi登嵐山地区と呼ばれる fししおとしJ1'1の水の重さを利用したハ

〔簡易給水施設〕

ネkげ式の装置から党風し.水車よ句羽縦 ・水絡の数

の少ない自をつく近只や水!IIが，比較的成速があり震

く野々顕水道組合〉の多い乙とを利用して，供官に殺けられていた.また

10∞円/戸

〈水道料金ではない〉

• I日府 1月1自に水神祭〈合わせて

111の祭も〉を行う.この時，*，源

のタンク鱒除と話し合いをする.

.tij月3戸ずつで*'道掃除当番をすr都「生活環t1i鐙倫J， 使い方が存花した.それが，- N 門 司 間

ん
山

ト
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軍
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1000円/戸

12戸

組合長，会計

年会費

祭

収入

組合員

役員

財政

駐の泉水tこ導くことなどで，多綴な使い方是正午'ffして

いたの Cある.しかし， 拠械化が進み，踊場経倫が進

tこ， Aet器用水tこ純化LJt..の Cある.

{必ずるに従って，使い万も，水路管理の方からも， f余

々に，多様な使われ11が獲を消し，速にはIJtののよ今
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作業飲料水tこコいても，かつてC;t，各家々.あるいは数

FO)ltj.可で，湧*やす下水を引いたt:l，舛F者~ffl いたり，

刷)]<尚の*~1f.I いるなど，条件に応じて多織な確保，

ロu
育
長

世
立
制
初
回
開

寝
袋
凶
聞

紙
作
時
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M
同

4
h
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H

る.t水道化のrliとの格:}i.是正J~事の結後の役人により，

， 
~...' 

-パイプが操れた時は全員で作業す方向へ「統合Jあるいは rお常化Jずる傾向lを強めて

る.円分たちでできないいときは，いる.しかし，その中でも，収;苦な水，*，源.1S泉を

村に委託する.持つ般に， 7ft}山では多機な飲料水，生活雑用水のflTr保

-使用の形態が見られる.以ドにその概磁を鐙1型ずる.

-233 -

ームa・

232 



~[!拘42í手に村の簡易水道には入ら

ず.自分たちの'/)(逝bセ民Jil乍るこ

とを決めた. 151ーすで.村の補助と

貸付聞として. lF~l り 8∞o円を

出資し.各戸見t.・2人容加で貯水

タンクを 2jりm.la過総tQ:ぞ 1カ

水源

所とバイフーl!'pねの作1lJを行った.

県iH.f;の中の湖水

く小ぷ〈仲間谷〉水道組合〉

組合員 6 i i 

役ii 紺合民 (1) } ff・交代で防除、の話

し合い水のmない

日干の段取句，相訪

役である.

財政 負担!金水源の地主にit!!f\:~∞0円

/6戸毎:を支払今.

組合長のね抱となる.

作業 ・お盆の前にタンクの掃除をして，

ω神病をあげる.

・台風，大雨の後tこ令.員参加で掃除

をする.

・出不足金があ~. 日当分ぐらい.

男が不参加 6000円

女が不多Jm 4000円

く管の尾頭水道組合〉

組合員 6fI 

作業 ・1月の5.6日頃に水神祭を行う.

この時.水銀の砂あげタンクの婦

除、を各戸2人容加でする.そのあ

と，御神測をあげ，飲み会がタン

クtこ最も近い;安で行われる.

. :H不足4ーがあ~.

・毎月 l 戸がタンク向除~番となる.

以前は*1告をt荒れていあ水を飲料

水tこも使用していた.しかし，昭

和q6~l;ω台風の大雨で*路JßI食れ，

: 小原 : 

のJ(，四 ー / 
jLJ河 j

、一，，' ..，，-・・ー、、‘、---・'，・句、t‘'f々 頭、: ← 

“前 司・・¥、.e，e

-......___ ‘"を‘ ， • ~ ft)'~水道

. ，，*，'f ~ ~‘・'• 、 ade
‘句、ーー モJ!J..~f水辺ー・・..... ._-

Jj(が来なくなったため.5μで共

同でJj(il!を引くことになった.

，~II '.' t皿 R

〈生活用水〉

〈伸n~>

織成員 ?戸

地理的に水甑に近<.qlのいい人たち

で引いている.

以上，間弘水道. 'u~ 弘給水施:<，L 用水〈温泉〉共向

，fIJJfj~~の公Jt的反lJ lf.lJ総合的な飲科水. 4.7~~周)1<

の，flj川!Ii問がmuしていろ.これに加え，それらの鋭

1:11に出しつつも，制人的に，谷Jkやi勇Jkを引いて， U

的じとに使い分けている例は多い.このような現状を

はる時. r r.Kiji並みJの「牛.活環境整備Jが如何に単

純で，むしろ，少なくとも水利用においては『貧困化J

へのhrりであるのかがil~解できょう.また，組合以の

JUuH乙よゐhë:~r:- I1P.ゃ，か!別の水利用総誌の開前的特

v論.~lHH1JlIHjX~a)rll(':. {五米司・1の人々の中にストッ

クされた以術が1-.~銑けていることも兎慢すべき点で

はなかろうか.

iQ:U 

財政

会~i 1年初に交代でする.

作業

負担!~ ~O()O円/戸・年

i!Xll主などに備えて制収てし"cいる.

年 11日1.温泉主つりをする.会引税告

と引き綜ぎをして.毎年仲:巡りで惣鋭

会をする.

パイブの交問I~i灘は段高 tこ委託.

以前(Hれ i1人容1JI1でタンクの帰除、や

的隊じた時の修理はしていた.

水 温泉

v1 f) ;士とめ

I~Udt!!~U，水の292Zな地区であり，かつ部分的で

はあるが出品Hこも~:まれている.そのような条件の中

で，底詑用水，生活修期J.k.飲対*等，また，それだ

けにとど;士らず.水とかかわろ*1舌・ li=1W後式や妓締i

がやみM11され，~底し.スト、ソクされて来た.しかし，

陪伐の公的・共同的?を備が，ストックされて来た体系

とは拠なろ，全国的{こ平噂化され厨一化された体系の

ドに迎む中で.徐々に，その多綴f舎が失われて来たと

く神!t}>

織成員 10f.i 

水 湖水

く神端〉

fl成員 '2} i 

水 排水

く北目>

修成長 a(i 

〈仏iじJ.k微からH戸が*唱と得ている今

ちの:3戸でJt向tこ〉

財政 ì}\if!iのi也 : l~にお礼として，

3脚内/戸・~P~:f~1りする .

作業 I H 71]-1511のうち 1n， 1.1<神祭を

ずる.タンク防除4として. n J iでそろ

づて.*i僚のi也・十:のJlfrへお礼会tこ行く.

(g1VU-1st;，j山地伊飲料水，!f活用水利用組織分布

2.30年前に:3Fiで共同して，タ ンクを

投開して，ピニ ルパイ/を過した.

金民的には切符tこftlllした.
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fJ い~~}ょう. rれでも.農業用水については，生産基盤

妓倫，嫌械化，純白の高視絡化の中で，最も，多械な

水平'1用をJJt除し，出票用水としての使用l品以ヒずる傾

向を強めていろ.また，基盤鐙倫は.1勇水をi望め，使

用~不可能にするとともに，箆備した水問中にtZ国老

生み出している.そして.~掘の用水路時には存在し

た.水4誕生物の生活領場をも排除し， rカエルが溺れ

るJ*~Xともなってしまったのである.乙のよ今に，

水路の高級絡化・袋iJ:化と}j(の持つくらしや生物との

かかわりの塑かさとは，一見矛盾して進行しているの

である.ただし.~見段階では，少なくとも人の手によ

る管長I!.AA的共同，伺別私的な随意性のある管湾行為

の余地は偽っており，そのことが人々の水への関心を

少しなりとも保たせているし，適用すべき自前的妓術

の#銑も見られる.この「余地Jが今後とも，利用者

の主体的な管栂や自在な利用を可能にするギリギリの

限度とも宵えるであろう.

一方，飲料水.1:生活録用水については，やはり「統

合化J. r~奇怪ftJ の方向に向かいつつも，それは，

朱だ全面的ではない.Jj(の豊かさに!lIl染み，日々のく

らしの中の水の使い分け，使い方が定着していること

から， Is市上水道的水の存在のみでは飽き足らない意

謙とくらしが，多様性を支えているものと言えよう.

帥
出胞ル小

帥
和

U
制術‘、.e'

，t
、
ぐコ ω 利川
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終章結論
1. ~稽自治組織の空間管理・改喜子機能の低下につ

いて

集部 I~ 治組織の空間管理・改務機能は

①終業化の深まりと広がり、都市化L伴うJド良家の

.mhll、そしてμ数規棋の肥大化を内容とする f混

{i:化1

②1111U1、中山間地I家集洛に集中的4進行する人口・

戸数の減少、人rlの向齢化Lよる絶対的な地威主

体の喪失。

③所得の向上k伴う、倒}jIJ農家における個別的消費

手段の豊富な告書獄。また、生活認調の広がりに伴

う要求水徹の「都市的1方向への t昇

などの集務居住者内部の主体的条件の変化を要因と

して、低下傾向を見せ始めた.

これに対し、行政による公的農村整備は、

①第 lの側面として当政居住者の生活・福祉の向上

を閑るという、自治体行政としての基礎的役割に

由来するもの.I 第2の側面として居住者の要求に

氏、えつつ実施するもの..2fl1}3の側面として、国や

都道府県等、よりと位の行政を地峡・集落を受け

皿に遂行するもの等の性絡を合わせ持つ。

②このような行政による公的農村整備の進展は、そ

のことによって、集落自治組織による空間管理・

改善機能を発期する対象を狭める結栄をもたらす

.それには、第 lに、公的整備の実施を通して、

所有・管.理がともに、公的に帰属し、集落自治組

織の関与自体を排除するもの、第2は、公的整備

の成果物が、 1際法自治組織の空間管理g.改善機能

がflして来た従米からの技術やシステム等を中心

とする能βの適用不能なものであり、結果として

、対象から除外されるものとが含まれる.

①そして、管理・改善対象物、空間の縮小は、まず

、その縮小過程そのものの中で、また、結果とし

て、集務在米の管理・改普システム、技術の活用

機会を減少させ、それらの弛級、減退、さらには

消滅へと向かわせる.

@それは、集落自治組織の空間管理・改普段能の吏

なる低 Fをもたらし、居住者及び1際法自治組織の

237 

行政依存への傾斜、集務空間への主体的な関心と

かかわりを滅過させ、よりいっそうの行政による

公的整備の必要性を高め、公的整備領滋を鉱大す

る一一一ーという循環を生み出す。

このような循環を「築港自治組織の空間管理・改善

機能の低下Jと定義することが出来よう。

*1:その 「向上jの}j向は、少なくとも、現段階

までは、 「都市盤みの生活環境整備水懲への

接近j がイメージされている.

* 2 :これには、生活向上や生産の向上を求める積

極的なものと、従来、担って来た自主的整儀

等が主に主体的条件の変化によって困難とな

り、その補完を求める消極的なもの等が含ま

れる.

Z 公的農村監備の動向と集落自治組織の空間管理

-改善機能

①敗戦後~1960年代前半

この時期は、農林漁業に機わる人々の生活を底支

えする、基本的生活環境条件ー交通、教育・分化

、保健衛生、電気・通信等ーを最低限度の水準に

底上げする段階の農村整備であった.

@1960年代後半

経済的な農工間格差の顕在化と拡大の中で、それ

らが反映する生活水準格差を意識した、生活環境

条件における都市・農村間格差の「是正Jへと向

かう段階である.その際の 「是正Jは都市的生活

体系を前提とした生活環境鐙備水準が指標とされ

たが、いずれにしても、農村の計画的、総合的態

備への出発点ともなっている。また、格差の集中

的なあらわれとして「過疎化」の兆が明確となっ

たへき地、山村に対する振興策が柱の 1つとなっ

た時期でもある.

@1970年代

農工間格差の鉱大、人口の過鎌・過密の顕在化等

、急速な農業・農村の地位低下が進む中で、農業

生産体系の質的転換(資本集約型、大規模効率化

=装置化による生産性の向上と、工業易摩入等によ



る..室生.Vn:l:体の検煙・蹴*など}を回りつつ、

地島義社会の丙偏によるコミュニティ段能の強化も

合め、その 1:て・、肘住条件としての生活環境を都

市並みに近づけようとする段階である.その方法

としては、農村地以八のH.!設、盤側lJf業を投入す

るものと、交通条件の幣備により、届住者の生活

サーピス享受行動の広減化を悶り、都，Ii機能の活

用を進める'}j訟とが弘られる.

@1970年代後半-198041'代，iii半

tll:界経済の変動による 11本の糾済成長の停滞によ

り、人IJ現象が人きく変化し、人11の地方選流を

受け、..村教備は、 .~1:点』えびその1必盤の確立

、それらと J 体となった生活環縫の，整備、そして

、工業導入をはじめとする新しい就業機会の確保

、コミュニティ機能の強化の4つの住を総合する

i定住条件整備Jへと体系化される段階である.

同時に、この時期後、手から、 r!t:t • ..村の多面

的機能』が強調され、 ae業機会の安定健保と結び

ついた都市との交流を窓関した f資源の活用』が

還さを見せ始める.

⑤1980年代後半から90if.代八

1970年代後半に、その端紺が比え、 80年代前半を

通じて肱大した f農業・縫村の多面的機能Iの利

活用の路線は、 『むらおこし l、 fまちづくり J

、 f地威活性化l符の峨々な取り組みを生み出し

ながら、 f総合保集地減妙備(リゾート開発)J 

へと涜れこむ.農業生i1f:対策の中肢を成す11業燐

造改善事業においでさえ、上記関連事業が位置づ

けられ、 「非農用地tJtHHJまでもが含まれるL至

っている.1970年代後半に砥立した4ふ柱による

f定住条件艶備』はゆらぎ、 ..村盤備の主販がい

ずれに置かれるのかが不明徳な段断となっている

と昌える.

このような曲折を維ながらも、公的農村艶備は進展

し、その成泉としての'l治療嶋、生Il.Å~鍵盤織の水単

向上とともL 、 一般的'_ I立、~紘円治組織の空間管理

.改善機能は低下している.

3. ..山村集係』おける多1ft的空1111・'1:地.f!J活用rr

理システムのイバl'どその思議

然海I:I治組織の7.'!""，r't ffi・i攻都機能の低ドが進行す

る中にあっても、..山村It!~には、復活n治組織自体

が、いわば rjf~化 l し、状況に対応するものがはられ

る.それらには撮々な臨憾のものが{iの:するが、共通

する点は、各農家倒日IJの払的な空間・ 1:地平IJt~J1I管煙

システムの舵立をJf.随jこ、毛・れらをtll(也とした、部分

的弘的JUロ!の空11"'l'地利tljJllff郎.システム、腹案生

産集問としてのJlf，jJ的空1111・1:地.fIJTfi川ft.PIシステム

、そして、築総自治組織としての包括的な~nll' 上地

利r.5fff ff HI!システムハと組み 1:げられて行く、 1多量

的土地.f1JT.5 JlJ Irf fIP.システム1のイr(五が符認されること

である.また、み;米、 11本の炭山村におりる・1:地所イI

-経営の空間的特色(弘的所イi触の分散と卸綜)、そ

して、これらをクロスオーバー寸・る底辺、Ac路の不可

欠の存住を物的.~間的基鍛とし、「ぷ族小経営を fド位

とする限り、 1:記の多1ft的空IIn.1:敗.fIJ活用Irf珂シス

テムは成立する必然性を内包している.

①立川集務の下Jf倒より

稲作と長g~、 M作と lii牛~1:;7iという比絞的安定し

た生産基盤を持つ..家1~(引を般に、 b超低の閉山と、大

焼綾な炭(1:街のrf，地とEうliW:化過胞を、民住を包話

した 共住外:Jを革盤とするn治会組織的件絡と、綴

となる農家U!f・育の'I:iff組合としての相対的独立と点う

二軍備造にlt!iるn治組織全 「巡;{t'J ♂ガt:-. 

その下仁、水III~ 111心とする段家の共通する生産岐

にかかわる包括的な ~1tI1' J:地.f1J7MIIff.f!J!システムを

牛産組合Lよる共ItiJとして持ち、他Jjでは、 n給白足

的な個別私的空間・ ' l :~~河IJi~mシステムを各倒として

維持する良家が.u(1;'4'る.ケれらの11'1111に、jf(田を分

散銭綜して所イiすることでJJ!t¥'，する$分的私的共同が

介復し、 Jもと弘を柔軟に鮎びつけている.噌の'll1i'i組

合を御成する三局のシステムが、立川!J!務自治組織を

して進化させ、炭鉱山J地の小でも民業~治・としての性

格を維持し、.家u!1司のJ:現によるがW:を1tめた包括

的自治組織運符と..来~機としての~11l). i二地利活用

&.びそのシλテムの保全(!"ft彪1:しfのである(凶VI

1 ) • 

@鉱床集結の。Jf例より

ごの集読書には、伝統的ゐ:f!}Jl'!1的の!M!経営の近代

的発以の形態~典l~J的1 ~'.Illすよ止が/B米る.伝統的
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なn}JfI助は、毎i本構の維持管理f 問機を含め弁jf(へ

への対必、ィ;摘みや#.1:セメントなど{f米の自前校総I

のt，f;H1に象徴的に現われている.その近代的発展の象

徴は r.勝t住民~組合 1 である.共同集荷・選別. 1ft 

仰を引切り VJった合.P~M:の下に行なう噌とをit絡としつ

つ、他l品、伝統的仏:1良雄の相正技助、必要に応じた、

部分的弘的Jtl，~に委ねることで伝統を活かし、他}jで

は未lð '州立の訂作部を控配することで、新しいr~))を

取り込みつつ、新しい試み1:.も踏みだすという巧みな

運常が行なわれている.水fIlJ!まではE甘い時代の小地片

・小野{)移の棚川が鈍るが、それでも、近隣の1理解を得

つつ、 n，ii，の交換分合.t(山盤理等を徐々に進めてい

ゐ.乙の*川T.¥XI-.1'3いても、梨l必においても、部分的

弘的);.I'iJが、各所で成立し、それらが参加農家のi責桜

を通して迎鍋.1Ith1して、~港全空間・土地をカヴァ

ーし、それらの.fIJr.5}ij管理システムを憐成している.

これら倒別在、的システム、節分的弘的システムの中で

従;択の自，jijtJiu.iが現役として活用されている(凶VI-

2) • 

@f11歌集結の~If桝より

川歌燥機の?)!n1J.t:地利活用管理システムの中心は

、iiIiIHの心:川!J!滋で古えば、部分的私的共同と白える

.結*的には、新S提案h修造改善事業の導入によって圃

場幣仰と卿械の協1;;)利用の受け皿として生産組合が結

成されているが、内尖は、農家個々の持つ能力に応じ

て、 jll，ij の.I;LH~JJ;を出し合い、その述鎖と集合が、鍛

治~lIn. ..1，地.fIJ前川1ft砲を抑っているのである.それ

を成り山弁せている$;鑑は、 1つには、高働者1吐帯も

合め、 nらの家、民敷・菜園により締成される弘的小

~rul ' .t地のrl紛iJ起的利活用管理システムを維持し

ていることであり、あと lつは、財産区収入、必jflu

収入のストックを Yアンドとして、自在にそれらを級

位寸るIUU-としての集活自治組織の存在と、運営の伝

統である.この!J!治においては、農業機造改善事業で

すら、組n的n{J:な然治~~間・土地利活用管11(システ

ム~Mlみ人れt，t;HN'る柔軟で輔の広い、主体的対応力

がt}:tl‘される(凶VI'3).

@崎集機の'If例より

中1111111地んあり刈品質米生産を絞とする安定した、

山典的イi両市鎌lVEjl71体系を保持して来た集落が、都市
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近郷立地と米，'Jf情感化のll'でJR業化が進行し、策秘自

治組織機能は弛緩・低下を辿る、いわば典型の集落で

あっ1た.そして、清尖に水[lJの荒廃が進んでもいる.

このような.tk況にはあるものの、かつては、水と米を

n慢にする聾かな村であり、伝統的共同は存αしてい

た.その意味では、多量的空間・土地利活用1'f煙シス

テム成立の必然性は、米だ残されている.このような

集訴において、 r~泌‘J:観j という集落の総合的評価

の旦F訟をIIIい、 }/;it.d自身ムよる集落の総合的再認識

を促し、然治ビジョンを形にするごとで、多量的空間

• '1'地利活川管Jl!システムの再活性化の可能性を見出

すことが日u長t-• それは、 fj長住性」と 水と米1に

依処したCT (Co珊munityIdentity)認識と目標の明

徳化4よって、 1必i箸自治組織としての全体的空間改袴

の共r.. )行動が復活4 し、個別農家の意欲の結節によって

白括的に成立する部分的私的共同による、土地基盤磐

備実現への動さが始まったことである.とこでもう一

つの重要な点では、既fI.の事l!.制度枠から出発する

のではなく、居住tiの要求を前提とした計画、事業化

の方法が保周出来た点であった(図VI-4).

@江代地区の4、慎例より

山間の孤絶的ともいえる地に立地する極小規僚の集

落において、 lまlま、完全な自己完結型の自給自足的な

個別弘的な空間・土地利活用管理システムをその空間

.仁地相fh拡とともに解明した.それらの集落では、互

いに結合するのではなく並立している.ただし、互い

のイ'UEがイi形・無形の支えとなっていることは無論、

集落を近畿して形成して行く過程では、互いの位置関

係の調盤、共通基fiとなり得るものの共同建設等の共

同が成立していたのである.このことから、多重的空

間・土地利活用管埋システムの空間的成立条件が、弘

的所有地の分散と錆綜ムあることが逆に論証出来る.

伺時に、日本の集落が、その自治組績による空間管埋

改持俊能を低ドさせていることに対する示唆ともなろ

う.その意味は、ヨーロッパ型の思い切った嫌造改普

による家厳経営を1&本とした自己完結型復合大規綴経

常の並注へのh向である.

結合したJtl司を成立させるか、完結した慾位を並立

させるか、いずれkしでも、その単位の個別私的空間

. '-地管理Eシステムの維持が、基本であることが、こ
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ことである.従って、それが保怖されなければ、

aつのl耐よ、!ltJ何に成立しない共同である.もう

5) • 

@描山地Iぎの-*平IJJIJ管理システムの!SH9ilから

の事例からも日える([湖沼

n 11:例 Jの舷保のZーではあっても、 J~r，司が*1持され

1ifのルールがo、要となる.そのルールる為には

農業用水利1II'I't即.の4つの事例からは、現段階では

水路終備が進んでも、水泊配管Jj式会とらないとすれ

が成立し、維持されるには、fl')lのi偏に.id-パたよぱ、組合方式による全 ・的ft.lJだけでは水の利JI1管理

うに、 n在性が陣保されることが前提であるからは不十分であり、その・ドに段階に部分的私的共同の日

.}jでより 1:(立のJU，;jに融合し、そのルールは、常的イ'i(f.とその機能及び倒努'.1的fJ，、的'(tI撃.による補完を

、脱定されら・がらも、 ~tl京共[，1]の条件を健保する必要とすることが解I~J~れた. 1!JIち、高沼潜水利組合

意味でより柔軟なものとなる.では水門と幹線'(f.却が組合として災脆され、支線管理

ft山村にd3ける ~n". f:.ItI!，fllrli HJにおける自伝性3) に5-6戸の11術的共同前1If.が投定されている.本野

とは、 n業伯尚にI~l しては、れらの労働を、自ら水利組合では形式的組合の全線srl'm!，よ、~地的な集落

の身丈、能力、 ~ntに ，'ft;色な限り jð合させて役 F内のJlE~\{\tl-分刺され、より小tjt{虫に節分的私的共同

することとnえ.る.その為には、より適合性の高が成立している o ，{見場織では、組合の事実.1:の消滅の

い物を選伏する ことと合わせて、さらに自らの加中で、部分的弘的Jtri~ と個別官却の.i!!鍋が、かろうじ

cを加えることに在る.生活においてもそうであて水路を1'fJ1!するが、書長田{ヒの勝wが道路砿幅に伴う

る.従って、 この自伝位i泊*の余地は、:だは、個暗援化によって助役され、共rI1J~~を失ったことが組

々の持つ技術・ UfJt1を~使する場・対象となリ、合組織を停11:させることにつながった例と宮える.

その結燃として、 II-'*Ie的tけをのo前妓uiを生かしより生活に常指し、個別の要求を反映し易い水道の

続ける地となリmるのである.『水道化』を准.めつつも、個人あるいは部利用では、

諸君分的弘的共同は、本来的に、2)に述パた性絡を4) 分的私的共同による刷局L利用もmなり、多織な飲ま量用

持つ.共同とは、倒が自らのかなの為に、集合し水利則の#tf.が明らかとなった.そのことを過して、

て、そのn(l(Jを述)t;.しようとするものであって、『都市的生活体系をがi艇とした生活環境型車備水準比較

ともすれば、先ず倒のイ'f(f.と .~J失が基盤である.6) • Jの限界が術指揮できる{凶VI
制
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活11治組織にあっても、すでに例外なく、行政のを止める 1:で、多 if(的~II" ・ j:地利活用管理システム

末端十t絡を持ってい6.行政からすれば、その共の布する窓必は、部分的払的Jtl~lによる空間・土地利

r ... i組織の把仰を指盤としてH飲の執行を凶らねば活用管湾システム4集約される.そしてその意義は、

ならない側而が、特にQIII村部では多い.従って個別私有地が分散・錯綜している条件下では、必

形骸化した自治組織であっても、その保持に努めず何らかの部分的弘的共同の空間・土地利活用管

ょうとする傾向がある.その為、かえって地続の理システムは{UI~する.迎に肯えば、それなしに

共同が全体的に崩れ去る例も少なくない.むしろ個別私的~Im. t処利活}I]'l'tI'-システムは成立し

形式的共同にこだわるのではなく n然舟生的・ o得ない.

口11111111・&。。。。
•••••• .-1 

-
畏
図

然的に形成される都分的弘的JtltiJに依爆し、その

参加農家安雌介として、処多の共Mが連鎖し、If[

この共同的~lIn. 1:地取j活ffl'l1'JII!システムは、よ

り上位のシステムと倒とを柔軟に結びつける役割

2) 

胤することで、集干高官間・ 1:地のJtl;ij利活用管用このシステムの持つ 2而を果たす.その意味は、

の内尖を憎J託すゐ例はみL愉でも実証されている.性から説明できる.そのー而は、個の臼fE性を共

その状fì'i!~ r 多孤(l(J~nll ・ 1:地本IJ活用管埋システ同をlIIi艇にしつつも保障‘することである.即ち、

L... Jとし、そのJf¥泌t'l:~ oMl湖・ずる所以である.伺が、この共r，~を求めるのは、個別弘的1}JMIl. 1: 
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多I啄的?児n".1:~.fIJrMHrtllll システムは、 到底JJíも

の郎分的弘的共r.. JI，.:過して、 倒と全体とを結ぶ.

5) 

24u-

地利活用管.fIl!システムの結働条件を確保あるいは

改~寸るニと((1イ'ff1の縦倒的t確保)を求めての



.~.企
rmr、

減2S
O 

同四一 2

毎床集落

忽ii全領域のCtlfl百i.也事置による

包鱗的な~刷・ : 1:織の初挑 JII 'a時
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水野水不l斜l穴水路守地!システム

.¥s場i持組合の水利管理システム

2M; 

目前市計四システム断念除l

. 氷川合併m

::;分的私的共同'i'i'l'l

制人':l.l'J! 

尚の ~'f ' ，:':j 1¥1 '間航・往-のJt自{・北Ll . I~'~ 城

各水利管理システム傾念図

• 水利anf.-W'電

r:u分(t'~f.L ~均終日 W l'A

制入管.l'P

これは、公的核削及びその成果としての装置と倒

との関係Lおいても成立している.ともすれば、

傾向的な公的核仰とその諸袈置が、個の自在性を

減殺する01能t1:を持つ'1'で、この得分的私的共同

のイfイiが、それを緩和する共同の})として存住し

ていゐ.それは、公から払の間ιイf{1する空間的

あるいは管理 kの隙nflをt埋めるものとして存在す

る。ニの聞に、 a!Et('件が緩和されるのである.こ

のニとは、個のn イU1;~ より良く総持しようとす

る欲求を基健とし、それに基づく爺分的共同が、

使血性1 :-対抗し、時nrl~ かけて、なじませること

によ っている.倒>1'lt弘的空間・土地平.J活用管理行

為が、尖働・ rlii般の点で、実質的なm治空間・仁

地の火$分を市めるJ，1も基本的でfIi裂な役割を煙

っている事実を踏まえる時、そのnイピ性と活性を

似持寸るこの多!f(的夜間・土地利活別管理システ

ムの!f:c要性は改めて舷認されるのである.

11， n日I;妓Uiの存住;.¥Ui

I : rl~ した、合:米のrJ，ìíj技術は、 :{lMfj賞、畔換り

を合む版築土木、赤i:セメントや、抗打ちによる

U;耐補強、 :(1を{!I!った臼復な水Hlへの取水・排水

、ノtUJ売協やrr代lはられた、水1"]し技術、新し

くは、 i木日縁の鮮験から得られl''1コンクリ ー

ト舗設に'Jf妓術、ビニールパイプを駆使した水路

糸の転換や節分補完句、農業生定Jf，鐙にかかわる

ものは、現時点でわ活用されている所は少なくな

い.新たに聾f与されT技術ストックとして注目す

べきであろう.また、現住では療をinしていても

、 GO~十代の人々の '1 11'は、そのt支給1は滞在してい

る.これらは住'{.;， i.I!物の建築iついても同織で

あり、 M般1革、 J，C礎に明、棟上げ号事Lも生きてい

る.

‘lt、全般的kt!'えることは、炭鉱業を営むこ

とと，(1般かかわって、 fR花、 IE-+-、陸水の説府・

管JlJlt:企Uiは連綿として'1'きている.

1，ft!の。将校体tは、名農家屋敷内・ j羽辺、主生以

の所イi農地周辺kJkび、集落。Itnの維持・管理・

，整備をかなりの線分で支えている.

f.i]時に、それらは、作来技術であるが般に、過

去からの営々としt~rulストックとの迎続性を持
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っている点が重要である.それは、公的に建設さ

れる占布施設が、ほほ例外伝く、外神的で集落空間

のストックとは不適税なものとなっている現状を

緩和あるいは、 1是正・転換する為のキーを星通るも

のと巧えられるからである. r民観盤側l、 rJ農

村アメニテイ J、 「近自然的工法i等が、農村製

鋼において、ょうやく消緒的ではあるが、課題と

して取り込まれようとしているが、~だ f造園J

的発悠Lよるか、近代工法のその~FU:の部分的

・家M的補正の妓をHlていない.従って、 少し

はまし 1にはなっ介とはいえ f外倒的j であるこ

とはかわらない。作米の自前技術の科γ的・客観

的価偵の認議とその繋備への適用が強く望まれる

上記仁、潜在的「は60才代(より多く見績つで

も50才代後半)の人々にそれらの技術はストック

されていることを述パたが、それらは現実的に駆

使されなければ、知減としては、岐っていても、

生きたものとはなり併ない。そして、それらの個

々にストックされた妓倫の共有Lより支えられた

共同による自前の曾備・維持 .ff舟行為は、全体

としての肢術ストックが消滅する以前にも、行為

を成り立たせている共同のメンバーの中一定数以

上において失われることで、行為そのものが成立

せず、その技術の駆使そのものが不nI能となる性

格のものである.

このような事態が、今後、 10年も続けば、より

急連に消滅することは日に見えている.

現夜、 ヒ記のよう消え去ろうとしている技術ス

トックは、全集落的共同の空間改誇・管理等の現

u}では、ほほ姿を消している(例外はあるが). 

その中にあっても、毛色的な個別の営為の中には少

ないながら存在している.また、それらは時とし

て部分的・秘的共同作業においても生かされてい

るのである.従って、それら技術の総承・発展の

織としての意味は大きい.

また、これら伝統的在来妓術を駆使して機築さ

れた、棚田やその石刻、道路、水路、頑笛工等は

、いわば、 r，農民的文化財Jとetえるものである

.そして、在来妓術を即解出来る居住.(;にとって



は、 「先組伝米の地峡への2伊)1を体現するもの

である.それらを、 「生産近代化j、 l合理化j

の論理のみで、いとも簡単Lこわし、更新するこ

とは、居住者の「地滋アイデンテイティーJ自覚

の彼処を減殺することはs定出来ない。集落在来

の空間的ストックとの連続性を強調する所以であ

る。

5. 倒を基礎とし、部分的私的共同の連鎖による多

重的集活空間・土地利活用システムの再活性化の

為に

現在、農村整備は、多くの場合公的事業として実施

されていることから、公的事業制度について述ペてお

きたい。それは、公的事業諸制度の統合と思い切った

柔軟化である。

統合とは、極めて隈定的な適用範囲しか持たない実

に多数の諸事業が踏を緩してひしめき合っている.そ

して、それらは多くの場合、互いに排他的である.従

って、 f自在性Jに対応し得る柔軟性に叡本的に欠け

ている。類似目的諸事業は可能な限り統合することで

適用範凶を大幅に広げることが出米ょう。

柔軟化とは、紋大公約数的な基準が硬l直化し、かえ

って現実に適合できないものも多い。迎合し得ている

のは、対象をその枠の中に無理にハメ込んでいるから

である。部分的私的共同が微妙な!H:f性とルールとの

バランスの上に成り立っていることは前にも述ペたが

、上記の規格kハメ込む方法によっては、この節の共

同を対象とし、成長させることは因簸である。ハメ込

むのではなく、多織な要求と多織なルール、組み合わ

せで成立する共同に流れ込ませ得るほどの柔軟性が1要

求される.柔軟性に関しては、施設撃備における公共

l直営工事に関する規絡の柔軟化である。自在位の追求

に伴い、生きる在米技術等を組み込む柔軟性である。

例えば、棚田の聞場製備を公共で実施すると、その結

果は、整備前が石垣積みであろうと全て、コスト低減

の為に、石垣は取り払われ、上 とされる。石垣の優

れた特性、そして、その地で石庖積みが必要きとされた

背景、そして景観的価値は全く無線されるのである.

それら在来の技術が生き続けるのは、それらが、それ

ぞれの地の理にかなっているからであって、それだけ

でも極めて価値の高いものである.同時k、それらの
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技Urが4かされる工法によるiι没であれば、その後の

管想は、地域の人々に受け継がれるという点でも後れ

た方法である。

柔軟化と関連して、公的艶備は、ほぽ、例外なく施

設の建設あるいは設備・機械等の導入など、物質的対

結を求める.例えば、棚[If"-おける農業生産条件の整

備を公的に行うとすれば、農政ペースでは、 Jls鍛繋術

事業による、区岡蜂理、農道、水路製備の方法しか存

在しない.観光行政的には、形状をそのままん、 lJtff

を継続する為の締助が、自治体tj1独の堺支として実施

されている例は存花する。しかし、それはあくまで見

せる炭業であって、農業生産対策そのものではない.

ここで、棚田が、 4ha程度存在するとした結合、従

来の方法で行けば、 10ha"j たり、 350~400万円程度の

コストで基鍛盤備をすれば、今:体としてのt費用は1m
4 千万円~1 億 6 千万円を重きする.通例、そのうち半

額が園、残る半額の半分樫1ft.を都道府県や市町村が持者

助する.個人負担は、ほぽ、桟りの1/4であるが、そ

れでも3500万円~4000万円となり、ほぽ、 10ドの農家

とすると、 l 戸当たり 350万円~400万円となり、棚田

の多い山間集活では、実線そのものが断念されざるを

得ない.物づくりにのみ帰結を求める方式は、その意

味で限界を持つ.今後、基盤整備の対象となるのが、

これら、中山問、 111問地h変である.

さて、上記のように当該集落において、農業生産を

継続・発展させる一つのj汁去としての基盤艶備に、公

共は、 1 億500万円~l 低2000万円を支出することが

想定されている.大胆に昌えば、それらの公共投資が

可能なのであれば、それをファンドにその運用益金と

各農家の出資を加え、~務営良資金とし、働ける燦家

に、棚田耕作を委託し、作業効殺の低さや労働強度の

きっさに充分見合う委託料を支払えば、結果としては

、同じ成果を得ることがIB米ょう.

即ち、復米の上地』えぴ水路等の智間システムには予

をつけずとも、あるいは保全しつつも、それん対応す

べき社会的システムの地減条件に応じた再生・強化に

よって新しい空間・上地利活用管理システムを繊策す

ることが可能なのである.

このような柔軟さも、山間・中山間地岐については

求められていると考えるものである.

以j二、公的盤仰を地峡・集浴に・おいて実施する際に

は、そこんおける、多I底的な空間・仁地利活用管理シ

ステムの実相Ikついた疋確な抱縦が必要である.その

f:で、今度・生活の向上を阿るのであれば、その実相

にはられる、システムの顕αする能jJ・機能はもとよ

り、情fどする能力...f能性にも充分に配慮し、それら

の秀れた点を1111民すペく、物的・社会的両側面におけ

る態備のlii去を適応すべきである。要するに、当該地

岐・1.1.!滞在来の多面的空ml・上地利活用管理システム

との迎続性を持った阿システムの更新・再編あるいは

新しい安ぷの付加が求められている.

そのことによって、肘住者・農業者による個別の営

為を基艇とするシステムはより活性化し、将来にわた

る白)J.白助的システムの維持・活動が保証されるの

である.
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生活改丹課 (1981)

・農村婦人の家殺E状況:農林水産省農蚕園芸局生活改善説 (1986)

・農村婦人対策関係資料: 向上 (1987) 

-緑良'住区開発計両調査報告書

一滋賀県八日市市八日市地区一 :近畿農政局・ (1977) 

向上

一京都府福知山市西中筋地区一 : 向上 (1.979) 

・第 2次農業構造改苦事業実績総覧 :全国農業構造改善協会絹 (1983) 

・農山漁村環境整備事業の手引 :地域社会計画センター (1982) 

-新農産地域定住促進対策事業実務の手引 :全国農村地域定作促進対策協議会

・新農村地域定住促進対策事業等関係通達集 : 向上 (1986) 

-新しい農村啓備の理念と農村計画制度の提唱 :農林水序省構造改持局計州都

一農政審議会答申・審議経過と関係資料一

・地域開発 283母 :日本地域開発センター (1988) 

・農村整備 ーその計両から実施までー :民村整備編集委民会 (1978) 

・図説農業年次報告 昭和 36年度 :農林統計協会

向上 昭和 37年度: 向上

向上 昭和 38年度: 向上

・図説農業白書 昭和 39年度 : 向上

同上 平成 2年度: 向上

・公共施設状況調 昭和 37年度 :自治省

向上 昭和42""44年度:向上

同上 昭和45年度 :向上

向上 昭和 50年度 :向上

向上 昭和 55年度 :向上

同と

向上

昭和 59年度

平成 2年度

:向上

:向上

-i!52 

(1984) 

(1980) 

. C~村被備に閲する統計
-山村地域被備調査報告書

ftiJj: 

!司 k

liiJ .1: 

luJ 1: 

昭和 52年度 : I!U:Jr地方振興局

昭和 54年度 : 向上

昭和 55年度 : 向上

昭和 56年度 : 向上

昭和 58年度 : 向上

昭和 60年度 : 向上

IliJ L 昭和 62年度 : 向上

・1~J 70年惟界島林業センサス 農業集落傾硯別報告曾

一人U動態 ・都市関域別類塑偏

向上 一農家率別類型編

IJJ 1ニ ーその他の民業集落類型編

・1980年世界段林業センサス 農業集落類型別調査報告書

一基礎類型編

|司 k 民業集落調査報告書

・1990年世界農林業センサス 農業集落調査報告書

・出来・農村の活性化をめざした土地改良事業の展開方向

. l~村の総合的整備をめざした土地改良事業の展開方向

$;考文献

. t.!1 ~佐集・注品

.n本政村の民俗的構造

.戦後村落jjt観の変貌

. l火|説集落

-村-泌桃造諭

'!i本の股村

・(j本政村の社会問題

. (]本村活史概説

-コミュニティ再編成の研究

.現代の都市と民村

-現代C!l~と七地利用計画

.集落地理学の展開

・水凶利ff1方式の展開過程

-村活社会体系J命
.J!!i村計画拘

-明治以前 11本土木史

・円本の社会学 6 農村

-地域計l珂 その理論と実験

.上地改良区の研究

渡辺兵力編著

福田アジオ若:

神立春樹著

日本建築学会編

安逮生恒編

福武直箸

向上

小野武夫著

斉藤占雄編著

宮本憲一著

和田照男若:

米倉士郎監修

長窓次著

満田久義著

青木志郎編著

土木学会

田中尖絹

地域計l可研究会編

石川武夫.}f
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:農林省統計情報部

同土

向上

:農林水産省統計情報部

向上

向上

:農林水産省構造改善局

事業計画諌

向上

:龍渓書会

:弘文堂

:御茶の水書房

:都市文化社

:農文協

:東大出版会

向上

:岩波書盾

:御茶の水書房

:日本放送出版協会

:東大出版会

:大明堂

:農林統計協会

:ミネルヴァ書房

:農文協

:岩波書庖

:東大出版会

:農林統計協会

:東大出版会



.c;ミ菜水本1 ! の~1l1J挑む fli村明著 :大明堂 . _I:地平IJJU椛造と利j日課題に関する研究 補良一 . 向上. 
-農村設備と~活道路 今井敏行著 : l.'J林統計協会 -m村1[必のせ前環境に関する研究 (1砂剛二他 : 1979. 

-技術と民的(J:・ド) :小学館 一「筑界j の変化と生活~境

-現代民村計凶iI令 宮田正彦著 :M-!大出版会 向 一境界決定過程における目黒題 向上 向上

-農地行政の民間とその評価 :民村開発企画委員会 II-i) -JI]水路の汚染過程 向上 向上

.~楽土木ハンドフ'ック 農業土木学会絹 丸善 -岐阜県平行の了づくり広場(その 1-2) 渡辺光雄他 向上

-水田良撲を」号える 金沢夏樹著 :京大出版会 -都rliイじする近郊品村における集活の地域性 加厳仁美他 向上

-建築学大系18 ~:ií~;tl争i 石田頼房他編著 :杉同社 (その 7-9)

-講座社会乍4 ~ぷ旅・村落・都市 福武直編著 :*大出版会 -t2村地械における集落空間の共同性の偽造 青木志郎・中村民也他 : 1980. 

-農村社会学 松原、治郎編著 :川崎 jFIE に関する研究(その 1-4.)

-三全総とi;2材:~魚):;→ 同上}r計画・調整局編 :創造社 'l!!l村地域の1'1治形成過程に関する調査研究(]j-!o1) 青木，志郎・藤本信義他 . 
向上. 

-箆村生活の別代的課題 君塚正義・児玉賀典共編箸 :日1)]文汗房 -イi明海約j;2クリーク干拓地域の集落整備 加厳仁美他 : 1981. 

-良山村開発品 山本陽三・安達生恒他絹 :御茶の水背反 (その 1-3)

-社会資本諭 宮本憲一著 :有斐閣 .~村集活に関する基礎的研究(その5-6) ;重村力・山崎寿一他 . 
向上. 

. t主村道路その'GI・1剖・建設と管理 農林省農地局監修 :地球出版 . ta村生活Q境に関する研究 白砂剛二他 . 向上. 
-日本農村の組織論的研究 高橋正郎著: :点火出版会 . 1I明j毎治jFクリークと干拓地域の集落整備 加藤仁美他 : 1982. 

-良村社会の縞造と変動 長谷川昭彦著 :ミネlレヴァ書房 (その 6-8)

-都市化と民楽をめぐる課題 :~林統計協会 -住民主体による集落計画策定手法に関する研究 fT木志郎・中村民也他 向上

-社会学講}宅4 民村本会学 蓮見音彦著 :京大出版会 (その 1-2)

-日本農村社令の桃i笠と論理 烏崎稔著 :京大出版会 .m滞空IWの偶成とその変化に関する研究 藍沢宏・三橋伸夫他色 向上

-住の思想 白砂剛二著 :民文協 (その 1-3)

. ca村1t.H客七地利用計両に関する研究(その 1-3) 荻原正三他 . 向上. 
-地域計 l珂の~i_位に関する研究(その4-5) 藤本信義他 : 1983. 

参考文献(建築学会関係) .J!!l村~活 i二地利用計画に関する研究(その 3-7) 荻原正ニ ・浦良一他 . 向上. 
く建築学会大会学術講演会便概〉 -有明海沿岸におけるクリークと干拓地域の集落整備 加厳仁美他 . 向上. 
-山形県飯良町における fまちづくりJ 青木，志郎・藤本{JiE他 : 1974.10 (その 10-11)

のための調責研究(その 1-6) .1，tミ~五空 110の偶成とその変化に関する研究 鷲沢宏・ 三橋伸夫他 向上

- 農村住民による r~境点検地凶J (その1-3) 渡辺光雄他
. 向上 (その4-6). 

-方言地名の研究(その 1-2) 平井秀他 : 1975.10 -ある1f.S必の研究 (1-10) 重村カ・山崎寿一他 . 向上

-土地利用計画概念、モデル 地井昭夫・車村力
. 向上 -有明海沿jFにおけるクリーリと干拓地域の集落整備 加厳仁美他 : 1984 . 

-山原型土地利用とむらづくり 同上
. 同上 (その 13-14). 

-共同的生活慣行の変容過程について(その 1-4) 白砂剛ニ他 向上 -ある集落の研'先 (11-16) 重村カ・山崎寿一他 向上

-地方都市周辺良村地域土地利用分類分級方法試験 荻原正三.~:i1U俊二 向上 'l!l村集落の空間構成に関する研究(その 1-3) 菊地成朋他 向上

-共同的生活慣行の変容過程について(その5-6) 白砂削二他 : 1976.10 '~H~~聞の偶成とその変化に関する研究 主主沢宏・三橋伸夫他 向上

-都市化する近郊農村の生活情造と地域計画に関する 加藤仁美他
. 向上 (その 7-9). 

基礎的研究(その 1-5) -t2村集落士地利用計両に関する研究(その8) 川崎雅章 向上

-披止のある漁港の空間利用について 白砂剛}他 向上 .JIj水路の形成とその空間構成手法に関する研究 宇杉和夫 ・新井康夫 向上

-被止のない漁・必の空間利用について 同上 向上 (その 1-2) 

-旧村単位の地区繋備計両に関する調査研究 青木志郎・藤本{~1a他 向上 -ムラづきあいにみる住居の集合性について 畑聡ー他 . 向上. 
(その 1-6) -ある集落の研究 (17......19) 重村力・山崎寿一他 : 1985. 

-都市化するili郊民村における地域性(その1-3) : 1977.10 . )，1;住帰造の研究 (1-6) 向上 . 向上. 
-方三地名の研究(その-1-5) 平井秀一他 : 1978.9 .J!!l家集合と集活に関する研究(その 1-2) 畑聡一他 . 向上. 

254・ ι255 



.J:l村集蒋における共イi空間意識に関する研究 一髭沢宏他

-集居集落における所不j.経営地分布の領域性 三橋伸夫・藤沢宏他

に関する研究(その 1...... 2) 

-有明海沿岸におけるクリークと干拓地域の集落整備 加蕗仁美他

(その 16......17)

-三宮新田集務の環境保全計画に関する研究 (1.-.-4)萩原正三 ・告白1俊ニ他

-集落の立地特性からみた土地所有・利用の現況と 三橋伸夫・藍沢宏他

変化に関する研究(その 1......4) 

-三富新田集落の環境保全計画に関する研究 (5......9)萩原正三 ・抗日i俊二他

-集落の立地特性からみt--t.地所有・利用の現況と 三橋伸夫・藍沢宏他

変化に関する研究(その5......7) 

-壱岐島における散居集落の研究(その 1"'2) 加藤仁美他

-農村地域の生活環境に関する整備・計画手法 三国政勝・中村攻他

(その 1--2) 

-山地集落における居住空間特性について 伊藤服ー他

-伝統的な空間形成に見る空間的共同性について 同と

-農漁村集落の伝仰空間に関する研究 (2) 白砂剛ニ他

-壱岐島における散居集落の研究(その4) 加藤仁美他

-集落の立地特性からみた土地所有・利用の現況 三橋伸夫・藍沢宏他

とその変化に関する研究(その8--11) 

-屋敷構えと集落雫間構成の関係 菊地成朋他

-壱岐島における散居集落の研究(その 6) 加厳仁美他

-山村集落における空間構成に関する研究 (3) 佐藤滋他

-集落空間文脈の読み取りと評価を通じた計画方法 重村力他

に関する研究(その 1......2) 

-農村地域における i二地利用の実態及び不満意識・利 三橋伸夫・藍沢宏他

用意向からみた七地利用形成要件に関する研究(その 1"'3)

-集落土地利用の概念とモデル 山崎舟 4

-壱岐島における散居集落の研究(その7) 加藤「夫他

-砺波散居村の集落空間構成に関する研究 菊地成朋他

(その1.-.-2)

-共同空間原理に閲する研究(その 1-2) 重村b他

-コミュニティ計画手法に関する研究(その 1--2) 蕗本伝~他

-壱岐島における散居集落の研究(その9) 加厳仁美他

-砺波散居村の集落空間構成に関する研究 菊地成朋他

(その4......6)

-簸川平野を事例とした民住空間整備志向の研究 伊蕗席-ー他

(その 1--3)

-土地利用からみた集落構造に関する研究 藍沢宏他

(その 1---2)

25fi 

向上

向上

向上

向上

: 1986. 

. 向上. 
: 1987. 

向上

向上

向上

向上

: 1988 

向上
. 向上. 

: 1989. 

同上

同上

向上

向上

同上

: 1990. 

向上

向上

向上

: 1991. 

向上

向上

向上

くぬ文報;ぅ~>

.l!!l村のJ~礎生活閣の構造について 井柳光雄他

-漁業~議の研究とその方法についての考察 地井昭夫

-漁業集活の徳造度、構造型と構造類型 同上

-都市化J支集活(地区)分級にもとづく近郊農村 青木志郎他

1:地利JU計画手法

-t23民集落事{型による地域診断 藍沢宏

.J'.!l村地域における集落の空間構成に関する研究(1) 楠本傭司

. ~lftm落における土地所有分布の変化に関する研究 藍沢宏

-近郊出村における地域的な活動単位に関する考策 伊藤庸一

-都市近郊地域における混住化集落の類型化と 鎌田元弘他

その特性に関する考察

.~村集落における社会集団の重層的な構成 伊藤庸一

に閲する考察

.~住化の受け入れ側の条件としての fむら柄j の検討 鎌田元弘他

.J:l村集落の共向性を反映する空間形成手法

-空|町立高(地長名)からみた集落空間の組織化

と偶成以理について

.ta村地域の社会主地位の相違による宅地さ聖域形成

とその形成愛関に関する研究

-島村地域における土地利用・所有の現況と対応関係

からみた怨単位の土地利用不満意識及び利用意向に

関する研究

-集・搭モデルとその分布構造に関する研究

.巾久保集蒋の共同性の展開過程

・集落モデルの分布構造とその成立基盤の変化

に凶する研究

くその他〉

・伝統的住空間に関する研究(その 1-7)

伊藤庸一

寺門征男

藍沢宏他

向上

藍沢宏

重村カ他

藍沢宏

白砂剛二他

: 72.9 

: 75.11 

: 75.12 

: 78.9 

: 83.9 

: 84.6 

: 85.8 

: 88.10 

: 88.11 

: 89.9 

: 90.1 

: 90.4 

: 90.10 

:91.1 

: 91.2 

:91.4 

:91.6 

: 92.1 

: 77.3建築学会九州支

部研究報告

・農村集落の地形的立地条件と空間構成に関する研究 資木崇人(学位論文 :86.2) 

・伝統的農村集落における社会集団とその居住空間共有性に関する研究

伊藤庸一(学位論文 :91.1) 
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既報詩文・報告

く~~>
.戦後におけるぷ都府政の歩み

.現代住民玲

1973 .11 Yタ)1:.社 分tEl.執常第 モ1F:一日

198-1. 3 光生館 分担執銑第 7. 8. 9市

-現代のすまい 1986. 1 光生館 分担執m第 6. 9't主

-五木村学術調査 1987. 3 五木村総f??:術調査団

分担執m人文編・建築 第阻市

. I詞説 ~稽ーその?史問と ~tl州

.家政学シリーズ20

1989.8 都市文化社 分担執m集落空間の計i嗣1.問域ぬ

住まいと住環境 1991.4 朝食寄宿 分担執~モ 1.居住空間としての都市

と政村1.2民村のコミ

ュニティとi8住宅間

く建築学会発表為文〉

。日本建築学会大会学術論~!~梗概集

-丸山地区における町づくり運動の概史 連名(主) 1970. 9 

-神戸氏丸山地区における fまちづくり運動j の調査研究の 述名(主) 1971.11 

総括と今後の課題

-過疎地域における開発の影響と住民生活の変化 1.......3 述名(主) 1972.10 

-民漁村地域における f観光開発j に関する調査研究 述名(主) 1973.10 

-戦後政村計画学研究の批判的検討 単 1974.10 
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あとがき

本詩文は、 20余年にわたる段村研究の一つの集成としてとりまとめたものである。

中でも、山間の過疎地域に以する集落を対象とする研究を主にベースとしている。永年、

農山村における居住身の主体的取り組みに依拠した計画論の構築といった、 .nl同研究として

は大変成立しにくいテーマに取り組んできた。それ故に、命としての構築は、非jJな私にと

ってその道を凡出だすことに附難を艇めた。、可面は、集落下1治組織にその h体的取り組みの

中核を仮説的に設定し、求め続けてきた。しかし、すばらしい集落に出会うことは少なから

ず.あったとはいえ、それに倍する困難な集落のあったととは、私の仮説的設定を限りなく動

揺させていた。ょうやく、それらしい光明がさしはじめたのが、集落空間をとにかく、克明

に記録し、それをベースに集落の人々が、それらと関わって、何をどのように使い、暮らし

ているのかを調ベはじめた頃からである。いわば、 f農村版すまい方調査Jといえようか。

そのような蓄積がある程度出来、なんとか形をなしそうな f感を持ちつつも、それがなかな

か明確にならないジレンマが続く中、偶然にも、熊本県民政部から、 f農村長観整備の理念

Jに閲するレポート作成の依頼が舞い込み、私にとっては、全く新しい視点で集落を見る機

会が与えられたのである。 r美しい1景観j は何故に美しいのか、を考え、探ることを通して

、空間の構成と人々の営みとが一体となった「ムラダチj にそれを求めることの大事さを改

めて発見したものである。人々が生活や生産を維持する為に、営々として第き、使い込み、

大事に管理してきた、様々な笈還が集落には、満ち溢れ、それらの速なり、毛なり合いが、

一種の感動を伴う美しさをもって迫ってくる、それが、 「美しい農村の景観j であろう。こ

のような機会に恵まれ、ようやく、本命文をまとめる口火がえられたのである。

本詩文をまとめることが出来たのは、なによりも巽先生の寛大など指塁手によるところ大で

ある。一種、勝手きままな私の仕事ぷりとまとめようとしつつ、長い足踏み状態にあったに

もかかわらず、いつも、快く、かつ、適切なご指導をいただいた。また、高田先生には、本

詩文の最終的なまとめの段階で計画研究論文としての諸欠点の的確なご指摘と検討をいただ

きょうやく完成に漕ぎ付けることができた。ここに、記して謝意を表するものです。

また、学部学生時代以来、私の研究生活の基本方向に多大など教示を与え続けていただい

た西山先生、広原先生、伴に調査・研究に汗を流した中林浩君、佐藤隆男君はじめ多くの方

々。そして、本論文に関わって調査、集計、凶面作成等、多大など助力をいただいた、佐藤

弘和君、日高智子さん、その他、江端祐子、拍田さゆり、清田美穂子、清原真理子、久我満

子、桑原佳子、丹波小百合、真部禎子、赤峰美佐、今川明美、江崎尚子、様む久恵、関三枝

子、高雄りつ子、松本里美、水畑ゆかり、伊藤洋美、山崎奈己、永野多希恵、伊厳幸子、合

柿久美子、伊巌陽子、香月直子、楠美保、志賀由貴子、寺井仁子、野田智美諸姉はじめ多く

の学生諸姉にも深く感謝いたします。

そして、田代速太さん、三油‘徳夫さん、稲葉守さん、岩崎さん、中野文平さんはじめ調査

の対象なった多くの集落の方々、そして、 f島村景観整備j にかかわって大変なお陀請を賜

った宮崎さん、菅原さんはじめ熊本県民政部の方々にも深く謝意を表するものです。

1992年4月 中島照八郎
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